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教員研修モデルカリキュラム開発プログラム
報　　告　　書
	プログラム名

	小中学校における理数教育充実のための認知促進プログラム研修


	プログラムの特徴

	　理数教育の充実のために，児童・生徒の認知能力の発達を促進させるという考え方（認知促進，Cognitive Acceleration: CA）を理解し，それに基づく授業実践を通して，児童・生徒の論理的（科学的）思考力を育成することができる教員研修モデルカリキュラムを開発する。
　論理的（科学的）な思考力の育成は，これまでの理数教育においても，さまざまに工夫され目指されてきたことであるが，本プログラムのように，認知論に基づく視点での教員研修は我が国で初めてのものであり，教育研究機関としての大学と教育現場を熟知し支援する教育委員会の連携により，効果的に実現されるものである。この意味において，本研修プログラムは，理数教育の充実を図るための新しい研修方法をもたらすものと位置づけることもできる。



平成23年3月
　　機関名
　
　　　　　　　連携先
京都教育大学

京都府教育委員会，京都市教育委員会
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理論研修およびCASEプログラム研修①

認知促進（CA）の概念とＣＡＳＥプログラム概要，ピアジェ、ヴィゴツキーの認知

論に関する研修，形式的操作のスキーマ【変数】に関する研修

ＣＡＳＥプログラム研修②

形式的操作のスキーマ【分類】，【比と割合】，【比例性】に関する研修

実践研修

ＣＡＳＥプログラムの授業実践および見学　（於：平安女学院中学校）

ＣＡＳＥプログラム研修③

形式的操作のスキーマ【蓋然性】，【複合変数】に関する研修

日本版ＣＡプログラムの検討①

認知促進（CA）の考え方を組み込んだ授業プランの検討

日本版ＣＡプログラムの検討②

認知促進（CA）の考え方を組み込んだ授業プランの実践報告および再検討

日本版ＣＡプログラムの検討③

認知促進（CA）の考え方を組み込んだ授業プランの実践報告および再々検討

日本版ＣＡプログラムの提案および研修の総括

認知促進（CA）の考え方を組み込んだ授業プランの提案

（形式的操作のスキーマごとに）

段　　階

日本の教育課程における通常

授業にCAの概念を適用した指

導案の構築と実践

②



①



認知論を基

本とするCA

概念の理論

的理解

③

英国で開発

されたCAを

目指す授業

の構造分析

と実践的理

解

第５回

（補講日）

第６回

（補講日）

第７回

（補講日）

６月１９日（土）

（６月２４日（木））

７月２４日（土）

（７月２９日（木））

８月２１日（土）

（なし）

１０月１６日（土）

（１０月２１日（木））

１１月１３日（土）

（１１月１８日（木））

１２月２５日（土）

（なし）

オプション

７月３日（土）

第１回

（補講日）

５月２２日（土）

（５月２７日（木））

第２回

 （補講日）

第３回

 （補講日）

第４回

 （補講日）


Ⅰ　開発の目的・方法・組織
1． 開発の背景および目的
　平成23年度から全面実施される学習指導要領では，基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着とこれらを活用する力の育成を目標に，思考力・判断力・表現力等を育むことが重視される。とりわけ理数教育においては，「論理的（科学的）な思考力の基盤としての基礎・基本の習得」とその育成のための「発達段階に応じたさまざまな学習活動」を共に図りながら，科学への関心やその学習意欲を高めていくことが求められている。しかしながら，論理的（科学的）思考力を育む基盤としての「基礎的・基本的な知識・技能」やそれを育む「発達段階に応じた活動」について具体的に示されてはいない。
　一方，英国では，子どもの論理的思考力を育成することに主眼をおいた「科学教育による認知促進（Cognitive Acceleration through Science Education: 以下CASE）」プログラムが開発されている。このプログラムの核となる「認知促進（CA）」の概念は，ピアジェやヴィゴツキーらの認知心理学の成果に基礎をおき，学習者の認知的な発達段階を的確に捉え，論理的思考の基盤としての「思考操作」（たとえば，変数の扱い（制御），分類，蓋然性，相関性，モデルの扱いなどの推量スキーマ）能力に焦点を当てた一連の授業を通して，認知能力の発達促進を図るというものである。個々の授業では，学習者の認知段階に応じた事前の準備と適切な課題が設定され，前述の「思考操作（推量スキーマ）」に対する認知的葛藤を生じさせ，その解決手段としての学習者同士の討論（言語活動）による認識変容および振り返りによるメタ認知，さらに獲得した思考操作の他への活用などが意識的に組み込まれ，全体として学習者の認知能力の発達を促し，論理的思考力の育成が図られる。実際，英国ではこのプログラムを受けた学習者の学力向上も確認されており，高い評価を受けている。
　このように，CASEプログラムは新学習指導要領が目指す目標に合致したプログラムであるといえる。しかしながら，これを日本で実践するには次の2つの困難さが考えられる。
(1) 認知発達の促進のみに焦点をおいた授業を教育制度の違う（授業時数や学習項目が規定されている等）日本で行うこと。
(2) 子どもの認知的発達段階に応じた適切な難易度の課題設定や授業展開，討論を引き起し活気づける発問の方法やはたらきかけ方，ときには課題に対する結論を保留する判断など，指導者に高い能力が求められること。
　ここで，(1)については，日本における各教科の単元学習（授業）の展開において，認知促進（CA）の概念を組み込むこと，つまり各単元の学習目標に加えて，CAのための目標の2本立ての授業を構築することにより，また(2)については，それ自身を本研修プログラムにおける習得目標とすることにより，いずれも解決できると考えられる。
　そこで本研修プログラムでは，京都府市教育委員会との連携の下，このCAの理念と実際を理解し，それを達成する授業構成と指導法を日本の教科単元において適用することにより，論理的（科学的）思考力を育成することができる教員を育成する研修プログラムを開発することを目的とした。これは，理数教育に留まらず，学習活動全般を改善するための多くの授業技術を習得することにもつながるものである。

2． 開発の方法
＜研修プログラム実施前＞
1 京都教育大学教員を中心に「カリキュラム開発委員会」（以下，開発委員会）を組織し，本プログラムのねらい，研修内容およびスケジュール案を検討し，「カリキュラム開発連携協議会」（以下，連携協議会）に提案する。
2 連携協議会ではその提案を受け，適宜，質疑応答および検討を行い，問題がなくなれば承認する。その際，両教育委員会は本プログラムのねらいに適切な公立学校の教員を複数名，受講者として推薦し，依頼する。
＜研修プログラム実施中＞
3 毎回の研修講座の１～２週間前を目処に，開発委員会を開催し，次回の研修内容および指導上の留意点について，開発委員間，特に研修講師間で共通認識をしておく。なお，教育委員会担当者（指導主事）は開発委員であるが，受講者として講座に参加し，受講者目線での講座の評価を行う。
4 毎回の講座終了時には受講者にアンケートをとり，講座修了後に開く，開発委員会にてその結果について検討する。それとともに，講師，受講者，アシスタントそれぞれの立場で講座を振り返り，当該の回のねらいに対する評価を行い，それを踏まえて次回に予定している講座内容に必要に応じて修正を加える。
5 原則として，当初に予定していた第７回講座まで，上記③，④をくり返す。途中，１，２回程度，進捗状況について連携協議会に報告し，研修の方向性等について客観的な視点での評価を受け，研修プログラムに反映させる。
＜研修プログラム終了後＞
6 研修プログラムの終了時に，プログラム全体に対する受講者アンケートを行い，研修プログラムの評価を行う。さらに，毎回の講座終了後の開発委員会における検討事項を振り返り，アンケート結果とあわせて，本研修プログラムをより効果的なものへと改善を行う。
7 研修プログラムを通して受講者が作成した，日本における通常の教科授業に適用した認知促進（CA）授業の指導案を開発委員会において検討し，内容及び教育課程への位置付けや適応学年等を整理して，日本版のCA指導案集として蓄積し，次回以降の本研修プログラムにおける参考資料とする。
8 本報告書記載の内容に，毎回の研修講座における講師の講義のようすや配付資料，受講者がCA指導案を構築していく過程や最終的に作成したCA指導案などを記録した，本研修プログラム用教材DVDを作成し，希望する教育委員会等に配布する。
3． 開発の組織
　研修モデルカリキュラムを開発するにあたり，その目的に特化した連携体制を新規に構築した。具体的には，京都教育大学附属教育実践総合センターを中心に，京都府・京都市教育委員会との「カリキュラム開発連携協議会」を組織し，研修モデルカリキュラムの検討および研修の学校への周知などについて協議する。この連携協議会の下に，本学および他大学の研究者，CASEプログラムを実践している先進校の担当者，京都教育大学附属桃山中学校，同附属京都中学校の主幹教諭をメンバーとする「カリキュラム開発委員会」を設置し，研修カリキュラムの開発と検証を行う。
	No
	所属・職名
	氏　名
	担当・役割
	備考

	　
	　
	　
	　
	

	　
	＜連携協議会＞
	　
	　
	

	　
	京都教育大学
	　
	　
	

	1
	　副学長
	岡本正志
	全体責任
	

	2
	教育実践総合センター・センター長
	安東茂樹
	運営総括
	

	3
	　教育学部・准教授
	谷口和成
	カリキュラム開発責任，研修運営責任
	

	　
	　
	　
	研修運営・市教委との連携・調整
	

	4
	　教育実践総合センター・教授
	外川正明
	研修運営・府教委との連携・調整
	

	5
	　教育実践総合センター・教授
	松村千鶴
	　
	

	　
	京都府教育委員会
	　
	　
	

	　
	　京都府総合教育センター・
	　
	　
	

	6
	　　　　　主任研究主事兼指導主事
	曽根　肇
	開発連携・府内学校等との調整
	

	7
	　　　　　　　研究主事兼指導主事
	東山憲行
	開発連携・府内学校等との調整
	

	　
	京都市教育委員会
	　
	　
	

	8
	　京都市総合教育センター・指導主事
	浅田　浩
	開発連携・市立学校等との調整
	

	9
	　京都市総合教育センター・指導主事
	岡林昌朋
	開発連携・市立学校等との調整
	

	　
	　
	　
	　
	

	　
	＜開発委員会＞
	　
	　
	

	　
	京都教育大学
	　
	　
	

	　
	　教育学部・准教授
	谷口和成
	カリキュラム開発責任，研修運営責任
・研修講師
	再掲

	　
	　副学長
	岡本正志
	カリキュラム開発・研修運営
	再掲

	10
	　附属桃山中学校・主幹教諭
	前園律子
	カリキュラム開発・研修運営
	

	11
	　附属京都小中学校・主幹教諭
	垂井由博
	カリキュラム開発・研修運営
	

	12
	　大学院生
	高橋信幸
	カリキュラム開発・研修講師
	

	　
	　（京都府立城南菱創高校・教諭）
	　
	　
	

	13
	香川大学教育学部・教授
	笠　潤平
	カリキュラム開発・研修講師
	

	14
	立命館大学・教授
	山下芳樹
	カリキュラム開発・研修講師
	

	15
	平安女学院中学校高等学校・教諭
	岩間　徹
	カリキュラム開発・研修講師
	

	16
	立命館中学校高校・教諭
	鍵山千尋
	カリキュラム開発・研修講師
	

	　
	京都教育大学
	　
	　
	

	17
	　大学院生
	池口真一
	カリキュラム開発・研修補助
	

	　
	京都府教育委員会　
	　
	　
	

	　
	京都府総合教育センター・
	　
	　
	

	　
	　　　　　主任研究主事兼指導主事
	曽根　肇
	カリキュラム開発・アドバイザー
	再掲

	　
	　　　　　　　研究主事兼指導主事
	東山憲行
	カリキュラム開発・アドバイザー
	再掲

	　
	　
	　
	　
	


Ⅱ　開発の実際とその成果
　研修講師と京都府・市教育委員会の指導主事で組織する「カリキュラム開発委員会」において研修講座のねらいや内容・計画の素案を作成し，それらを基に，京都教育大学と京都府市の両教育委員会で組織する「カリキュラム開発協議会」において，研修内容，日程，対象，募集方法などを検討し，以下のような基本的な概要を決定した。
· 研修講座の内容および日程等について
　本研修プログラムにおいて受講者は，認知論に基づき英国で考案された「認知促進（CA）」という教育現場ではあまりなじみがない概念を理解し，通常の教育課程においてそれを実現する授業を構築し，さらに実践できることが求められる。したがって，短期間に集中的な研修を行うよりむしろ，次に示すような段階を踏んだ研修を行った方が効果的である。
1 認知論を基本とするCA概念の理論的理解
2 英国におけるCAを目指す授業および教材の構造分析とその実践的理解
3 日本の教育課程における通常授業にCAの概念を適用した学習指導案の構築と実践
　以上の考えに基づき，表１に示すような7回の講座から構成される研修プログラムを計画した。
研修プログラムの概要
[image: image4.emf]○ 大変興味深く参加できました。

○

授業で認知的葛藤をおこさせることや、メタ認知（振り返り）の大切さを改めて感じました。

答えを求めるのではなく、討論をさせていきたいと思いました。小学校での授業の仕方にも

触れていただき大変勉強になりました。

○

CASEに何回か取り組むと、その深さや授業への応用がわかります。また、個人研究をする

上で、CASEは役立ちます。

○ 理論講習については、最初は難しいと感じました。

○

実習を実際にやることでつかめた部分が多かった。子どもたちがどう反応しているのか等

ビデオでもよいのでみてみたい（特に今回学習し、自分の体験したレッスンを）。

○ 数学分野としての活用法についてもう少し触れてほしかったです。

○

ガイダンスとしては、理論の前に実習があれば、理論講習がもっとわかりやすかったかもし

れません。

○

実習は、少人数班での学習形態が向いていると思った。協同学習、少人数学習との関わ

りが今後議論できたらいいなあと思いました。

○ ピアジェやヴィゴツキーの理論について、自分でもう一度確認しておく必要を感じている。

○ 時間が許されるのなら、実験結果について自分の目で確かめてみたい。（油の粘性など）

○ 社会科やその他の教科でも生かせる教材や授業プランを考えてみたい。

○

実習の効果を評価できれば、データとして有用だと思うのですが、１回CASE型の授業をし

ただけでは、何とも言えないですね。

○ 生徒の関心をもたせることを基礎においた理論であると思いました。

○ 実習は適当な時間配分であったと思います。

○ 教材化（単元構想との関連性）を図りたい。

○

心理学を専攻していて、統計をかじっていたので過去の知識と今回の講習の内容で認知

的葛藤が起こりました。

○ 小学校3年生を担任しているので、どういう風に使えるか考えていました。

○

子どもたちが実習する際のグループ構成の話だが、誰とグループを構成しても授業が成立

するように組めないのか。

○

帰無実験は小学校で多くあると思うが、CASEをやっていないと考えるベースはどうかと感

じた。

○ 理論講習で学んだことが学習（理科）の授業のヒントになった気がします。

○ 期待していたとおりの内容で、次回も楽しみにしております。

○ 今、求められている授業改善、実践力を向上させるためのヒントになった。

○ 小学校での活用が知りたい。中学校の内容から、どのように小学校へ工夫していくのか。

○

理論ばかりでなく、実習があったので興味深く研修できました。理論は、最初は難しいと思

いましたが、実習を交えながら何となく概観はぼんやりつかめた感じです。

○ おそらく、教材開発のヒントはたくさんあると思います。


　
　ここで，第2回と3回の講座の間には，研修受講者が指導者となって，英国CASEプログラム『Thinking Science』の授業実践を行うオプション研修（希望者のみ）を設けた。これは， CAの概念を活かした授業展開を受講者に具体的にイメージさせるためである。ここでの経験は，第4回以降の研修講座において，日本版のCA授業を構築する際に有効となる。なお，実施校はCASEプログラムを実施している研修講師の勤務校（平安女学院中学高校）で，対象は中学1年生である。
　本研修プログラムでは，研修で学んだ内容がすぐに授業で役立つというより，毎回の研修で設定されている実習や課題を検討していく中で得られる成果の積み重ねによって，徐々に理解が深まり，最終的に目標が達成されることになる。つまり，受講者には原則として毎回の出席が求められることになるが，現職教員の多忙さを考慮すると，これはかなりの困難を伴うことが容易に予想される。そこで，その負担を軽減し，不可避の欠席等による理解不足等を避けるために，以下のような配慮を行った。
1 1回の講座であまり多くの事柄を詰め込まず，そのかわりに内容的に連続した複数回（今年度は7回）の講座を設定した。
· 現場教員にとってなじみがない専門用語や考え方が頻出することによる理解不足を避ける。※これは，研修を実施する側にとっても，余裕をもって準備をすることができるというメリットがある。
2 すべての研修日（オプション研修を除く）を土曜日の午後14時から17時の3時間と短めに設定した。
· 午前中に勤務がある私立学校の教員や，クラブ活動の指導等で多忙な教員でも参加しやすくなる。
· 研修の主会場である京都教育大学は京都府南部に位置するため，京都府の北部地域の教員でも多少の余裕をもって参加できる。
· 受講者が意識を集中して研修に臨める。
3 各回の講座内容には連続性があるため，原則として毎回の研修に補講日を設けた。また，当該講座を受講済みの受講者も出席できるように工夫した。たとえば，補講では，研修内容の基本的な事項は共通にしつつも，取り扱うテーマやアプローチに変化をつけた。
· 原則として毎回の講座の補講日を設けることにより，欠席者も知識を補うことができ最後まで参加できる。
· 本研修プログラムの内容の理解を深めるには，CAの概念について繰り返して研修講座を受けることが効率的であり，受講済みだが理解に自身がない教員や，もっと詳しいことを知りたい教員の参加の動機付けとなる。
· 研修講座の対象および募集方法，人数について
　本研修講座の周知方法としては，巻末に示すようなチラシ（巻末【資料１】参照）を作成し，京都府市の両教育委員会を通じて義務教育学校を中心に配布するとともに，理数教員を対象とした教員研修や校長会等における説明等により受講者を募った。募集する対象は，本研修プログラムの核となる認知促進（CA）の概念を効果的に適用するために，理数教育を得意とする義務教育の教員を中心とした。
　また，研修では目的に応じて班編制を行い，班別の実習や討論する活動が中心となるため，募集人数は最大30名程度とした。ただし，そのうちの若干名については，両教育委員会に，今後の理数教育指導の中核となることが期待される教員の推薦を依頼した。これは，本研修プログラムの開発後において，各教育委員会が主催する教員研修や勤務校における校内研修等における指導講師としての役割を担うとともに，研修で取り上げるCAの概念に基づく理数授業が広く波及することを期待するためである。さらに，両教育委員会の指導主事も受講者として毎回の研修講座に参加している。これは，上記の目的とともに，受講者の目線での講座の評価を次回以降の講座内容にフィードバックするためである。
　以上の要領で募集等を行い，24名（小学校教員12名（推薦5名），中学校9名（推薦3名），高校1名，指導主事2名）の受講者を対象に本研修プログラムを実施した。なお，受講者の詳細については，事前に行ったアンケート調査の結果を巻末【資料２】に示している。
1． 認知促進（CA）の概念に関する理論研修（第1回講座）
· 研修の背景および目的
　現職教員が対象であるため，授業構成や指導法に関する経験論的な知識は豊富であるが，本研修プログラムの核となる認知促進（CA）の概念のような発達心理学や認知心理学等に基づく理論的な知識には個人差があると予想される。本研修プログラムは，内容的に連続する7回の研修講座から構成され，以降の講座においてもこれらの知識を頻繁に使用することになる。したがって，その初回となる本講座では，CAの概念やその理論的背景およびCAを目指す授業プログラムの構成や英国における成果について講義と実習を交えながら紹介し，この観点で授業を構成することの意義と重要性について理解することを目的とする。
· 対象，人数，期間，会場，講師
対象：
一般受講者および教育委員会推薦受講者
人数：　19名　（補講受講者数：　3名）
日時：　平成22年5月22日（土）　14:00～17:00　
　　　　（補講日：　平成22年5月27日（木）　18:00～19:30）
会場：　京都教育大学　藤森キャンパス　1号館A棟共通実験室　
講師：　カリキュラム開発委員
· 各研修項目の配置の考え方
　理論研修①では，現職教員の認知促進（CA）型の授業プログラムについての予備知識はないことを前提として，英国のCASEプロジェクトとその背景にあるピアジェおよびヴィゴツキーの理論との関係を同プロジェクトの開発者の1人である，Philip Adeyの考えに基本的に従って，日本の現職教員にとって関心となる事項を補いながら，総括的に報告した。
　理論研修②，③では，理論研修①で紹介したCASEプロジェクトにより開発されたCAを目的とした授業プログラム『Thinking Science』（全30レッスン）の導入部分の5つのLessonを例に，CA理論が実際の授業においてどのように用いられているか，受講者に把握してもらうため，その構造をていねいに分析する必要がある。そこで，第1回目の研修であることを考慮して，科学的思考（形式的操作）の基礎となる【変数の取り扱い・変数の除外】の推量スキーマを取り扱う，Lesson1「変わるものは何」とLesson4「公正なテスト」の内容を紹介することとした。特に，Lesson1の展開は，CA授業の基本となる「6本の柱」が明確に現れているため，初回の研修内容として適切である。
· 研修項目の内容，実施形態（講義・演習・協議等），時間数，使用教材，進め方
第１回研修講座の概要
	研修項目
	時間数
	目　的
	内容・形態・使用教材・進め方等

	理論研修①
【講義】
CAの概念と
理論的背景
	70分
	理数授業における認知論的アプローチの意義や重要性およびCAの概念や背景の理論を理解する
	講義形式，パワーポイント
配付資料
講師：笠潤平

	理論研修②
【講義と実習】CA授業の構造と展開
	40分
	【変数】のスキーマに対するCA授業の特徴の具体的理解
	講義と実習・討論形式，
パワーポイント
Thinking Science
· Lesson 1「変わるものはなにか」
講師：高橋伸幸

	理論研修③
【講義と実習】CA授業の構造と展開
	30分
	【変数（制御）】のスキーマに対するCA授業の特徴の具体的理解
	講義と実習・討論形式，パワーポイント
Thinking Science
· Lesson 4「公平なテスト」
講師：岩間徹

	質疑応答
全体討論
	30分
	第1回研修講座の振り返り
	


· 実施上の留意事項
＜理論研修①＞
　現職教員が聞き手であることを特に意識して，特に以降の研修において頻出する，認知論における専門用語や考え方については，ていねいに解説するように心掛けた。その上で，以下の3点に配慮した。
(1) 認知促進（CA）の授業論と現行の日本の理科教育の授業論との違いを強調した。
(2) CASE授業案が非常に生徒の興味をひくようにできているので，これを用いて，変数，変数の制御，複合変数，理科における初歩的な統計学的視点などを教えることが年齢の高い生徒・学生にとっても役立つ教材となることを強調した。
(3) 日本の理科カリキュラムの認知的な要求度のレベルを分析する視点を得られることを強調した。
　また，ピアジェ理論そのものへの最近の批判に留意して，このプログラムが児童生徒の認知発達に作用するメカニズムについての問いが残されているという，研修講師側の立場を明確に紹介した。
＜理論研修②，③＞
　Thinking ScienceのLessonは認知能力の促進がねらいであり，第1回目の研修では，この授業内容において，どのように生徒の認知能力を把握し，高めていくのかという手法に注目できるように配慮することが必要である。教材内容が非常に興味を引く内容となっているので，参加者は授業展開でどのように生かすか，利用できるかという通常の強化研修のようにとらえがちとなる。そうではなく，常に生徒がどのように課題をとらえ，抵抗を感じているかという認知能力に意識を向けることを検討してもらうことが必要である。
　理論研修②では，「CAの6つの柱」がどのような意図でどのように授業に組み込まれているのかを具体的に解説することが望まれる。このとき，教師の発問や行動の具体例を示しながら説明するとよい。また，子どもの反応の例を示し，その時に教師がどのように応答するかを具体的に示すと，受講者により深く理解してもらえる。また，一般の授業とCAの授業で同じ子どもの反応に対しての教師の応答に大きな違いがある点について，その対比を解説することは，CAの授業への理解を深めるよい例示となる。
　理論研修③は，【変数制御】（対照実験）の推量スキーマを扱うため，生徒同士が討論を通して，「論理的な結論に至るためには1変数のみを変化させた実験を行い，比較することが重要である」ことに自然に意識できるようにするために，どのように課題や助言を与えていくかということを検討させる必要がある。
· [image: image5.emf]評価 理　　由　（第３回）

5

確率のところで、連続した回数の度数が「１つ増えると半分減る」というのが、CASE的にど

ういう意味があるのか、もう少し考えたいと思います。

5

Thinking Scienceが目標とする事項を盛り込む大切さを実感した。単になぞるだけでなく、

より意識を高めておく必要がある。

4

浮くか沈むかの解答シートの見方が分からなかった（２の300gがなぜ沈んで、２の200gが

なぜ浮くか）。カードゲームは、おもしろく、どきどきしました。

4 考え方に少し慣れてきたから。

4 CASEの求めているもの。

4

授業実践の検討を丁寧にしていただいたので、非常に自分の勉強になりました。また、次

回以降の自身の授業に生かしていきたいと思います。

4

与えられた情報でも、本当に役に立つかどうかを判断することが必要である。その中で絶

対にそうなると言い切れるものと、どうやらそうなることの可能性が高いのではないかとい

うレベルでとどまるものがある。具体的な数値の持つ意味を考えることができる。

4

CASEプログラムがよく練られて作成されていることに気付くことができた。また、「蓋然性」

は認知促進の中では「変数の制御」よりも難しいと思った。

4 葛藤をともなう思考の重要性について理解が深まった。

3

確率についてはよく理解できた。複合変数については専門用語が多く、難しかった。内容

が中学生に対応しているような気がしますが、このことをどのように小学校で生かすかが、

難しかった。

3 認知的葛藤の大切さ、CAの授業を進めるにあたってのポイント

2 初参加なので、まだまだ難しい。話の中でそうかなぁと思えるところがある言葉があった。

?

子どもたちの中に、「なんで」という？をいろんなところで起こさせて、追求させていく魔力

のような工夫があると思いました。

?

研修そのものは、おもしろく参加できた。紅茶の試飲や浮く沈むなど、理論そのものはまだ

十分理解できてないと思うが、「推論できる・それがあたる」ので、わかったような気分に

なった。

研修の評価方法・評価結果
[image: image6.emf]評価 理　　由　（第２回）

5

比の考え方の有効性について、子どもに考えさせたり文章に表現させたりすることの意味

がわかった。

5 授業の展開とCASEの観点とのつながりが少しわかった。

5

CAの針らがスッキリと頭に入りました。前回よりも今回は納得して受講することができまし

た。他の人たちとの対話が必須ということが授業には本当に大事だと思うことは回を重ね

る毎に自分の中に入ってきています。

5

比について。6年生で比の単元があるので、授業でも子どもたちに手を使わせ、考えさせ

ながら認知的葛藤をおこしていきたいと思いました。

5

わかりやすい内容であり、応用性が広がるものであった。また、授業の流れもつかみやす

く、どこがメタ認知であり、社会的構築なのか、またブリッジングなのかよくわかったため。

4 １時間の流れがつかめてきた。

4

指導案を考えたことで、6つの柱のそれぞれに相当する場面について考えを深めることが

できた。実際の場面に即して考えることができる今年度の展開がとてもよいと再認識した。

4

認知的葛藤、社会的構築の大切さを理解できたと思います。日々、生徒になるほどと思わ

せたいのですが、より計画的にやらなければと思いました。

4 何について葛藤させるべきかがすっきりしなかったから。

4

変数の設定制御とその応用が、自分の中で消化できていないところがあるので4としまし

た。

4

教科指導と区別する必要性。教科指導に取り込む工夫の難しさ、やりがい（価値）も再認

識できました。

3

体験したり、実際に作業したりすることは楽しく参加させていただきました。ただ、理論面で

の理解はまだまだできなかったと思います。

3

教材の流れの意図や考え方。グループ討論の時に、丁寧に解説していただけたため。具

体的な授業例だったため。

3

比というものが言葉で説明できないので、もやもやとしました。でもそれが子どもたちの感

じる葛藤なのだろうと思います。それが、今回理解できました。

3

まだまだ専門用語には慣れませんが、具体的な内容で展開していただいたので、わかり

やすかったです。

3 用語の理解が、自分自身として曖昧な所があり、指導案を書くときの記述に困った。

2 指導案作成では、ほとんどイメージが沸かなかった。

? まず、具体的操作を入れてから、思考させるという展開をする点を理解できた。

　第1回目の研修であることから，受講者の理解度について評価は行わず，研修内容に興味を持てたかどうかについて，事後アンケートを行った。その結果，下図に示すように，9割を超える受講者が意欲的に参加できていることがわかった。ここで，評価は5段階評価で，数字が大きいほど肯定的な回答を示している。また，その理由としても認知心理学的な知識を得られることに，興味が集まっていることがわかる。
　このことは，自由記述（下表）において，認知促進（CA）の概念の本質的な部分についての言及や既に自分の授業への応用を考えている記述が見られることからもわかる。
　また，理論研修①での理論の学習の後で，理論研修②，③を設け，具体的な授業例を示したことで，CASE理論への理解が深まったとの意見が多かった。このように，実習を交えた理論研修という研修の進め方について一定の評価が得られていることがわかる。さらに，このような感想は教員歴の長いベテラン現職教員に多く見られたことから，経験豊富な受講者ほど自分の授業との比較が容易になり，特に有効であったと考えられる。
[image: image7.emf]評価 理　　由　（第４回）

5

CASEの考え方を用いて授業を工夫するポイントを若林先生の実践や交流を通して、自分

の授業改善のヒントになった。

4 CASEの視点を入れれば、通常の授業の中でも認知に刺激を与えられるということ。

4 実践発表を聞いて、少しだけ具体的に見えてきました。

4 認知的葛藤の大切さ、それが5年生の今後の学習に大切であることも分かった。

4 CAを意識して授業を考える必要性を感じた。

4

途中参加なので実践発表については？です。どんな授業に活用できるかについての話し

合いは有効です。

4 CASEの視点を取り入れた授業の事例。変数をどう扱うか。

3

何をして認知的葛藤とするか。どのような質問をするか。また、どのように問えば認知を促

進させられるか。

3

今日も１からおさらいをしていただきましたが、ここでしか聞かない語句も多くて、なかなか

身に付いていない自分を実感させられています。しかし、少しずつですが、なじんできてい

る気もしますし、頑張りたいと思います。

3 実際に指導案を作ってみてイメージが持てた。

2

具体的な教材を想定しても、展開の具体を考えるときに迷い（分かっていないこと）が多く

てなかなか具体化しない。机間指導によるアドバイスはとても助かる。

?

評価の仕方がよく理解できなかった。CASE的な側面について1回の授業で定着や把握は

どう評価できるのかがよく分からなかった。


· 研修実施上の課題
　上記の事後アンケート結果から，第1回研修は概ね好評であったといえる。より効果的にするには，通常授業との比較を個人，グループ，全体の順で行わせることにより，受講者に積極的にメタ認知を促す機会を設けることが考えられる。特に本研修のように，ベテランと若手教員が混在する場合には有効であると考えられる。　
　一方で，事後アンケートの自由記述欄に，理論研修の内容を難しいと感じている感想が何件か見られた。このことはある程度，予想されていたため，可能な限り具体的事例を挙げた説明を行うなどの工夫をしたが，それでも一部の受講者にとって難しさがあったようである。研修項目の順序や，実際の授業の様子のビデオ等を用いるなどにより具体的イメージを容易にする説明方法などについても検討する余地がある。これらは，事後の「カリキュラム開発委員会」において検討し，第2回目以降の研修の参考とした。
2． 認知促進を図る授業の構造分析と授業実践研修（第2，3回講座）（オプション研修）
· 研修の背景および目的
　第1回講座において，認知促進（CA）の概念の理解に必要な背景の理論とそれを実現する授業展開について講義を行い，英国において開発された「科学教育を通してCAを図る（CASE）」教材『Thinking Science』を例に，CA授業の特徴について実習を交えながら紹介した。そこでは，ピアジェによる「形式的操作（抽象的な論理思考）のための推量スキーマ」の中の【変数（制御）】（Lesson1～5）を扱った。ここでは，その他のスキーマを用いた典型的なLessonを取り上げ，実習を交えて紹介し，CA授業の構成・展開を具体的に理解することを目指す。これらは，第4回講座以降において「日本版のCA授業」を構築する際の基本となる。
· 対象，人数，期間，会場，講師
＜第2回講座＞
対象：
一般受講者および教育委員会推薦受講者
人数：　19名　（補講受講者数：　4名）
日時：　平成22年6月19日（土）　14:00～17:00

　　　　（補講日：　平成22年5月24日（木）　18:00～19:30）
会場：　京都教育大学　藤森キャンパス　1号館A棟共通実験室　
講師：　カリキュラム開発委員
＜第3回講座＞
対象：
一般受講者および教育委員会推薦受講者
人数：　15名　（補講受講者数：　1名）
日時：　平成22年7月24日（土）　14:00～17:00

　　　　（補講日：　平成22年7月29日（木）　18:00～19:30）
会場：　京都教育大学　藤森キャンパス　1号館A棟共通実験室　
講師：　カリキュラム開発委員
＜オプション研修＞（詳細は，巻末【資料３】を参照）
対象：　一般受講者および教育委員会推薦受講者
人数：　13名（うち授業者9名※）　
日時：　平成22年7月3日（土）　9:00～12:30
会場：　平安女学院中学高校※　２階　中学理科実験室
講師：　カリキュラム開発委員
· 各研修項目の配置の考え方
　第1回の理論研修で紹介した，本研修講座の核となる「CAの概念」およびCA授業を構成する「6本の柱」を理解するには，実際のCA授業を体験することが最も有効である。そこで，第2回，第3回の講座では，英国のCASE教材『Thinking Science』における核となるいくつかの授業を取りあげて，特徴をよく表している活動については受講者全員を児童・生徒と見立てた模擬授業（実習）を行い，具体的に紹介した。その中で「CAの6本の柱」がどのように組み込まれているか適宜，説明するとともに，グループごとに子ども・教員の両視点での討論を促し，その後，そこでの検討内容をもとに全体討論を行い，認識を深めた。
　取りあげる授業は，ピアジェによる「形式的操作（抽象的な論理思考）のための推量スキーマ」（理論研修①を参照）の中の【分類】（Lesson6,7），【比（割合），縮尺】（Lesson8），【比例性】（Lesson9），【蓋然性】（Lesson17,18），【複合変数】（Lesson27）とした。
　なお，第2回と3回研修の間に「オプション研修」として，希望する受講者が指導者となって実際の生徒を対象にCA授業を行うことができる場を設定した。そのため，第2回の研修項目の後半に，そこでの授業テーマとなる【比（割合），縮尺】（Lesson8）をとりあげ，受講者全員で英国における授業プランを日本的な指導案へ書き換える活動を行い，まさに授業者の立場にたつことによる展開の理解を深めることを図った。
· 研修項目の内容，実施形態（講義・演習・協議等），時間数，使用教材，進め方
第2回研修講座の概要
	研修項目
	時間数
	目的
	内容・形態・使用教材・進め方等

	理論研修④
【講義】
CA授業の構造と展開
	30分
	【分類】の推量スキーマに対するCA授業の特徴の具体的理解
	講義形式，パワーポイント
教材：Thinking Science

· Lesson 6,7「グループ分けをする」
講師：山下芳樹

	実践研修①
【講義と実習】CA授業の構造と展開
	45分
	【比（割合・縮尺）】の推量スキーマに対するCA授業の特徴の具体的理解
· 公開授業（オプション研修）に向けた指導案の検討
	前半：講義形式，パワーポイント
後半：実習・討論形式
教材：Thinking Science
· Lesson 8「歯車と縮尺」
講師：岩間徹

	理論研修⑤
【講義】
CA授業の構造と展開
	20分
	【比例性】の推量スキーマに対するCA授業の特徴の具体的理解
	講義形式，パワーポイント
教材；Thinking Science
· Lesson 9「手押し車」
講師：高橋伸幸

	質疑応答
全体討論
	20分
	第2回研修講座の振り返り
	


第3回研修講座の概要
	研修項目
	時間数
	目的
	内容・形態・使用教材・進め方等

	実践研修②
【検討会】
公開授業の授業検討会
	40分
	受講者によるCA授業実践（公開授業）の成果の共有およびCA授業の実際の理解
	発表会形式，公開授業のビデオ
公開授業の指導案およびワークシート
発表者：受講者9名（授業担当者）

	理論研修⑥
【講義】
CA授業の構造と展開
	40分
	【蓋然性】の推量スキーマに対するCA授業の特徴の具体的理解
	講義形式，パワーポイント
教材：Thinking Science

· Lesson 17「コイン投げ」
· Lesson 18「紅茶の味見」
講師：岩間徹

	理論研修⑦
【講義と実習】
CA授業の構造と展開
	60分
	【複合変数】の推量スキーマに対するCA授業の特徴の具体的理解
	講義と実習・討論形式，パワーポイント
教材：Thinking Science

· Lesson 27「浮くことと沈むこと」
講師：高橋伸幸

	質疑応答

全体討論
	20分
	第3回研修講座の振り返り
	


· 実施上の留意事項
＜全体として＞
　CAの概念を用いた授業展開は，ねらいが通常の教科の授業とは異なるため，受講者にいかに授業展開をイメージさせ，通常の授業との共通点と相違点を意識することができるかが本研修において重要である。したがって，その相違の中心であるCAによる授業構成の6本の柱が，授業においてどのように組み込まれているか，実際の授業展開を紹介しつつ，ときには具体的に体験を通して理解できるように留意した。特に，第1回研修において有効であった，受講者のCAの概念に対するメタ認知を促すために，受講者同士の討論の機会を積極的に設けるとよい。
　授業の中で行われる活動や発問について，研修の受講者に実際に3～4人の班で模擬的に授業を受講してもらい，そのリアクションを生徒の立場になって想定してもらう活動を取り入れるとよい。その際，各班からどのような意見が出たかについて相互に発表してもらう。その後，講師から各発問のねらいや効果を解説するようにすると，より実感をもって各活動の効果を認識することができる。
　解説では，通常授業との違いや，CAの指導案を作る上での6つの柱の配し方等について確認するようにする。さらに，実物を用いた具体的な操作から入って，後半では実物を用いない思考実験等による活動へと展開することで，形式的思考操作へと誘導することで，認知的葛藤を誘発するようにすることを強調するとよい。
＜理論研修④＞
　ここで扱う【分類】のスキーマは，比較的低年齢（低学年）の通常授業における学習においても，教科単元を問わずさまざまな場面で応用できることを受講者に理解させることが大切である。したがって，このスキーマが論理的（科学的）思考においてどのように位置づけられるか，関係を明確に説明する必要がある。
＜実践研修①＞
　『Thinking Science』は通常の理科や数学の授業と異なり，教えこみ結論を示すことをねらいとしていない。しかし，そのような授業を実際に行うことはあまりないので，研修参加者は結論を急いでしまう傾向がある。比の概念は，生徒にとって最初の導入のギアでは比較的容易にとらえられるようだが，縮尺になると具体的な操作はできても，抽象的操作になると困難になる場合もある。指導者がその難易度の違いを授業の中で段階を追いながら，急がずに展開できる指導が必要である。
＜理論研修⑥＞　
　授業の中で行われる活動や発問については，実際に受講者に体験してもらうことでより具体的なイメージがもてて理解しやすくなる。時間の許す限り班別活動を取り入れ，実習を行うのがよい。その際，各班からどのような意見が出たかについて相互に発表してもらうことが「受講者の社会的構築」を促し理解が深まることになる。アンケート結果に，このような班どうしの交流が良かったとの意見が見られた。
また，講師は各班での活動の際にはサポートに入り，議論が本質的な押さえどころに向かうように誘導するのがよい。枝葉の部分で意見が活発に出て議論が盛り上がることがあるが，これでは班別活動の効果は半減してしまうからである。
· 研修の評価方法・評価結果
[image: image8.emf]評価 理　　由　（第５回）

5

ピアジェの推量形式が推論する力や論理的思考にとってポイントとなる点。また，社会的

構成の重要性がやっと理解できたため

5

まだまた理解できていないのですが，葛藤を起こさせるだけでなく，本質の部分で葛藤さ

せることを知りました。

5

自分だけやる以上に他の先生からのアドバイスがよく分かり，ためになります。CAをより生

徒に有効に生かす視点が大切だと思っています。

4

CAの授業について6本の柱のことや，作り方など，これまでの勉強の確認にもなりました。

また，理解できていないところも少しずつ何となく分かってきました。

4

提案された指導案の発表も良かったが，①それぞれを「CAの視点」で評価する話し合いを

したこと，②その過程で講師からの具体的な助言があったことで，学びがとても深まった。

子ども達の「社会的構築」の場面でも，こういう構成（場作り）の重要性も認識できた。

4 具体的な授業展開があり，わかりやすかった。

4

CAを行う視点のところで，葛藤の質の違いが明らかになりました。推量形式パターンを見

極めることが一番重要であることが分かりました。

4 CAによる概念の変容。これまで同じだと思っていたことと，異なることを再認識しました。

4

探究的な授業で優れていても，CAの授業としてはそうでない。題材を選んで，どう展開す

るかというところに工夫が必要なんだということを考えさせてもらいました。

4 ピアジェのシェマを数学の授業でどのように使えるかが分かりにくい。

4 CAの視点について，自分が作った指導案を見直すことで，理解が深まった気がしてます。

4

部分的ですが分かったところもあり，少し入り口に立てたかなと思います。ギターを教材に

する話のところから認知的葛藤の意味の大切さがぼんやり見えてきました。

4

具体的準備とは物理的な準備だけをさすのではなく，全員で共通認識しておかなくてはい

けない部分も指していることが分かった。

4

具体的準備が道具をそろえることだけでなく，認識をそろえる，また，考えさせたいこと以

外に向かわないようにしておくこと等が理解できた。

3

CAと新しい概念獲得の関係が，今の段階でよく分からなくなりました。例えば，「エネル

ギー」もモデルになり得るのか？「比例」もモデルになり得るのか。いまひとつ分からないで

す。

? CAを意識した授業が少しずつ分かってきた。

[image: image9.emf]評価 理　　由　（第６回）

5 認知的葛藤の部分が少しずつ見えてきました。

4

分類の大切さ、またそのときには、わからないという部分の理由が説明できることが大切

であることが分かった。

4

「分数」とか「比例」とか認知の考え方を揺さぶる授業の組み立てや、子ども達の討論から

気付かせることに重点を置くことが分かりました。

4

最後のグループでの話し合いの中で、各指導案についての認識を深めることができた。

「月と地球」の単元の指導案については、モデルとしていろいろな意見を出させる方が面白

いと考えられた。

4 認知的葛藤について、生徒に形式的操作をさせることが大切であると分かった。

4

問題解決学習とは違うという一語が印象的でした。逆的発想で、どこがどう違うのかますま

す興味が深まりました。

4

「分類」を使った授業例をきいて、数学で使えないかといろいろ考えてみたが、この研修中

に考えがまとまらなかったので、とりあえず、一度、「分類」で指導案を作ってみたいと思

う。

3

「月と地球」の単元の指導案において、月と地球の位置関係の「モデル」という視点での授

業のイメージが未だにわかない。

？

最後に単元全体の計画が出されたのが良かった。具体的な授業と関連づけることができ

て良かった。変数の大切さに気付かせる授業展開が時には必要であると思った。（変数を

見つけることはもちろんたくさんさせなくてはいけない。）

？

具体的授業をもとに、説明（展開、子どもの反応など）を聞いたり意見交換をするので、授

業者にとって（CAの観点と照合するなどの）葛藤が起こりとてもよい。また、講師の先生の

助言もありがたい。

[image: image10.emf]○

認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子ども

の認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいう

と、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）

○

認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントであ

る。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。

○

世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見

ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注

目できる授業をしていきたいです。

○

生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの

視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたい

○

ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たち

が複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をは

かること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく

理解していること。

○ 子どもの反応をしっかり見れるところ。

○

話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起

こりにくいため。他クラスとの比較から実感。

○ 教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。

○

何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握して

おくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した

自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だ

て。

○ 教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。

○ 討論ができる学級づくり。

○

児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の

専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。

○

認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した

中で取り組む必要があると思います。

○ 認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。

○

６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合い

の中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。

○ メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。

○ 変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。

○

意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。

もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成でき

るかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろう

か。

○

学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想され

る学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。

○

CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上して

も、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。

ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？

　研修の評価は，第1回と同様に，受講者に対する事後アンケート調査によって行った。ただし，今回からは研修内容について理解度の自己評価とついてのアンケートも行った。
　第2回，第3回講座の事後アンケート結果を以下に示す。右図より，受講者は非常に高い興味をもって参加できていることがわかる。理由としても，（下図）事前の調査でわかった受講の動機である「認知心理学的な知見が得られる」「自分の授業への応用性」が上位を占めていることから，ここまでの研修の内容・方法に大きな問題はないと考えられる。
[image: image11.emf]評価 理　　由（ＣＡ授業を行いたいか？）

5

せっかくここに通ったのだから自分なりにでも進化させたい。続けることでいろいろなこと

（学習のみならず生徒の変容）を見ることができると思う。

5

認知の発達は中学生にとって、ぜひ必要だから。小さい子どものころから、ピアジェの発達

理論を意識して、子育てすると数や量の認知の発達が進むことを、自分の子育ての中で

実感できたから。（子育ては実験でもありました）

5

CAのプログラムは今まで知らなかったが、自分自身がCAのような考え方や視点のような

ものは必要性であると依然から思うところがあったので。

5 子どもの変容がよく表れているから（今年の実践より）

5

自分も楽しめる。子どもの変容が実感できる。何よりも、認知促進に値打ちがある。子ども

の力が伸び、教師としての自分の力量も高まる。

5

子どもの内面で物事をどのように認知しているのか、それを教師が把握できるようになりた

い。

5 児童が学び手として、認知的にレベルアップすることが予想される。

4

科学面白さは、①知的好奇心を高めること②考えることであると思う。そのため、②を考え

るためには必要である。

4 生徒の学ぶ姿勢が変わっていく気がします。

4

実験などでは極力行い、興味関心を持たせながら、理解を深めようと日々努力していま

す。ただ、やはり注文している感じです。CAの視点を取り入れること、ひらめいたり、論理

的に思考する力を増やすことができれば、それは必ず生徒の力となると確信したからで

す。

4

普段の授業で行っていることが自然とCAに関連していたということが多々あります。もっと

意図的に使えるようになれればと思います。

4 子どもの学びの育ちにとって、有効であると思います。

4 継続していくことで子どもたちが「考える」ことが楽しいと思ってくれそうな気がします。

4 CAを行うことで、学習のみならず、生活まで向上すると考えるから。

4 思うが、まだまだ具体的場面でイメージできていない。

4 興味深いので一度実践してみたい。

3 単元によっては試したい。しかし、時数や内容を考えると定期的には不可能。

2

単元の内容の概念を教える事と、概念操作のための実力を身につけることは、同時に行う

ことは難しい気がする。高校レベルでは例外に触れずに内容を教えることは難しいと思う。

1 現状ではできませんが願望からいうと”５”

[image: image12.emf]評価 理　　由（ＣＡ授業の普及の可能性）

5 生徒が学習を進める素地を作るんじゃないかと思っています。

5 わからないけど、普及させていくべきだと思う。

5

手法なので指導者の工夫で十分可能である。またそうしていきたい。日本ならではのもの

ができるのではないだろうか。

5 具体的が現場でできることがわかった。

4 認知レベルを意図的に促進することで授業の理解度、意欲が変わると思うから。

4 教師の指導観を考えるものであり、その効果が子どもの育ちとして見えるものとなり得る

4

学習していく上で必要な視点が全て含まれているから。具体的準備、メタ認知、ブリッジン

グはまさに大切なことだと思う。

4

子どもの頭の中を描き出し、「わかった」といわせることはとても大切な教育のテーマだが、

深く考える子どもにしたいからそのための考えが進む要因を探りだしたいから。

3

「普及」という観点でいうと専門用語と特徴ある展開を理解する段階がもっと広まる必要が

ある。

3

もっと広めようとしなければ普及しない。このような研修があることを多くの人は知らない

し、知っても忙しすぎて参加できない。

3

理系の教員は必要性は十分わかり、普及させたいと思うが、小学校教員の多くは文系の

教師で、その必要性を感じないので、これを何とかしなければならないと思う。これは本校

で今年取り組んでみて実感しました。

3

授業時数と教えなければならない内容、量をはかりにかけると余裕はない。ただ、授業の

中に取り組むことは工夫次第で可能ではと思ったので。

3

子ども自身の討論に委ねると時数がかかる。必ずしも単元の目標に到達しなくてもいいと

いう点が、限られた時数で単元を進める日本のカリキュラムにあうか。

3

時間や内容を学校や教師がもっと自由に組み替えられる。チャンスがあればいい。自分の

考えを出すことについて恥ずかしさや恐れを持つ日本の文化風習を考える。

3 必要性はあるが、活用がむずかしい。

3 子どもの学力向上には有効的だと思うが、物理環境（状況）が整えられない。

2

日本で普及するためには教員がCAに対して根本的レベルを理解するには時間がかかる

こと。型だけで終わってしまう可能性がある。

1 どこにCAを入れるかはいろいろあるので指導要領として入れるのは難しい気がする。

？

大切であるという共通認識まではOKだと思うが日々の授業で構築し続けていくのはきわ

めて困難。特に生徒指導を多く抱える学校では。

[image: image13.emf]○ 授業参観とその後の協議

○

参観、教員の指導レベルが高いと効果が高いが、生徒どうしの気づきを誘導することが必

要である。時間内に終わらせるために。

○ 振り返りをできる研修です。

○

自分だけやっていくと、かなり落とし穴に入っていくと思われる。継続な研修はおそらく必

要。

○ 30回分の内容をよく知ること。実践と振り返りを定期的に研修の形で行うこと。

○

たくさんの例やCAの視点を深く勉強できるよう。１つ１つの柱の意味などを理解していきた

い。

○

小学校教員を対象としたCAの視点を普及させるような研修が必要だと思います。法的研

修の11年目には必ず研修のプログラムとし、取り入れたほうがよいと思います。

○ 実際に授業を見せていただけるのが1番だと思います。

○

子どもの認識レベルを区別する技術（SRT）を身につける。多くの事例に触れる。CASEの

授業の参観。

○

授業を自分のクラスで行って、検討や助言をいただくこと。まず、ピアジェの理論について、

基礎的なことから学びたい。

○ まずピアジェの理論について基礎的なことから学びたい。

○ 認知についての知識、教科研究で授業技術

○ CAを取り組んだ教科指導（教材化）の具体化

○ 認知的葛藤の部分を充実させる研修

○ CAの授業案について

○ 具体的に学び、実際に検証できる研修

○

いまやっている小学校の理科授業と絡めて考えていくことが大事だと思う。教材づくりの中

にどこからでもいいので、わずかでもいいのでこの考え方を入れ検証してくこと。継続的に

研修ができるよう、現任校に支援してもらえないか。

○

実践を聞くことでどこの部分がどのように取り入れられているかを照らし合わせて聞くほう

が理解が早くてわかりやすい。

○

認知促進のための発問方法を研修しないと、授業の別解や別の考え方を発見・説明させ

るだけの発問になります。授業としては活発に見えますが、CA的発問・議論にならない恐

れがあります。

今後、どんな研修が必要か？

　また，研修内容の理解度についても6割以上の受講者が肯定的に回答しており，その回答理由（自由記述）によると，CAの授業プランを作る活動を行うことで，十分にCAの理論を理解できていないことが浮き彫りになった受講者が多かったようである。理論は抽象的な概念であるが，それがどのように実際の授業に具現化されるかについては，講座において『Thinking Science』の代表的な複数のLessonを用いて，詳しく解説されていく中で，徐々に定着していっていることが伺える。つまり，具体的な授業によるCAの例示は，繰り返し，いくつものパターンで解説することが効果的であるといえる。
　　
　また，自由記述による感想では，実際に実習を行うことで実感をもって事例研究できたとの意見が多かった。一方で，CAの授業プランを作るためのヒントとなるように応用例をもっと示してほしかったとの意見がここでもあった。
· 研修実施上の課題
＜全体的に＞　
　授業の各場面で子ども達がどのように反応するかを想定する活動が有効であるが，教師に子どもの立場を想起させる活動と共に，実際の子どもの反応を授業のVTR等で観察することができればより理解が深まると思われる。
＜実践研修①＞
　歯車の実物を用意するのが難しいが，可能な限り演示適した大きな実物を用意して，手を動かしながら解説するのがよい。それが不可能な場合は，段ボール等で歯車を作り代用してもよい。
＜理論研修⑤＞
　荷車モデル実験装置を用意し，実物を動かしながら解説すると，さらにわかりやすい説明となろう。
＜理論研修⑦＞
　他の教材に応用する事例を含めて解説を行った方がよかったようだ。今回の複合変数のスキーマに相当する各教科の単元の例を示し，その授業をCAの視点から組み立てる応用事例を１つ紹介できれば理想であろう。
3． 教科教育を通して認知促進（CA）を図る授業の構築Ⅰ（第4回講座）
· 研修の背景および目的
　第1回～第3回の研修において，認知促進（CA）の概念の理論的，実践的理解を目指し，英国で開発された教材『Thinking Science』を用いた研修を行った。毎回の研修後にアンケート調査を起こった結果，受講者はCA概念理解の難しさを感じながらも，授業においてそれを用いる意義や重要性について認識が深まっていることがわかった。しかしながら，教育制度が異なる日本において，英国の教材を使用することは困難であるため，ここでは日本の通常授業においてもCAを達成することができるような指導案を受講者自身で作成することを目指した。
· 対象，人数，期間，会場，講師
対象：
一般受講者および教育委員会推薦受講者
人数：　16名
日時：　平成22年8月21日（土）　14:00～17:00　
会場：　京都教育大学　藤森キャンパス　1号館A棟共通実験室　
講師：　若林教裕（香川大学教育学部附属坂出中学校　教諭）


カリキュラム開発委員
· 各研修項目の配置の考え方
　これまでに，CAの概念について理論・実践の両側面から研修を行ってきたが，それでも，受講者が日本の教育制度に適用したCA授業の指導案を冒頭から作成する活動に入ることは困難である。そこで，受講者に日本におけるCA授業のイメージを持たせるために，研修の前半では，日本版のCA授業を構築し，実践した経験がある2人の講師（招聘講師と研修講師）により，構築したCA授業の特徴や工夫，実践における子どもの反応等の経験を具体的に紹介し，質疑応答を行う時間を設定した。
　さらに，研修の後半の冒頭では，指導案作成の基本となるCA概念の理論的な復習を行い，その上で日本版CA指導案を作成する実習に移った。ここで，作成にあたって以下の点を留意点として示した。
· 受講者各自がひとつ以上の指導案を作成すること。
· 作成した指導案をもとに，次回の研修講座までに，勤務校において授業実践ができるような内容（単元）にすること。
　
· 　研修項目の内容，実施形態（講義・演習・協議等），時間数，使用教材，進め方
第４回研修講座の概要
	研修項目
	時間数
	目　的
	内容・形態・使用教材・進め方等

	理論研修⑧
【講義】
第1～3回講座の振り返り
	15分
	日本版のCA指導案を作成するために必要な知識，理論を振り返り，ポイントをおさえる。
	講義形式，パワーポイント
講師：谷口和成

	事例研修①
【講義】
CA授業実践経験者によるCA授業の具体例の紹介
	40分
	· 日本版のCA授業の実際（展開の特徴や工夫および子どもの反応）を理解する。
· 英国版（Thinking Science）の展開との共通点と相違を理解する。
· CA指導案の作成に活かす。

	講義形式，パワーポイント

【実践①】
「自然の事物・事象に主体的にかかわり，科学的な見方や考え方ができる生徒の育成」
講師：若林教裕（香川大附属高松中）
【実践②】
「中学校理科音の分野における認知能力育成を意識した課題解決学習の展開」
講師：谷口和成

	実践研修③
【講義】
CA指導案の書き方
【実習】
受講者による日本版CA指導案の作成
	60分
	· 日本版のCA指導案の作成方法を学ぶ。
· 日本版のCA指導案を受講者自身で作成する。
· 単元の学習目標とCAのために達成したい目標の2本柱になること。
	講師：岩間徹，谷口和成
校種別の班編制による指導案の作成
討論形式
· 指導案のテンプレート
· 複数の小中学校の理科・算数・数学の教科書
※各班に1名の講師がアドバイザーとして対応

	質疑応答

全体討論
	20分
	第4回の研修講座の振り返り
	


· 実施上の留意事項
＜全体として＞
基本的な留意事項は，前回までの研修と同様で以下の２点である。
· 各研修項目でそのテーマに合わせた受講者同士の議論を促し，研修を通してCA授業についてのメタ認知を促す機会を設けること。ただし，今回はCA授業の指導案を作成することが活動の中心となるので，より深い議論を促すために，同校種で同科目を得意とする受講者（小学校理科，中学校理科，中学校数学）からなる班構成を行った。
· CA授業の指導眼案において，CAのための6本の柱がどのように位置づけられているか明確にすること，また，受講者が作成する指導案ではその位置づけを明確したものにするようにはたらきかけること。
各研修項目における留意点は以下のとおりである。
＜事例研修①＞
　ここでは，以下のことを心がけた。
· CAの概念を用いた授業を，日本の教育制度の下で成立させるために必要な工夫や子どもの反応や授業の効果などを，講師自身の経験を例に挙げながら具体的に紹介すること。
· CA授業を構成する6本の柱を授業においてどのように組み込んだかが明確にすること。
実践①では，これに加え，この授業に対する同僚や上司の反応や評価など，授業の周辺環境についても意識的に紹介することにした。これは，通常の単元授業においてCAを目指す展開を実施する，またより効果的なものにするためには，同僚や上司の理解と協力が不可欠であるためである。また，実践②では，現実の学習指導要領の中にCAの視点を位置づけ，その単元における学習目標とCAを両立させた事例（指導案）を紹介し，ここでの研修のねらいに直結したものにした。
＜実践研修＞　CA指導案の作り方
　一般に，教科の授業は学習指導要領により規定されている学習項目の習得が主なねらいであり，それをいかにして実現するかという視点で授業（指導案）を構成する。一方，CAの授業においては，ピアジェによる「形式的操作のための推量スキーマ」の自然な習得を支援するように構成する必要がある。しかし，本研修講座で目指すのは，受講者各自が勤務校における通常の教科の授業において実践できるCA授業の指導案を作成することであるため，したがって，ここで作成される指導案は，通常授業における「単元の目標」と「CA授業の目標」の2本柱なることを強調する必要がある。
　CA授業の指導案の作成にあたり，受講者が（特にベテラン教員）が陥りやすい誤りは，その授業において発達を促したい「推量スキーマ」に対する葛藤ではなく，単にその単元の学習内容に対する葛藤を設定してしまうことである。その結果，作成される指導案は，学習効果の高い通常授業にはなっても，CAの効果はほとんど期待できない。そのため，ここでの留意事項は，「指導案を作成する対象の学習単元で，どの推量スキーマを必要とする学習活動が含まれているかを分析し，そのスキーマに対してCA授業を構築する（CAのための6本の柱を意識する）ことであることを強調することである（具体的には，そのスキーマに対する認知的葛藤を生じさせ，子ども同士の話し合い活動を通して解決に向かう過程を経験させる展開を考える）。
＜実践研修①＞
　ここでは，そのような指導案を作成するため，どのように構築したらよいか，講師の経験をもとに具体的に示すことに留意する。そこで，作成過程において受講者どうしで相談ができるように，受講者を同じ校種，教科別に3～4人ずつの班に分け，各班に1名ずつの講師がアドバイザーとして担当し，講師はCA授業の経験を積極的に伝え，受講者が具体的にイメージできるようにした。ここで，講師はアドバイザー的な役割ではあるが，基本的に一緒に指導案を検討する立場であることを強調した。
· 研修の評価方法・評価結果
第4回講座の事後アンケート結果を以下に示す。図より，受講者全員が興味をもって参加できていることがわかる。その理由としては，約7割が「自分の授業への実用性と応用性に対する興味」であり，特にその半数以上は応用的側面での興味である。前回は，「認知心理学的知見が得られる」が多かったが，今回の研修では，まさに受講者がCA概念を応用した通常授業を構成できることを目指していたことから考えると，この結果は今回の内容設定が適切であったと推察できる。
[image: image14.emf]評価 理　　由（来年度も参加したいか？）

5 この結果がどう出てくるかを知りたい。

5 もう少し身につけたい

5 1年間の研修では十分理解できなかったことがあるので、ぜひ来年もやってほしい。

5

自分の授業のバリエーション等を増やしていきたい。子どもにとって価値のある授業をでき

るようになりたい。

5 子どもたちの変容がみられるので、もっとその結果を高めたいと思うため。

5

ようやく考え方のヒントが見えてきました。私はもっともっと理科の教師として、幅を広げて

いきたいと思っています。よろしくお願いします。

5

まだスタートラインに立ったばかり（それ以前かもしれない）なので、もっと自分の力量を高

めたい。答えに向かって一直線に進んできた従来のやり方を変えていくのはなかなか難し

い。

5 中学校の理科教科指導の在り方に課題を感じています。

5 授業例が今後さらに増え、そこから学ぶことが多いと思うから。

5

まだまだ理解不能なところが多いから、実際の授業と頭の中で結び付いていない。でも、

何か新しい考え方の領域にいけそうな気がする。

4

教師として未熟な部分が多いので、特に土曜にして頂いているので参加しやすかったで

す。

4

小学校は6～12歳という、認知レベルが大きく発達、変化する時期なのに、今の自分は子

どもの認知力についての知識が非常に乏しいので、ぜひ学びたい。

4 もっと知りたい、学びたい、生かしたいと考えるから。

4

数回の聴講では足りないので、繰り返し聞き、用語に触れておかないと、理論で終わって

いまい、日常に活かせないと思ったので。

3 地域的に遠く通うのに無理が多い。時間や空間的な制約。

3

やっとCASEの「ケ」を理解できたかと自分で感じています。さらに研修したら身につくことで

はないかもしれませんが「新しいことを知る」ということはやっぱり楽しいです。北部からの

参加でしたので、大変苦しかったですが、楽しかったです。

[image: image15.emf]評価 理　　由　（難易度）

3

授業案を書く段階で教科でのおさえたいことの流れと、CAの視点をどのように入れるか

で、まだ迷う部分が多い。

3

CASEの言葉の概念をしっかりわからずに参加したが、操作→抽象へ生徒自身がどう成長

していくのかをおおまかにイメージできました。

3

学生の頃ピアジェに興味を持ち、本も読んでいたし、たぶん（自分の子供に）実験のような

こともやってみたから

3

用語の理解を含め、話し合いに参加するための力量をつけておかねばならない。もう一度

学び直さなければならないものが多かった。

3

中高の理科的な内容で議論が起こった際、ついていけない。講師の方はわかりやすく話し

て下さいました。

3 「認知促進プログラム」というものに興味があったが、その一端に触れることができた。

2 CASEの概念の理解は十分でないように思う

2

CAの視点をよく理解できていなかったので、討論の内容や授業計画の糸がわかりづら

かったから

2 理論や言葉の理解なかなか大変でした。

2 専門用語。理科内容でも中学校と小学校の差が。

2

小学校ですので他校種レベルの話になるとそのこと自体を理解するのに時間がかかっ

た。

2 まだまだ理解できていないことが多い。話し合われている言葉でわからないことがある。

1

生徒の実態として把握しにくい分野を高めようとしていること。また、プログラム30までやっ

ていないのでイメージをもちにくい。やったところまでは取り入れられるが、それ以上は想

像しがたい。また、授業の中でとりいれることが難しいと感じる。

1 認知促進を図ること。（理解させることを目的化しない）

1

CAを理解した上で進めていかなくてはいけないので、短時間ではCAを理解しきれないの

で。

1 CAの考え方をどう生かすか、どこでやるのか

1

理科の授業の中でCAを行うというのはとても難しい。例外や多様性について触れることが

できるか疑問。


また，内容の理解度については，次頁の図に示すように，6割強の受講者が肯定的であった。理解できた内容としては，CA授業の具体的な展開やこの視点の重要性であり，このこともまた今回の研修がほぼねらい通りにいったことを示している。一方で，「理論的には理解しているつもりでも，実際に指導案作りになると何をしていいいのかわからなくなる」や「認知的葛藤をどのように設定するか（わからない）」といった記述も見られ，CAの概念の重要性はあたまでは理解できていても，実践レベルでの応用ができるほどの理解に達していないといえる。ただし，講師が受講者の班にアドバイザーで入りながら，CA指導案を班や全体交流を通して作成する展開は，有効であったこともわかる。
[image: image16.emf]評価 理　　由　（満足度）

5

「教科の授業にthinking scienceをどのようにとりいれることができるか」という課題が明確

になったので、用語等はまだ十分使いこなせないが、今後何をすべきかが明確になった。

5 「なんで？」という生徒自身の知的好奇心を高いところへ登らせていく方法だと感じました。

5

数学の授業にCAの考え方wお取り入れることで、子どもの反応がよくなってきたと感じるか

ら。

5

今まで自分自身が取り組んでいた科学的思考力の育成について裏付けとなる内容であっ

たから。

5

考えることの楽しさと大切さを知ったように思う。授業の幅が広がり、新たな視点で教材を

みることができる。

5

単元で設定されている「到達目標」だけでなく、「認知レベルを高める」という視点に立つ

と、授業の作り方が全く新鮮になるという印象をもった。

5 教材開発において生徒の認知発達を理解する重要性を学ぶことができた。

5 CAの考え方を授業作りに生かすことができそうだから。

4 いろいろな先生と知り合えた。授業改善に役立つ。

4

自分が上手く理解できていない点と工夫して授業を考えていこうという材料や方向性が得

られた。

4 平安女学院で授業をさせてもらったり、他の先生方との交流ができた。

4 授業をしたい！という意欲がわいてきました。特に今は冬休みなので。

4 手法や考え方が学べたため

4 CASEがやっと分かりかけ、全ての授業に授業パターンは使えるから。

4 今の自分にない、考え方だろうということがなんとなくわかっておもしろい

4

授業改善における新しい視点を得ることができた。実践し続けてきたことで、子供の内容

があったことに対してなぜそれがプラスの変容を促すことになったのか分析できた。

3

消化しきれないところがある。上述した部分が。しかし今から考えて作り上げるには面白い

と思う。形式的操作はやはり難しく感じる。（実践することが）

3 CAの必要性を感じ取り入れていきたい。


[image: image17.emf]評価 理　　由（ＣＡの概念の理解度）

4 何を目指しているかは理解できたと思っている。

4

自分の授業にどう応用すればよいかについて、まだ不十分。30分回分のすべての内容に

ついての理解も不十分。以上のような点で十分理解したと言えない。

4 共感や賛成はできるので、自分でより理解して実践に活かしていきたいから。

4 発達段階を知る必要性。CAの視点。

4

認知促進とは何か、どうすれば促進できるのか、促進したらどんなよい事と結び付くのかに

ついて一定理解できたと思う。

4 子供たちの認知レベルに合わせて授業をする必要性を感じました。

4 「変数」「分類」「比例」「モデル化」について具体的な実践で理解することができた。

4

教え込みで知識を獲得させるのではなく、受け手側の力をたがやすことの大切さが感じら

れた。具体的準備についての考え方やディベート、グループ学習の有効性など、日々の授

業に取り入れることができると判断した。

4 科学的概念をスキーマとして捉える事と葛藤させることによる促進

4

すべてではないと思いますが、全体的な考え方についてはおおよそ理解できたと思いま

す。（学校で授業ができるかどうかは別ですが）

3.5

とてもおもしろい考え方だと思った。続けることで子供たちの変化がきっと見られる考え方

だと思う。

3

実際の授業展開に十分おとせる段階に到っていないので、「理解」という点ではまだ不十

分かと思う。（実践に移す対象がいないのでこの予想が難しい）

3

正直なところ、ピアジェの考え方についての知識もほとんど持たずに参加しており、１つ１つ

基礎的な内容から十分な理解をすることが、まだまだできていないという自覚があります。

3 日々の授業でCAの視点を取り入れる観点が十分に身についていない。

3 認知的葛藤が生徒の成長につながる。

3 方向性としてはわかるが、クリアできていないところがありむずかしい。

3

子ども相互の交流（討論）が学習活動において不可欠であるということは様々な研修や授

業研究を通して、理解し、取り入れ絵tきましたが、ただ単に学習の流れに取り入れるので

はなく、教師がもっと意識的にCAの考え方を明確にして、設定すると効果的だと思った。

2

大まかにしか理解できていないと感じています。流れなどはわかってきましたが、内容をい

かに授業に取り入れていくのかまでできていない。

1

社会的構造とメタ認知の関連が腑に落ちないし、またZPDが社会的構造によて行われると

いうNewmanの主張がよくわからない。ZPDは別のアプローチでも可能ではないだろうか。


· 研修実施上の課題
　本研修では，受講者各自が認知促進（CA）の概念を用いた日本の通常授業の指導案作成を作成すること（さらに，その指導案で次回（第5回）の研修までに受講者各自の勤務校で実践をしておくことも）が本研修のねらいだったが，実習の指定の時間内に完成した受講者はいなかった。したがって今回は，CA指導案の作成を次回までの宿題とし，できればそれで授業実践を行ってほしいことを伝えた。しかし，苦肉の策とはいえ，受講者が作成した指導案が子どもにCAが期待できる展開になっているか研修講師が確認することなく，実践にいたることは無責任過ぎる。したがって，確実に研修時間内でCA指導案を講師と一緒に検討し，完成できるような展開の工夫が必要である。
4． 教科教育を通して認知促進（CA）を図る授業の構築Ⅱ（第5,6,7回講座）
· 研修の背景および目的
第4回研修において，日本の通常の教科・単元授業においても認知促進（CA）が期待できるような授業の指導案作成を受講者各自で作成することを目指した。しかし，受講者はCAの概念を授業で応用できるほどには理解が深まっておらず，受講者の誰も完成には至らなかったため，次の２点を第5回研修までの課題（宿題）とした。
· 教科・単元の学習目標も達成可能なCA授業の指導案を作成すること
· （可能な限り）そのCA指導案を用いて各自の勤務校における授業実践を行うこと
そこで，第5回，6回講座では，受講者が作成してきたCA指導案および授業実践結果を各自発表し，班および全体での討論を行い，その結果をふまえて改善し，（可能であれば）さらに各自の勤務校で授業実践を行うなどして，通常授業で実践可能なCA指導案を作成することを目指した。
また，研修の最終回である第7回講座では，その時点で完成に至った受講者によるCA指導案および授業実践結果の発表会を行い，CA指導案の共有化を図るだけでなく，さらに，それらをあらためてCAの視点で再分析することにより，通常授業CAを促す授業構成（法）を理解することを目指した。
· 対象，人数，期間，会場，講師
＜第5回講座＞
対象：
一般受講者および教育委員会推薦受講者
人数：　16名（補講受講者数：　5名）　
日時：　平成22年10月21日（土）　14:00～17:00　


（補講日：平成22年10月26日（木）　18:00～19:30）
会場：　京都教育大学　藤森キャンパス　1号館A棟共通実験室　
講師：　カリキュラム開発委員
＜第6回講座＞
対象：
一般受講者および教育委員会推薦受講者
人数：　10名（補講受講者数：　2名）　
日時：　平成22年11月13日（土）　14:00～17:00　


（補講日：平成22年11月18日（木）　18:00～19:30）
会場：　京都教育大学　藤森キャンパス　1号館A棟共通実験室　
講師：　カリキュラム開発委員
＜第7回講座＞
対象：
一般受講者および教育委員会推薦受講者
人数：　16名
日時：　平成22年12月25日（土）　14:00～17:00　
会場：　京都教育大学　藤森キャンパス　1号館A棟共通実験室　
講師：　カリキュラム開発委員
· 各研修項目の配置の考え方
　第4回において認知促進（CA）指導案の書き方についての講習を行い，第5回（一部の受講者は第6回）の前までに各自でCA指導案を作成し，勤務校においてそれを用いた授業実践を行ってきている。そこで，研修ではCA指導案を作成，およびその実践を行った受講者全員が発表をし，それぞれについて受講者全員で討論する機会を設けた。第6回講座についても基本的には同じ展開としたが，それぞれの発表内容は，第5回の検討結果をふまえて追加修正されたCA指導案およびその授業実践結果となっている。また，検討の際の参考になるように，研修講師が作成し，通常授業において効果を上げている典型的なCA指導案も紹介した。
　第7回講座については，作成されたCA指導案のうち，形式的操作のための推量スキーマごとに（たとえば【変数制御】，【分類】，【比例性】など）CAの視点が明確な指導案をあらかじめ厳選して，それを作成した受講者に発表してもらうことにより，本研修のまとめとして，それらをCA授業展開の典型的なパターンとして理解できるようにした。
· 　研修項目の内容，実施形態（講義・演習・協議等），時間数，使用教材，進め方
第5回研修講座の概要
	研修項目
	時間数
	目　的
	内容・形態・使用教材・進め方等

	事例研修②
【報告会】
受講者によるCA指導案および授業実践結果の発表

	70分

	受講者が作成したCA指導案および授業実践結果の相互発表・討論によるCA授業構成の理解を深める。
	発表・討論形式（校種別の班編制）
· 受講者が作成したCA指導案
· 授業実践で使用した教材（ワークシート等）
発表者
N教諭（中・理），N教諭（中・理），Y教諭（中・数），T教諭（小・理），O教諭（小・理），S教諭（中・理），T教諭（中・理）


	理論研修⑨
【講義】
CA授業構成のポイント
	15分
	日本に教科学習においてCA授業を構成するポイントの理解
	講義形式，パワーポイント

講師：谷口和成

	実践研修④
【実習】
受講者による日本版CA指導案の再検討
	60分
	事例研修②の結果を参考に，構築中のCA指導案の再検討を行い，CAが期待できる実践可能なものへ改善。
	討論形式（校種別の班編制）
· 指導案のテンプレート
※各班に1名の講師がアドバイザーとして対応

	質疑応答
全体討論
	20分
	第5回の研修講座の振り返り
	


第6回研修講座の概要
	研修項目
	時間数
	目的
	内容・形態・使用教材・進め方等

	理論研修⑩
【講義】
CA授業構成のポイント
	15分
	CA授業構成における誤解しやすいポイントの理解。
	講義形式，パワーポイント
講師：谷口和成

	事例研修③
【報告会】
受講者によるCA指導案および授業実践結果の発表
	40分
	受講者が作成したCA指導案および授業実践結果の相互発表・討論によるCA授業構成の理解を深める。
	発表・討論形式（校種別の班編制）
· 受講者が作成したCA指導案
· 授業実践で使用した教材（ワークシート，フラッシュカード等）
発表者
　Y教諭（中・数），T教諭（中・理），
　N教諭（中・理）

	事例研修④
【講義】
CA授業実践経験者による具体例の紹介
	20分
	CA授業実践経験者による【分類】スキーマに対する日本版CA授業の具体例の紹介と理解。
	講義形式，パワーポイント
【実践③】「小学校理科“月と太陽”単元におけるCASE的展開」
講師：谷口和成

	実践研修⑤
【実習】
受講者による日本版CA指導案の再々検討
	60分
	事例研修③の結果を参考に，構築中のCA指導案の再々検討を行い，より効果的にCAが期待できる実践可能なものへ改善。
	討論形式（校種別の班編制）
· 指導案のテンプレート
※各班に1名の講師がアドバイザーとして対応

	質疑応答
全体討論
	20分
	第6回の研修講座の振り返り
	


第7回研修講座の概要
	研修項目
	時間数
	目的
	内容・形態・使用教材・進め方等

	理論研修⑪
【講義】
CA授業構成のポイント
	15分
	日本におけるCA授業の構成法の振り返りによる再確認
	講義形式，パワーポイント
講師：谷口和成

	事例研修⑤
【報告会】
受講者によるCA指導案および授業実践結果の発表
	75分
	受講者による模範的なCA授業の実践結果の発表と全体討論によるCA指導案の共有化
（形式的操作のスキーマおよび校種・教科ごとに発表）
	発表・討論形式（校種別の班編制）
配付資料
· 受講者が作成したCA指導案
· 授業実践で使用した教材
（ワークシート，フラッシュカード等）
　スキーマ　発表者（校種・教科）
　【変　数】I院生（小・理科）
　【比例性】N教諭（小・理科）
　【比例性】Y教諭（中・数学）
　【分　類】T教諭（中・理科）
　【分　類】H教諭（小・社会）

	実践研修⑥
	45分
	【形式的モデル使用】の推論スキーマに対するCA授業の具体的理解
	講義形式，パワーポイント
教材：Thinking Science
· Lesson 23「物質の三態を説明する」
· Lesson 24「溶解を説明する」
· Lesson 25「化学反応を説明する」
講師：岩間徹，塩飽修身（倉敷天城中）

	質疑応答
まとめ
	30分
	これまでの研修講座についての振り返り
	司会：高橋伸幸
講師：谷口和成


· 実施上の留意事項
　研修の中心となる「CA指導案およびその授業実践結果」の発表については，研修日の1週間前を目処に事前に送付してもらい，開発委員であらかじめ検討しておく。特に，第5,6回の研修は，指導案を作成した受講者全員による発表となるため，研修講師が受講者の発表内容の事前の吟味（CAになっているかどうか，質疑のポイントは何か等）だけでなく，研修の時間配分を検討する上でも重要である。
　CA指導案作成後の初めての研修である第5回講座では，CAの展開になっていない指導案も存在することが予想されるため，講師も含めた全員での討論の中で，「なぜその展開ではCAにならないのか」等について，共通認識ができるように努めた。そのためにも，研修の後半で各CA指導案を再検討する前には，その判断基準となる「CA指導案作成のポイント」について講義する必要がある。これは，以降の研修においても同様であり，毎回必ず行い，受講者にそれを意識するように徹底してはたらきかける。
　第6回の受講者による発表では，CAの視点を授業に組み込む方法やその難しさや課題を明確にするために「前回の指導案から（CAを意識して）どのように改善したか」，「その結果どうだったか」等を強調して報告をしてもらったり，研修講師側から質問したりする等を意識しておく必要がある。また，発表後に再検討を行う前には「CA指導案作成のポイント」を振り返る機会を必ず設けることを忘れてはならない。
　一方，第7回の講座は研修のまとめの回であるため，これまでに検討してきたCA授業の集大成（完成された指導案だけでなく，その過程における実際的な作成のポイントや実践における児童生徒の反応まで）を受講者全員で共有することが主なねらいとなる。したがって，ここで発表されるCA授業は，誰もが参考にできるように，授業で扱う【形式的操作のための推量スキーマ】が明確で，典型的で標準的なものである必要がある。したがって，ここでも研修講師は，1週間前を目処に受講者がどんな授業を構築しているのか事前に把握し，適切なCA指導案を厳選し，その作成者に上記のことを受講者全員に理解させるつもりで意識して発表して欲しい旨の依頼をしておくと，研修がより効果的になる。
[image: image18.emf]○

研修の成果として（実践）案を例としてどこかに発表する場合、指導案の形式や使用してい

る用語について共通認識、統一形式が必要と思います。

○ 海外での成果としてどのように変化し、取り入れられているか知りたいと感じた。

○

自分の授業をなんとかしなければ、とあせっていたとき偶然本研修会のチラシを見つけ

FAXしました。授業に活かせる内容だったので、参加できてよかったと思いました。

○ 谷口先生のお話や論理にはいつも関心しています。みなさん大変お世話になりました。

○ 多くの実践を積み報告できるものは伝え、また多くの事例に学びたい。

○

誘っていただいて参加できて本当に良かったです。これからもご助言、ご指導いただけれ

ば幸いです。

○

現場に新しい指導法を押しつけるのではなく一緒に研究をしようという進め方がありがた

かったです。

○ ありがとうございました。来年度もぜひ受講したいです。

○

科学推論テストに興味を持ちました。我が校の子にしてみたいです。谷口先生に出会い本

校まで来ていただき授業を観てもらえて大変ありがたかったです。ありがとうございまし

た。来年度、理科教育本発表を迎える本校に新しい考え方を入れていただきました。

○

個人的にも大変勉強させていただきました。今後多くの場で生かせたらと思います。ありが

とうございました。

○

ぜひ、また来年も予算を組んでいただき、本校の職員を研修に加えてほしい。北部の学校

となると来させてもらうだけでかなりのエネルギーが必要なので支援を。

○ CASEよりもCAMEが流行っている理由と経緯が知りたいです。

○ 途中参加で失礼しましたが楽しく勉強させていただきました。ありがとうございました。

感想　・　要望　・　コメント


· 研修の評価方法・評価結果
[image: image19.emf]○ 平安女学院でやらせていただいた実践のため

○

分かったつもりになっていることが間違っていたこと。それにより気づきが埋めれ改善につ

ながった。自分自身が葛藤とメタ認知することができた。

○

出した指導案にアドバイスをいただいたこと。自分のものではまだまだ十分でないことに気

付いたこと。

○

平安女学院中学で授業をやらせてもらったこと。たびたび前にだって、発表をさせてもらっ

たこと。

○ やはり、平女まで出かけたことです。他の先生方の授業を聞かせていただいたことです。

○

平安女学院で授業させていただいたことは、大変貴重な経験となりました。また、先進の

事例では学ぶこと、考えさせられることが多かったです。最終の[モデル」の取り組みです

が、わかったようで分かっていないことが、他にももっとあるように思いました。

○

特にというよりも研修会自体がとてもよい刺激となりました。閉じられた空間にいる印象な

ので交流できて、勉強になりました。

○

今回、始めての参加だったが、これまでの全ての資料をいただけた。ぜひ持ち帰って、しっ

かり読みたい。

○ 学習内容、知識が学力だと考えていたが考える力について考えうとできたこと。

○ 各内容に多くを学ぶことができました。協議することで深まりがありました。

○

6歳～１１歳、11歳～14歳と操作期の区別を知り、まさに小学校が考える力をつける基礎

だとわかったこと。具体的準備の大切さ。友達と話し合うこと(メタ認知が大切であること）

○ 具体的な授業例

○ ピアジェ、ビゴツキーの考え方についてもう少し研修をしたい。

○ 第5回の研修内容は何度も見直した。

○

ブリッジングの在り方について参考になりました。通常の学校ではCA的授業をすることに

なります。

印象に残ったこと

＜第5，6回＞
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[image: image21.emf]研修講座 日　　程  内　　　容

理論研修およびCASEプログラム研修①

認知促進（CA）の概念とＣＡＳＥプログラム概要，ピアジェ、ヴィゴツキーの認知

論に関する研修，形式的操作のスキーマ【変数】に関する研修

ＣＡＳＥプログラム研修②

形式的操作のスキーマ【分類】，【比と割合】，【比例性】に関する研修

実践研修

ＣＡＳＥプログラムの授業実践および見学　（於：平安女学院中学校）

ＣＡＳＥプログラム研修③

形式的操作のスキーマ【蓋然性】，【複合変数】に関する研修

日本版ＣＡプログラムの検討①

認知促進（CA）の考え方を組み込んだ授業プランの検討

日本版ＣＡプログラムの検討②

認知促進（CA）の考え方を組み込んだ授業プランの実践報告および再検討

日本版ＣＡプログラムの検討③

認知促進（CA）の考え方を組み込んだ授業プランの実践報告および再々検討

日本版ＣＡプログラムの提案および研修の総括

認知促進（CA）の考え方を組み込んだ授業プランの提案

（形式的操作のスキーマごとに）

段　　階

日本の教育課程における通常

授業にCAの概念を適用した指

導案の構築と実践

②



①



認知論を基

本とするCA

概念の理論

的理解

③

英国で開発

されたCAを

目指す授業

の構造分析

と実践的理

解

第５回

（補講日）

第６回

（補講日）

第７回

（補講日）

６月１９日（土）

（６月２４日（木））

７月２４日（土）

（７月２９日（木））

８月２１日（土）

（なし）

１０月１６日（土）

（１０月２１日（木））

１１月１３日（土）

（１１月１８日（木））

１２月２５日（土）

（なし）

オプション

７月３日（土）

第１回

（補講日）

５月２２日（土）

（５月２７日（木））

第２回

 （補講日）

第３回

 （補講日）

第４回

 （補講日）

　事後アンケート結果を右に示す。受講者の9割は依然として，興味をもって参加していることがわかる。その理由の内訳において「自分の授業への応用性」の割合が高いことは，この回の研修内容はまさにそれを目指していることから考えると，受講者にとって有益な内容になっていると解釈することができる。ここで，前回と比べて「認知心理学的な知識が得られる」を選択している割合が増加していることに注目したい。つまり，徐々にではあるが，受講者が本研修講座の理論的な部分を理解しつつあることを示していると考えられる。このことは，次の質問「内容が理解できたか」でも，やはり9割が理解できたと答えており，その大半が認知論的な理解ができるようになったことを理由として挙げていることからもわかる（右，下の表）。
[image: image22.emf]○ 大変興味深く参加できました。

○

授業で認知的葛藤をおこさせることや、メタ認知（振り返り）の大切さを改めて感じました。

答えを求めるのではなく、討論をさせていきたいと思いました。小学校での授業の仕方にも

触れていただき大変勉強になりました。

○

CASEに何回か取り組むと、その深さや授業への応用がわかります。また、個人研究をする

上で、CASEは役立ちます。

○ 理論講習については、最初は難しいと感じました。

○

実習を実際にやることでつかめた部分が多かった。子どもたちがどう反応しているのか等

ビデオでもよいのでみてみたい（特に今回学習し、自分の体験したレッスンを）。

○ 数学分野としての活用法についてもう少し触れてほしかったです。

○

ガイダンスとしては、理論の前に実習があれば、理論講習がもっとわかりやすかったかもし

れません。

○

実習は、少人数班での学習形態が向いていると思った。協同学習、少人数学習との関わ

りが今後議論できたらいいなあと思いました。

○ ピアジェやヴィゴツキーの理論について、自分でもう一度確認しておく必要を感じている。

○ 時間が許されるのなら、実験結果について自分の目で確かめてみたい。（油の粘性など）

○ 社会科やその他の教科でも生かせる教材や授業プランを考えてみたい。

○

実習の効果を評価できれば、データとして有用だと思うのですが、１回CASE型の授業をし

ただけでは、何とも言えないですね。

○ 生徒の関心をもたせることを基礎においた理論であると思いました。

○ 実習は適当な時間配分であったと思います。

○ 教材化（単元構想との関連性）を図りたい。

○

心理学を専攻していて、統計をかじっていたので過去の知識と今回の講習の内容で認知

的葛藤が起こりました。

○ 小学校3年生を担任しているので、どういう風に使えるか考えていました。

○

子どもたちが実習する際のグループ構成の話だが、誰とグループを構成しても授業が成立

するように組めないのか。

○

帰無実験は小学校で多くあると思うが、CASEをやっていないと考えるベースはどうかと感

じた。

○ 理論講習で学んだことが学習（理科）の授業のヒントになった気がします。

○ 期待していたとおりの内容で、次回も楽しみにしております。

○ 今、求められている授業改善、実践力を向上させるためのヒントになった。

○ 小学校での活用が知りたい。中学校の内容から、どのように小学校へ工夫していくのか。

○

理論ばかりでなく、実習があったので興味深く研修できました。理論は、最初は難しいと思

いましたが、実習を交えながら何となく概観はぼんやりつかめた感じです。

○ おそらく、教材開発のヒントはたくさんあると思います。


＜第7回講座＞
　研修講座の最終回であるため，本研修プログラム（全7回）全体を通して受講した現在の成果および心境について，以下の図中に示す項目についてアンケート調査を行った（アンケート用紙は，巻末【資料４】を参照）。その結果を以下に示す。
　まず，研修全般について尋ねた。受講者の半数以上が「内容が難しかった」と回答している（「易しかった」は皆無である）ものの，95％が内容に満足しており，さらに，全員が興味をもって参加できている。カリキュラム開発委員会としては，内容が難しいと受け取られるであろうことは想定していたことであるが，それが満足度や難易度にどのように反映するかは全く想像ができていなかった。これらの結果は，研修内容に難しさを感じながらも，この研修を受ける意義があると受講者が考えていると解釈できる。
[image: image23.emf]評価 理　　由　（第３回）

5

確率のところで、連続した回数の度数が「１つ増えると半分減る」というのが、CASE的にど

ういう意味があるのか、もう少し考えたいと思います。

5

Thinking Scienceが目標とする事項を盛り込む大切さを実感した。単になぞるだけでなく、

より意識を高めておく必要がある。

4

浮くか沈むかの解答シートの見方が分からなかった（２の300gがなぜ沈んで、２の200gが

なぜ浮くか）。カードゲームは、おもしろく、どきどきしました。

4 考え方に少し慣れてきたから。

4 CASEの求めているもの。

4

授業実践の検討を丁寧にしていただいたので、非常に自分の勉強になりました。また、次

回以降の自身の授業に生かしていきたいと思います。

4

与えられた情報でも、本当に役に立つかどうかを判断することが必要である。その中で絶

対にそうなると言い切れるものと、どうやらそうなることの可能性が高いのではないかとい

うレベルでとどまるものがある。具体的な数値の持つ意味を考えることができる。

4

CASEプログラムがよく練られて作成されていることに気付くことができた。また、「蓋然性」

は認知促進の中では「変数の制御」よりも難しいと思った。

4 葛藤をともなう思考の重要性について理解が深まった。

3

確率についてはよく理解できた。複合変数については専門用語が多く、難しかった。内容

が中学生に対応しているような気がしますが、このことをどのように小学校で生かすかが、

難しかった。

3 認知的葛藤の大切さ、CAの授業を進めるにあたってのポイント

2 初参加なので、まだまだ難しい。話の中でそうかなぁと思えるところがある言葉があった。

?

子どもたちの中に、「なんで」という？をいろんなところで起こさせて、追求させていく魔力

のような工夫があると思いました。

?

研修そのものは、おもしろく参加できた。紅茶の試飲や浮く沈むなど、理論そのものはまだ

十分理解できてないと思うが、「推論できる・それがあたる」ので、わかったような気分に

なった。

[image: image24.emf]評価 理　　由　（第２回）

5

比の考え方の有効性について、子どもに考えさせたり文章に表現させたりすることの意味

がわかった。

5 授業の展開とCASEの観点とのつながりが少しわかった。

5

CAの針らがスッキリと頭に入りました。前回よりも今回は納得して受講することができまし

た。他の人たちとの対話が必須ということが授業には本当に大事だと思うことは回を重ね

る毎に自分の中に入ってきています。

5

比について。6年生で比の単元があるので、授業でも子どもたちに手を使わせ、考えさせ

ながら認知的葛藤をおこしていきたいと思いました。

5

わかりやすい内容であり、応用性が広がるものであった。また、授業の流れもつかみやす

く、どこがメタ認知であり、社会的構築なのか、またブリッジングなのかよくわかったため。

4 １時間の流れがつかめてきた。

4

指導案を考えたことで、6つの柱のそれぞれに相当する場面について考えを深めることが

できた。実際の場面に即して考えることができる今年度の展開がとてもよいと再認識した。

4

認知的葛藤、社会的構築の大切さを理解できたと思います。日々、生徒になるほどと思わ

せたいのですが、より計画的にやらなければと思いました。

4 何について葛藤させるべきかがすっきりしなかったから。

4

変数の設定制御とその応用が、自分の中で消化できていないところがあるので4としまし

た。

4

教科指導と区別する必要性。教科指導に取り込む工夫の難しさ、やりがい（価値）も再認

識できました。

3

体験したり、実際に作業したりすることは楽しく参加させていただきました。ただ、理論面で

の理解はまだまだできなかったと思います。

3

教材の流れの意図や考え方。グループ討論の時に、丁寧に解説していただけたため。具

体的な授業例だったため。

3

比というものが言葉で説明できないので、もやもやとしました。でもそれが子どもたちの感

じる葛藤なのだろうと思います。それが、今回理解できました。

3

まだまだ専門用語には慣れませんが、具体的な内容で展開していただいたので、わかり

やすかったです。

3 用語の理解が、自分自身として曖昧な所があり、指導案を書くときの記述に困った。

2 指導案作成では、ほとんどイメージが沸かなかった。

? まず、具体的操作を入れてから、思考させるという展開をする点を理解できた。


[image: image25.emf]評価 理　　由　（第４回）

5

CASEの考え方を用いて授業を工夫するポイントを若林先生の実践や交流を通して、自分

の授業改善のヒントになった。

4 CASEの視点を入れれば、通常の授業の中でも認知に刺激を与えられるということ。

4 実践発表を聞いて、少しだけ具体的に見えてきました。

4 認知的葛藤の大切さ、それが5年生の今後の学習に大切であることも分かった。

4 CAを意識して授業を考える必要性を感じた。

4

途中参加なので実践発表については？です。どんな授業に活用できるかについての話し

合いは有効です。

4 CASEの視点を取り入れた授業の事例。変数をどう扱うか。

3

何をして認知的葛藤とするか。どのような質問をするか。また、どのように問えば認知を促

進させられるか。

3

今日も１からおさらいをしていただきましたが、ここでしか聞かない語句も多くて、なかなか

身に付いていない自分を実感させられています。しかし、少しずつですが、なじんできてい

る気もしますし、頑張りたいと思います。

3 実際に指導案を作ってみてイメージが持てた。

2

具体的な教材を想定しても、展開の具体を考えるときに迷い（分かっていないこと）が多く

てなかなか具体化しない。机間指導によるアドバイスはとても助かる。

?

評価の仕方がよく理解できなかった。CASE的な側面について1回の授業で定着や把握は

どう評価できるのかがよく分からなかった。

[image: image26.emf]評価 理　　由　（第５回）

5

ピアジェの推量形式が推論する力や論理的思考にとってポイントとなる点。また，社会的

構成の重要性がやっと理解できたため

5

まだまた理解できていないのですが，葛藤を起こさせるだけでなく，本質の部分で葛藤さ

せることを知りました。

5

自分だけやる以上に他の先生からのアドバイスがよく分かり，ためになります。CAをより生

徒に有効に生かす視点が大切だと思っています。

4

CAの授業について6本の柱のことや，作り方など，これまでの勉強の確認にもなりました。

また，理解できていないところも少しずつ何となく分かってきました。

4

提案された指導案の発表も良かったが，①それぞれを「CAの視点」で評価する話し合いを

したこと，②その過程で講師からの具体的な助言があったことで，学びがとても深まった。

子ども達の「社会的構築」の場面でも，こういう構成（場作り）の重要性も認識できた。

4 具体的な授業展開があり，わかりやすかった。

4

CAを行う視点のところで，葛藤の質の違いが明らかになりました。推量形式パターンを見

極めることが一番重要であることが分かりました。

4 CAによる概念の変容。これまで同じだと思っていたことと，異なることを再認識しました。

4

探究的な授業で優れていても，CAの授業としてはそうでない。題材を選んで，どう展開す

るかというところに工夫が必要なんだということを考えさせてもらいました。

4 ピアジェのシェマを数学の授業でどのように使えるかが分かりにくい。

4 CAの視点について，自分が作った指導案を見直すことで，理解が深まった気がしてます。

4

部分的ですが分かったところもあり，少し入り口に立てたかなと思います。ギターを教材に

する話のところから認知的葛藤の意味の大切さがぼんやり見えてきました。

4

具体的準備とは物理的な準備だけをさすのではなく，全員で共通認識しておかなくてはい

けない部分も指していることが分かった。

4

具体的準備が道具をそろえることだけでなく，認識をそろえる，また，考えさせたいこと以

外に向かわないようにしておくこと等が理解できた。

3

CAと新しい概念獲得の関係が，今の段階でよく分からなくなりました。例えば，「エネル

ギー」もモデルになり得るのか？「比例」もモデルになり得るのか。いまひとつ分からないで

す。

? CAを意識した授業が少しずつ分かってきた。


　
　
[image: image27.emf]評価 理　　由　（第６回）

5 認知的葛藤の部分が少しずつ見えてきました。

4

分類の大切さ、またそのときには、わからないという部分の理由が説明できることが大切

であることが分かった。

4

「分数」とか「比例」とか認知の考え方を揺さぶる授業の組み立てや、子ども達の討論から

気付かせることに重点を置くことが分かりました。

4

最後のグループでの話し合いの中で、各指導案についての認識を深めることができた。

「月と地球」の単元の指導案については、モデルとしていろいろな意見を出させる方が面白

いと考えられた。

4 認知的葛藤について、生徒に形式的操作をさせることが大切であると分かった。

4

問題解決学習とは違うという一語が印象的でした。逆的発想で、どこがどう違うのかますま

す興味が深まりました。

4

「分類」を使った授業例をきいて、数学で使えないかといろいろ考えてみたが、この研修中

に考えがまとまらなかったので、とりあえず、一度、「分類」で指導案を作ってみたいと思

う。

3

「月と地球」の単元の指導案において、月と地球の位置関係の「モデル」という視点での授

業のイメージが未だにわかない。

？

最後に単元全体の計画が出されたのが良かった。具体的な授業と関連づけることができ

て良かった。変数の大切さに気付かせる授業展開が時には必要であると思った。（変数を

見つけることはもちろんたくさんさせなくてはいけない。）

？

具体的授業をもとに、説明（展開、子どもの反応など）を聞いたり意見交換をするので、授

業者にとって（CAの観点と照合するなどの）葛藤が起こりとてもよい。また、講師の先生の

助言もありがたい。

　そこで，本研修プログラムの核となる「CAの概念の理解度」について尋ねたところ，「だいたい理解できた」が6割を占めた。ただし，これは自己評価であるため，「CA授業において核となることは何か」という質問により，受講者が何をもって理解していると答えているかを尋ねた。その結果，次表に示されるように，ほとんどが専門用語を正しく用い，CAの本質をついた的確な回答になっていることがわかる。つまり，CAの概念およびそれを授業へ適用することの意義における知識的理解は十分に得られていることがわかる。ここで興味深いのは，研修でおさえた定義どおりの回答ではなく，かなりバラエティーに富んでいる点である。これは受講者，特にベテランの教員が自分のこれまでの経験と照らし合わせて理解しているためであると考えられる。一方，CAの概念の理解度について「理解できなかった」を選択した回答が1割あるが，その理由として「授業への応用ができていない」，「理論的な解釈に疑問」が挙がっている。これらは，いずれも致命的な問題ではなく，講師との討論によるアドバイスや質疑応答を充実すれば解決できると考えられる。
[image: image28.emf]○

認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子ども

の認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいう

と、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）

○

認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントであ

る。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。

○

世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見

ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注

目できる授業をしていきたいです。

○

生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの

視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたい

○

ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たち

が複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をは

かること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく

理解していること。

○ 子どもの反応をしっかり見れるところ。

○

話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起

こりにくいため。他クラスとの比較から実感。

○ 教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。

○

何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握して

おくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した

自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だ

て。

○ 教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。

○ 討論ができる学級づくり。

○

児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の

専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。

○

認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した

中で取り組む必要があると思います。

○ 認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。

○

６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合い

の中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。

○ メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。

○ 変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。

○

意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。

もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成でき

るかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろう

か。

○

学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想され

る学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。

○

CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上して

も、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。

ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？

　
　つぎに，CA授業の可能性について，受講者がどのようにとらえているか尋ねた。まず，CA授業の日本における普及の可能性についてであるが，「可能性なし」の回答の1割に対して「可能性あり」が4割であったことは，このプログラムの普及を意図するカリキュラム開発委員会としては心強い回答であるが，「何とも言えない」を選択した5割程度の回答は，理由を見る限り否定的と考えるべきである。一方で，「CAを意識した授業を行いたいか」という問いには，実に9割が肯定的な回答をしている。その理由をみても，かなり意欲的であることがわかる。つまり，CAの概念の授業における有効性，必要性は認めつつも，「（一般）教員の理解度（専門的知識や高いモチベーションの必要性）」や「教育制度上の制約」，「勤務校の固有の事情」等の問題により普及は困難であろうと考えているということである。このうち，前の２点については，本報告書の冒頭でも述べているように，実施以前からある程度想定されていたことであり，本研修プログラムはまさにそれをフォローすることを目指したものであったが，残念ながら，受講者に自分の授業改善以上の可能性を見出させることは難しかったようである。
[image: image29.emf]評価 理　　由（ＣＡ授業を行いたいか？）

5

せっかくここに通ったのだから自分なりにでも進化させたい。続けることでいろいろなこと

（学習のみならず生徒の変容）を見ることができると思う。

5

認知の発達は中学生にとって、ぜひ必要だから。小さい子どものころから、ピアジェの発達

理論を意識して、子育てすると数や量の認知の発達が進むことを、自分の子育ての中で

実感できたから。（子育ては実験でもありました）

5

CAのプログラムは今まで知らなかったが、自分自身がCAのような考え方や視点のような

ものは必要性であると依然から思うところがあったので。

5 子どもの変容がよく表れているから（今年の実践より）

5

自分も楽しめる。子どもの変容が実感できる。何よりも、認知促進に値打ちがある。子ども

の力が伸び、教師としての自分の力量も高まる。

5

子どもの内面で物事をどのように認知しているのか、それを教師が把握できるようになりた

い。

5 児童が学び手として、認知的にレベルアップすることが予想される。

4

科学面白さは、①知的好奇心を高めること②考えることであると思う。そのため、②を考え

るためには必要である。

4 生徒の学ぶ姿勢が変わっていく気がします。

4

実験などでは極力行い、興味関心を持たせながら、理解を深めようと日々努力していま

す。ただ、やはり注文している感じです。CAの視点を取り入れること、ひらめいたり、論理

的に思考する力を増やすことができれば、それは必ず生徒の力となると確信したからで

す。

4

普段の授業で行っていることが自然とCAに関連していたということが多々あります。もっと

意図的に使えるようになれればと思います。

4 子どもの学びの育ちにとって、有効であると思います。

4 継続していくことで子どもたちが「考える」ことが楽しいと思ってくれそうな気がします。

4 CAを行うことで、学習のみならず、生活まで向上すると考えるから。

4 思うが、まだまだ具体的場面でイメージできていない。

4 興味深いので一度実践してみたい。

3 単元によっては試したい。しかし、時数や内容を考えると定期的には不可能。

2

単元の内容の概念を教える事と、概念操作のための実力を身につけることは、同時に行う

ことは難しい気がする。高校レベルでは例外に触れずに内容を教えることは難しいと思う。

1 現状ではできませんが願望からいうと”５”

[image: image30.emf]評価 理　　由（ＣＡ授業の普及の可能性）

5 生徒が学習を進める素地を作るんじゃないかと思っています。

5 わからないけど、普及させていくべきだと思う。

5

手法なので指導者の工夫で十分可能である。またそうしていきたい。日本ならではのもの

ができるのではないだろうか。

5 具体的が現場でできることがわかった。

4 認知レベルを意図的に促進することで授業の理解度、意欲が変わると思うから。

4 教師の指導観を考えるものであり、その効果が子どもの育ちとして見えるものとなり得る

4

学習していく上で必要な視点が全て含まれているから。具体的準備、メタ認知、ブリッジン

グはまさに大切なことだと思う。

4

子どもの頭の中を描き出し、「わかった」といわせることはとても大切な教育のテーマだが、

深く考える子どもにしたいからそのための考えが進む要因を探りだしたいから。

3

「普及」という観点でいうと専門用語と特徴ある展開を理解する段階がもっと広まる必要が

ある。

3

もっと広めようとしなければ普及しない。このような研修があることを多くの人は知らない

し、知っても忙しすぎて参加できない。

3

理系の教員は必要性は十分わかり、普及させたいと思うが、小学校教員の多くは文系の

教師で、その必要性を感じないので、これを何とかしなければならないと思う。これは本校

で今年取り組んでみて実感しました。

3

授業時数と教えなければならない内容、量をはかりにかけると余裕はない。ただ、授業の

中に取り組むことは工夫次第で可能ではと思ったので。

3

子ども自身の討論に委ねると時数がかかる。必ずしも単元の目標に到達しなくてもいいと

いう点が、限られた時数で単元を進める日本のカリキュラムにあうか。

3

時間や内容を学校や教師がもっと自由に組み替えられる。チャンスがあればいい。自分の

考えを出すことについて恥ずかしさや恐れを持つ日本の文化風習を考える。

3 必要性はあるが、活用がむずかしい。

3 子どもの学力向上には有効的だと思うが、物理環境（状況）が整えられない。

2

日本で普及するためには教員がCAに対して根本的レベルを理解するには時間がかかる

こと。型だけで終わってしまう可能性がある。

1 どこにCAを入れるかはいろいろあるので指導要領として入れるのは難しい気がする。

？

大切であるという共通認識まではOKだと思うが日々の授業で構築し続けていくのはきわ

めて困難。特に生徒指導を多く抱える学校では。

　
[image: image31.emf]○ 授業参観とその後の協議

○

参観、教員の指導レベルが高いと効果が高いが、生徒どうしの気づきを誘導することが必

要である。時間内に終わらせるために。

○ 振り返りをできる研修です。

○

自分だけやっていくと、かなり落とし穴に入っていくと思われる。継続な研修はおそらく必

要。

○ 30回分の内容をよく知ること。実践と振り返りを定期的に研修の形で行うこと。

○

たくさんの例やCAの視点を深く勉強できるよう。１つ１つの柱の意味などを理解していきた

い。

○

小学校教員を対象としたCAの視点を普及させるような研修が必要だと思います。法的研

修の11年目には必ず研修のプログラムとし、取り入れたほうがよいと思います。

○ 実際に授業を見せていただけるのが1番だと思います。

○

子どもの認識レベルを区別する技術（SRT）を身につける。多くの事例に触れる。CASEの

授業の参観。

○

授業を自分のクラスで行って、検討や助言をいただくこと。まず、ピアジェの理論について、

基礎的なことから学びたい。

○ まずピアジェの理論について基礎的なことから学びたい。

○ 認知についての知識、教科研究で授業技術

○ CAを取り組んだ教科指導（教材化）の具体化

○ 認知的葛藤の部分を充実させる研修

○ CAの授業案について

○ 具体的に学び、実際に検証できる研修

○

いまやっている小学校の理科授業と絡めて考えていくことが大事だと思う。教材づくりの中

にどこからでもいいので、わずかでもいいのでこの考え方を入れ検証してくこと。継続的に

研修ができるよう、現任校に支援してもらえないか。

○

実践を聞くことでどこの部分がどのように取り入れられているかを照らし合わせて聞くほう

が理解が早くてわかりやすい。

○

認知促進のための発問方法を研修しないと、授業の別解や別の考え方を発見・説明させ

るだけの発問になります。授業としては活発に見えますが、CA的発問・議論にならない恐

れがあります。

今後、どんな研修が必要か？

[image: image32.emf]評価 理　　由（来年度も参加したいか？）

5 この結果がどう出てくるかを知りたい。

5 もう少し身につけたい

5 1年間の研修では十分理解できなかったことがあるので、ぜひ来年もやってほしい。

5

自分の授業のバリエーション等を増やしていきたい。子どもにとって価値のある授業をでき

るようになりたい。

5 子どもたちの変容がみられるので、もっとその結果を高めたいと思うため。

5

ようやく考え方のヒントが見えてきました。私はもっともっと理科の教師として、幅を広げて

いきたいと思っています。よろしくお願いします。

5

まだスタートラインに立ったばかり（それ以前かもしれない）なので、もっと自分の力量を高

めたい。答えに向かって一直線に進んできた従来のやり方を変えていくのはなかなか難し

い。

5 中学校の理科教科指導の在り方に課題を感じています。

5 授業例が今後さらに増え、そこから学ぶことが多いと思うから。

5

まだまだ理解不能なところが多いから、実際の授業と頭の中で結び付いていない。でも、

何か新しい考え方の領域にいけそうな気がする。

4

教師として未熟な部分が多いので、特に土曜にして頂いているので参加しやすかったで

す。

4

小学校は6～12歳という、認知レベルが大きく発達、変化する時期なのに、今の自分は子

どもの認知力についての知識が非常に乏しいので、ぜひ学びたい。

4 もっと知りたい、学びたい、生かしたいと考えるから。

4

数回の聴講では足りないので、繰り返し聞き、用語に触れておかないと、理論で終わって

いまい、日常に活かせないと思ったので。

3 地域的に遠く通うのに無理が多い。時間や空間的な制約。

3

やっとCASEの「ケ」を理解できたかと自分で感じています。さらに研修したら身につくことで

はないかもしれませんが「新しいことを知る」ということはやっぱり楽しいです。北部からの

参加でしたので、大変苦しかったですが、楽しかったです。


　
　最後に，今後の本研修プログラムのあり方について尋ねた。開発委員会としては，普及を目指して今後も継続して行く予定であるが，より効果的なプログラムにしていくためにも重要な項目である。まず，「自分の授業でCAを組み込むためには，今後どんな研修が必要か」という質問であるが，実践的・具体的な研修（授業実践，授業参観，事後検討会による振り返りなど）が必要だと感じている受講者が多く，自分がその授業を行うことを前提としているととれる前向きで意欲的な回答も結構ある。このことは，「来年度も参加したいか」という問いの回答に約9割が「参加したい」と回答し，その理由にもそのことがよくも反映されていることわかる。その他，「印象に残ったこと」や「感想・要望・コメント」の自由記述事項についても，今後の研修の方向性やヒントが見出すことができる。（巻末【資料５】を参照）
[image: image33.emf]評価 理　　由　（難易度）

3

授業案を書く段階で教科でのおさえたいことの流れと、CAの視点をどのように入れるか

で、まだ迷う部分が多い。

3

CASEの言葉の概念をしっかりわからずに参加したが、操作→抽象へ生徒自身がどう成長

していくのかをおおまかにイメージできました。

3

学生の頃ピアジェに興味を持ち、本も読んでいたし、たぶん（自分の子供に）実験のような

こともやってみたから

3

用語の理解を含め、話し合いに参加するための力量をつけておかねばならない。もう一度

学び直さなければならないものが多かった。

3

中高の理科的な内容で議論が起こった際、ついていけない。講師の方はわかりやすく話し

て下さいました。

3 「認知促進プログラム」というものに興味があったが、その一端に触れることができた。

2 CASEの概念の理解は十分でないように思う

2

CAの視点をよく理解できていなかったので、討論の内容や授業計画の糸がわかりづら

かったから

2 理論や言葉の理解なかなか大変でした。

2 専門用語。理科内容でも中学校と小学校の差が。

2

小学校ですので他校種レベルの話になるとそのこと自体を理解するのに時間がかかっ

た。

2 まだまだ理解できていないことが多い。話し合われている言葉でわからないことがある。

1

生徒の実態として把握しにくい分野を高めようとしていること。また、プログラム30までやっ

ていないのでイメージをもちにくい。やったところまでは取り入れられるが、それ以上は想

像しがたい。また、授業の中でとりいれることが難しいと感じる。

1 認知促進を図ること。（理解させることを目的化しない）

1

CAを理解した上で進めていかなくてはいけないので、短時間ではCAを理解しきれないの

で。

1 CAの考え方をどう生かすか、どこでやるのか

1

理科の授業の中でCAを行うというのはとても難しい。例外や多様性について触れることが

できるか疑問。

[image: image34.emf]評価 理　　由　（満足度）

5

「教科の授業にthinking scienceをどのようにとりいれることができるか」という課題が明確

になったので、用語等はまだ十分使いこなせないが、今後何をすべきかが明確になった。

5 「なんで？」という生徒自身の知的好奇心を高いところへ登らせていく方法だと感じました。

5

数学の授業にCAの考え方wお取り入れることで、子どもの反応がよくなってきたと感じるか

ら。

5

今まで自分自身が取り組んでいた科学的思考力の育成について裏付けとなる内容であっ

たから。

5

考えることの楽しさと大切さを知ったように思う。授業の幅が広がり、新たな視点で教材を

みることができる。

5

単元で設定されている「到達目標」だけでなく、「認知レベルを高める」という視点に立つ

と、授業の作り方が全く新鮮になるという印象をもった。

5 教材開発において生徒の認知発達を理解する重要性を学ぶことができた。

5 CAの考え方を授業作りに生かすことができそうだから。

4 いろいろな先生と知り合えた。授業改善に役立つ。

4

自分が上手く理解できていない点と工夫して授業を考えていこうという材料や方向性が得

られた。

4 平安女学院で授業をさせてもらったり、他の先生方との交流ができた。

4 授業をしたい！という意欲がわいてきました。特に今は冬休みなので。

4 手法や考え方が学べたため

4 CASEがやっと分かりかけ、全ての授業に授業パターンは使えるから。

4 今の自分にない、考え方だろうということがなんとなくわかっておもしろい

4

授業改善における新しい視点を得ることができた。実践し続けてきたことで、子供の内容

があったことに対してなぜそれがプラスの変容を促すことになったのか分析できた。

3

消化しきれないところがある。上述した部分が。しかし今から考えて作り上げるには面白い

と思う。形式的操作はやはり難しく感じる。（実践することが）

3 CAの必要性を感じ取り入れていきたい。


[image: image35.emf]評価 理　　由（ＣＡの概念の理解度）

4 何を目指しているかは理解できたと思っている。

4

自分の授業にどう応用すればよいかについて、まだ不十分。30分回分のすべての内容に

ついての理解も不十分。以上のような点で十分理解したと言えない。

4 共感や賛成はできるので、自分でより理解して実践に活かしていきたいから。

4 発達段階を知る必要性。CAの視点。

4

認知促進とは何か、どうすれば促進できるのか、促進したらどんなよい事と結び付くのかに

ついて一定理解できたと思う。

4 子供たちの認知レベルに合わせて授業をする必要性を感じました。

4 「変数」「分類」「比例」「モデル化」について具体的な実践で理解することができた。

4

教え込みで知識を獲得させるのではなく、受け手側の力をたがやすことの大切さが感じら

れた。具体的準備についての考え方やディベート、グループ学習の有効性など、日々の授

業に取り入れることができると判断した。

4 科学的概念をスキーマとして捉える事と葛藤させることによる促進

4

すべてではないと思いますが、全体的な考え方についてはおおよそ理解できたと思いま

す。（学校で授業ができるかどうかは別ですが）

3.5

とてもおもしろい考え方だと思った。続けることで子供たちの変化がきっと見られる考え方

だと思う。

3

実際の授業展開に十分おとせる段階に到っていないので、「理解」という点ではまだ不十

分かと思う。（実践に移す対象がいないのでこの予想が難しい）

3

正直なところ、ピアジェの考え方についての知識もほとんど持たずに参加しており、１つ１つ

基礎的な内容から十分な理解をすることが、まだまだできていないという自覚があります。

3 日々の授業でCAの視点を取り入れる観点が十分に身についていない。

3 認知的葛藤が生徒の成長につながる。

3 方向性としてはわかるが、クリアできていないところがありむずかしい。

3

子ども相互の交流（討論）が学習活動において不可欠であるということは様々な研修や授

業研究を通して、理解し、取り入れ絵tきましたが、ただ単に学習の流れに取り入れるので

はなく、教師がもっと意識的にCAの考え方を明確にして、設定すると効果的だと思った。

2

大まかにしか理解できていないと感じています。流れなどはわかってきましたが、内容をい

かに授業に取り入れていくのかまでできていない。

1

社会的構造とメタ認知の関連が腑に落ちないし、またZPDが社会的構造によて行われると

いうNewmanの主張がよくわからない。ZPDは別のアプローチでも可能ではないだろうか。


· 研修実施上の課題と提案
　第4,5,6回講座における受講者の反応およびアンケート結果からわかるように，受講者にとって，通常授業におけるCA指導案を作成することは，講師が想像する以上の難しさがあることがわかる。第4回講座では，CA指導案の書き方を丁寧に説明したつもりであったが，単に理論上の話をかみ砕いただけでさらに口頭だけの説明であったため，具体性に欠けていた可能性がある。実際，第5回講座の冒頭で発表されたCA指導案には，CAになっていない指導案が複数みられた。やはり，現職教員が受講者であることからも，実際のCA指導案を例示して，それと理論（具体的には「CAの6本の柱」の位置づけ）を対応させていくなどの工夫が必要である。そこで第6回講座では，講師により作成された通常授業におけるCA指導案を例示して，丁寧に説明したところ，CA授業構成のポイント（何に対して認知的葛藤を起こさせるかが重要であること）が整理されたようである。
　以上の点は，本研修プログラムが目指すねらいを達成するための重要なポイントである。本年度の展開は，結果的に成功したものの，対処療法的で試行錯誤感が否めない。そこで，以下に今回の混乱の原因を整理し，今後，よりスムーズにこのポイントをおさえながら研修プログラムを運営するための展開例を以下に提案する。
　今回，混乱を招いたのは，「CAの概念を組み込む教科・単元」や「その単元の学習目標」，「複数ある【形式的操作のスキーマ】の，どのスキーマで認知的葛藤を生じさせるか」などの選択を最初から受講者任せにしたことである。つまり受講者が自ら選択すべき項目が多すぎたため，最も重要な「特定のスキーマに対して認知的葛藤を生じさせる展開」の意識がうすれてしまったと考えられる。さらに，班活動の形態はとっているものの，結局は各自がそれぞれの単元，科目，スキーマの指導案を作成することになるため，話し合いも一定上，深まることがない。班活動の利点を活かし切れていなかったわけである。
　そこで，これらを避ける展開としては，
1 上述の事柄に留意して，【模範的なCA指導案を例示】しながら，具体的に書き方を説明する。
2 すべての班に，①で説明したCA指導案において，認知的葛藤の対象としている「形式的操作のスキーマ」と【同じスキーマ】を必要とする学習活動が含まれる【教科単元のテーマ】等を指定する。
3 その上で，単元の学習目標とCAの両方を実現する指導案を【班で協力して１つ】作成させる。
　この展開により，受講者はCA指導案の展開のみに意識を集中するとよく，班内での話し合いを深めながら，CA授業の構造およびポイントを早々に理解できるようになると思われる。さらに，同じ展開を【別のスキーマでも行う】とより効果的である。こうして，CA指導案作成に慣れてきたところで，受講者が希望する個別の教科単元で個別にCA指導案を作成する実習を行っていけばよいであろう。以上のことは，今後の研修において検討していきたい。
Ⅲ　連携による研修についての考察

· 連携を推進・維持するための要点

　本研修プログラムは，京都府・市の両教育委員会と京都教育大学の連携の下に実施してきた。具体的には，内容的に連続する７回の研修から構成され，平成22年5月から12月の期間にほぼ毎月1回の割合で行ってきた。比較的短期で内容的に完結する研修が多い中，このように長期間にわたって連携を維持した研修が可能となった理由について考察する。
　本研修プログラムは，児童・生徒の認知能力の発達（段階）を的確に捉え，理数教育を通して，その段階に合わせて適切なはたらきかけを行うことにより，その発達を促進させる考え方（CA）およびその手法を理解し，実践できる教員を養成することを目指すものである。このCAによる授業が実現すると，児童・生徒の論理的（科学的）思考力の向上が期待できるが，これは現在，理数教育において強く求められていることでもある。これまでの理数教育においても，その向上のためにさまざまな工夫がなされてきているが，本プログラムのように認知心理学に基づき，児童生徒の認知能力の発達に焦点をおいた例はなく，さらに多少の専門的知識を必要することから，これはむしろ，大学が得意とするアプローチであったといえる。つまり，教育研究機関としての大学と教育現場を支援する教育委員会のニーズが一致したことにより，このような連携が維持され，本研修プログラムが成功したものと考えられる。
· 連携により得られる利点

　研修プログラムの終了後に行った受講者アンケートの結果から，概ね上述の目的を達成することができたと考えられるが，その性格上，教員養成課程の学生や新人教員に対してより，ベテランの教員，特に教科指導力および授業実践力の高い教員に対してより効果が高い側面がある。したがって，京都府・市教育委員会との連携により，適切な教員の本研修プログラムへの推薦・派遣が可能となったことは，毎回の研修における受講者間の討論，意見交換の質的な向上を促し，結果としてプログラムの成果を促進することにつながったと考えられる。
　さらに，毎回の研修講座には，研修プログラム開発委員である教育委員会の指導主事も一般受講者に混じって受講したことにより，受講者の目線に立った研修内容の検討・改善をしながら，プログラムを進めることができたことも大きい。これらは連携の利点であるとともに，互いの問題意識を共有し，連携を推進・維持するためにも必要なことでもある。
· 今後の研修方針および課題等

　上記の受講者アンケート結果，本研修プログラムの来年度以降の実施に際して，参加に前向きな回答が多数を占めた。その理由としては，「認知促進（CA）の考え方の重要性，授業に組み込むことの意義，CA授業の構築方法は理解できたが，ひとりで授業実践するにはまだ躊躇する（しかし，実践したい）ため」というものであった。確かにCAという新しい概念を授業に組み込みつつも，通常の学習目標は達成しなくてはならないわけであるから，その理由もうなずける。したがって，受講者に対しては今後も継続的に支援していく必要がある。一方で，今回の研修により，CAの概念は現職教員に好意的，積極的に受け入れられることがわかったため，今後も教育委員会との連携を継続し，教員研修を行っていく必要もある。そこで，来年度の研修では，新しい受講者とともに2年目の受講者も受け入れ，実習では両者からなる班編成を行うことにより，2年目の受講者から新しい受講者へのより実際的でわかりやすい情報の受け渡しを期待できるだけでなく，そのことにより2年目の受講者にとっても自分のCAについての知識を再確認（メタ認知）する機会が自然に起こることが期待できると考えている。
　また，京都府は南北に長く，南部に所在する京都教育大学を研修会場にすると，北部地域の教員の参加が困難であり，今年度はかなり無理をして参加した受講者もあった。多忙な現職教員の参加の負担を軽減するためには，研修会場の所在地も要検討すべきである。そこで来年度は，京都府教育委員会との連携を継続することにより，研修の主要会場を京都府綾部市にある京都府教育総合センター北部研修所に移して，実施することにしている。
　最後に，CAの効果をより向上させるには，ひとりの教員が特定の教科のときだけ，CAの授業を行うのではなく，より多くの教員がそれぞれの教科でこの授業を行うことが必要である。その意味では，小学校教員や理数系以外の教科の中学校教員に対する研修も行っていく必要があり，得意教科が異なる教員に対する研修方法については今後の課題である。
Ⅳ　その他

［キーワード］
科学的思考力理数教育認知発達具体的操作形式的操作スキーマ


認知促進(CA)  認知的葛藤メタ認知ピアジェヴィゴツキー　


［人数規模］　Ｂ．１１～２０名　　（各回，１２～２２人で実施）
［研修日数（回数）］　　Ｃ．４～１０日　　（７日（３時間／日）で実施）
【問い合わせ先】

国立大学法人　京都教育大学　　
　　　　　　　教育学部　理学科　　　准教授　谷口和成（たにぐち　かずなり）
〒612-8522　京都市伏見区深草藤森町１番地
TEL／FAX　０７５－６４４－８２５７（ダイヤルイン）
【資料１】　研修講座募集チラシ
[image: image36.emf]○

研修の成果として（実践）案を例としてどこかに発表する場合、指導案の形式や使用してい

る用語について共通認識、統一形式が必要と思います。

○ 海外での成果としてどのように変化し、取り入れられているか知りたいと感じた。

○

自分の授業をなんとかしなければ、とあせっていたとき偶然本研修会のチラシを見つけ

FAXしました。授業に活かせる内容だったので、参加できてよかったと思いました。

○ 谷口先生のお話や論理にはいつも関心しています。みなさん大変お世話になりました。

○ 多くの実践を積み報告できるものは伝え、また多くの事例に学びたい。

○

誘っていただいて参加できて本当に良かったです。これからもご助言、ご指導いただけれ

ば幸いです。

○

現場に新しい指導法を押しつけるのではなく一緒に研究をしようという進め方がありがた

かったです。

○ ありがとうございました。来年度もぜひ受講したいです。

○

科学推論テストに興味を持ちました。我が校の子にしてみたいです。谷口先生に出会い本

校まで来ていただき授業を観てもらえて大変ありがたかったです。ありがとうございまし

た。来年度、理科教育本発表を迎える本校に新しい考え方を入れていただきました。

○

個人的にも大変勉強させていただきました。今後多くの場で生かせたらと思います。ありが

とうございました。

○

ぜひ、また来年も予算を組んでいただき、本校の職員を研修に加えてほしい。北部の学校

となると来させてもらうだけでかなりのエネルギーが必要なので支援を。

○ CASEよりもCAMEが流行っている理由と経緯が知りたいです。

○ 途中参加で失礼しましたが楽しく勉強させていただきました。ありがとうございました。

感想　・　要望　・　コメント
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。

 

 

京都教育大学企画広報課

（教員研修担当）

 

E

-

mail

：

kikakoho@kyokyo

-

u.ac.jp

  

FAX

：

075

-

644

-

8515

 

 

 

------

---------------------------------------------------------------------------------

 

 

FAX

送信書

 

 

 

 

  

  

FAX

：

075

-

644

-

8

515

 

小中学校における理数教育充実のための認知促進プログラム研修

申込

書

 

お

名前

:

           

  

所属

:

              

 

連絡先

  

住所

:

〒

                       

 

 

 

電話

:

          

 

Ｅメール

:

          

 

※ご記入いただきま

した個人情報は、本研修に関する確認、連絡、各種情報提供以外には一切使用いたしません。

 

 


【資料２】　受講者アンケートの結果
　本学の広報および京都府市教育委員会を通じて京都府市全小中学校に案内し，募集をかけたところ，京都府市の小・中・高校教諭（京都府教育委員会による推薦者8名を含む）24名の応募があった。その内訳は，図1に示すように，小学校と中学校の教員がおよそ半数ずつ，専門科目（小学校教員は得意科目）は約6割が理科であり，教員歴が10年以上の中堅以上の教員で6割強を占めた。
[image: image37.emf]○ 平安女学院でやらせていただいた実践のため

○

分かったつもりになっていることが間違っていたこと。それにより気づきが埋めれ改善につ

ながった。自分自身が葛藤とメタ認知することができた。

○

出した指導案にアドバイスをいただいたこと。自分のものではまだまだ十分でないことに気

付いたこと。

○

平安女学院中学で授業をやらせてもらったこと。たびたび前にだって、発表をさせてもらっ

たこと。

○ やはり、平女まで出かけたことです。他の先生方の授業を聞かせていただいたことです。

○

平安女学院で授業させていただいたことは、大変貴重な経験となりました。また、先進の

事例では学ぶこと、考えさせられることが多かったです。最終の[モデル」の取り組みです

が、わかったようで分かっていないことが、他にももっとあるように思いました。

○

特にというよりも研修会自体がとてもよい刺激となりました。閉じられた空間にいる印象な

ので交流できて、勉強になりました。

○

今回、始めての参加だったが、これまでの全ての資料をいただけた。ぜひ持ち帰って、しっ

かり読みたい。

○ 学習内容、知識が学力だと考えていたが考える力について考えうとできたこと。

○ 各内容に多くを学ぶことができました。協議することで深まりがありました。

○

6歳～１１歳、11歳～14歳と操作期の区別を知り、まさに小学校が考える力をつける基礎

だとわかったこと。具体的準備の大切さ。友達と話し合うこと(メタ認知が大切であること）

○ 具体的な授業例

○ ピアジェ、ビゴツキーの考え方についてもう少し研修をしたい。

○ 第5回の研修内容は何度も見直した。

○

ブリッジングの在り方について参考になりました。通常の学校ではCA的授業をすることに

なります。

印象に残ったこと
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全くそう思う
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来年度以降，この

ような

研修があるとしたら参加したい

です

か。

     

１

 

２

 

３

 

４

 

５

 

それはなぜですか。

 

 

 

 

 

6.

 

その他，

感想やご要望など，自由にご記入ください。

 

 

 

 

 

 

       

 

ご協力

ありがとうございました。

 

　
[image: image39.wmf]小中学校における理数教育充実のための認知促進プログラム研修

 

事後

アンケート

 

 

所属

 

  

   

     

 

氏名

 

  

  

 

  

     

 

 

1.

 

ŽQ‰Á‚µ‚½

‚«‚Á‚©‚¯

‚Í‰½‚Å‚·‚©�B

 

“à—e‚É‹»–¡

 

 

Žö‹Æ‰ü‘P

 

 

�ãŽi�i’m�l�j‚ÌŠ©‚ß

 

 

‹³ˆõŒ¤�C‚Ìƒqƒ“ƒg

 

 

 

‚»‚Ì‘¼

�i

                           

�j

 

  

‘S‚­

‚»‚¤Žv‚í‚È‚¢

 

�Ì

 

‘S‚­

‚»‚¤

Žv‚¤

 

2.

 

‘S‘Ì‚ð‚Æ‚¨‚µ‚Ä�C

‹»–¡‚ð‚à‚Á‚ÄŽQ‰Á‚Å‚«

‚Ü‚µ‚½

‚©

�B

 

 

 

 

‚P

 

‚Q

 

‚R

 

‚S

 

‚T

 

 

 

�y

‚S�C‚T‚ð‘I‘ð‚µ‚½•û

�z

 

‚»‚ê‚Í‚È‚º‚Å‚·‚©�B

ˆÈ‰º‚©‚ç‘I‘ð‚µ‚Ä‚­‚¾‚³‚¢

�i•¡�”‰ñ“š‰Â�j

�B

 

(

±

) 

Žö

‹Æ•û–@‚ª–Ê”’

‚¢

 

(

²

) 

‹³�Þ“à—e‚ª–Ê”’

‚¢

 

(

³

) 

”F’m�S—�Šw“I‚È’mŽ¯‚ð“¾‚ç‚ê‚é

 

(

´

)

 

Ž©•ª‚Ì

Žö‹Æ

‚Ö

‚ÌŽÀ—p�«�i

‚·‚®‚É–ð‚É—§‚Â

�j

 

(

´

) 

Ž©•ª‚Ì

Žö‹Æ‚Ö‚Ì‰ž—p�«

�i�H•v‚ª‚Å‚«‚é�j

 

(

µ

)

 

ˆÙ‚È‚é�ZŽí�E‰È–Ú�EŒoŒ±‚Ì‹³ˆõ‚Æ‚Ì“¢˜_‚âˆÓŒ©ŒðŠ·‚ª–Ê”’‚¢

 

(

¶

)

 

‚»‚Ì‘¼�i

                                   

�j

 

 

�y

‚P�C‚Q�C‚R‚ð‘I‘ð‚µ‚½•û

�z

‚»‚ê‚Í‚È‚º‚Å‚·‚©

�BˆÈ‰º‚©‚ç‘I‘ð‚µ‚Ä‚­‚¾‚³‚¢

�i•¡�”‰ñ“š‰Â�j

�B

 

(

±

) 

‚P‰ñ‚Ì“à—e‚ª‘½‚·‚¬‚é

 

(

²

) 

�à–¾‚ª

‚í‚©‚è‚É‚­‚¢�E

“ï‚µ

‚¢

 

(

³

) 

“¢˜_‚ÌŽžŠÔ‚ª�­‚È‚¢

 

(

´

)

 

�ê–å—pŒê‚ª‘½‚·‚¬‚é

 

 

(

´

) 

Šˆ“®

‹@‰ï‚ª�­‚È‚¢

      

(

µ

)

 

Œ¤�C‚Ì‰ñ�”‚ª�­‚È‚¢

  

 

(

¶

)

 

‚»‚Ì‘¼�i

 

             

                     

�j

 

 

          

難しかった

 

⇔

 

易しかった

 

3.

 

研修

内容の

難易度はどうでしたか。

 

        

 

 

 

１

 

２

 

３

 

４

 

５

 

それはどんな点ですか

 

 

          

  

不満足

 

⇔

 

満足

 

4.

 

研修を終えての満足度はどうですか。

 

        

 

 

 

１

 

２

 

３

 

４

 

５

 

それはどんな点ですか

 

 

  

  

できなかった

 

⇔

 

できた

 

5.

 

認知促進（

CA

）の考え方

について理解できましたか。

 

 

 

 

１

 

２

 

３

 

４

 

５

 

それは

どんな点ですか

。

 

 

 

 

 

6.

 

【必須】

認知促進（

CA

）を意識した授業

にお

いて

核となる

こと

は何だと思いますか。

できるだけ

詳しくご記述ください。

 

 

 

 

 

 

 

（裏へ）

 


図1
受講者の内訳等。

小学校教員の専門科目は得意科目として調査。社会，国語を得意とする受講者あり。　
　また，第1回研修講座の前に「参加した理由」と「期待すること」についてアンケート調査を行ったところ，図2のような結果を得た。これらのことより，「中堅以上の教員」が「自分の授業改善のため」に「認知論的なアプローチの可能性を探る」という受講の動機がうかがえる。
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図2　研修講座開始前に行ったアンケート結果
【資料３】　オプション研修（公開授業）の概要
· 研修の背景および目的　
平成21年度の研修の成果を事後アンケート等から分析した結果，平成21年度に実施した教員研修について次のような傾向を読み解くことができた。
(1) CASEそのものの理解については，十分とはいえないと考えている受講者が大半であること。
(2) CASEカリキュラムを現場で実施することは難しいと考えている反面，自分の担当する教科の授業にはその手法を用いたいと考えていること。
(3) 授業実践に認知論的なアプローチを導入することに高い興味を持っていること。
(4) 大学の教員と現場の教員のコラボレーションによる研修のスタイルに高い評価があったこと。これは，学問的なアプローチと教育実践的なアプローチの双方が教員研修において望まれているものであることを示しているといえること。
(5) CASEを用いた教育実践を実際に児童や生徒を前にして行ってみることへの期待が高いこと。
(6) CASEの手法での授業実践を行い，それを振り返ることでCASEそのものへの理解が実感として深まること。
　このように，本研修プログラムを受講して，CA授業の構成についての理論的理解が進んだ受講者は，CA授業を実際に児童や生徒を前にして行ってみることへの期待が高くなる。そこで，今年度の研修では，受講者がCAの授業構造や指導の特徴および児童・生徒の反応について実践的理解を深めるために，研修講師の勤務校の協力を得て，CASE授業を受講者が実地に体験できる公開授業の機会を設けることにした。ただし，当初から予定していた研修ではないため，オプション研修とした。
　ここで，教員研修中に授業実践を行うというこの研修方法は，2010年3月にロンドンにて，CA関連授業の調査を行ったときに，CAME教員研修会で実際に行われていた方法にヒントを得たものである。ここで，CAMEとは「Cognitive Acceleration through Math Education：数学教育による認知促進」で，CASEと同じコンセプトで開発されたプログラムである。ロンドンのCAME教員研修会では，参加者が午前中に研修校で２つのCAMEレッスンについて講義を受けた後，午後から参加者が２名１組になって研修校で実際に授業を行うというものであった。実際に午前の研修で学んだ授業のねらいや背景を，参加者がアレンジしながら授業を行い，さらに授業後のミーティングで研修講師の司会で検討を行っていた。参加者は実践を行うことで理論的背景や具体的な技術を実践的に学び，自信を持って授業ができるようになる方法であった。
　
· 対象，人数，期間，会場，講師
＜オプション研修＞
対象：　一般受講者および教育委員会推薦受講者
人数：　13名（うち授業者9名※）　
日時：　平成22年7月3日（土）　9:00～12:30

会場：　平安女学院中学高校※　２階　中学理科実験室
講師：　カリキュラム開発委員
· 研修講師のひとりが現在，CASEプログラムの教材『Thinking Science』の授業を行っている。
· 研修項目の配置の考え方
　受講者は，第2回日目の研修講座において，CASEプログラムの教材『Thinking Science』のLesson 8「歯車と比」について，そこで指示されている指導計画をベースとして，指導案を作成している。本研修プログラムのねらいは，認知促進（CA）の概念を取り入れた日本の教育課程に沿った教科の授業をデザインすることであるため，すべてオリジナルの指導計画どおりに行うのではなく，受講者がそれぞれに各自の授業実践経験や生徒の状況も考慮して，授業案を作成している。実際，実施校の事情に合わせ，45分間の授業になるように指導案をアレンジしている（オリジナルの指導計画では50～60分間の授業）。授業者は各クラスで2～3人とし，最初から最後まで複数で行ってもよいし，途中で交代してもよいものとした。
　
· オプション研修の結果
　すべての受講者が，生徒の「具体的準備」段階から「認知的葛藤」までのシナリオを作成し，それぞれ工夫を凝らして授業展開を行うことができた。実施当日には，写真とビデオ撮影を行いその実践の様子を記録し，第3回研修講座において授業者の実践発表とその事例検討会を行い，実践の内容を振り返る場を設けた。そこでは「授業を実際に行う（または参観する）ことにより，CASE理論の理解が深まった」という感想が多く聞かれた。このことは，研修プログラム終了時のアンケートにおける「印象に残ったこと」でも複数の受講者が挙げており，オプションながらも受講者のCAの理解の手助けになったと思われる。今後の研修プログラムにおいても，実施校（協力校）の手配に課題が残っているが，可能な限り定例化していきたい。
· 実施上の留意事項
· 撮影記録を行う場合には，子どもの撮影記録に関する保護者の了承を得ておくようにする。
· 授業の最初に「今日は特別に別の先生に教えてもらうことにします」等の紹介を授業の本来の担当が行い，教育実習の時と同じような扱いとするのがよい。
· 班ごとの話し合いの内容を記録することが理想的であるが，ビデオ撮影では全体を撮影するので，班のテーブルにICレコーダー等を配置して音を拾うようにするのが現実的でよいであろう。なにより，当日に各班の話し合いを授業観察者が聞いておきて，記録するのがベストであると思われる。
· 前述のとおり，この研修の効果が高いが，実施校（協力校）の手配が必要である。
【資料４】　事後アンケート用紙
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【資料５】　その他の事後アンケート結果（その１）
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【資料５】　その他の事後アンケート結果（その２）
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アンケート1-6回



						回答数カイ														回答割合（％）カイコタエワリアイ

						第1回ダイカイ		第2回ダイカイ		第3回ダイカイ		第4回ダイカイ		第5回ダイカイ		第6回ダイカイ		最終回サイシュウカイ		第1回ダイカイ		第2回ダイカイ		第3回ダイカイ		第4回ダイカイ		第5回ダイカイ		第6回ダイカイ		最終回サイシュウカイ

				校種コウシュ

				小学校ショウガッコウ		10		9												43.5		42.9

				中学校チュウガッコウ		9		8												39.1		38.1

				高等学校コウトウガッコウ		1		1												4.3		4.8

				その他タ		3		3												13.0		14.3

				科目カモク

				理科リカ		11		11												61.1		64.7

				数学スウガク		3		4												16.7		23.5

				その他タ		4		2												22.2		11.8

				教員歴キョウインレキ

				5年以内ネンイナイ		5		4												23.8		21.1

				5～10年ネン		3		3												14.3		15.8

				10～20年ネン		4		3												19.0		15.8

				20年以上ネンイジョウ		9		9												42.9		47.4

				参加した理由は何ですか。
（複数回答可）サンカリユウナンフクスウカイトウカ

				内容に興味ナイヨウキョウミ		10		6												29.4		30.0

				自分の授業改善ジブンジュギョウカイゼン		12		7												35.3		35.0

				上司のすすめジョウシ		8		6												23.5		30.0

				教員研修を行うヒントキョウインケンシュウオコナ		2		1												5.9		5.0

				その他タ		2		0												5.9		0.0

				本講座に期待することがらは何ですか。
（複数回答可）ホンコウザキタイナンフクスウカイトウカ

				新しい授業方法アタラジュギョウホウホウ		10														17.9

				新しい教材アタラキョウザイ		6														10.7

				認知論的な見識を得るニンチロンテキケンシキウ		17														30.4

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		6														10.7

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		14														25.0

				異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換コトコウシュカモクケイケンキョウイントウロンイケンコウカン		2														3.6

				その他タ		1														1.8

				今回、興味をもって参加できましたか。コンカイキョウミサンカ														全体でゼンタイ														全体でゼンタイ

				5		16		17		10		8		11		5		15		72.7		85.0		58.8		66.7		64.7		45.5		78.9

				4		4		1		5		4		5		5		4		18.2		5.0		29.4		33.3		29.4		45.5		21.1

				3		2		2		2		0		1		1		0		9.1		10.0		11.8		0.0		5.9		9.1		0.0

				2		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				1		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				それはなぜですか。以下から
選択してください。（複数回答可）イカセンタクフクスウカイトウカ

				授業方法が面白いジュギョウホウホウオモシロ		5		6		3		1		5		2		4		11.1		12.5		7.7		3.7		15.2		8.7		8.2

				教材内容が面白いキョウザイナイヨウオモシロ		6		8		5		2		1		3		5		13.3		16.7		12.8		7.4		3.0		13.0		10.2

				認知心理学的な知識を得られるニンチシンリガクテキチシキエ		18		12		11		5		10		6		13		40.0		25.0		28.2		18.5		30.3		26.1		26.5

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		4		2		1		7		0		1		3		8.9		4.2		2.6		25.9		0.0		4.3		6.1

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		8		11		8		11		9		7		16		17.8		22.9		20.5		40.7		27.3		30.4		32.7

				他の教員との討論や意見交換が面白いタキョウイントウロンイケンコウカンオモシロ		0		6		7		1		6		3		8		0.0		12.5		17.9		3.7		18.2		13.0		16.3

				その他タ		3		1		1		0		1		1		0		6.7		2.1		2.6		0.0		3.0		4.3		0.0



				説明が分かりにくい・難しいセツメイワムズカ		0		0		1		0		1		0		0		0.0		0.0		2.6		0.0		3.0		0.0		0.0

				討論の時間が少ないトウロンジカンスク		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				専門用語が多すぎるセンモンヨウゴオオ		0		1		1		0		0		0		0		0.0		2.1		2.6		0.0		0.0		0.0		0.0

				活動機会が少ないカツドウキカイスク		0		0		1		0		0		0		0		0.0		0.0		2.6		0.0		0.0		0.0		0.0

				1回の内容が多すぎるカイナイヨウオオ				1		0		0		0		0		0				2.1		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				その他タ		1		0		0		0		0		0		0		2.2		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				今回の内容について理解できましたか。コンカイナイヨウリカイ

				5				6		3		1		2		2						30.0		20.0		9.1		13.3		25.0

				4				7		7		6		12		5						35.0		46.7		54.5		80.0		62.5

				3				6		4		3		1		1						30.0		26.7		27.3		6.7		12.5

				2				1		1		1		0		0						5.0		6.7		9.1		0.0		0.0

				1				0		0		0		0		0						0.0		0.0		0.0		0.0		0.0







受講者の校種別割合



小学校	中学校	高等学校	その他	10	9	1	3	説明が分かりにくい・難しい	第5回	第6回	1	0	討論の時間が少ない	第5回	第6回	0	0	専門用語が多すぎる	第5回	第6回	0	0	活動機会が少ない	第5回	第6回	0	0	1回の内容が多すぎる	第5回	第6回	0	0	その他	第5回	第6回	0	0	



内容が理解できたか

5	第2回	第3回	6	3	4	第2回	第3回	7	7	3	第2回	第3回	6	4	2	第2回	第3回	1	1	1	第2回	第3回	0	0	



興味をもって参加できたか

参加できた	第4回	8	だいたい参加できた	第4回	4	ふつう	第4回	0	あまり参加できなかった	第4回	0	参加できなかった	第4回	0	



授業方法が面白い	第4回	1	教材内容が面白い	第4回	2	認知心理学的な知識を得られる	第4回	5	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第4回	7	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第4回	11	他の教員との討論や意見交換が面白い	第4回	1	その他	第4回	0	



説明が分かりにくい・難しい	第4回	0	討論の時間が少ない	第4回	0	専門用語が多すぎる	第4回	0	活動機会が少ない	第4回	0	1回の内容が多すぎる	第4回	0	その他	第4回	0	



内容が理解できたか

理解できた	第4回	1	だいたい理解できた	第4回	6	何とも言えない	第4回	3	あまり理解できなかった	第4回	1	理解できなかった	第4回	0	



興味をもって参加できたか

参加できた	第5回	第6回	11	5	だいたい参加できた	第5回	第6回	5	5	ふつう	第5回	第6回	1	1	あまり参加できなかった	第5回	第6回	0	0	参加できなかった	第5回	第6回	0	0	



内容が理解できたか

理解できた	第5回	第6回	2	2	だいたい理解できた	第5回	第6回	12	5	何とも言えない	第5回	第6回	1	1	あまり理解できなかった	第5回	第6回	0	0	理解できなかった	第5回	第6回	0	0	



授業方法が面白い	第5回	第6回	5	2	教材内容が面白い	第5回	第6回	1	3	認知心理学的な知識を得られる	第5回	第6回	10	6	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第5回	第6回	0	1	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第5回	第6回	9	7	他の教員との討論や意見交換が面白い	第5回	第6回	6	3	その他	第5回	第6回	1	1	



説明が分かりにくい・難しい	第2回	第3回	0	1	討論の時間が少ない	第2回	第3回	0	0	専門用語が多すぎる	第2回	第3回	1	1	活動機会が少ない	第2回	第3回	0	1	1回の内容が多すぎる	第2回	第3回	1	0	その他	0	0	



受講者の専門科目



理科	数学	その他	11	3	4	教員歴



5年以内	5～10年	10～20年	20年以上	5	3	4	9	参加した理由



内容に興味	自分の授業改善	上司のすすめ	教員研修を行うヒント	その他	10	12	8	2	2	講座に期待すること



新しい授業方法	新しい教材	認知論的な見識を得る	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換	その他	10	6	17	6	14	2	1	興味をもって参加できたか（第1回）



5	4	3	2	1	16	4	2	0	0	

選択理由（第１回）



授業方法が面白い	教材内容が面白い	認知心理学的な知識を得られる	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	他の教員との討論や意見交換が面白い	その他	5	6	18	4	8	0	3	興味をもって参加できたか

5	第2回	第3回	17	10	4	第2回	第3回	1	5	3	第2回	第3回	2	2	2	第2回	第3回	0	0	1	第2回	第3回	0	0	



授業方法が面白い	第2回	第3回	6	3	教材内容が面白い	第2回	第3回	8	5	認知心理学的な知識を得られる	第2回	第3回	12	11	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第2回	第3回	2	1	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第2回	第3回	11	8	他の教員との討論や意見交換が面白い	6	7	その他	1	1	





アンケート最終回

				最終回のアンケートサイシュウカイ

						回答数カイ		回答割合（％）カイコタエワリアイ

				参加した理由は何ですか。（複数回答可）サンカリユウナンフクスウカイトウカ

				内容に興味ナイヨウキョウミ		10		38.5

				自分の授業改善ジブンジュギョウカイゼン		7		26.9

				上司のすすめジョウシ		7		26.9

				教員研修を行うヒントキョウインケンシュウオコナ		2		7.7

				その他タ		0		0.0

				全体を通して、興味をもって参加できましたか。ゼンタイトオキョウミサンカ

				参加できたサンカ		15		78.9

				だいたい参加できたサンカ		4		21.1

				ふつう		0		0.0

				あまり参加できなかったサンカ		0		0.0

				参加できなかったサンカ		0		0.0

				それはなぜですか。以下から選択してください。
（複数回答可）イカセンタクフクスウカイトウカ

				授業方法が面白いジュギョウホウホウオモシロ		4		8.2

				教材内容が面白いキョウザイナイヨウオモシロ		5		10.2

				認知心理学的な知識を得られるニンチシンリガクテキチシキエ		13		26.5

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		3		6.1

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		16		32.7

				異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換が面白いコトコウシュカモクケイケンキョウイントウロンイケンコウカンオモシロ		8		16.3

				その他タ		0		0.0



				説明が分かりにくい・難しいセツメイワムズカ		0		0.0

				討論の時間が少ないトウロンジカンスク		0		0.0

				専門用語が多すぎるセンモンヨウゴオオ		0		0.0

				活動機会が少ないカツドウキカイスク		0		0.0

				1回の内容が多すぎるカイナイヨウオオ		0		0.0

				その他タ		0		0.0

				研修内容の難易度はどうでしたか。ケンシュウナイヨウナンイド

				易しかったヤサ		0		0.0

				少し易しかったスコヤサ		0		0.0

				適当テキトウ		9		45.0

				少し難しかったスコムズカ		6		30.0

				難しかったムズカ		5		25.0

				研修を終えての満足度はどうですか。ケンシュウオマンゾクド

				満足マンゾク		9		47.4

				ほぼ満足マンゾク		9		47.4

				ふつう		0		0.0

				少し不満足スコフマンゾク		1		5.3

				不満足フマンゾク		0		0.0

				認知促進（CA）の考え方については理解できましたか。ニンチソクシンカンガカタリカイ

				理解できたリカイ		0		0.0

				だいたい理解できたリカイ		12		60.0

				何とも言えないナンイ		6		30.0

				あまり理解できなかったリカイ		1		5.0

				理解できなかったリカイ		1		5.0

				認知促進（CA）を意識した授業が日本で普及する可能性はあると思いますか。ニンチソクシンイシキジュギョウニホンフキュウカノウセイオモ

				可能性ありカノウセイ		4		21.1

				少し可能性ありスコカノウセイ		4		21.1

				何とも言えないナンイ		9		47.4

				あまり可能性はないカノウセイ		1		5.3

				可能性はないカノウセイ		1		5.3

				自分の授業においてCAを意識した展開を行いたいと思いますか。ジブンジュギョウイシキテンカイオコナオモ

				是非行いたいゼヒオコナ		8		42.1

				できれば行いたいオコナ		9		47.4

				何とも言えないナンイ		1		5.3

				あまり行いたくないオコナ		1		5.3

				全く行いたくないマッタオコナ		0		0.0

				来年度以降このような研修があるとしたら、参加したいですか。ライネンドイコウケンシュウサンカ

				是非参加したいゼヒサンカ		12		66.7

				できれば参加したいサンカ		4		22.2

				何とも言えないナンイ		2		11.1

				あまり参加したくないサンカ		0		0.0

				全く参加したくないマッタサンカ		0		0.0



興味をもって参加できたか



参加できた	だいたい参加できた	ふつう	あまり参加できなかった	参加できなかった	15	4	0	0	0	

選択理由



授業方法が面白い	教材内容が面白い	認知心理学的な知識を得られる	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	他の教員との討論や意見交換が面白い	その他	4	5	13	3	16	8	0	研修の難易度について



易しかった	少し易しかった	適当	少し難しかった	難しかった	0	0	9	6	5	

研修の満足度について



満足	ほぼ満足	ふつう	少し不満足	不満足	9	9	0	1	0	

認知促進（CA）の考え方について



理解できた	だいたい理解できた	何とも言えない	あまり理解できなかった	理解できなかった	0	12	6	1	1	

CA授業の普及の可能性について



可能性あり	少し可能性あり	何とも言えない	あまり可能性はない	可能性はない	4	4	9	1	1	

CAを意識した授業を行いたいか



是非行いたい	できれば行いたい	何とも言えない	あまり行いたくない	全く行いたくない	8	9	1	1	0	

来年度もこの研修に参加したいか



是非参加したい	できれば参加したい	何とも言えない	あまり参加したくない	全く参加したくない	12	4	2	0	0	



第1回

		○		大変興味深く参加できました。

		○		授業で認知的葛藤をおこさせることや、メタ認知（振り返り）の大切さを改めて感じました。答えを求めるのではなく、討論をさせていきたいと思いました。小学校での授業の仕方にも触れていただき大変勉強になりました。

		○		CASEに何回か取り組むと、その深さや授業への応用がわかります。また、個人研究をする上で、CASEは役立ちます。

		○		理論講習については、最初は難しいと感じました。

		○		実習を実際にやることでつかめた部分が多かった。子どもたちがどう反応しているのか等ビデオでもよいのでみてみたい（特に今回学習し、自分の体験したレッスンを）。

		○		数学分野としての活用法についてもう少し触れてほしかったです。

		○		ガイダンスとしては、理論の前に実習があれば、理論講習がもっとわかりやすかったかもしれません。

		○		実習は、少人数班での学習形態が向いていると思った。協同学習、少人数学習との関わりが今後議論できたらいいなあと思いました。

		○		ピアジェやヴィゴツキーの理論について、自分でもう一度確認しておく必要を感じている。

		○		時間が許されるのなら、実験結果について自分の目で確かめてみたい。（油の粘性など）

		○		社会科やその他の教科でも生かせる教材や授業プランを考えてみたい。

		○		実習の効果を評価できれば、データとして有用だと思うのですが、１回CASE型の授業をしただけでは、何とも言えないですね。

		○		生徒の関心をもたせることを基礎においた理論であると思いました。

		○		実習は適当な時間配分であったと思います。

		○		教材化（単元構想との関連性）を図りたい。

		○		心理学を専攻していて、統計をかじっていたので過去の知識と今回の講習の内容で認知的葛藤が起こりました。

		○		小学校3年生を担任しているので、どういう風に使えるか考えていました。

		○		子どもたちが実習する際のグループ構成の話だが、誰とグループを構成しても授業が成立するように組めないのか。☆

		○		帰無実験は小学校で多くあると思うが、CASEをやっていないと考えるベースはどうかと感じた。

		○		理論講習で学んだことが学習（理科）の授業のヒントになった気がします。

		○		期待していたとおりの内容で、次回も楽しみにしております。

		○		今、求められている授業改善、実践力を向上させるためのヒントになった。

		○		小学校での活用が知りたい。中学校の内容から、どのように小学校へ工夫していくのか。・理論ばかりでなく、実習があったので興味深く研修できました。理論は、最初は難しいと思いましたが、実習を交えながら何となく概観はぼんやりつかめた感じです。

		○		おそらく、教材開発のヒントはたくさんあると思います。





第2回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第２回）リヨシダイカイ

		5		比の考え方の有効性について、子どもに考えさせたり文章に表現させたりすることの意味がわかった。

		5		授業の展開とCASEの観点とのつながりが少しわかった。

		5		CAの針らがスッキリと頭に入りました。前回よりも今回は納得して受講することができました。他の人たちとの対話が必須ということが授業には本当に大事だと思うことは回を重ねる毎に自分の中に入ってきています。

		5		比について。6年生で比の単元があるので、授業でも子どもたちに手を使わせ、考えさせながら認知的葛藤をおこしていきたいと思いました。

		5		わかりやすい内容であり、応用性が広がるものであった。また、授業の流れもつかみやすく、どこがメタ認知であり、社会的構築なのか、またブリッジングなのかよくわかったため。

		4		１時間の流れがつかめてきた。

		4		指導案を考えたことで、6つの柱のそれぞれに相当する場面について考えを深めることができた。実際の場面に即して考えることができる今年度の展開がとてもよいと再認識した。

		4		認知的葛藤、社会的構築の大切さを理解できたと思います。日々、生徒になるほどと思わせたいのですが、より計画的にやらなければと思いました。

		4		何について葛藤させるべきかがすっきりしなかったから。

		4		変数の設定制御とその応用が、自分の中で消化できていないところがあるので4としました。

		4		教科指導と区別する必要性。教科指導に取り込む工夫の難しさ、やりがい（価値）も再認識できました。

		3		体験したり、実際に作業したりすることは楽しく参加させていただきました。ただ、理論面での理解はまだまだできなかったと思います。

		3		教材の流れの意図や考え方。グループ討論の時に、丁寧に解説していただけたため。具体的な授業例だったため。

		3		比というものが言葉で説明できないので、もやもやとしました。でもそれが子どもたちの感じる葛藤なのだろうと思います。それが、今回理解できました。

		3		まだまだ専門用語には慣れませんが、具体的な内容で展開していただいたので、わかりやすかったです。

		3		用語の理解が、自分自身として曖昧な所があり、指導案を書くときの記述に困った。

		2		指導案作成では、ほとんどイメージが沸かなかった。

		?		まず、具体的操作を入れてから、思考させるという展開をする点を理解できた。



		○		小学校での活用例などがあるとうれしいです。

		○		教師のまとめをしてはいけないという所が、まだ理解できていない。

		○		「思考の喚起」という概念が、5本の柱の中でどういう位置づけなのか考えたい。

		○		中身をよく理解していないのに、どうしても自分の教科で（自分の教科の教材を使って）という思いが強くて、前に進みませんでした。最後の谷口先生のお話もよく理解していきたいと思います。

		○		いままで考えたことのないことがたくさんあったので、勉強になりました。

		○		ブリッジングした授業内容を作ることは難しいですね。

		○		北部のため、京都に出てくることに時間をとられるのが残念です。生の授業の様子をぜひ見てみたいです。DVD等に納めてもらい、後から見せていただけたら本当にうれしいです。

		○		時間設定等、北部の人間には多少きびしい。オプションの授業が見たいのだが、午前では参加ができないので、後日DVDでも見られたらうれしいです。

		○		今回の内容はLesson1～5より一気にレベルが上がったので、授業の工夫が必要であると感じた。













第3回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第３回）リヨシダイカイ

		5		確率のところで、連続した回数の度数が「１つ増えると半分減る」というのが、CASE的にどういう意味があるのか、もう少し考えたいと思います。

		5		Thinking Scienceが目標とする事項を盛り込む大切さを実感した。単になぞるだけでなく、より意識を高めておく必要がある。

		4		浮くか沈むかの解答シートの見方が分からなかった（２の300gがなぜ沈んで、２の200gがなぜ浮くか）。カードゲームは、おもしろく、どきどきしました。

		4		考え方に少し慣れてきたから。

		4		CASEの求めているもの。

		4		授業実践の検討を丁寧にしていただいたので、非常に自分の勉強になりました。また、次回以降の自身の授業に生かしていきたいと思います。

		4		与えられた情報でも、本当に役に立つかどうかを判断することが必要である。その中で絶対にそうなると言い切れるものと、どうやらそうなることの可能性が高いのではないかというレベルでとどまるものがある。具体的な数値の持つ意味を考えることができる。

		4		CASEプログラムがよく練られて作成されていることに気付くことができた。また、「蓋然性」は認知促進の中では「変数の制御」よりも難しいと思った。

		4		葛藤をともなう思考の重要性について理解が深まった。

		3		確率についてはよく理解できた。複合変数については専門用語が多く、難しかった。内容が中学生に対応しているような気がしますが、このことをどのように小学校で生かすかが、難しかった。

		3		認知的葛藤の大切さ、CAの授業を進めるにあたってのポイント

		2		初参加なので、まだまだ難しい。話の中でそうかなぁと思えるところがある言葉があった。

		?		子どもたちの中に、「なんで」という？をいろんなところで起こさせて、追求させていく魔力のような工夫があると思いました。

		?		研修そのものは、おもしろく参加できた。紅茶の試飲や浮く沈むなど、理論そのものはまだ十分理解できてないと思うが、「推論できる・それがあたる」ので、わかったような気分になった。



		○		子どもがワクワクする教材をとてもうまく設定してあって、その思考パターンで世の中を分析していく素地のようなものができあがるのかな…と思いました。

		○		複合変数のノートシート（最後にやったゲーム）で推論させるビンの絵が途中のものになっているのはなぜか。その部分の推論はより応用度が高いということか。

		○		楽しく参加できています。

		○		小学校現場ではどうしても教えること、迷わせない着地点を見据えて授業を組み立てるので、今回いろんな先生（校種がいろいろ）が実際に実践されての実感の声は、自分のためになったし、共感できる部分が多かった。ぜひ、授業を見られていないのでDVDを貸してもらえたら嬉しいです。

		○		どう授業に生かすか、何を、どんな考え方を生かすか、取り入れるかが難しい。がんばって考えてみます。プログラムの具体例は面白かった。

		○		今日も実習が楽しかったです。具体物を使った操作があるとやはり興味が持てると思います。子ども達にどう話し合わせるかをもう少し勉強したいと思います。

		○		小学校でのCASEの活用の難しさを感じます。小学校での活用の仕方を学んでいきたい。

		○		「シンキングサイエンス」と「CASE」の違いは何ですか。

		○		小学生にできるかできないのかを常に考えながら（すぐ使えるのか、現場に合うか）受講している。今回出た話の中で、単位あたり量に目を向けさせることもプログラムで考えているとあったが、小学校5年生でよくやる学習する内容である。例えば、割り算がしっかり習熟していない児童にはついて行けないことが懸念される。また、確率を学習する前でも今回のLesson17のプログラムは意義があると思う。日本の学習指導要領で基礎の基礎（確率のプログラムに確率の知識というのではなく、少数の計算やものの重さなど）が身についている年代にしかできないと感じた。それが小学校6年生なのか中学校1年生なのかはわからない。

		○		「プログラム」ではなく「考え方」が大切だということを討論の中で発見した。

		○		CASEの授業では、今までの授業では当然のように配慮してきた、分かるための条件設定や指導者としての工夫をあえて行わないことも必要だと言うことが認識できたのだが、つい、手をさしのべてしまいそうな気がする。認知的葛藤は大切なので十分考えさせたい。

		○		授業をしていて、子ども達に認知促進が促されていないと感じたときは教材を工夫してもう一度やるべきなのか？

		○		この研修で学んだことを小学校の授業で生かせるように考えていきたい。





第4回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第４回）リヨシダイカイ

		5		CASEの考え方を用いて授業を工夫するポイントを若林先生の実践や交流を通して、自分の授業改善のヒントになった。トオ

		4		CASEの視点を入れれば、通常の授業の中でも認知に刺激を与えられるということ。

		4		実践発表を聞いて、少しだけ具体的に見えてきました。

		4		認知的葛藤の大切さ、それが5年生の今後の学習に大切であることも分かった。

		4		CAを意識して授業を考える必要性を感じた。

		4		途中参加なので実践発表については？です。どんな授業に活用できるかについての話し合いは有効です。

		4		CASEの視点を取り入れた授業の事例。変数をどう扱うか。

		3		何をして認知的葛藤とするか。どのような質問をするか。また、どのように問えば認知を促進させられるか。ソクシン

		3		今日も１からおさらいをしていただきましたが、ここでしか聞かない語句も多くて、なかなか身に付いていない自分を実感させられています。しかし、少しずつですが、なじんできている気もしますし、頑張りたいと思います。

		3		実際に指導案を作ってみてイメージが持てた。

		2		具体的な教材を想定しても、展開の具体を考えるときに迷い（分かっていないこと）が多くてなかなか具体化しない。机間指導によるアドバイスはとても助かる。

		?		評価の仕方がよく理解できなかった。CASE的な側面について1回の授業で定着や把握はどう評価できるのかがよく分からなかった。



		○		CAMEについても勉強してみたいです。

		○		実際に実践してみての感じ方がどうなるか今から楽しみです。

		○		漠然としたイメージはわくのだが、授業案にまとめるには難しい。

		○		やってみたいことはいろいろあるのだが、認知的葛藤をどう起こさせるのかは苦労している。

		○		実際に自分で指導案を書いてみると、何が分かっていて何が曖昧なのかがよく分かる。





















第5回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第５回）リヨシダイカイ

		5		ピアジェの推量形式が推論する力や論理的思考にとってポイントとなる点。また，社会的構成の重要性がやっと理解できたため

		5		まだまた理解できていないのですが，葛藤を起こさせるだけでなく，本質の部分で葛藤させることを知りました。

		5		自分だけやる以上に他の先生からのアドバイスがよく分かり，ためになります。CAをより生徒に有効に生かす視点が大切だと思っています。

		4		CAの授業について6本の柱のことや，作り方など，これまでの勉強の確認にもなりました。また，理解できていないところも少しずつ何となく分かってきました。

		4		提案された指導案の発表も良かったが，①それぞれを「CAの視点」で評価する話し合いをしたこと，②その過程で講師からの具体的な助言があったことで，学びがとても深まった。子ども達の「社会的構築」の場面でも，こういう構成（場作り）の重要性も認識できた。

		4		具体的な授業展開があり，わかりやすかった。

		4		CAを行う視点のところで，葛藤の質の違いが明らかになりました。推量形式パターンを見極めることが一番重要であることが分かりました。

		4		CAによる概念の変容。これまで同じだと思っていたことと，異なることを再認識しました。

		4		探究的な授業で優れていても，CAの授業としてはそうでない。題材を選んで，どう展開するかというところに工夫が必要なんだということを考えさせてもらいました。

		4		ピアジェのシェマを数学の授業でどのように使えるかが分かりにくい。

		4		CAの視点について，自分が作った指導案を見直すことで，理解が深まった気がしてます。

		4		部分的ですが分かったところもあり，少し入り口に立てたかなと思います。ギターを教材にする話のところから認知的葛藤の意味の大切さがぼんやり見えてきました。

		4		具体的準備とは物理的な準備だけをさすのではなく，全員で共通認識しておかなくてはいけない部分も指していることが分かった。

		4		具体的準備が道具をそろえることだけでなく，認識をそろえる，また，考えさせたいこと以外に向かわないようにしておくこと等が理解できた。

		3		CAと新しい概念獲得の関係が，今の段階でよく分からなくなりました。例えば，「エネルギー」もモデルになり得るのか？「比例」もモデルになり得るのか。いまひとつ分からないです。

		?		CAを意識した授業が少しずつ分かってきた。



		○		今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		○		とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		○		CASEの全体がようやく分かってきました。

		○		中身が濃かったです。

		○		推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		○		谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。





第6回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第６回）リヨシダイカイ

		5		認知的葛藤の部分が少しずつ見えてきました。

		4		分類の大切さ、またそのときには、わからないという部分の理由が説明できることが大切であることが分かった。

		4		「分数」とか「比例」とか認知の考え方を揺さぶる授業の組み立てや、子ども達の討論から気付かせることに重点を置くことが分かりました。

		4		最後のグループでの話し合いの中で、各指導案についての認識を深めることができた。「月と地球」の単元の指導案については、モデルとしていろいろな意見を出させる方が面白いと考えられた。

		4		認知的葛藤について、生徒に形式的操作をさせることが大切であると分かった。

		4		問題解決学習とは違うという一語が印象的でした。逆的発想で、どこがどう違うのかますます興味が深まりました。

		4		「分類」を使った授業例をきいて、数学で使えないかといろいろ考えてみたが、この研修中に考えがまとまらなかったので、とりあえず、一度、「分類」で指導案を作ってみたいと思う。

		3		「月と地球」の単元の指導案において、月と地球の位置関係の「モデル」という視点での授業のイメージが未だにわかない。

		？		最後に単元全体の計画が出されたのが良かった。具体的な授業と関連づけることができて良かった。変数の大切さに気付かせる授業展開が時には必要であると思った。（変数を見つけることはもちろんたくさんさせなくてはいけない。）

		？		具体的授業をもとに、説明（展開、子どもの反応など）を聞いたり意見交換をするので、授業者にとって（CAの観点と照合するなどの）葛藤が起こりとてもよい。また、講師の先生の助言もありがたい。



		○		今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		○		とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		○		CASEの全体がようやく分かってきました。

		○		中身が濃かったです。

		○		推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		○		谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。
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６ (2)

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子供の認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコドモニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





３

		評価ヒョウカ		理　　由　（難易度）リヨシナンイド

		3		授業案を書く段階で教科でのおさえたいことの流れと、CAの視点をどのように入れるかで、まだ迷う部分が多い。ジュギョウアンカダンカイキョウカナガシテンイマヨブブンオオ

		3		CASEの言葉の概念をしっかりわからずに参加したが、操作→抽象へ生徒自身がどう成長していくのかをおおまかにイメージできました。コトバガイネンサンカソウサチュウショウセイトジシンセイチョウ

		3		学生の頃ピアジェに興味を持ち、本も読んでいたし、たぶん（自分の子供に）実験のようなこともやってみたからガクセイコロキョウミモホンヨジッケン

		3		用語の理解を含め、話し合いに参加するための力量をつけておかねばならない。もう一度学び直さなければならないものが多かった。ヨウゴリカイフクハナアサンカリキリョウイチドマナナオオオ

		3		中高の理科的な内容で議論が起こった際、ついていけない。講師の方はわかりやすく話して下さいました。チュウコウリカテキナイヨウギロンオサイコウシカタハナクダ

		3		「認知促進プログラム」というものに興味があったが、その一端に触れることができた。ニンチソクシンキョウミイッタンフ

		2		CASEの概念の理解は十分でないように思うガイネンリカイジュウブンオモ

		2		CAの視点をよく理解できていなかったので、討論の内容や授業計画の糸がわかりづらかったからシテンリカイトウロンナイヨウジュギョウケイカクイト

		2		理論や言葉の理解なかなか大変でした。リロンコトバリカイタイヘン

		2		専門用語。理科内容でも中学校と小学校の差が。センモンヨウゴリカナイヨウチュウガッコウショウガッコウサ

		2		小学校ですので他校種レベルの話になるとそのこと自体を理解するのに時間がかかった。ショウガッコウタコウシュハナシジタイリカイジカン

		2		まだまだ理解できていないことが多い。話し合われている言葉でわからないことがある。リカイオオハナアコトバ

		1		生徒の実態として把握しにくい分野を高めようとしていること。また、プログラム30までやっていないのでイメージをもちにくい。やったところまでは取り入れられるが、それ以上は想像しがたい。また、授業の中でとりいれることが難しいと感じる。セイトジッタイハアクブンヤタカトイイジョウソウゾウジュギョウナカムズカカン

		1		認知促進を図ること。（理解させることを目的化しない）ニンチソクシンハカリカイモクテキカ

		1		CAを理解した上で進めていかなくてはいけないので、短時間ではCAを理解しきれないので。リカイウエススタンジカンリカイ

		1		CAの考え方をどう生かすか、どこでやるのかカンガカタイ

		1		理科の授業の中でCAを行うというのはとても難しい。例外や多様性について触れることができるか疑問。リカジュギョウナカオコナムズカレイガイタヨウセイフギモン









４

		評価ヒョウカ		理　　由　（満足度）リヨシマンゾクド

		5		「教科の授業にthinking scienceをどのようにとりいれることができるか」という課題が明確になったので、用語等はまだ十分使いこなせないが、今後何をすべきかが明確になった。キョウカジュギョウカダイメイカクヨウゴトウジュウブンツカコンゴナニメイカク

		5		「なんで？」という生徒自身の知的好奇心を高いところへ登らせていく方法だと感じました。セイトジシンチテキコウキシンタカノボホウホウカン

		5		数学の授業にCAの考え方wお取り入れることで、子どもの反応がよくなってきたと感じるから。スウガクジュギョウカンガカタトイコハンノウカン

		5		今まで自分自身が取り組んでいた科学的思考力の育成について裏付けとなる内容であったから。イマジブンジシントクカガクテキシコウチカライクセイウラヅナイヨウ

		5		考えることの楽しさと大切さを知ったように思う。授業の幅が広がり、新たな視点で教材をみることができる。カンガタノタイセツシオモジュギョウハバヒロアラシテンキョウザイ

		5		単元で設定されている「到達目標」だけでなく、「認知レベルを高める」という視点に立つと、授業の作り方が全く新鮮になるという印象をもった。タンゲンセッテイトウタツモクヒョウニンチタカシテンタジュギョウツクカタマッタシンセンインショウ

		5		教材開発において生徒の認知発達を理解する重要性を学ぶことができた。キョウザイカイハツセイトニンチハッタツリカイジュウヨウセイマナ

		5		CAの考え方を授業作りに生かすことができそうだから。カンガカタジュギョウヅクイ

		4		いろいろな先生と知り合えた。授業改善に役立つ。センセイシアジュギョウカイゼンヤクダ

		4		自分が上手く理解できていない点と工夫して授業を考えていこうという材料や方向性が得られた。ジブンウマリカイテンクフウジュギョウカンガザイリョウホウコウセイエ

		4		平安女学院で授業をさせてもらったり、他の先生方との交流ができた。ヘイアンジョガクインジュギョウタセンセイガタコウリュウ

		4		授業をしたい！という意欲がわいてきました。特に今は冬休みなので。ジュギョウイヨクトクイマフユヤス

		4		手法や考え方が学べたためシュホウカンガカタマナ

		4		CASEがやっと分かりかけ、全ての授業に授業パターンは使えるから。ワスベジュギョウジュギョウツカ

		4		今の自分にない、考え方だろうということがなんとなくわかっておもしろいイマジブンカンガカタ

		4		授業改善における新しい視点を得ることができた。実践し続けてきたことで、子供の内容があったことに対してなぜそれがプラスの変容を促すことになったのか分析できた。ジュギョウカイゼンアタラシテンエジッセンツヅコドモナイヨウタイヘンヨウウナガブンセキ

		3		消化しきれないところがある。上述した部分が。しかし今から考えて作り上げるには面白いと思う。形式的操作はやはり難しく感じる。（実践することが）ショウカジョウジュツブブンイマカンガツクアオモシロオモケイシキテキソウサムズカカンジッセン

		3		CAの必要性を感じ取り入れていきたい。ヒツヨウセイカントイ





５

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡの概念の理解度）リヨシガイネンリカイド

		4		何を目指しているかは理解できたと思っている。ナニメザリカイオモ

		4		自分の授業にどう応用すればよいかについて、まだ不十分。30分回分のすべての内容についての理解も不十分。以上のような点で十分理解したと言えない。ジブンジュギョウオウヨウフジュウブンフンカイブンナイヨウリカイフジュウブンイジョウテンジュウブンリカイイ

		4		共感や賛成はできるので、自分でより理解して実践に活かしていきたいから。キョウカンサンセイジブンリカイジッセンイ

		4		発達段階を知る必要性。CAの視点。ハッタツダンカイシヒツヨウセイシテン

		4		認知促進とは何か、どうすれば促進できるのか、促進したらどんなよい事と結び付くのかについて一定理解できたと思う。ニンチソクシンナニソクシンソクシンコトムスツイッテイリカイオモ

		4		子供たちの認知レベルに合わせて授業をする必要性を感じました。コドモニンチアジュギョウヒツヨウセイカン

		4		「変数」「分類」「比例」「モデル化」について具体的な実践で理解することができた。ヘンスウブンルイヒレイカグタイテキジッセンリカイ

		4		教え込みで知識を獲得させるのではなく、受け手側の力をたがやすことの大切さが感じられた。具体的準備についての考え方やディベート、グループ学習の有効性など、日々の授業に取り入れることができると判断した。オシコチシキカクトクウテガワチカラタイセツカングタイテキジュンビカンガカタガクシュウユウコウセイヒビジュギョウトイハンダン

		4		科学的概念をスキーマとして捉える事と葛藤させることによる促進カガクテキガイネントラコトカットウソクシン

		4		すべてではないと思いますが、全体的な考え方についてはおおよそ理解できたと思います。（学校で授業ができるかどうかは別ですが）オモゼンタイテキカンガカタリカイオモガッコウジュギョウベツ

		3.5		とてもおもしろい考え方だと思った。続けることで子供たちの変化がきっと見られる考え方だと思う。カンガカタオモツヅコドモヘンカミカンガカタオモ

		3		実際の授業展開に十分おとせる段階に到っていないので、「理解」という点ではまだ不十分かと思う。（実践に移す対象がいないのでこの予想が難しい）ジッサイジュギョウテンカイジュウブンダンカイイタリカイテンフジュウブンオモジッセンウツタイショウヨソウムズカ

		3		正直なところ、ピアジェの考え方についての知識もほとんど持たずに参加しており、１つ１つ基礎的な内容から十分な理解をすることが、まだまだできていないという自覚があります。ショウジキカンガカタチシキモサンカキソテキナイヨウジュウブンリカイジカク

		3		日々の授業でCAの視点を取り入れる観点が十分に身についていない。ヒビジュギョウシテントイカンテンジュウブンミ

		3		認知的葛藤が生徒の成長につながる。ニンチテキカットウセイトセイチョウ

		3		方向性としてはわかるが、クリアできていないところがありむずかしい。ホウコウセイ

		3		子ども相互の交流（討論）が学習活動において不可欠であるということは様々な研修や授業研究を通して、理解し、取り入れ絵tきましたが、ただ単に学習の流れに取り入れるのではなく、教師がもっと意識的にCAの考え方を明確にして、設定すると効果的だと思った。コウリュウトウロンガクシュウカツドウフカケツサマザマケンシュウジュギョウケンキュウトオリカイトイエタンガクシュウナガトイキョウシイシキテキカンガカタメイカクセッテイコウカテキオモ

		2		大まかにしか理解できていないと感じています。流れなどはわかってきましたが、内容をいかに授業に取り入れていくのかまでできていない。オオリカイカンナガナイヨウジュギョウトイ

		1		社会的構造とメタ認知の関連が腑に落ちないし、またZPDが社会的構造によて行われるというNewmanの主張がよくわからない。ZPDは別のアプローチでも可能ではないだろうか。シャカイテキコウゾウニンチカンレンフオシャカイテキコウゾウオコナシュチョウベツカノウ







６

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子どもの認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





７

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業の普及の可能性）リヨシジュギョウフキュウカノウセイ

		5		生徒が学習を進める素地を作るんじゃないかと思っています。セイトガクシュウススソチツクオモ

		5		わからないけど、普及させていくべきだと思う。フキュウオモ

		5		手法なので指導者の工夫で十分可能である。またそうしていきたい。日本ならではのものができるのではないだろうか。シュホウシドウシャクフウジュウブンカノウニホン

		5		具体的が現場でできることがわかった。グタイテキゲンバ

		4		認知レベルを意図的に促進することで授業の理解度、意欲が変わると思うから。ニンチイトテキソクシンジュギョウリカイドイヨクカオモ

		4		教師の指導観を考えるものであり、その効果が子どもの育ちとして見えるものとなり得るキョウシシドウカンカンガコウカコソダミエ

		4		学習していく上で必要な視点が全て含まれているから。具体的準備、メタ認知、ブリッジングはまさに大切なことだと思う。ガクシュウウエヒツヨウシテンスベフクグタイテキジュンビニンチタイセツオモ

		4		子どもの頭の中を描き出し、「わかった」といわせることはとても大切な教育のテーマだが、深く考える子どもにしたいからそのための考えが進む要因を探りだしたいから。コアタマナカエガダタイセツキョウイクフカカンガコカンガススヨウインサグ

		3		「普及」という観点でいうと専門用語と特徴ある展開を理解する段階がもっと広まる必要がある。フキュウカンテンセンモンヨウゴトクチョウテンカイリカイダンカイヒロヒツヨウ

		3		もっと広めようとしなければ普及しない。このような研修があることを多くの人は知らないし、知っても忙しすぎて参加できない。ヒロフキュウケンシュウオオヒトシシイソガサンカ

		3		理系の教員は必要性は十分わかり、普及させたいと思うが、小学校教員の多くは文系の教師で、その必要性を感じないので、これを何とかしなければならないと思う。これは本校で今年取り組んでみて実感しました。リケイキョウインヒツヨウセイジュウブンフキュウオモショウガッコウキョウインオオブンケイキョウシヒツヨウセイカンナンオモホンコウコトシトクジッカン

		3		授業時数と教えなければならない内容、量をはかりにかけると余裕はない。ただ、授業の中に取り組むことは工夫次第で可能ではと思ったので。ジュギョウジスウオシナイヨウリョウヨユウジュギョウナカトククフウシダイカノウオモ

		3		子ども自身の討論に委ねると時数がかかる。必ずしも単元の目標に到達しなくてもいいという点が、限られた時数で単元を進める日本のカリキュラムにあうか。コジシントウロンユダジスウカナラタンゲンモクヒョウトウタツテンカギジスウタンゲンススニホン

		3		時間や内容を学校や教師がもっと自由に組み替えられる。チャンスがあればいい。自分の考えを出すことについて恥ずかしさや恐れを持つ日本の文化風習を考える。ジカンナイヨウガッコウキョウシジユウクカジブンカンガダハオソモニホンブンカフウシュウカンガ

		3		必要性はあるが、活用がむずかしい。ヒツヨウセイカツヨウ

		3		子どもの学力向上には有効的だと思うが、物理環境（状況）が整えられない。コガクリョクコウジョウユウコウテキオモブツリカンキョウジョウキョウトトノ

		2		日本で普及するためには教員がCAに対して根本的レベルを理解するには時間がかかること。型だけで終わってしまう可能性がある。ニホンフキュウキョウインタイコンポンテキリカイジカンカタオカノウセイ

		1		どこにCAを入れるかはいろいろあるので指導要領として入れるのは難しい気がする。イシドウヨウリョウイムズカキ

		？		大切であるという共通認識まではOKだと思うが日々の授業で構築し続けていくのはきわめて困難。特に生徒指導を多く抱える学校では。
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		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業を行いたいか？）リヨシジュギョウオコナ

		5		せっかくここに通ったのだから自分なりにでも進化させたい。続けることでいろいろなこと（学習のみならず生徒の変容）を見ることができると思う。カヨジブンシンカツヅガクシュウセイトヘンヨウミオモ

		5		認知の発達は中学生にとって、ぜひ必要だから。小さい子どものころから、ピアジェの発達理論を意識して、子育てすると数や量の認知の発達が進むことを、自分の子育ての中で実感できたから。（子育ては実験でもありました）ニンチハッタツチュウガクセイヒツヨウチイコハッタツリロンイシキコソダカズリョウニンチハッタツススジブンコソダナカジッカンコソダジッケン

		5		CAのプログラムは今まで知らなかったが、自分自身がCAのような考え方や視点のようなものは必要性であると依然から思うところがあったので。イマシジブンジシンカンガカタシテンヒツヨウセイイゼンオモ

		5		子どもの変容がよく表れているから（今年の実践より）コヘンヨウアラワコトシジッセン

		5		自分も楽しめる。子どもの変容が実感できる。何よりも、認知促進に値打ちがある。子どもの力が伸び、教師としての自分の力量も高まる。ジブンタノコヘンヨウジッカンナニニンチソクシンネウコチカラノキョウシジブンリキリョウタカ

		5		子どもの内面で物事をどのように認知しているのか、それを教師が把握できるようになりたい。コナイメンモノゴトニンチキョウシハアク

		5		児童が学び手として、認知的にレベルアップすることが予想される。ジドウマナテニンチテキヨソウ

		4		科学面白さは、①知的好奇心を高めること②考えることであると思う。そのため、②を考えるためには必要である。カガクオモシロチテキコウキシンタカカンガオモカンガヒツヨウ

		4		生徒の学ぶ姿勢が変わっていく気がします。セイトマナシセイカキ

		4		実験などでは極力行い、興味関心を持たせながら、理解を深めようと日々努力しています。ただ、やはり注文している感じです。CAの視点を取り入れること、ひらめいたり、論理的に思考する力を増やすことができれば、それは必ず生徒の力となると確信したからです。ジッケンキョクリョクオコナキョウミカンシンモリカイフカヒビドリョクチュウモンカンシテントイロンリテキシコウチカラフカナラセイトチカラカクシン

		4		普段の授業で行っていることが自然とCAに関連していたということが多々あります。もっと意図的に使えるようになれればと思います。フダンジュギョウオコナシゼンカンレンタタイトテキツカオモ

		4		子どもの学びの育ちにとって、有効であると思います。コマナソダユウコウオモ

		4		継続していくことで子どもたちが「考える」ことが楽しいと思ってくれそうな気がします。ケイゾクコカンガタノオモキ

		4		CAを行うことで、学習のみならず、生活まで向上すると考えるから。オコナガクシュウセイカツコウジョウカンガ

		4		思うが、まだまだ具体的場面でイメージできていない。オモグタイテキバメン

		4		興味深いので一度実践してみたい。キョウミフカイチドジッセン

		3		単元によっては試したい。しかし、時数や内容を考えると定期的には不可能。タンゲンタメジスウナイヨウカンガテイキテキフカノウ

		2		単元の内容の概念を教える事と、概念操作のための実力を身につけることは、同時に行うことは難しい気がする。高校レベルでは例外に触れずに内容を教えることは難しいと思う。タンゲンナイヨウガイネンオシコトガイネンソウサジツリョクミドウジオコナムズカキコウコウレイガイフナイヨウオシムズカオモ

		1		現状ではできませんが願望からいうと”５”ゲンジョウガンボウ
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		今後、どんな研修が必要か？コンゴケンシュウヒツヨウ

		○		授業参観とその後の協議ジュギョウサンカンゴキョウギ

		○		参観、教員の指導レベルが高いと効果が高いが、生徒どうしの気づきを誘導することが必要である。時間内に終わらせるために。サンカンキョウインシドウタカコウカタカセイトキユウドウヒツヨウジカンナイオ

		○		振り返りをできる研修です。フカエケンシュウ

		○		自分だけやっていくと、かなり落とし穴に入っていくと思われる。継続な研修はおそらく必要。ジブンオアナハイオモケイゾクケンシュウヒツヨウ

		○		30回分の内容をよく知ること。実践と振り返りを定期的に研修の形で行うこと。カイブンナイヨウシジッセンフカエテイキテキケンシュウカタチオコナ

		○		たくさんの例やCAの視点を深く勉強できるよう。１つ１つの柱の意味などを理解していきたい。レイシテンフカベンキョウハシライミリカイ

		○		小学校教員を対象としたCAの視点を普及させるような研修が必要だと思います。法的研修の11年目には必ず研修のプログラムとし、取り入れたほうがよいと思います。ショウガッコウキョウインタイショウシテンフキュウケンシュウヒツヨウオモホウテキケンシュウネンメカナラケンシュウトイオモ

		○		実際に授業を見せていただけるのが1番だと思います。ジッサイジュギョウミバンオモ

		○		子どもの認識レベルを区別する技術（SRT）を身につける。多くの事例に触れる。CASEの授業の参観。コニンシキクベツギジュツミオオジレイフジュギョウサンカン

		○		授業を自分のクラスで行って、検討や助言をいただくこと。まず、ピアジェの理論について、基礎的なことから学びたい。ジュギョウジブンオコナケントウジョゲンリロンキソテキマナ

		○		まずピアジェの理論について基礎的なことから学びたい。リロンキソテキマナ

		○		認知についての知識、教科研究で授業技術ニンチチシキキョウカケンキュウジュギョウギジュツ

		○		CAを取り組んだ教科指導（教材化）の具体化トクキョウカシドウキョウザイカグタイカ

		○		認知的葛藤の部分を充実させる研修ニンチテキカットウブブンジュウジツケンシュウ

		○		CAの授業案についてジュギョウアン

		○		具体的に学び、実際に検証できる研修グタイテキマナジッサイケンショウケンシュウ

		○		いまやっている小学校の理科授業と絡めて考えていくことが大事だと思う。教材づくりの中にどこからでもいいので、わずかでもいいのでこの考え方を入れ検証してくこと。継続的に研修ができるよう、現任校に支援してもらえないか。ショウガッコウリカジュギョウカラカンガダイジオモキョウザイナカカンガカタイケンショウケイゾクテキケンシュウゲンニンコウシエン

		○		実践を聞くことでどこの部分がどのように取り入れられているかを照らし合わせて聞くほうが理解が早くてわかりやすい。ジッセンキブブントイテアキリカイハヤ

		○		認知促進のための発問方法を研修しないと、授業の別解や別の考え方を発見・説明させるだけの発問になります。授業としては活発に見えますが、CA的発問・議論にならない恐れがあります。ニンチソクシンハツモンホウホウケンシュウジュギョウベツカイベツカンガカタハッケンセツメイハツモンジュギョウカッパツミテキハツモンギロンオソ
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		印象に残ったことシルシゾウノコ

		○		平安女学院でやらせていただいた実践のためヘイアンジョガクインジッセン

		○		分かったつもりになっていることが間違っていたこと。それにより気づきが埋めれ改善につながった。自分自身が葛藤とメタ認知することができた。ワマチガキウカイゼンジブンジシンカットウニンチ

		○		出した指導案にアドバイスをいただいたこと。自分のものではまだまだ十分でないことに気付いたこと。ダシドウアンジブンジュウブンキツケ

		○		平安女学院中学で授業をやらせてもらったこと。たびたび前にだって、発表をさせてもらったこと。ヘイアンジョガクインチュウガクジュギョウマエハッピョウ

		○		やはり、平女まで出かけたことです。他の先生方の授業を聞かせていただいたことです。ヘイジョデタセンセイガタジュギョウキ

		○		平安女学院で授業させていただいたことは、大変貴重な経験となりました。また、先進の事例では学ぶこと、考えさせられることが多かったです。最終の[モデル」の取り組みですが、わかったようで分かっていないことが、他にももっとあるように思いました。ヘイアンジョガクインジュギョウタイヘンキチョウケイケンセンシンジレイマナカンガオオサイシュウトクワホカオモ

		○		特にというよりも研修会自体がとてもよい刺激となりました。閉じられた空間にいる印象なので交流できて、勉強になりました。トクケンシュウカイジタイシゲキトクウカンインショウコウリュウベンキョウ

		○		今回、始めての参加だったが、これまでの全ての資料をいただけた。ぜひ持ち帰って、しっかり読みたい。コンカイハジサンカスベシリョウモカエヨ

		○		学習内容、知識が学力だと考えていたが考える力について考えうとできたこと。ガクシュウナイヨウチシキガクリョクカンガカンガチカラカンガ

		○		各内容に多くを学ぶことができました。協議することで深まりがありました。カクナイヨウオオマナキョウギフカ

		○		6歳～１１歳、11歳～14歳と操作期の区別を知り、まさに小学校が考える力をつける基礎だとわかったこと。具体的準備の大切さ。友達と話し合うこと(メタ認知が大切であること）サイサイサイサイソウサキクベツシショウガッコウカンガチカラキソグタイテキジュンビタイセツトモダチハナアニンチタイセツ

		○		具体的な授業例グタイテキジュギョウレイ

		○		ピアジェ、ビゴツキーの考え方についてもう少し研修をしたい。カンガカタスコケンシュウ

		○		第5回の研修内容は何度も見直した。ダイカイケンシュウナイヨウナンドミナオ

		○		ブリッジングの在り方について参考になりました。通常の学校ではCA的授業をすることになります。アカタサンコウツウジョウガッコウテキジュギョウ





11

		評価ヒョウカ		理　　由（来年度も参加したいか？）リヨシライネンドサンカ

		5		この結果がどう出てくるかを知りたい。ケッカデシ

		5		もう少し身につけたいスコミ

		5		1年間の研修では十分理解できなかったことがあるので、ぜひ来年もやってほしい。ネンカンケンシュウジュウブンリカイライネン

		5		自分の授業のバリエーション等を増やしていきたい。子どもにとって価値のある授業をできるようになりたい。ジブンジュギョウナドフコカチジュギョウ

		5		子どもたちの変容がみられるので、もっとその結果を高めたいと思うため。コヘンヨウケッカタカオモ

		5		ようやく考え方のヒントが見えてきました。私はもっともっと理科の教師として、幅を広げていきたいと思っています。よろしくお願いします。カンガカタミワタシリカキョウシハバヒロオモネガ

		5		まだスタートラインに立ったばかり（それ以前かもしれない）なので、もっと自分の力量を高めたい。答えに向かって一直線に進んできた従来のやり方を変えていくのはなかなか難しい。タイゼンジブンリキリョウタカコタムイッチョクセンススジュウライカタカムズカ

		5		中学校の理科教科指導の在り方に課題を感じています。チュウガッコウリカキョウカシドウアカタカダイカン

		5		授業例が今後さらに増え、そこから学ぶことが多いと思うから。ジュギョウレイコンゴフマナオオオモ

		5		まだまだ理解不能なところが多いから、実際の授業と頭の中で結び付いていない。でも、何か新しい考え方の領域にいけそうな気がする。リカイフノウオオジッサイジュギョウアタマナカムスツナニアタラカンガカタリョウイキキ

		4		教師として未熟な部分が多いので、特に土曜にして頂いているので参加しやすかったです。キョウシミジュクブブンオオトクドヨウイタダサンカ

		4		小学校は6～12歳という、認知レベルが大きく発達、変化する時期なのに、今の自分は子どもの認知力についての知識が非常に乏しいので、ぜひ学びたい。ショウガッコウサイニンチオオハッタツヘンカジキイマジブンコニンチチカラチシキヒジョウトボマナ

		4		もっと知りたい、学びたい、生かしたいと考えるから。シマナイカンガ

		4		数回の聴講では足りないので、繰り返し聞き、用語に触れておかないと、理論で終わっていまい、日常に活かせないと思ったので。スウカイチョウコウタクカエキヨウゴフリロンオニチジョウイオモ

		3		地域的に遠く通うのに無理が多い。時間や空間的な制約。チイキテキトオカヨムリオオジカンクウカンテキセイヤク

		3		やっとCASEの「ケ」を理解できたかと自分で感じています。さらに研修したら身につくことではないかもしれませんが「新しいことを知る」ということはやっぱり楽しいです。北部からの参加でしたので、大変苦しかったですが、楽しかったです。リカイジブンカンケンシュウミアタラシタノホクブサンカタイヘンクルタノ
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		感想　・　要望　・　コメントカンソウヨウボウ

		○		研修の成果として（実践）案を例としてどこかに発表する場合、指導案の形式や使用している用語について共通認識、統一形式が必要と思います。ケンシュウセイカジッセンアンレイハッピョウバアイシドウアンケイシキシヨウヨウゴキョウツウニンシキトウイツケイシキヒツヨウオモ

		○		海外での成果としてどのように変化し、取り入れられているか知りたいと感じた。カイガイセイカヘンカトイシカン

		○		自分の授業をなんとかしなければ、とあせっていたとき偶然本研修会のチラシを見つけFAXしました。授業に活かせる内容だったので、参加できてよかったと思いました。ジブンジュギョウグウゼンホンケンシュウカイミジュギョウイナイヨウサンカオモ

		○		谷口先生のお話や論理にはいつも関心しています。みなさん大変お世話になりました。タニグチセンセイハナシロンリカンシンタイヘンセワ

		○		多くの実践を積み報告できるものは伝え、また多くの事例に学びたい。オオジッセンツホウコクツタオオジレイマナ

		○		平島先生や平岡先生に誘っていただいて参加できて本当に良かったです。これからもご助言、ご指導いただければ幸いです。ヒラシマセンセイヒラオカセンセイサソサンカホントウヨジョゲンシドウサイワ

		○		現場に新しい指導法を押しつけるのではなく一緒に研究をしようという進め方がありがたかったです。ゲンバアタラシドウホウオイッショケンキュウススカタ

		○		ありがとうございました。来年度もぜひ受講したいです。ライネンドジュコウ

		○		科学推論テストに興味を持ちました。我が校の子にしてみたいです。谷口先生に出会い本校まで来ていただき授業を観てもらえて大変ありがたかったです。ありがとうございました。来年度、理科教育本発表を迎える本校に新しい考え方を入れていただきました。カガクスイロンキョウミモワコウコタニグチセンセイデアホンコウキジュギョウミタイヘンライネンドリカキョウイクホンハッピョウムカホンコウアタラカンガカタイ

		○		個人的にも大変勉強させていただきました。今後多くの場で生かせたらと思います。ありがとうございました。コジンテキタイヘンベンキョウコンゴオオバイオモ

		○		ぜひ、また来年も予算を組んでいただき、本校の職員を研修に加えてほしい。北部の学校となると来させてもらうだけでかなりのエネルギーが必要なので支援を。ライネンヨサンクホンコウショクインケンシュウクワホクブガッコウコヒツヨウシエン

		○		CASEよりもCAMEが流行っている理由と経緯が知りたいです。ハヤリユウケイイシ

		○		途中参加で失礼しましたが楽しく勉強させていただきました。ありがとうございました。トチュウサンカシツレイタノベンキョウ






６ (2)

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子供の認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコドモニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





３

		評価ヒョウカ		理　　由　（難易度）リヨシナンイド

		3		授業案を書く段階で教科でのおさえたいことの流れと、CAの視点をどのように入れるかで、まだ迷う部分が多い。ジュギョウアンカダンカイキョウカナガシテンイマヨブブンオオ

		3		CASEの言葉の概念をしっかりわからずに参加したが、操作→抽象へ生徒自身がどう成長していくのかをおおまかにイメージできました。コトバガイネンサンカソウサチュウショウセイトジシンセイチョウ

		3		学生の頃ピアジェに興味を持ち、本も読んでいたし、たぶん（自分の子供に）実験のようなこともやってみたからガクセイコロキョウミモホンヨジッケン

		3		用語の理解を含め、話し合いに参加するための力量をつけておかねばならない。もう一度学び直さなければならないものが多かった。ヨウゴリカイフクハナアサンカリキリョウイチドマナナオオオ

		3		中高の理科的な内容で議論が起こった際、ついていけない。講師の方はわかりやすく話して下さいました。チュウコウリカテキナイヨウギロンオサイコウシカタハナクダ

		3		「認知促進プログラム」というものに興味があったが、その一端に触れることができた。ニンチソクシンキョウミイッタンフ

		2		CASEの概念の理解は十分でないように思うガイネンリカイジュウブンオモ

		2		CAの視点をよく理解できていなかったので、討論の内容や授業計画の糸がわかりづらかったからシテンリカイトウロンナイヨウジュギョウケイカクイト

		2		理論や言葉の理解なかなか大変でした。リロンコトバリカイタイヘン

		2		専門用語。理科内容でも中学校と小学校の差が。センモンヨウゴリカナイヨウチュウガッコウショウガッコウサ

		2		小学校ですので他校種レベルの話になるとそのこと自体を理解するのに時間がかかった。ショウガッコウタコウシュハナシジタイリカイジカン

		2		まだまだ理解できていないことが多い。話し合われている言葉でわからないことがある。リカイオオハナアコトバ

		1		生徒の実態として把握しにくい分野を高めようとしていること。また、プログラム30までやっていないのでイメージをもちにくい。やったところまでは取り入れられるが、それ以上は想像しがたい。また、授業の中でとりいれることが難しいと感じる。セイトジッタイハアクブンヤタカトイイジョウソウゾウジュギョウナカムズカカン

		1		認知促進を図ること。（理解させることを目的化しない）ニンチソクシンハカリカイモクテキカ

		1		CAを理解した上で進めていかなくてはいけないので、短時間ではCAを理解しきれないので。リカイウエススタンジカンリカイ

		1		CAの考え方をどう生かすか、どこでやるのかカンガカタイ

		1		理科の授業の中でCAを行うというのはとても難しい。例外や多様性について触れることができるか疑問。リカジュギョウナカオコナムズカレイガイタヨウセイフギモン









４

		評価ヒョウカ		理　　由　（満足度）リヨシマンゾクド

		5		「教科の授業にthinking scienceをどのようにとりいれることができるか」という課題が明確になったので、用語等はまだ十分使いこなせないが、今後何をすべきかが明確になった。キョウカジュギョウカダイメイカクヨウゴトウジュウブンツカコンゴナニメイカク

		5		「なんで？」という生徒自身の知的好奇心を高いところへ登らせていく方法だと感じました。セイトジシンチテキコウキシンタカノボホウホウカン

		5		数学の授業にCAの考え方wお取り入れることで、子どもの反応がよくなってきたと感じるから。スウガクジュギョウカンガカタトイコハンノウカン

		5		今まで自分自身が取り組んでいた科学的思考力の育成について裏付けとなる内容であったから。イマジブンジシントクカガクテキシコウチカライクセイウラヅナイヨウ

		5		考えることの楽しさと大切さを知ったように思う。授業の幅が広がり、新たな視点で教材をみることができる。カンガタノタイセツシオモジュギョウハバヒロアラシテンキョウザイ

		5		単元で設定されている「到達目標」だけでなく、「認知レベルを高める」という視点に立つと、授業の作り方が全く新鮮になるという印象をもった。タンゲンセッテイトウタツモクヒョウニンチタカシテンタジュギョウツクカタマッタシンセンインショウ

		5		教材開発において生徒の認知発達を理解する重要性を学ぶことができた。キョウザイカイハツセイトニンチハッタツリカイジュウヨウセイマナ

		5		CAの考え方を授業作りに生かすことができそうだから。カンガカタジュギョウヅクイ

		4		いろいろな先生と知り合えた。授業改善に役立つ。センセイシアジュギョウカイゼンヤクダ

		4		自分が上手く理解できていない点と工夫して授業を考えていこうという材料や方向性が得られた。ジブンウマリカイテンクフウジュギョウカンガザイリョウホウコウセイエ

		4		平安女学院で授業をさせてもらったり、他の先生方との交流ができた。ヘイアンジョガクインジュギョウタセンセイガタコウリュウ

		4		授業をしたい！という意欲がわいてきました。特に今は冬休みなので。ジュギョウイヨクトクイマフユヤス

		4		手法や考え方が学べたためシュホウカンガカタマナ

		4		CASEがやっと分かりかけ、全ての授業に授業パターンは使えるから。ワスベジュギョウジュギョウツカ

		4		今の自分にない、考え方だろうということがなんとなくわかっておもしろいイマジブンカンガカタ

		4		授業改善における新しい視点を得ることができた。実践し続けてきたことで、子供の内容があったことに対してなぜそれがプラスの変容を促すことになったのか分析できた。ジュギョウカイゼンアタラシテンエジッセンツヅコドモナイヨウタイヘンヨウウナガブンセキ

		3		消化しきれないところがある。上述した部分が。しかし今から考えて作り上げるには面白いと思う。形式的操作はやはり難しく感じる。（実践することが）ショウカジョウジュツブブンイマカンガツクアオモシロオモケイシキテキソウサムズカカンジッセン

		3		CAの必要性を感じ取り入れていきたい。ヒツヨウセイカントイ





５

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡの概念の理解度）リヨシガイネンリカイド

		4		何を目指しているかは理解できたと思っている。ナニメザリカイオモ

		4		自分の授業にどう応用すればよいかについて、まだ不十分。30分回分のすべての内容についての理解も不十分。以上のような点で十分理解したと言えない。ジブンジュギョウオウヨウフジュウブンフンカイブンナイヨウリカイフジュウブンイジョウテンジュウブンリカイイ

		4		共感や賛成はできるので、自分でより理解して実践に活かしていきたいから。キョウカンサンセイジブンリカイジッセンイ

		4		発達段階を知る必要性。CAの視点。ハッタツダンカイシヒツヨウセイシテン

		4		認知促進とは何か、どうすれば促進できるのか、促進したらどんなよい事と結び付くのかについて一定理解できたと思う。ニンチソクシンナニソクシンソクシンコトムスツイッテイリカイオモ

		4		子供たちの認知レベルに合わせて授業をする必要性を感じました。コドモニンチアジュギョウヒツヨウセイカン

		4		「変数」「分類」「比例」「モデル化」について具体的な実践で理解することができた。ヘンスウブンルイヒレイカグタイテキジッセンリカイ

		4		教え込みで知識を獲得させるのではなく、受け手側の力をたがやすことの大切さが感じられた。具体的準備についての考え方やディベート、グループ学習の有効性など、日々の授業に取り入れることができると判断した。オシコチシキカクトクウテガワチカラタイセツカングタイテキジュンビカンガカタガクシュウユウコウセイヒビジュギョウトイハンダン

		4		科学的概念をスキーマとして捉える事と葛藤させることによる促進カガクテキガイネントラコトカットウソクシン

		4		すべてではないと思いますが、全体的な考え方についてはおおよそ理解できたと思います。（学校で授業ができるかどうかは別ですが）オモゼンタイテキカンガカタリカイオモガッコウジュギョウベツ

		3.5		とてもおもしろい考え方だと思った。続けることで子供たちの変化がきっと見られる考え方だと思う。カンガカタオモツヅコドモヘンカミカンガカタオモ

		3		実際の授業展開に十分おとせる段階に到っていないので、「理解」という点ではまだ不十分かと思う。（実践に移す対象がいないのでこの予想が難しい）ジッサイジュギョウテンカイジュウブンダンカイイタリカイテンフジュウブンオモジッセンウツタイショウヨソウムズカ

		3		正直なところ、ピアジェの考え方についての知識もほとんど持たずに参加しており、１つ１つ基礎的な内容から十分な理解をすることが、まだまだできていないという自覚があります。ショウジキカンガカタチシキモサンカキソテキナイヨウジュウブンリカイジカク

		3		日々の授業でCAの視点を取り入れる観点が十分に身についていない。ヒビジュギョウシテントイカンテンジュウブンミ

		3		認知的葛藤が生徒の成長につながる。ニンチテキカットウセイトセイチョウ

		3		方向性としてはわかるが、クリアできていないところがありむずかしい。ホウコウセイ

		3		子ども相互の交流（討論）が学習活動において不可欠であるということは様々な研修や授業研究を通して、理解し、取り入れ絵tきましたが、ただ単に学習の流れに取り入れるのではなく、教師がもっと意識的にCAの考え方を明確にして、設定すると効果的だと思った。コウリュウトウロンガクシュウカツドウフカケツサマザマケンシュウジュギョウケンキュウトオリカイトイエタンガクシュウナガトイキョウシイシキテキカンガカタメイカクセッテイコウカテキオモ

		2		大まかにしか理解できていないと感じています。流れなどはわかってきましたが、内容をいかに授業に取り入れていくのかまでできていない。オオリカイカンナガナイヨウジュギョウトイ

		1		社会的構造とメタ認知の関連が腑に落ちないし、またZPDが社会的構造によて行われるというNewmanの主張がよくわからない。ZPDは別のアプローチでも可能ではないだろうか。シャカイテキコウゾウニンチカンレンフオシャカイテキコウゾウオコナシュチョウベツカノウ







６

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子どもの認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





７

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業の普及の可能性）リヨシジュギョウフキュウカノウセイ

		5		生徒が学習を進める素地を作るんじゃないかと思っています。セイトガクシュウススソチツクオモ

		5		わからないけど、普及させていくべきだと思う。フキュウオモ

		5		手法なので指導者の工夫で十分可能である。またそうしていきたい。日本ならではのものができるのではないだろうか。シュホウシドウシャクフウジュウブンカノウニホン

		5		具体的が現場でできることがわかった。グタイテキゲンバ

		4		認知レベルを意図的に促進することで授業の理解度、意欲が変わると思うから。ニンチイトテキソクシンジュギョウリカイドイヨクカオモ

		4		教師の指導観を考えるものであり、その効果が子どもの育ちとして見えるものとなり得るキョウシシドウカンカンガコウカコソダミエ

		4		学習していく上で必要な視点が全て含まれているから。具体的準備、メタ認知、ブリッジングはまさに大切なことだと思う。ガクシュウウエヒツヨウシテンスベフクグタイテキジュンビニンチタイセツオモ

		4		子どもの頭の中を描き出し、「わかった」といわせることはとても大切な教育のテーマだが、深く考える子どもにしたいからそのための考えが進む要因を探りだしたいから。コアタマナカエガダタイセツキョウイクフカカンガコカンガススヨウインサグ

		3		「普及」という観点でいうと専門用語と特徴ある展開を理解する段階がもっと広まる必要がある。フキュウカンテンセンモンヨウゴトクチョウテンカイリカイダンカイヒロヒツヨウ

		3		もっと広めようとしなければ普及しない。このような研修があることを多くの人は知らないし、知っても忙しすぎて参加できない。ヒロフキュウケンシュウオオヒトシシイソガサンカ

		3		理系の教員は必要性は十分わかり、普及させたいと思うが、小学校教員の多くは文系の教師で、その必要性を感じないので、これを何とかしなければならないと思う。これは本校で今年取り組んでみて実感しました。リケイキョウインヒツヨウセイジュウブンフキュウオモショウガッコウキョウインオオブンケイキョウシヒツヨウセイカンナンオモホンコウコトシトクジッカン

		3		授業時数と教えなければならない内容、量をはかりにかけると余裕はない。ただ、授業の中に取り組むことは工夫次第で可能ではと思ったので。ジュギョウジスウオシナイヨウリョウヨユウジュギョウナカトククフウシダイカノウオモ

		3		子ども自身の討論に委ねると時数がかかる。必ずしも単元の目標に到達しなくてもいいという点が、限られた時数で単元を進める日本のカリキュラムにあうか。コジシントウロンユダジスウカナラタンゲンモクヒョウトウタツテンカギジスウタンゲンススニホン

		3		時間や内容を学校や教師がもっと自由に組み替えられる。チャンスがあればいい。自分の考えを出すことについて恥ずかしさや恐れを持つ日本の文化風習を考える。ジカンナイヨウガッコウキョウシジユウクカジブンカンガダハオソモニホンブンカフウシュウカンガ

		3		必要性はあるが、活用がむずかしい。ヒツヨウセイカツヨウ

		3		子どもの学力向上には有効的だと思うが、物理環境（状況）が整えられない。コガクリョクコウジョウユウコウテキオモブツリカンキョウジョウキョウトトノ

		2		日本で普及するためには教員がCAに対して根本的レベルを理解するには時間がかかること。型だけで終わってしまう可能性がある。ニホンフキュウキョウインタイコンポンテキリカイジカンカタオカノウセイ

		1		どこにCAを入れるかはいろいろあるので指導要領として入れるのは難しい気がする。イシドウヨウリョウイムズカキ

		？		大切であるという共通認識まではOKだと思うが日々の授業で構築し続けていくのはきわめて困難。特に生徒指導を多く抱える学校では。
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		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業を行いたいか？）リヨシジュギョウオコナ

		5		せっかくここに通ったのだから自分なりにでも進化させたい。続けることでいろいろなこと（学習のみならず生徒の変容）を見ることができると思う。カヨジブンシンカツヅガクシュウセイトヘンヨウミオモ

		5		認知の発達は中学生にとって、ぜひ必要だから。小さい子どものころから、ピアジェの発達理論を意識して、子育てすると数や量の認知の発達が進むことを、自分の子育ての中で実感できたから。（子育ては実験でもありました）ニンチハッタツチュウガクセイヒツヨウチイコハッタツリロンイシキコソダカズリョウニンチハッタツススジブンコソダナカジッカンコソダジッケン

		5		CAのプログラムは今まで知らなかったが、自分自身がCAのような考え方や視点のようなものは必要性であると依然から思うところがあったので。イマシジブンジシンカンガカタシテンヒツヨウセイイゼンオモ

		5		子どもの変容がよく表れているから（今年の実践より）コヘンヨウアラワコトシジッセン

		5		自分も楽しめる。子どもの変容が実感できる。何よりも、認知促進に値打ちがある。子どもの力が伸び、教師としての自分の力量も高まる。ジブンタノコヘンヨウジッカンナニニンチソクシンネウコチカラノキョウシジブンリキリョウタカ

		5		子どもの内面で物事をどのように認知しているのか、それを教師が把握できるようになりたい。コナイメンモノゴトニンチキョウシハアク

		5		児童が学び手として、認知的にレベルアップすることが予想される。ジドウマナテニンチテキヨソウ

		4		科学面白さは、①知的好奇心を高めること②考えることであると思う。そのため、②を考えるためには必要である。カガクオモシロチテキコウキシンタカカンガオモカンガヒツヨウ

		4		生徒の学ぶ姿勢が変わっていく気がします。セイトマナシセイカキ

		4		実験などでは極力行い、興味関心を持たせながら、理解を深めようと日々努力しています。ただ、やはり注文している感じです。CAの視点を取り入れること、ひらめいたり、論理的に思考する力を増やすことができれば、それは必ず生徒の力となると確信したからです。ジッケンキョクリョクオコナキョウミカンシンモリカイフカヒビドリョクチュウモンカンシテントイロンリテキシコウチカラフカナラセイトチカラカクシン

		4		普段の授業で行っていることが自然とCAに関連していたということが多々あります。もっと意図的に使えるようになれればと思います。フダンジュギョウオコナシゼンカンレンタタイトテキツカオモ

		4		子どもの学びの育ちにとって、有効であると思います。コマナソダユウコウオモ

		4		継続していくことで子どもたちが「考える」ことが楽しいと思ってくれそうな気がします。ケイゾクコカンガタノオモキ

		4		CAを行うことで、学習のみならず、生活まで向上すると考えるから。オコナガクシュウセイカツコウジョウカンガ

		4		思うが、まだまだ具体的場面でイメージできていない。オモグタイテキバメン

		4		興味深いので一度実践してみたい。キョウミフカイチドジッセン

		3		単元によっては試したい。しかし、時数や内容を考えると定期的には不可能。タンゲンタメジスウナイヨウカンガテイキテキフカノウ

		2		単元の内容の概念を教える事と、概念操作のための実力を身につけることは、同時に行うことは難しい気がする。高校レベルでは例外に触れずに内容を教えることは難しいと思う。タンゲンナイヨウガイネンオシコトガイネンソウサジツリョクミドウジオコナムズカキコウコウレイガイフナイヨウオシムズカオモ

		1		現状ではできませんが願望からいうと”５”ゲンジョウガンボウ
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		今後、どんな研修が必要か？コンゴケンシュウヒツヨウ

		○		授業参観とその後の協議ジュギョウサンカンゴキョウギ

		○		参観、教員の指導レベルが高いと効果が高いが、生徒どうしの気づきを誘導することが必要である。時間内に終わらせるために。サンカンキョウインシドウタカコウカタカセイトキユウドウヒツヨウジカンナイオ

		○		振り返りをできる研修です。フカエケンシュウ

		○		自分だけやっていくと、かなり落とし穴に入っていくと思われる。継続な研修はおそらく必要。ジブンオアナハイオモケイゾクケンシュウヒツヨウ

		○		30回分の内容をよく知ること。実践と振り返りを定期的に研修の形で行うこと。カイブンナイヨウシジッセンフカエテイキテキケンシュウカタチオコナ

		○		たくさんの例やCAの視点を深く勉強できるよう。１つ１つの柱の意味などを理解していきたい。レイシテンフカベンキョウハシライミリカイ

		○		小学校教員を対象としたCAの視点を普及させるような研修が必要だと思います。法的研修の11年目には必ず研修のプログラムとし、取り入れたほうがよいと思います。ショウガッコウキョウインタイショウシテンフキュウケンシュウヒツヨウオモホウテキケンシュウネンメカナラケンシュウトイオモ

		○		実際に授業を見せていただけるのが1番だと思います。ジッサイジュギョウミバンオモ

		○		子どもの認識レベルを区別する技術（SRT）を身につける。多くの事例に触れる。CASEの授業の参観。コニンシキクベツギジュツミオオジレイフジュギョウサンカン

		○		授業を自分のクラスで行って、検討や助言をいただくこと。まず、ピアジェの理論について、基礎的なことから学びたい。ジュギョウジブンオコナケントウジョゲンリロンキソテキマナ

		○		まずピアジェの理論について基礎的なことから学びたい。リロンキソテキマナ

		○		認知についての知識、教科研究で授業技術ニンチチシキキョウカケンキュウジュギョウギジュツ

		○		CAを取り組んだ教科指導（教材化）の具体化トクキョウカシドウキョウザイカグタイカ

		○		認知的葛藤の部分を充実させる研修ニンチテキカットウブブンジュウジツケンシュウ

		○		CAの授業案についてジュギョウアン

		○		具体的に学び、実際に検証できる研修グタイテキマナジッサイケンショウケンシュウ

		○		いまやっている小学校の理科授業と絡めて考えていくことが大事だと思う。教材づくりの中にどこからでもいいので、わずかでもいいのでこの考え方を入れ検証してくこと。継続的に研修ができるよう、現任校に支援してもらえないか。ショウガッコウリカジュギョウカラカンガダイジオモキョウザイナカカンガカタイケンショウケイゾクテキケンシュウゲンニンコウシエン

		○		実践を聞くことでどこの部分がどのように取り入れられているかを照らし合わせて聞くほうが理解が早くてわかりやすい。ジッセンキブブントイテアキリカイハヤ

		○		認知促進のための発問方法を研修しないと、授業の別解や別の考え方を発見・説明させるだけの発問になります。授業としては活発に見えますが、CA的発問・議論にならない恐れがあります。ニンチソクシンハツモンホウホウケンシュウジュギョウベツカイベツカンガカタハッケンセツメイハツモンジュギョウカッパツミテキハツモンギロンオソ
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		印象に残ったことシルシゾウノコ

		○		平安女学院でやらせていただいた実践のためヘイアンジョガクインジッセン

		○		分かったつもりになっていることが間違っていたこと。それにより気づきが埋めれ改善につながった。自分自身が葛藤とメタ認知することができた。ワマチガキウカイゼンジブンジシンカットウニンチ

		○		出した指導案にアドバイスをいただいたこと。自分のものではまだまだ十分でないことに気付いたこと。ダシドウアンジブンジュウブンキツケ

		○		平安女学院中学で授業をやらせてもらったこと。たびたび前にだって、発表をさせてもらったこと。ヘイアンジョガクインチュウガクジュギョウマエハッピョウ

		○		やはり、平女まで出かけたことです。他の先生方の授業を聞かせていただいたことです。ヘイジョデタセンセイガタジュギョウキ

		○		平安女学院で授業させていただいたことは、大変貴重な経験となりました。また、先進の事例では学ぶこと、考えさせられることが多かったです。最終の[モデル」の取り組みですが、わかったようで分かっていないことが、他にももっとあるように思いました。ヘイアンジョガクインジュギョウタイヘンキチョウケイケンセンシンジレイマナカンガオオサイシュウトクワホカオモ

		○		特にというよりも研修会自体がとてもよい刺激となりました。閉じられた空間にいる印象なので交流できて、勉強になりました。トクケンシュウカイジタイシゲキトクウカンインショウコウリュウベンキョウ

		○		今回、始めての参加だったが、これまでの全ての資料をいただけた。ぜひ持ち帰って、しっかり読みたい。コンカイハジサンカスベシリョウモカエヨ

		○		学習内容、知識が学力だと考えていたが考える力について考えうとできたこと。ガクシュウナイヨウチシキガクリョクカンガカンガチカラカンガ

		○		各内容に多くを学ぶことができました。協議することで深まりがありました。カクナイヨウオオマナキョウギフカ

		○		6歳～１１歳、11歳～14歳と操作期の区別を知り、まさに小学校が考える力をつける基礎だとわかったこと。具体的準備の大切さ。友達と話し合うこと(メタ認知が大切であること）サイサイサイサイソウサキクベツシショウガッコウカンガチカラキソグタイテキジュンビタイセツトモダチハナアニンチタイセツ

		○		具体的な授業例グタイテキジュギョウレイ

		○		ピアジェ、ビゴツキーの考え方についてもう少し研修をしたい。カンガカタスコケンシュウ

		○		第5回の研修内容は何度も見直した。ダイカイケンシュウナイヨウナンドミナオ

		○		ブリッジングの在り方について参考になりました。通常の学校ではCA的授業をすることになります。アカタサンコウツウジョウガッコウテキジュギョウ
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		評価ヒョウカ		理　　由（来年度も参加したいか？）リヨシライネンドサンカ

		5		この結果がどう出てくるかを知りたい。ケッカデシ

		5		もう少し身につけたいスコミ

		5		1年間の研修では十分理解できなかったことがあるので、ぜひ来年もやってほしい。ネンカンケンシュウジュウブンリカイライネン

		5		自分の授業のバリエーション等を増やしていきたい。子どもにとって価値のある授業をできるようになりたい。ジブンジュギョウナドフコカチジュギョウ

		5		子どもたちの変容がみられるので、もっとその結果を高めたいと思うため。コヘンヨウケッカタカオモ

		5		ようやく考え方のヒントが見えてきました。私はもっともっと理科の教師として、幅を広げていきたいと思っています。よろしくお願いします。カンガカタミワタシリカキョウシハバヒロオモネガ

		5		まだスタートラインに立ったばかり（それ以前かもしれない）なので、もっと自分の力量を高めたい。答えに向かって一直線に進んできた従来のやり方を変えていくのはなかなか難しい。タイゼンジブンリキリョウタカコタムイッチョクセンススジュウライカタカムズカ

		5		中学校の理科教科指導の在り方に課題を感じています。チュウガッコウリカキョウカシドウアカタカダイカン

		5		授業例が今後さらに増え、そこから学ぶことが多いと思うから。ジュギョウレイコンゴフマナオオオモ

		5		まだまだ理解不能なところが多いから、実際の授業と頭の中で結び付いていない。でも、何か新しい考え方の領域にいけそうな気がする。リカイフノウオオジッサイジュギョウアタマナカムスツナニアタラカンガカタリョウイキキ

		4		教師として未熟な部分が多いので、特に土曜にして頂いているので参加しやすかったです。キョウシミジュクブブンオオトクドヨウイタダサンカ

		4		小学校は6～12歳という、認知レベルが大きく発達、変化する時期なのに、今の自分は子どもの認知力についての知識が非常に乏しいので、ぜひ学びたい。ショウガッコウサイニンチオオハッタツヘンカジキイマジブンコニンチチカラチシキヒジョウトボマナ

		4		もっと知りたい、学びたい、生かしたいと考えるから。シマナイカンガ

		4		数回の聴講では足りないので、繰り返し聞き、用語に触れておかないと、理論で終わっていまい、日常に活かせないと思ったので。スウカイチョウコウタクカエキヨウゴフリロンオニチジョウイオモ

		3		地域的に遠く通うのに無理が多い。時間や空間的な制約。チイキテキトオカヨムリオオジカンクウカンテキセイヤク

		3		やっとCASEの「ケ」を理解できたかと自分で感じています。さらに研修したら身につくことではないかもしれませんが「新しいことを知る」ということはやっぱり楽しいです。北部からの参加でしたので、大変苦しかったですが、楽しかったです。リカイジブンカンケンシュウミアタラシタノホクブサンカタイヘンクルタノ





12

		感想　・　要望　・　コメントカンソウヨウボウ

		○		研修の成果として（実践）案を例としてどこかに発表する場合、指導案の形式や使用している用語について共通認識、統一形式が必要と思います。ケンシュウセイカジッセンアンレイハッピョウバアイシドウアンケイシキシヨウヨウゴキョウツウニンシキトウイツケイシキヒツヨウオモ

		○		海外での成果としてどのように変化し、取り入れられているか知りたいと感じた。カイガイセイカヘンカトイシカン

		○		自分の授業をなんとかしなければ、とあせっていたとき偶然本研修会のチラシを見つけFAXしました。授業に活かせる内容だったので、参加できてよかったと思いました。ジブンジュギョウグウゼンホンケンシュウカイミジュギョウイナイヨウサンカオモ

		○		谷口先生のお話や論理にはいつも関心しています。みなさん大変お世話になりました。タニグチセンセイハナシロンリカンシンタイヘンセワ

		○		多くの実践を積み報告できるものは伝え、また多くの事例に学びたい。オオジッセンツホウコクツタオオジレイマナ

		○		平島先生や平岡先生に誘っていただいて参加できて本当に良かったです。これからもご助言、ご指導いただければ幸いです。ヒラシマセンセイヒラオカセンセイサソサンカホントウヨジョゲンシドウサイワ

		○		現場に新しい指導法を押しつけるのではなく一緒に研究をしようという進め方がありがたかったです。ゲンバアタラシドウホウオイッショケンキュウススカタ

		○		ありがとうございました。来年度もぜひ受講したいです。ライネンドジュコウ

		○		科学推論テストに興味を持ちました。我が校の子にしてみたいです。谷口先生に出会い本校まで来ていただき授業を観てもらえて大変ありがたかったです。ありがとうございました。来年度、理科教育本発表を迎える本校に新しい考え方を入れていただきました。カガクスイロンキョウミモワコウコタニグチセンセイデアホンコウキジュギョウミタイヘンライネンドリカキョウイクホンハッピョウムカホンコウアタラカンガカタイ

		○		個人的にも大変勉強させていただきました。今後多くの場で生かせたらと思います。ありがとうございました。コジンテキタイヘンベンキョウコンゴオオバイオモ

		○		ぜひ、また来年も予算を組んでいただき、本校の職員を研修に加えてほしい。北部の学校となると来させてもらうだけでかなりのエネルギーが必要なので支援を。ライネンヨサンクホンコウショクインケンシュウクワホクブガッコウコヒツヨウシエン

		○		CASEよりもCAMEが流行っている理由と経緯が知りたいです。ハヤリユウケイイシ

		○		途中参加で失礼しましたが楽しく勉強させていただきました。ありがとうございました。トチュウサンカシツレイタノベンキョウ






６ (2)

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子供の認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコドモニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





３

		評価ヒョウカ		理　　由　（難易度）リヨシナンイド

		3		授業案を書く段階で教科でのおさえたいことの流れと、CAの視点をどのように入れるかで、まだ迷う部分が多い。ジュギョウアンカダンカイキョウカナガシテンイマヨブブンオオ

		3		CASEの言葉の概念をしっかりわからずに参加したが、操作→抽象へ生徒自身がどう成長していくのかをおおまかにイメージできました。コトバガイネンサンカソウサチュウショウセイトジシンセイチョウ

		3		学生の頃ピアジェに興味を持ち、本も読んでいたし、たぶん（自分の子供に）実験のようなこともやってみたからガクセイコロキョウミモホンヨジッケン

		3		用語の理解を含め、話し合いに参加するための力量をつけておかねばならない。もう一度学び直さなければならないものが多かった。ヨウゴリカイフクハナアサンカリキリョウイチドマナナオオオ

		3		中高の理科的な内容で議論が起こった際、ついていけない。講師の方はわかりやすく話して下さいました。チュウコウリカテキナイヨウギロンオサイコウシカタハナクダ

		3		「認知促進プログラム」というものに興味があったが、その一端に触れることができた。ニンチソクシンキョウミイッタンフ

		2		CASEの概念の理解は十分でないように思うガイネンリカイジュウブンオモ

		2		CAの視点をよく理解できていなかったので、討論の内容や授業計画の糸がわかりづらかったからシテンリカイトウロンナイヨウジュギョウケイカクイト

		2		理論や言葉の理解なかなか大変でした。リロンコトバリカイタイヘン

		2		専門用語。理科内容でも中学校と小学校の差が。センモンヨウゴリカナイヨウチュウガッコウショウガッコウサ

		2		小学校ですので他校種レベルの話になるとそのこと自体を理解するのに時間がかかった。ショウガッコウタコウシュハナシジタイリカイジカン

		2		まだまだ理解できていないことが多い。話し合われている言葉でわからないことがある。リカイオオハナアコトバ

		1		生徒の実態として把握しにくい分野を高めようとしていること。また、プログラム30までやっていないのでイメージをもちにくい。やったところまでは取り入れられるが、それ以上は想像しがたい。また、授業の中でとりいれることが難しいと感じる。セイトジッタイハアクブンヤタカトイイジョウソウゾウジュギョウナカムズカカン

		1		認知促進を図ること。（理解させることを目的化しない）ニンチソクシンハカリカイモクテキカ

		1		CAを理解した上で進めていかなくてはいけないので、短時間ではCAを理解しきれないので。リカイウエススタンジカンリカイ

		1		CAの考え方をどう生かすか、どこでやるのかカンガカタイ

		1		理科の授業の中でCAを行うというのはとても難しい。例外や多様性について触れることができるか疑問。リカジュギョウナカオコナムズカレイガイタヨウセイフギモン









４

		評価ヒョウカ		理　　由　（満足度）リヨシマンゾクド

		5		「教科の授業にthinking scienceをどのようにとりいれることができるか」という課題が明確になったので、用語等はまだ十分使いこなせないが、今後何をすべきかが明確になった。キョウカジュギョウカダイメイカクヨウゴトウジュウブンツカコンゴナニメイカク

		5		「なんで？」という生徒自身の知的好奇心を高いところへ登らせていく方法だと感じました。セイトジシンチテキコウキシンタカノボホウホウカン

		5		数学の授業にCAの考え方wお取り入れることで、子どもの反応がよくなってきたと感じるから。スウガクジュギョウカンガカタトイコハンノウカン

		5		今まで自分自身が取り組んでいた科学的思考力の育成について裏付けとなる内容であったから。イマジブンジシントクカガクテキシコウチカライクセイウラヅナイヨウ

		5		考えることの楽しさと大切さを知ったように思う。授業の幅が広がり、新たな視点で教材をみることができる。カンガタノタイセツシオモジュギョウハバヒロアラシテンキョウザイ

		5		単元で設定されている「到達目標」だけでなく、「認知レベルを高める」という視点に立つと、授業の作り方が全く新鮮になるという印象をもった。タンゲンセッテイトウタツモクヒョウニンチタカシテンタジュギョウツクカタマッタシンセンインショウ

		5		教材開発において生徒の認知発達を理解する重要性を学ぶことができた。キョウザイカイハツセイトニンチハッタツリカイジュウヨウセイマナ

		5		CAの考え方を授業作りに生かすことができそうだから。カンガカタジュギョウヅクイ

		4		いろいろな先生と知り合えた。授業改善に役立つ。センセイシアジュギョウカイゼンヤクダ

		4		自分が上手く理解できていない点と工夫して授業を考えていこうという材料や方向性が得られた。ジブンウマリカイテンクフウジュギョウカンガザイリョウホウコウセイエ

		4		平安女学院で授業をさせてもらったり、他の先生方との交流ができた。ヘイアンジョガクインジュギョウタセンセイガタコウリュウ

		4		授業をしたい！という意欲がわいてきました。特に今は冬休みなので。ジュギョウイヨクトクイマフユヤス

		4		手法や考え方が学べたためシュホウカンガカタマナ

		4		CASEがやっと分かりかけ、全ての授業に授業パターンは使えるから。ワスベジュギョウジュギョウツカ

		4		今の自分にない、考え方だろうということがなんとなくわかっておもしろいイマジブンカンガカタ

		4		授業改善における新しい視点を得ることができた。実践し続けてきたことで、子供の内容があったことに対してなぜそれがプラスの変容を促すことになったのか分析できた。ジュギョウカイゼンアタラシテンエジッセンツヅコドモナイヨウタイヘンヨウウナガブンセキ

		3		消化しきれないところがある。上述した部分が。しかし今から考えて作り上げるには面白いと思う。形式的操作はやはり難しく感じる。（実践することが）ショウカジョウジュツブブンイマカンガツクアオモシロオモケイシキテキソウサムズカカンジッセン

		3		CAの必要性を感じ取り入れていきたい。ヒツヨウセイカントイ





５

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡの概念の理解度）リヨシガイネンリカイド

		4		何を目指しているかは理解できたと思っている。ナニメザリカイオモ

		4		自分の授業にどう応用すればよいかについて、まだ不十分。30分回分のすべての内容についての理解も不十分。以上のような点で十分理解したと言えない。ジブンジュギョウオウヨウフジュウブンフンカイブンナイヨウリカイフジュウブンイジョウテンジュウブンリカイイ

		4		共感や賛成はできるので、自分でより理解して実践に活かしていきたいから。キョウカンサンセイジブンリカイジッセンイ

		4		発達段階を知る必要性。CAの視点。ハッタツダンカイシヒツヨウセイシテン

		4		認知促進とは何か、どうすれば促進できるのか、促進したらどんなよい事と結び付くのかについて一定理解できたと思う。ニンチソクシンナニソクシンソクシンコトムスツイッテイリカイオモ

		4		子供たちの認知レベルに合わせて授業をする必要性を感じました。コドモニンチアジュギョウヒツヨウセイカン

		4		「変数」「分類」「比例」「モデル化」について具体的な実践で理解することができた。ヘンスウブンルイヒレイカグタイテキジッセンリカイ

		4		教え込みで知識を獲得させるのではなく、受け手側の力をたがやすことの大切さが感じられた。具体的準備についての考え方やディベート、グループ学習の有効性など、日々の授業に取り入れることができると判断した。オシコチシキカクトクウテガワチカラタイセツカングタイテキジュンビカンガカタガクシュウユウコウセイヒビジュギョウトイハンダン

		4		科学的概念をスキーマとして捉える事と葛藤させることによる促進カガクテキガイネントラコトカットウソクシン

		4		すべてではないと思いますが、全体的な考え方についてはおおよそ理解できたと思います。（学校で授業ができるかどうかは別ですが）オモゼンタイテキカンガカタリカイオモガッコウジュギョウベツ

		3.5		とてもおもしろい考え方だと思った。続けることで子供たちの変化がきっと見られる考え方だと思う。カンガカタオモツヅコドモヘンカミカンガカタオモ

		3		実際の授業展開に十分おとせる段階に到っていないので、「理解」という点ではまだ不十分かと思う。（実践に移す対象がいないのでこの予想が難しい）ジッサイジュギョウテンカイジュウブンダンカイイタリカイテンフジュウブンオモジッセンウツタイショウヨソウムズカ

		3		正直なところ、ピアジェの考え方についての知識もほとんど持たずに参加しており、１つ１つ基礎的な内容から十分な理解をすることが、まだまだできていないという自覚があります。ショウジキカンガカタチシキモサンカキソテキナイヨウジュウブンリカイジカク

		3		日々の授業でCAの視点を取り入れる観点が十分に身についていない。ヒビジュギョウシテントイカンテンジュウブンミ

		3		認知的葛藤が生徒の成長につながる。ニンチテキカットウセイトセイチョウ

		3		方向性としてはわかるが、クリアできていないところがありむずかしい。ホウコウセイ

		3		子ども相互の交流（討論）が学習活動において不可欠であるということは様々な研修や授業研究を通して、理解し、取り入れ絵tきましたが、ただ単に学習の流れに取り入れるのではなく、教師がもっと意識的にCAの考え方を明確にして、設定すると効果的だと思った。コウリュウトウロンガクシュウカツドウフカケツサマザマケンシュウジュギョウケンキュウトオリカイトイエタンガクシュウナガトイキョウシイシキテキカンガカタメイカクセッテイコウカテキオモ

		2		大まかにしか理解できていないと感じています。流れなどはわかってきましたが、内容をいかに授業に取り入れていくのかまでできていない。オオリカイカンナガナイヨウジュギョウトイ

		1		社会的構造とメタ認知の関連が腑に落ちないし、またZPDが社会的構造によて行われるというNewmanの主張がよくわからない。ZPDは別のアプローチでも可能ではないだろうか。シャカイテキコウゾウニンチカンレンフオシャカイテキコウゾウオコナシュチョウベツカノウ







６

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子どもの認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





７

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業の普及の可能性）リヨシジュギョウフキュウカノウセイ

		5		生徒が学習を進める素地を作るんじゃないかと思っています。セイトガクシュウススソチツクオモ

		5		わからないけど、普及させていくべきだと思う。フキュウオモ

		5		手法なので指導者の工夫で十分可能である。またそうしていきたい。日本ならではのものができるのではないだろうか。シュホウシドウシャクフウジュウブンカノウニホン

		5		具体的が現場でできることがわかった。グタイテキゲンバ

		4		認知レベルを意図的に促進することで授業の理解度、意欲が変わると思うから。ニンチイトテキソクシンジュギョウリカイドイヨクカオモ

		4		教師の指導観を考えるものであり、その効果が子どもの育ちとして見えるものとなり得るキョウシシドウカンカンガコウカコソダミエ

		4		学習していく上で必要な視点が全て含まれているから。具体的準備、メタ認知、ブリッジングはまさに大切なことだと思う。ガクシュウウエヒツヨウシテンスベフクグタイテキジュンビニンチタイセツオモ

		4		子どもの頭の中を描き出し、「わかった」といわせることはとても大切な教育のテーマだが、深く考える子どもにしたいからそのための考えが進む要因を探りだしたいから。コアタマナカエガダタイセツキョウイクフカカンガコカンガススヨウインサグ

		3		「普及」という観点でいうと専門用語と特徴ある展開を理解する段階がもっと広まる必要がある。フキュウカンテンセンモンヨウゴトクチョウテンカイリカイダンカイヒロヒツヨウ

		3		もっと広めようとしなければ普及しない。このような研修があることを多くの人は知らないし、知っても忙しすぎて参加できない。ヒロフキュウケンシュウオオヒトシシイソガサンカ

		3		理系の教員は必要性は十分わかり、普及させたいと思うが、小学校教員の多くは文系の教師で、その必要性を感じないので、これを何とかしなければならないと思う。これは本校で今年取り組んでみて実感しました。リケイキョウインヒツヨウセイジュウブンフキュウオモショウガッコウキョウインオオブンケイキョウシヒツヨウセイカンナンオモホンコウコトシトクジッカン

		3		授業時数と教えなければならない内容、量をはかりにかけると余裕はない。ただ、授業の中に取り組むことは工夫次第で可能ではと思ったので。ジュギョウジスウオシナイヨウリョウヨユウジュギョウナカトククフウシダイカノウオモ

		3		子ども自身の討論に委ねると時数がかかる。必ずしも単元の目標に到達しなくてもいいという点が、限られた時数で単元を進める日本のカリキュラムにあうか。コジシントウロンユダジスウカナラタンゲンモクヒョウトウタツテンカギジスウタンゲンススニホン

		3		時間や内容を学校や教師がもっと自由に組み替えられる。チャンスがあればいい。自分の考えを出すことについて恥ずかしさや恐れを持つ日本の文化風習を考える。ジカンナイヨウガッコウキョウシジユウクカジブンカンガダハオソモニホンブンカフウシュウカンガ

		3		必要性はあるが、活用がむずかしい。ヒツヨウセイカツヨウ

		3		子どもの学力向上には有効的だと思うが、物理環境（状況）が整えられない。コガクリョクコウジョウユウコウテキオモブツリカンキョウジョウキョウトトノ

		2		日本で普及するためには教員がCAに対して根本的レベルを理解するには時間がかかること。型だけで終わってしまう可能性がある。ニホンフキュウキョウインタイコンポンテキリカイジカンカタオカノウセイ

		1		どこにCAを入れるかはいろいろあるので指導要領として入れるのは難しい気がする。イシドウヨウリョウイムズカキ

		？		大切であるという共通認識まではOKだと思うが日々の授業で構築し続けていくのはきわめて困難。特に生徒指導を多く抱える学校では。





８

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業を行いたいか？）リヨシジュギョウオコナ

		5		せっかくここに通ったのだから自分なりにでも進化させたい。続けることでいろいろなこと（学習のみならず生徒の変容）を見ることができると思う。カヨジブンシンカツヅガクシュウセイトヘンヨウミオモ

		5		認知の発達は中学生にとって、ぜひ必要だから。小さい子どものころから、ピアジェの発達理論を意識して、子育てすると数や量の認知の発達が進むことを、自分の子育ての中で実感できたから。（子育ては実験でもありました）ニンチハッタツチュウガクセイヒツヨウチイコハッタツリロンイシキコソダカズリョウニンチハッタツススジブンコソダナカジッカンコソダジッケン

		5		CAのプログラムは今まで知らなかったが、自分自身がCAのような考え方や視点のようなものは必要性であると依然から思うところがあったので。イマシジブンジシンカンガカタシテンヒツヨウセイイゼンオモ

		5		子どもの変容がよく表れているから（今年の実践より）コヘンヨウアラワコトシジッセン

		5		自分も楽しめる。子どもの変容が実感できる。何よりも、認知促進に値打ちがある。子どもの力が伸び、教師としての自分の力量も高まる。ジブンタノコヘンヨウジッカンナニニンチソクシンネウコチカラノキョウシジブンリキリョウタカ

		5		子どもの内面で物事をどのように認知しているのか、それを教師が把握できるようになりたい。コナイメンモノゴトニンチキョウシハアク

		5		児童が学び手として、認知的にレベルアップすることが予想される。ジドウマナテニンチテキヨソウ

		4		科学面白さは、①知的好奇心を高めること②考えることであると思う。そのため、②を考えるためには必要である。カガクオモシロチテキコウキシンタカカンガオモカンガヒツヨウ

		4		生徒の学ぶ姿勢が変わっていく気がします。セイトマナシセイカキ

		4		実験などでは極力行い、興味関心を持たせながら、理解を深めようと日々努力しています。ただ、やはり注文している感じです。CAの視点を取り入れること、ひらめいたり、論理的に思考する力を増やすことができれば、それは必ず生徒の力となると確信したからです。ジッケンキョクリョクオコナキョウミカンシンモリカイフカヒビドリョクチュウモンカンシテントイロンリテキシコウチカラフカナラセイトチカラカクシン

		4		普段の授業で行っていることが自然とCAに関連していたということが多々あります。もっと意図的に使えるようになれればと思います。フダンジュギョウオコナシゼンカンレンタタイトテキツカオモ

		4		子どもの学びの育ちにとって、有効であると思います。コマナソダユウコウオモ

		4		継続していくことで子どもたちが「考える」ことが楽しいと思ってくれそうな気がします。ケイゾクコカンガタノオモキ

		4		CAを行うことで、学習のみならず、生活まで向上すると考えるから。オコナガクシュウセイカツコウジョウカンガ

		4		思うが、まだまだ具体的場面でイメージできていない。オモグタイテキバメン

		4		興味深いので一度実践してみたい。キョウミフカイチドジッセン

		3		単元によっては試したい。しかし、時数や内容を考えると定期的には不可能。タンゲンタメジスウナイヨウカンガテイキテキフカノウ

		2		単元の内容の概念を教える事と、概念操作のための実力を身につけることは、同時に行うことは難しい気がする。高校レベルでは例外に触れずに内容を教えることは難しいと思う。タンゲンナイヨウガイネンオシコトガイネンソウサジツリョクミドウジオコナムズカキコウコウレイガイフナイヨウオシムズカオモ

		1		現状ではできませんが願望からいうと”５”ゲンジョウガンボウ





９

		今後、どんな研修が必要か？コンゴケンシュウヒツヨウ

		○		授業参観とその後の協議ジュギョウサンカンゴキョウギ

		○		参観、教員の指導レベルが高いと効果が高いが、生徒どうしの気づきを誘導することが必要である。時間内に終わらせるために。サンカンキョウインシドウタカコウカタカセイトキユウドウヒツヨウジカンナイオ

		○		振り返りをできる研修です。フカエケンシュウ

		○		自分だけやっていくと、かなり落とし穴に入っていくと思われる。継続な研修はおそらく必要。ジブンオアナハイオモケイゾクケンシュウヒツヨウ

		○		30回分の内容をよく知ること。実践と振り返りを定期的に研修の形で行うこと。カイブンナイヨウシジッセンフカエテイキテキケンシュウカタチオコナ

		○		たくさんの例やCAの視点を深く勉強できるよう。１つ１つの柱の意味などを理解していきたい。レイシテンフカベンキョウハシライミリカイ

		○		小学校教員を対象としたCAの視点を普及させるような研修が必要だと思います。法的研修の11年目には必ず研修のプログラムとし、取り入れたほうがよいと思います。ショウガッコウキョウインタイショウシテンフキュウケンシュウヒツヨウオモホウテキケンシュウネンメカナラケンシュウトイオモ

		○		実際に授業を見せていただけるのが1番だと思います。ジッサイジュギョウミバンオモ

		○		子どもの認識レベルを区別する技術（SRT）を身につける。多くの事例に触れる。CASEの授業の参観。コニンシキクベツギジュツミオオジレイフジュギョウサンカン

		○		授業を自分のクラスで行って、検討や助言をいただくこと。まず、ピアジェの理論について、基礎的なことから学びたい。ジュギョウジブンオコナケントウジョゲンリロンキソテキマナ

		○		まずピアジェの理論について基礎的なことから学びたい。リロンキソテキマナ

		○		認知についての知識、教科研究で授業技術ニンチチシキキョウカケンキュウジュギョウギジュツ

		○		CAを取り組んだ教科指導（教材化）の具体化トクキョウカシドウキョウザイカグタイカ

		○		認知的葛藤の部分を充実させる研修ニンチテキカットウブブンジュウジツケンシュウ

		○		CAの授業案についてジュギョウアン

		○		具体的に学び、実際に検証できる研修グタイテキマナジッサイケンショウケンシュウ

		○		いまやっている小学校の理科授業と絡めて考えていくことが大事だと思う。教材づくりの中にどこからでもいいので、わずかでもいいのでこの考え方を入れ検証してくこと。継続的に研修ができるよう、現任校に支援してもらえないか。ショウガッコウリカジュギョウカラカンガダイジオモキョウザイナカカンガカタイケンショウケイゾクテキケンシュウゲンニンコウシエン

		○		実践を聞くことでどこの部分がどのように取り入れられているかを照らし合わせて聞くほうが理解が早くてわかりやすい。ジッセンキブブントイテアキリカイハヤ

		○		認知促進のための発問方法を研修しないと、授業の別解や別の考え方を発見・説明させるだけの発問になります。授業としては活発に見えますが、CA的発問・議論にならない恐れがあります。ニンチソクシンハツモンホウホウケンシュウジュギョウベツカイベツカンガカタハッケンセツメイハツモンジュギョウカッパツミテキハツモンギロンオソ
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		印象に残ったことシルシゾウノコ

		○		平安女学院でやらせていただいた実践のためヘイアンジョガクインジッセン

		○		分かったつもりになっていることが間違っていたこと。それにより気づきが埋めれ改善につながった。自分自身が葛藤とメタ認知することができた。ワマチガキウカイゼンジブンジシンカットウニンチ

		○		出した指導案にアドバイスをいただいたこと。自分のものではまだまだ十分でないことに気付いたこと。ダシドウアンジブンジュウブンキツケ

		○		平安女学院中学で授業をやらせてもらったこと。たびたび前にだって、発表をさせてもらったこと。ヘイアンジョガクインチュウガクジュギョウマエハッピョウ

		○		やはり、平女まで出かけたことです。他の先生方の授業を聞かせていただいたことです。ヘイジョデタセンセイガタジュギョウキ

		○		平安女学院で授業させていただいたことは、大変貴重な経験となりました。また、先進の事例では学ぶこと、考えさせられることが多かったです。最終の[モデル」の取り組みですが、わかったようで分かっていないことが、他にももっとあるように思いました。ヘイアンジョガクインジュギョウタイヘンキチョウケイケンセンシンジレイマナカンガオオサイシュウトクワホカオモ

		○		特にというよりも研修会自体がとてもよい刺激となりました。閉じられた空間にいる印象なので交流できて、勉強になりました。トクケンシュウカイジタイシゲキトクウカンインショウコウリュウベンキョウ

		○		今回、始めての参加だったが、これまでの全ての資料をいただけた。ぜひ持ち帰って、しっかり読みたい。コンカイハジサンカスベシリョウモカエヨ

		○		学習内容、知識が学力だと考えていたが考える力について考えうとできたこと。ガクシュウナイヨウチシキガクリョクカンガカンガチカラカンガ

		○		各内容に多くを学ぶことができました。協議することで深まりがありました。カクナイヨウオオマナキョウギフカ

		○		6歳～１１歳、11歳～14歳と操作期の区別を知り、まさに小学校が考える力をつける基礎だとわかったこと。具体的準備の大切さ。友達と話し合うこと(メタ認知が大切であること）サイサイサイサイソウサキクベツシショウガッコウカンガチカラキソグタイテキジュンビタイセツトモダチハナアニンチタイセツ

		○		具体的な授業例グタイテキジュギョウレイ

		○		ピアジェ、ビゴツキーの考え方についてもう少し研修をしたい。カンガカタスコケンシュウ

		○		第5回の研修内容は何度も見直した。ダイカイケンシュウナイヨウナンドミナオ

		○		ブリッジングの在り方について参考になりました。通常の学校ではCA的授業をすることになります。アカタサンコウツウジョウガッコウテキジュギョウ
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		評価ヒョウカ		理　　由（来年度も参加したいか？）リヨシライネンドサンカ

		5		この結果がどう出てくるかを知りたい。ケッカデシ

		5		もう少し身につけたいスコミ

		5		1年間の研修では十分理解できなかったことがあるので、ぜひ来年もやってほしい。ネンカンケンシュウジュウブンリカイライネン

		5		自分の授業のバリエーション等を増やしていきたい。子どもにとって価値のある授業をできるようになりたい。ジブンジュギョウナドフコカチジュギョウ

		5		子どもたちの変容がみられるので、もっとその結果を高めたいと思うため。コヘンヨウケッカタカオモ

		5		ようやく考え方のヒントが見えてきました。私はもっともっと理科の教師として、幅を広げていきたいと思っています。よろしくお願いします。カンガカタミワタシリカキョウシハバヒロオモネガ

		5		まだスタートラインに立ったばかり（それ以前かもしれない）なので、もっと自分の力量を高めたい。答えに向かって一直線に進んできた従来のやり方を変えていくのはなかなか難しい。タイゼンジブンリキリョウタカコタムイッチョクセンススジュウライカタカムズカ

		5		中学校の理科教科指導の在り方に課題を感じています。チュウガッコウリカキョウカシドウアカタカダイカン

		5		授業例が今後さらに増え、そこから学ぶことが多いと思うから。ジュギョウレイコンゴフマナオオオモ

		5		まだまだ理解不能なところが多いから、実際の授業と頭の中で結び付いていない。でも、何か新しい考え方の領域にいけそうな気がする。リカイフノウオオジッサイジュギョウアタマナカムスツナニアタラカンガカタリョウイキキ

		4		教師として未熟な部分が多いので、特に土曜にして頂いているので参加しやすかったです。キョウシミジュクブブンオオトクドヨウイタダサンカ

		4		小学校は6～12歳という、認知レベルが大きく発達、変化する時期なのに、今の自分は子どもの認知力についての知識が非常に乏しいので、ぜひ学びたい。ショウガッコウサイニンチオオハッタツヘンカジキイマジブンコニンチチカラチシキヒジョウトボマナ

		4		もっと知りたい、学びたい、生かしたいと考えるから。シマナイカンガ

		4		数回の聴講では足りないので、繰り返し聞き、用語に触れておかないと、理論で終わっていまい、日常に活かせないと思ったので。スウカイチョウコウタクカエキヨウゴフリロンオニチジョウイオモ

		3		地域的に遠く通うのに無理が多い。時間や空間的な制約。チイキテキトオカヨムリオオジカンクウカンテキセイヤク

		3		やっとCASEの「ケ」を理解できたかと自分で感じています。さらに研修したら身につくことではないかもしれませんが「新しいことを知る」ということはやっぱり楽しいです。北部からの参加でしたので、大変苦しかったですが、楽しかったです。リカイジブンカンケンシュウミアタラシタノホクブサンカタイヘンクルタノ





12

		感想　・　要望　・　コメントカンソウヨウボウ

		○		研修の成果として（実践）案を例としてどこかに発表する場合、指導案の形式や使用している用語について共通認識、統一形式が必要と思います。ケンシュウセイカジッセンアンレイハッピョウバアイシドウアンケイシキシヨウヨウゴキョウツウニンシキトウイツケイシキヒツヨウオモ

		○		海外での成果としてどのように変化し、取り入れられているか知りたいと感じた。カイガイセイカヘンカトイシカン

		○		自分の授業をなんとかしなければ、とあせっていたとき偶然本研修会のチラシを見つけFAXしました。授業に活かせる内容だったので、参加できてよかったと思いました。ジブンジュギョウグウゼンホンケンシュウカイミジュギョウイナイヨウサンカオモ

		○		谷口先生のお話や論理にはいつも関心しています。みなさん大変お世話になりました。タニグチセンセイハナシロンリカンシンタイヘンセワ

		○		多くの実践を積み報告できるものは伝え、また多くの事例に学びたい。オオジッセンツホウコクツタオオジレイマナ

		○		平島先生や平岡先生に誘っていただいて参加できて本当に良かったです。これからもご助言、ご指導いただければ幸いです。ヒラシマセンセイヒラオカセンセイサソサンカホントウヨジョゲンシドウサイワ

		○		現場に新しい指導法を押しつけるのではなく一緒に研究をしようという進め方がありがたかったです。ゲンバアタラシドウホウオイッショケンキュウススカタ

		○		ありがとうございました。来年度もぜひ受講したいです。ライネンドジュコウ

		○		科学推論テストに興味を持ちました。我が校の子にしてみたいです。谷口先生に出会い本校まで来ていただき授業を観てもらえて大変ありがたかったです。ありがとうございました。来年度、理科教育本発表を迎える本校に新しい考え方を入れていただきました。カガクスイロンキョウミモワコウコタニグチセンセイデアホンコウキジュギョウミタイヘンライネンドリカキョウイクホンハッピョウムカホンコウアタラカンガカタイ

		○		個人的にも大変勉強させていただきました。今後多くの場で生かせたらと思います。ありがとうございました。コジンテキタイヘンベンキョウコンゴオオバイオモ

		○		ぜひ、また来年も予算を組んでいただき、本校の職員を研修に加えてほしい。北部の学校となると来させてもらうだけでかなりのエネルギーが必要なので支援を。ライネンヨサンクホンコウショクインケンシュウクワホクブガッコウコヒツヨウシエン

		○		CASEよりもCAMEが流行っている理由と経緯が知りたいです。ハヤリユウケイイシ

		○		途中参加で失礼しましたが楽しく勉強させていただきました。ありがとうございました。トチュウサンカシツレイタノベンキョウ






６ (2)

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子供の認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコドモニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





３

		評価ヒョウカ		理　　由　（難易度）リヨシナンイド

		3		授業案を書く段階で教科でのおさえたいことの流れと、CAの視点をどのように入れるかで、まだ迷う部分が多い。ジュギョウアンカダンカイキョウカナガシテンイマヨブブンオオ

		3		CASEの言葉の概念をしっかりわからずに参加したが、操作→抽象へ生徒自身がどう成長していくのかをおおまかにイメージできました。コトバガイネンサンカソウサチュウショウセイトジシンセイチョウ

		3		学生の頃ピアジェに興味を持ち、本も読んでいたし、たぶん（自分の子供に）実験のようなこともやってみたからガクセイコロキョウミモホンヨジッケン

		3		用語の理解を含め、話し合いに参加するための力量をつけておかねばならない。もう一度学び直さなければならないものが多かった。ヨウゴリカイフクハナアサンカリキリョウイチドマナナオオオ

		3		中高の理科的な内容で議論が起こった際、ついていけない。講師の方はわかりやすく話して下さいました。チュウコウリカテキナイヨウギロンオサイコウシカタハナクダ

		3		「認知促進プログラム」というものに興味があったが、その一端に触れることができた。ニンチソクシンキョウミイッタンフ

		2		CASEの概念の理解は十分でないように思うガイネンリカイジュウブンオモ

		2		CAの視点をよく理解できていなかったので、討論の内容や授業計画の糸がわかりづらかったからシテンリカイトウロンナイヨウジュギョウケイカクイト

		2		理論や言葉の理解なかなか大変でした。リロンコトバリカイタイヘン

		2		専門用語。理科内容でも中学校と小学校の差が。センモンヨウゴリカナイヨウチュウガッコウショウガッコウサ

		2		小学校ですので他校種レベルの話になるとそのこと自体を理解するのに時間がかかった。ショウガッコウタコウシュハナシジタイリカイジカン

		2		まだまだ理解できていないことが多い。話し合われている言葉でわからないことがある。リカイオオハナアコトバ

		1		生徒の実態として把握しにくい分野を高めようとしていること。また、プログラム30までやっていないのでイメージをもちにくい。やったところまでは取り入れられるが、それ以上は想像しがたい。また、授業の中でとりいれることが難しいと感じる。セイトジッタイハアクブンヤタカトイイジョウソウゾウジュギョウナカムズカカン

		1		認知促進を図ること。（理解させることを目的化しない）ニンチソクシンハカリカイモクテキカ

		1		CAを理解した上で進めていかなくてはいけないので、短時間ではCAを理解しきれないので。リカイウエススタンジカンリカイ

		1		CAの考え方をどう生かすか、どこでやるのかカンガカタイ

		1		理科の授業の中でCAを行うというのはとても難しい。例外や多様性について触れることができるか疑問。リカジュギョウナカオコナムズカレイガイタヨウセイフギモン









４

		評価ヒョウカ		理　　由　（満足度）リヨシマンゾクド

		5		「教科の授業にthinking scienceをどのようにとりいれることができるか」という課題が明確になったので、用語等はまだ十分使いこなせないが、今後何をすべきかが明確になった。キョウカジュギョウカダイメイカクヨウゴトウジュウブンツカコンゴナニメイカク

		5		「なんで？」という生徒自身の知的好奇心を高いところへ登らせていく方法だと感じました。セイトジシンチテキコウキシンタカノボホウホウカン

		5		数学の授業にCAの考え方wお取り入れることで、子どもの反応がよくなってきたと感じるから。スウガクジュギョウカンガカタトイコハンノウカン

		5		今まで自分自身が取り組んでいた科学的思考力の育成について裏付けとなる内容であったから。イマジブンジシントクカガクテキシコウチカライクセイウラヅナイヨウ

		5		考えることの楽しさと大切さを知ったように思う。授業の幅が広がり、新たな視点で教材をみることができる。カンガタノタイセツシオモジュギョウハバヒロアラシテンキョウザイ

		5		単元で設定されている「到達目標」だけでなく、「認知レベルを高める」という視点に立つと、授業の作り方が全く新鮮になるという印象をもった。タンゲンセッテイトウタツモクヒョウニンチタカシテンタジュギョウツクカタマッタシンセンインショウ

		5		教材開発において生徒の認知発達を理解する重要性を学ぶことができた。キョウザイカイハツセイトニンチハッタツリカイジュウヨウセイマナ

		5		CAの考え方を授業作りに生かすことができそうだから。カンガカタジュギョウヅクイ

		4		いろいろな先生と知り合えた。授業改善に役立つ。センセイシアジュギョウカイゼンヤクダ

		4		自分が上手く理解できていない点と工夫して授業を考えていこうという材料や方向性が得られた。ジブンウマリカイテンクフウジュギョウカンガザイリョウホウコウセイエ

		4		平安女学院で授業をさせてもらったり、他の先生方との交流ができた。ヘイアンジョガクインジュギョウタセンセイガタコウリュウ

		4		授業をしたい！という意欲がわいてきました。特に今は冬休みなので。ジュギョウイヨクトクイマフユヤス

		4		手法や考え方が学べたためシュホウカンガカタマナ

		4		CASEがやっと分かりかけ、全ての授業に授業パターンは使えるから。ワスベジュギョウジュギョウツカ

		4		今の自分にない、考え方だろうということがなんとなくわかっておもしろいイマジブンカンガカタ

		4		授業改善における新しい視点を得ることができた。実践し続けてきたことで、子供の内容があったことに対してなぜそれがプラスの変容を促すことになったのか分析できた。ジュギョウカイゼンアタラシテンエジッセンツヅコドモナイヨウタイヘンヨウウナガブンセキ

		3		消化しきれないところがある。上述した部分が。しかし今から考えて作り上げるには面白いと思う。形式的操作はやはり難しく感じる。（実践することが）ショウカジョウジュツブブンイマカンガツクアオモシロオモケイシキテキソウサムズカカンジッセン

		3		CAの必要性を感じ取り入れていきたい。ヒツヨウセイカントイ





５

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡの概念の理解度）リヨシガイネンリカイド

		4		何を目指しているかは理解できたと思っている。ナニメザリカイオモ

		4		自分の授業にどう応用すればよいかについて、まだ不十分。30分回分のすべての内容についての理解も不十分。以上のような点で十分理解したと言えない。ジブンジュギョウオウヨウフジュウブンフンカイブンナイヨウリカイフジュウブンイジョウテンジュウブンリカイイ

		4		共感や賛成はできるので、自分でより理解して実践に活かしていきたいから。キョウカンサンセイジブンリカイジッセンイ

		4		発達段階を知る必要性。CAの視点。ハッタツダンカイシヒツヨウセイシテン

		4		認知促進とは何か、どうすれば促進できるのか、促進したらどんなよい事と結び付くのかについて一定理解できたと思う。ニンチソクシンナニソクシンソクシンコトムスツイッテイリカイオモ

		4		子供たちの認知レベルに合わせて授業をする必要性を感じました。コドモニンチアジュギョウヒツヨウセイカン

		4		「変数」「分類」「比例」「モデル化」について具体的な実践で理解することができた。ヘンスウブンルイヒレイカグタイテキジッセンリカイ

		4		教え込みで知識を獲得させるのではなく、受け手側の力をたがやすことの大切さが感じられた。具体的準備についての考え方やディベート、グループ学習の有効性など、日々の授業に取り入れることができると判断した。オシコチシキカクトクウテガワチカラタイセツカングタイテキジュンビカンガカタガクシュウユウコウセイヒビジュギョウトイハンダン

		4		科学的概念をスキーマとして捉える事と葛藤させることによる促進カガクテキガイネントラコトカットウソクシン

		4		すべてではないと思いますが、全体的な考え方についてはおおよそ理解できたと思います。（学校で授業ができるかどうかは別ですが）オモゼンタイテキカンガカタリカイオモガッコウジュギョウベツ

		3.5		とてもおもしろい考え方だと思った。続けることで子供たちの変化がきっと見られる考え方だと思う。カンガカタオモツヅコドモヘンカミカンガカタオモ

		3		実際の授業展開に十分おとせる段階に到っていないので、「理解」という点ではまだ不十分かと思う。（実践に移す対象がいないのでこの予想が難しい）ジッサイジュギョウテンカイジュウブンダンカイイタリカイテンフジュウブンオモジッセンウツタイショウヨソウムズカ

		3		正直なところ、ピアジェの考え方についての知識もほとんど持たずに参加しており、１つ１つ基礎的な内容から十分な理解をすることが、まだまだできていないという自覚があります。ショウジキカンガカタチシキモサンカキソテキナイヨウジュウブンリカイジカク

		3		日々の授業でCAの視点を取り入れる観点が十分に身についていない。ヒビジュギョウシテントイカンテンジュウブンミ

		3		認知的葛藤が生徒の成長につながる。ニンチテキカットウセイトセイチョウ

		3		方向性としてはわかるが、クリアできていないところがありむずかしい。ホウコウセイ

		3		子ども相互の交流（討論）が学習活動において不可欠であるということは様々な研修や授業研究を通して、理解し、取り入れ絵tきましたが、ただ単に学習の流れに取り入れるのではなく、教師がもっと意識的にCAの考え方を明確にして、設定すると効果的だと思った。コウリュウトウロンガクシュウカツドウフカケツサマザマケンシュウジュギョウケンキュウトオリカイトイエタンガクシュウナガトイキョウシイシキテキカンガカタメイカクセッテイコウカテキオモ

		2		大まかにしか理解できていないと感じています。流れなどはわかってきましたが、内容をいかに授業に取り入れていくのかまでできていない。オオリカイカンナガナイヨウジュギョウトイ

		1		社会的構造とメタ認知の関連が腑に落ちないし、またZPDが社会的構造によて行われるというNewmanの主張がよくわからない。ZPDは別のアプローチでも可能ではないだろうか。シャカイテキコウゾウニンチカンレンフオシャカイテキコウゾウオコナシュチョウベツカノウ







６

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子どもの認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





７

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業の普及の可能性）リヨシジュギョウフキュウカノウセイ

		5		生徒が学習を進める素地を作るんじゃないかと思っています。セイトガクシュウススソチツクオモ

		5		わからないけど、普及させていくべきだと思う。フキュウオモ

		5		手法なので指導者の工夫で十分可能である。またそうしていきたい。日本ならではのものができるのではないだろうか。シュホウシドウシャクフウジュウブンカノウニホン

		5		具体的が現場でできることがわかった。グタイテキゲンバ

		4		認知レベルを意図的に促進することで授業の理解度、意欲が変わると思うから。ニンチイトテキソクシンジュギョウリカイドイヨクカオモ

		4		教師の指導観を考えるものであり、その効果が子どもの育ちとして見えるものとなり得るキョウシシドウカンカンガコウカコソダミエ

		4		学習していく上で必要な視点が全て含まれているから。具体的準備、メタ認知、ブリッジングはまさに大切なことだと思う。ガクシュウウエヒツヨウシテンスベフクグタイテキジュンビニンチタイセツオモ

		4		子どもの頭の中を描き出し、「わかった」といわせることはとても大切な教育のテーマだが、深く考える子どもにしたいからそのための考えが進む要因を探りだしたいから。コアタマナカエガダタイセツキョウイクフカカンガコカンガススヨウインサグ

		3		「普及」という観点でいうと専門用語と特徴ある展開を理解する段階がもっと広まる必要がある。フキュウカンテンセンモンヨウゴトクチョウテンカイリカイダンカイヒロヒツヨウ

		3		もっと広めようとしなければ普及しない。このような研修があることを多くの人は知らないし、知っても忙しすぎて参加できない。ヒロフキュウケンシュウオオヒトシシイソガサンカ

		3		理系の教員は必要性は十分わかり、普及させたいと思うが、小学校教員の多くは文系の教師で、その必要性を感じないので、これを何とかしなければならないと思う。これは本校で今年取り組んでみて実感しました。リケイキョウインヒツヨウセイジュウブンフキュウオモショウガッコウキョウインオオブンケイキョウシヒツヨウセイカンナンオモホンコウコトシトクジッカン

		3		授業時数と教えなければならない内容、量をはかりにかけると余裕はない。ただ、授業の中に取り組むことは工夫次第で可能ではと思ったので。ジュギョウジスウオシナイヨウリョウヨユウジュギョウナカトククフウシダイカノウオモ

		3		子ども自身の討論に委ねると時数がかかる。必ずしも単元の目標に到達しなくてもいいという点が、限られた時数で単元を進める日本のカリキュラムにあうか。コジシントウロンユダジスウカナラタンゲンモクヒョウトウタツテンカギジスウタンゲンススニホン

		3		時間や内容を学校や教師がもっと自由に組み替えられる。チャンスがあればいい。自分の考えを出すことについて恥ずかしさや恐れを持つ日本の文化風習を考える。ジカンナイヨウガッコウキョウシジユウクカジブンカンガダハオソモニホンブンカフウシュウカンガ

		3		必要性はあるが、活用がむずかしい。ヒツヨウセイカツヨウ

		3		子どもの学力向上には有効的だと思うが、物理環境（状況）が整えられない。コガクリョクコウジョウユウコウテキオモブツリカンキョウジョウキョウトトノ

		2		日本で普及するためには教員がCAに対して根本的レベルを理解するには時間がかかること。型だけで終わってしまう可能性がある。ニホンフキュウキョウインタイコンポンテキリカイジカンカタオカノウセイ

		1		どこにCAを入れるかはいろいろあるので指導要領として入れるのは難しい気がする。イシドウヨウリョウイムズカキ

		？		大切であるという共通認識まではOKだと思うが日々の授業で構築し続けていくのはきわめて困難。特に生徒指導を多く抱える学校では。
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		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業を行いたいか？）リヨシジュギョウオコナ

		5		せっかくここに通ったのだから自分なりにでも進化させたい。続けることでいろいろなこと（学習のみならず生徒の変容）を見ることができると思う。カヨジブンシンカツヅガクシュウセイトヘンヨウミオモ

		5		認知の発達は中学生にとって、ぜひ必要だから。小さい子どものころから、ピアジェの発達理論を意識して、子育てすると数や量の認知の発達が進むことを、自分の子育ての中で実感できたから。（子育ては実験でもありました）ニンチハッタツチュウガクセイヒツヨウチイコハッタツリロンイシキコソダカズリョウニンチハッタツススジブンコソダナカジッカンコソダジッケン

		5		CAのプログラムは今まで知らなかったが、自分自身がCAのような考え方や視点のようなものは必要性であると依然から思うところがあったので。イマシジブンジシンカンガカタシテンヒツヨウセイイゼンオモ

		5		子どもの変容がよく表れているから（今年の実践より）コヘンヨウアラワコトシジッセン

		5		自分も楽しめる。子どもの変容が実感できる。何よりも、認知促進に値打ちがある。子どもの力が伸び、教師としての自分の力量も高まる。ジブンタノコヘンヨウジッカンナニニンチソクシンネウコチカラノキョウシジブンリキリョウタカ

		5		子どもの内面で物事をどのように認知しているのか、それを教師が把握できるようになりたい。コナイメンモノゴトニンチキョウシハアク

		5		児童が学び手として、認知的にレベルアップすることが予想される。ジドウマナテニンチテキヨソウ

		4		科学面白さは、①知的好奇心を高めること②考えることであると思う。そのため、②を考えるためには必要である。カガクオモシロチテキコウキシンタカカンガオモカンガヒツヨウ

		4		生徒の学ぶ姿勢が変わっていく気がします。セイトマナシセイカキ

		4		実験などでは極力行い、興味関心を持たせながら、理解を深めようと日々努力しています。ただ、やはり注文している感じです。CAの視点を取り入れること、ひらめいたり、論理的に思考する力を増やすことができれば、それは必ず生徒の力となると確信したからです。ジッケンキョクリョクオコナキョウミカンシンモリカイフカヒビドリョクチュウモンカンシテントイロンリテキシコウチカラフカナラセイトチカラカクシン

		4		普段の授業で行っていることが自然とCAに関連していたということが多々あります。もっと意図的に使えるようになれればと思います。フダンジュギョウオコナシゼンカンレンタタイトテキツカオモ

		4		子どもの学びの育ちにとって、有効であると思います。コマナソダユウコウオモ

		4		継続していくことで子どもたちが「考える」ことが楽しいと思ってくれそうな気がします。ケイゾクコカンガタノオモキ

		4		CAを行うことで、学習のみならず、生活まで向上すると考えるから。オコナガクシュウセイカツコウジョウカンガ

		4		思うが、まだまだ具体的場面でイメージできていない。オモグタイテキバメン

		4		興味深いので一度実践してみたい。キョウミフカイチドジッセン

		3		単元によっては試したい。しかし、時数や内容を考えると定期的には不可能。タンゲンタメジスウナイヨウカンガテイキテキフカノウ

		2		単元の内容の概念を教える事と、概念操作のための実力を身につけることは、同時に行うことは難しい気がする。高校レベルでは例外に触れずに内容を教えることは難しいと思う。タンゲンナイヨウガイネンオシコトガイネンソウサジツリョクミドウジオコナムズカキコウコウレイガイフナイヨウオシムズカオモ

		1		現状ではできませんが願望からいうと”５”ゲンジョウガンボウ





９

		今後、どんな研修が必要か？コンゴケンシュウヒツヨウ

		○		授業参観とその後の協議ジュギョウサンカンゴキョウギ

		○		参観、教員の指導レベルが高いと効果が高いが、生徒どうしの気づきを誘導することが必要である。時間内に終わらせるために。サンカンキョウインシドウタカコウカタカセイトキユウドウヒツヨウジカンナイオ

		○		振り返りをできる研修です。フカエケンシュウ

		○		自分だけやっていくと、かなり落とし穴に入っていくと思われる。継続な研修はおそらく必要。ジブンオアナハイオモケイゾクケンシュウヒツヨウ

		○		30回分の内容をよく知ること。実践と振り返りを定期的に研修の形で行うこと。カイブンナイヨウシジッセンフカエテイキテキケンシュウカタチオコナ

		○		たくさんの例やCAの視点を深く勉強できるよう。１つ１つの柱の意味などを理解していきたい。レイシテンフカベンキョウハシライミリカイ

		○		小学校教員を対象としたCAの視点を普及させるような研修が必要だと思います。法的研修の11年目には必ず研修のプログラムとし、取り入れたほうがよいと思います。ショウガッコウキョウインタイショウシテンフキュウケンシュウヒツヨウオモホウテキケンシュウネンメカナラケンシュウトイオモ

		○		実際に授業を見せていただけるのが1番だと思います。ジッサイジュギョウミバンオモ

		○		子どもの認識レベルを区別する技術（SRT）を身につける。多くの事例に触れる。CASEの授業の参観。コニンシキクベツギジュツミオオジレイフジュギョウサンカン

		○		授業を自分のクラスで行って、検討や助言をいただくこと。まず、ピアジェの理論について、基礎的なことから学びたい。ジュギョウジブンオコナケントウジョゲンリロンキソテキマナ

		○		まずピアジェの理論について基礎的なことから学びたい。リロンキソテキマナ

		○		認知についての知識、教科研究で授業技術ニンチチシキキョウカケンキュウジュギョウギジュツ

		○		CAを取り組んだ教科指導（教材化）の具体化トクキョウカシドウキョウザイカグタイカ

		○		認知的葛藤の部分を充実させる研修ニンチテキカットウブブンジュウジツケンシュウ

		○		CAの授業案についてジュギョウアン

		○		具体的に学び、実際に検証できる研修グタイテキマナジッサイケンショウケンシュウ

		○		いまやっている小学校の理科授業と絡めて考えていくことが大事だと思う。教材づくりの中にどこからでもいいので、わずかでもいいのでこの考え方を入れ検証してくこと。継続的に研修ができるよう、現任校に支援してもらえないか。ショウガッコウリカジュギョウカラカンガダイジオモキョウザイナカカンガカタイケンショウケイゾクテキケンシュウゲンニンコウシエン

		○		実践を聞くことでどこの部分がどのように取り入れられているかを照らし合わせて聞くほうが理解が早くてわかりやすい。ジッセンキブブントイテアキリカイハヤ

		○		認知促進のための発問方法を研修しないと、授業の別解や別の考え方を発見・説明させるだけの発問になります。授業としては活発に見えますが、CA的発問・議論にならない恐れがあります。ニンチソクシンハツモンホウホウケンシュウジュギョウベツカイベツカンガカタハッケンセツメイハツモンジュギョウカッパツミテキハツモンギロンオソ
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		印象に残ったことシルシゾウノコ

		○		平安女学院でやらせていただいた実践のためヘイアンジョガクインジッセン

		○		分かったつもりになっていることが間違っていたこと。それにより気づきが埋めれ改善につながった。自分自身が葛藤とメタ認知することができた。ワマチガキウカイゼンジブンジシンカットウニンチ

		○		出した指導案にアドバイスをいただいたこと。自分のものではまだまだ十分でないことに気付いたこと。ダシドウアンジブンジュウブンキツケ

		○		平安女学院中学で授業をやらせてもらったこと。たびたび前にだって、発表をさせてもらったこと。ヘイアンジョガクインチュウガクジュギョウマエハッピョウ

		○		やはり、平女まで出かけたことです。他の先生方の授業を聞かせていただいたことです。ヘイジョデタセンセイガタジュギョウキ

		○		平安女学院で授業させていただいたことは、大変貴重な経験となりました。また、先進の事例では学ぶこと、考えさせられることが多かったです。最終の[モデル」の取り組みですが、わかったようで分かっていないことが、他にももっとあるように思いました。ヘイアンジョガクインジュギョウタイヘンキチョウケイケンセンシンジレイマナカンガオオサイシュウトクワホカオモ

		○		特にというよりも研修会自体がとてもよい刺激となりました。閉じられた空間にいる印象なので交流できて、勉強になりました。トクケンシュウカイジタイシゲキトクウカンインショウコウリュウベンキョウ

		○		今回、始めての参加だったが、これまでの全ての資料をいただけた。ぜひ持ち帰って、しっかり読みたい。コンカイハジサンカスベシリョウモカエヨ

		○		学習内容、知識が学力だと考えていたが考える力について考えうとできたこと。ガクシュウナイヨウチシキガクリョクカンガカンガチカラカンガ

		○		各内容に多くを学ぶことができました。協議することで深まりがありました。カクナイヨウオオマナキョウギフカ

		○		6歳～１１歳、11歳～14歳と操作期の区別を知り、まさに小学校が考える力をつける基礎だとわかったこと。具体的準備の大切さ。友達と話し合うこと(メタ認知が大切であること）サイサイサイサイソウサキクベツシショウガッコウカンガチカラキソグタイテキジュンビタイセツトモダチハナアニンチタイセツ

		○		具体的な授業例グタイテキジュギョウレイ

		○		ピアジェ、ビゴツキーの考え方についてもう少し研修をしたい。カンガカタスコケンシュウ

		○		第5回の研修内容は何度も見直した。ダイカイケンシュウナイヨウナンドミナオ

		○		ブリッジングの在り方について参考になりました。通常の学校ではCA的授業をすることになります。アカタサンコウツウジョウガッコウテキジュギョウ
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		評価ヒョウカ		理　　由（来年度も参加したいか？）リヨシライネンドサンカ

		5		この結果がどう出てくるかを知りたい。ケッカデシ

		5		もう少し身につけたいスコミ

		5		1年間の研修では十分理解できなかったことがあるので、ぜひ来年もやってほしい。ネンカンケンシュウジュウブンリカイライネン

		5		自分の授業のバリエーション等を増やしていきたい。子どもにとって価値のある授業をできるようになりたい。ジブンジュギョウナドフコカチジュギョウ

		5		子どもたちの変容がみられるので、もっとその結果を高めたいと思うため。コヘンヨウケッカタカオモ

		5		ようやく考え方のヒントが見えてきました。私はもっともっと理科の教師として、幅を広げていきたいと思っています。よろしくお願いします。カンガカタミワタシリカキョウシハバヒロオモネガ

		5		まだスタートラインに立ったばかり（それ以前かもしれない）なので、もっと自分の力量を高めたい。答えに向かって一直線に進んできた従来のやり方を変えていくのはなかなか難しい。タイゼンジブンリキリョウタカコタムイッチョクセンススジュウライカタカムズカ

		5		中学校の理科教科指導の在り方に課題を感じています。チュウガッコウリカキョウカシドウアカタカダイカン

		5		授業例が今後さらに増え、そこから学ぶことが多いと思うから。ジュギョウレイコンゴフマナオオオモ

		5		まだまだ理解不能なところが多いから、実際の授業と頭の中で結び付いていない。でも、何か新しい考え方の領域にいけそうな気がする。リカイフノウオオジッサイジュギョウアタマナカムスツナニアタラカンガカタリョウイキキ

		4		教師として未熟な部分が多いので、特に土曜にして頂いているので参加しやすかったです。キョウシミジュクブブンオオトクドヨウイタダサンカ

		4		小学校は6～12歳という、認知レベルが大きく発達、変化する時期なのに、今の自分は子どもの認知力についての知識が非常に乏しいので、ぜひ学びたい。ショウガッコウサイニンチオオハッタツヘンカジキイマジブンコニンチチカラチシキヒジョウトボマナ

		4		もっと知りたい、学びたい、生かしたいと考えるから。シマナイカンガ

		4		数回の聴講では足りないので、繰り返し聞き、用語に触れておかないと、理論で終わっていまい、日常に活かせないと思ったので。スウカイチョウコウタクカエキヨウゴフリロンオニチジョウイオモ

		3		地域的に遠く通うのに無理が多い。時間や空間的な制約。チイキテキトオカヨムリオオジカンクウカンテキセイヤク

		3		やっとCASEの「ケ」を理解できたかと自分で感じています。さらに研修したら身につくことではないかもしれませんが「新しいことを知る」ということはやっぱり楽しいです。北部からの参加でしたので、大変苦しかったですが、楽しかったです。リカイジブンカンケンシュウミアタラシタノホクブサンカタイヘンクルタノ





12

		感想　・　要望　・　コメントカンソウヨウボウ

		○		研修の成果として（実践）案を例としてどこかに発表する場合、指導案の形式や使用している用語について共通認識、統一形式が必要と思います。ケンシュウセイカジッセンアンレイハッピョウバアイシドウアンケイシキシヨウヨウゴキョウツウニンシキトウイツケイシキヒツヨウオモ

		○		海外での成果としてどのように変化し、取り入れられているか知りたいと感じた。カイガイセイカヘンカトイシカン

		○		自分の授業をなんとかしなければ、とあせっていたとき偶然本研修会のチラシを見つけFAXしました。授業に活かせる内容だったので、参加できてよかったと思いました。ジブンジュギョウグウゼンホンケンシュウカイミジュギョウイナイヨウサンカオモ

		○		谷口先生のお話や論理にはいつも関心しています。みなさん大変お世話になりました。タニグチセンセイハナシロンリカンシンタイヘンセワ

		○		多くの実践を積み報告できるものは伝え、また多くの事例に学びたい。オオジッセンツホウコクツタオオジレイマナ

		○		誘っていただいて参加できて本当に良かったです。これからもご助言、ご指導いただければ幸いです。サソサンカホントウヨジョゲンシドウサイワ

		○		現場に新しい指導法を押しつけるのではなく一緒に研究をしようという進め方がありがたかったです。ゲンバアタラシドウホウオイッショケンキュウススカタ

		○		ありがとうございました。来年度もぜひ受講したいです。ライネンドジュコウ

		○		科学推論テストに興味を持ちました。我が校の子にしてみたいです。谷口先生に出会い本校まで来ていただき授業を観てもらえて大変ありがたかったです。ありがとうございました。来年度、理科教育本発表を迎える本校に新しい考え方を入れていただきました。カガクスイロンキョウミモワコウコタニグチセンセイデアホンコウキジュギョウミタイヘンライネンドリカキョウイクホンハッピョウムカホンコウアタラカンガカタイ

		○		個人的にも大変勉強させていただきました。今後多くの場で生かせたらと思います。ありがとうございました。コジンテキタイヘンベンキョウコンゴオオバイオモ

		○		ぜひ、また来年も予算を組んでいただき、本校の職員を研修に加えてほしい。北部の学校となると来させてもらうだけでかなりのエネルギーが必要なので支援を。ライネンヨサンクホンコウショクインケンシュウクワホクブガッコウコヒツヨウシエン

		○		CASEよりもCAMEが流行っている理由と経緯が知りたいです。ハヤリユウケイイシ

		○		途中参加で失礼しましたが楽しく勉強させていただきました。ありがとうございました。トチュウサンカシツレイタノベンキョウ






６ (2)

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子供の認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコドモニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





３

		評価ヒョウカ		理　　由　（難易度）リヨシナンイド

		3		授業案を書く段階で教科でのおさえたいことの流れと、CAの視点をどのように入れるかで、まだ迷う部分が多い。ジュギョウアンカダンカイキョウカナガシテンイマヨブブンオオ

		3		CASEの言葉の概念をしっかりわからずに参加したが、操作→抽象へ生徒自身がどう成長していくのかをおおまかにイメージできました。コトバガイネンサンカソウサチュウショウセイトジシンセイチョウ

		3		学生の頃ピアジェに興味を持ち、本も読んでいたし、たぶん（自分の子供に）実験のようなこともやってみたからガクセイコロキョウミモホンヨジッケン

		3		用語の理解を含め、話し合いに参加するための力量をつけておかねばならない。もう一度学び直さなければならないものが多かった。ヨウゴリカイフクハナアサンカリキリョウイチドマナナオオオ

		3		中高の理科的な内容で議論が起こった際、ついていけない。講師の方はわかりやすく話して下さいました。チュウコウリカテキナイヨウギロンオサイコウシカタハナクダ

		3		「認知促進プログラム」というものに興味があったが、その一端に触れることができた。ニンチソクシンキョウミイッタンフ

		2		CASEの概念の理解は十分でないように思うガイネンリカイジュウブンオモ

		2		CAの視点をよく理解できていなかったので、討論の内容や授業計画の糸がわかりづらかったからシテンリカイトウロンナイヨウジュギョウケイカクイト

		2		理論や言葉の理解なかなか大変でした。リロンコトバリカイタイヘン

		2		専門用語。理科内容でも中学校と小学校の差が。センモンヨウゴリカナイヨウチュウガッコウショウガッコウサ

		2		小学校ですので他校種レベルの話になるとそのこと自体を理解するのに時間がかかった。ショウガッコウタコウシュハナシジタイリカイジカン

		2		まだまだ理解できていないことが多い。話し合われている言葉でわからないことがある。リカイオオハナアコトバ

		1		生徒の実態として把握しにくい分野を高めようとしていること。また、プログラム30までやっていないのでイメージをもちにくい。やったところまでは取り入れられるが、それ以上は想像しがたい。また、授業の中でとりいれることが難しいと感じる。セイトジッタイハアクブンヤタカトイイジョウソウゾウジュギョウナカムズカカン

		1		認知促進を図ること。（理解させることを目的化しない）ニンチソクシンハカリカイモクテキカ

		1		CAを理解した上で進めていかなくてはいけないので、短時間ではCAを理解しきれないので。リカイウエススタンジカンリカイ

		1		CAの考え方をどう生かすか、どこでやるのかカンガカタイ

		1		理科の授業の中でCAを行うというのはとても難しい。例外や多様性について触れることができるか疑問。リカジュギョウナカオコナムズカレイガイタヨウセイフギモン









４

		評価ヒョウカ		理　　由　（満足度）リヨシマンゾクド

		5		「教科の授業にthinking scienceをどのようにとりいれることができるか」という課題が明確になったので、用語等はまだ十分使いこなせないが、今後何をすべきかが明確になった。キョウカジュギョウカダイメイカクヨウゴトウジュウブンツカコンゴナニメイカク

		5		「なんで？」という生徒自身の知的好奇心を高いところへ登らせていく方法だと感じました。セイトジシンチテキコウキシンタカノボホウホウカン

		5		数学の授業にCAの考え方wお取り入れることで、子どもの反応がよくなってきたと感じるから。スウガクジュギョウカンガカタトイコハンノウカン

		5		今まで自分自身が取り組んでいた科学的思考力の育成について裏付けとなる内容であったから。イマジブンジシントクカガクテキシコウチカライクセイウラヅナイヨウ

		5		考えることの楽しさと大切さを知ったように思う。授業の幅が広がり、新たな視点で教材をみることができる。カンガタノタイセツシオモジュギョウハバヒロアラシテンキョウザイ

		5		単元で設定されている「到達目標」だけでなく、「認知レベルを高める」という視点に立つと、授業の作り方が全く新鮮になるという印象をもった。タンゲンセッテイトウタツモクヒョウニンチタカシテンタジュギョウツクカタマッタシンセンインショウ

		5		教材開発において生徒の認知発達を理解する重要性を学ぶことができた。キョウザイカイハツセイトニンチハッタツリカイジュウヨウセイマナ

		5		CAの考え方を授業作りに生かすことができそうだから。カンガカタジュギョウヅクイ

		4		いろいろな先生と知り合えた。授業改善に役立つ。センセイシアジュギョウカイゼンヤクダ

		4		自分が上手く理解できていない点と工夫して授業を考えていこうという材料や方向性が得られた。ジブンウマリカイテンクフウジュギョウカンガザイリョウホウコウセイエ

		4		平安女学院で授業をさせてもらったり、他の先生方との交流ができた。ヘイアンジョガクインジュギョウタセンセイガタコウリュウ

		4		授業をしたい！という意欲がわいてきました。特に今は冬休みなので。ジュギョウイヨクトクイマフユヤス

		4		手法や考え方が学べたためシュホウカンガカタマナ

		4		CASEがやっと分かりかけ、全ての授業に授業パターンは使えるから。ワスベジュギョウジュギョウツカ

		4		今の自分にない、考え方だろうということがなんとなくわかっておもしろいイマジブンカンガカタ

		4		授業改善における新しい視点を得ることができた。実践し続けてきたことで、子供の内容があったことに対してなぜそれがプラスの変容を促すことになったのか分析できた。ジュギョウカイゼンアタラシテンエジッセンツヅコドモナイヨウタイヘンヨウウナガブンセキ

		3		消化しきれないところがある。上述した部分が。しかし今から考えて作り上げるには面白いと思う。形式的操作はやはり難しく感じる。（実践することが）ショウカジョウジュツブブンイマカンガツクアオモシロオモケイシキテキソウサムズカカンジッセン

		3		CAの必要性を感じ取り入れていきたい。ヒツヨウセイカントイ





５

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡの概念の理解度）リヨシガイネンリカイド

		4		何を目指しているかは理解できたと思っている。ナニメザリカイオモ

		4		自分の授業にどう応用すればよいかについて、まだ不十分。30分回分のすべての内容についての理解も不十分。以上のような点で十分理解したと言えない。ジブンジュギョウオウヨウフジュウブンフンカイブンナイヨウリカイフジュウブンイジョウテンジュウブンリカイイ

		4		共感や賛成はできるので、自分でより理解して実践に活かしていきたいから。キョウカンサンセイジブンリカイジッセンイ

		4		発達段階を知る必要性。CAの視点。ハッタツダンカイシヒツヨウセイシテン

		4		認知促進とは何か、どうすれば促進できるのか、促進したらどんなよい事と結び付くのかについて一定理解できたと思う。ニンチソクシンナニソクシンソクシンコトムスツイッテイリカイオモ

		4		子供たちの認知レベルに合わせて授業をする必要性を感じました。コドモニンチアジュギョウヒツヨウセイカン

		4		「変数」「分類」「比例」「モデル化」について具体的な実践で理解することができた。ヘンスウブンルイヒレイカグタイテキジッセンリカイ

		4		教え込みで知識を獲得させるのではなく、受け手側の力をたがやすことの大切さが感じられた。具体的準備についての考え方やディベート、グループ学習の有効性など、日々の授業に取り入れることができると判断した。オシコチシキカクトクウテガワチカラタイセツカングタイテキジュンビカンガカタガクシュウユウコウセイヒビジュギョウトイハンダン

		4		科学的概念をスキーマとして捉える事と葛藤させることによる促進カガクテキガイネントラコトカットウソクシン

		4		すべてではないと思いますが、全体的な考え方についてはおおよそ理解できたと思います。（学校で授業ができるかどうかは別ですが）オモゼンタイテキカンガカタリカイオモガッコウジュギョウベツ

		3.5		とてもおもしろい考え方だと思った。続けることで子供たちの変化がきっと見られる考え方だと思う。カンガカタオモツヅコドモヘンカミカンガカタオモ

		3		実際の授業展開に十分おとせる段階に到っていないので、「理解」という点ではまだ不十分かと思う。（実践に移す対象がいないのでこの予想が難しい）ジッサイジュギョウテンカイジュウブンダンカイイタリカイテンフジュウブンオモジッセンウツタイショウヨソウムズカ

		3		正直なところ、ピアジェの考え方についての知識もほとんど持たずに参加しており、１つ１つ基礎的な内容から十分な理解をすることが、まだまだできていないという自覚があります。ショウジキカンガカタチシキモサンカキソテキナイヨウジュウブンリカイジカク

		3		日々の授業でCAの視点を取り入れる観点が十分に身についていない。ヒビジュギョウシテントイカンテンジュウブンミ

		3		認知的葛藤が生徒の成長につながる。ニンチテキカットウセイトセイチョウ

		3		方向性としてはわかるが、クリアできていないところがありむずかしい。ホウコウセイ

		3		子ども相互の交流（討論）が学習活動において不可欠であるということは様々な研修や授業研究を通して、理解し、取り入れ絵tきましたが、ただ単に学習の流れに取り入れるのではなく、教師がもっと意識的にCAの考え方を明確にして、設定すると効果的だと思った。コウリュウトウロンガクシュウカツドウフカケツサマザマケンシュウジュギョウケンキュウトオリカイトイエタンガクシュウナガトイキョウシイシキテキカンガカタメイカクセッテイコウカテキオモ

		2		大まかにしか理解できていないと感じています。流れなどはわかってきましたが、内容をいかに授業に取り入れていくのかまでできていない。オオリカイカンナガナイヨウジュギョウトイ

		1		社会的構造とメタ認知の関連が腑に落ちないし、またZPDが社会的構造によて行われるというNewmanの主張がよくわからない。ZPDは別のアプローチでも可能ではないだろうか。シャカイテキコウゾウニンチカンレンフオシャカイテキコウゾウオコナシュチョウベツカノウ







６

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子どもの認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





７

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業の普及の可能性）リヨシジュギョウフキュウカノウセイ

		5		生徒が学習を進める素地を作るんじゃないかと思っています。セイトガクシュウススソチツクオモ

		5		わからないけど、普及させていくべきだと思う。フキュウオモ

		5		手法なので指導者の工夫で十分可能である。またそうしていきたい。日本ならではのものができるのではないだろうか。シュホウシドウシャクフウジュウブンカノウニホン

		5		具体的が現場でできることがわかった。グタイテキゲンバ

		4		認知レベルを意図的に促進することで授業の理解度、意欲が変わると思うから。ニンチイトテキソクシンジュギョウリカイドイヨクカオモ

		4		教師の指導観を考えるものであり、その効果が子どもの育ちとして見えるものとなり得るキョウシシドウカンカンガコウカコソダミエ

		4		学習していく上で必要な視点が全て含まれているから。具体的準備、メタ認知、ブリッジングはまさに大切なことだと思う。ガクシュウウエヒツヨウシテンスベフクグタイテキジュンビニンチタイセツオモ

		4		子どもの頭の中を描き出し、「わかった」といわせることはとても大切な教育のテーマだが、深く考える子どもにしたいからそのための考えが進む要因を探りだしたいから。コアタマナカエガダタイセツキョウイクフカカンガコカンガススヨウインサグ

		3		「普及」という観点でいうと専門用語と特徴ある展開を理解する段階がもっと広まる必要がある。フキュウカンテンセンモンヨウゴトクチョウテンカイリカイダンカイヒロヒツヨウ

		3		もっと広めようとしなければ普及しない。このような研修があることを多くの人は知らないし、知っても忙しすぎて参加できない。ヒロフキュウケンシュウオオヒトシシイソガサンカ

		3		理系の教員は必要性は十分わかり、普及させたいと思うが、小学校教員の多くは文系の教師で、その必要性を感じないので、これを何とかしなければならないと思う。これは本校で今年取り組んでみて実感しました。リケイキョウインヒツヨウセイジュウブンフキュウオモショウガッコウキョウインオオブンケイキョウシヒツヨウセイカンナンオモホンコウコトシトクジッカン

		3		授業時数と教えなければならない内容、量をはかりにかけると余裕はない。ただ、授業の中に取り組むことは工夫次第で可能ではと思ったので。ジュギョウジスウオシナイヨウリョウヨユウジュギョウナカトククフウシダイカノウオモ

		3		子ども自身の討論に委ねると時数がかかる。必ずしも単元の目標に到達しなくてもいいという点が、限られた時数で単元を進める日本のカリキュラムにあうか。コジシントウロンユダジスウカナラタンゲンモクヒョウトウタツテンカギジスウタンゲンススニホン

		3		時間や内容を学校や教師がもっと自由に組み替えられる。チャンスがあればいい。自分の考えを出すことについて恥ずかしさや恐れを持つ日本の文化風習を考える。ジカンナイヨウガッコウキョウシジユウクカジブンカンガダハオソモニホンブンカフウシュウカンガ

		3		必要性はあるが、活用がむずかしい。ヒツヨウセイカツヨウ

		3		子どもの学力向上には有効的だと思うが、物理環境（状況）が整えられない。コガクリョクコウジョウユウコウテキオモブツリカンキョウジョウキョウトトノ

		2		日本で普及するためには教員がCAに対して根本的レベルを理解するには時間がかかること。型だけで終わってしまう可能性がある。ニホンフキュウキョウインタイコンポンテキリカイジカンカタオカノウセイ

		1		どこにCAを入れるかはいろいろあるので指導要領として入れるのは難しい気がする。イシドウヨウリョウイムズカキ

		？		大切であるという共通認識まではOKだと思うが日々の授業で構築し続けていくのはきわめて困難。特に生徒指導を多く抱える学校では。
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		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業を行いたいか？）リヨシジュギョウオコナ

		5		せっかくここに通ったのだから自分なりにでも進化させたい。続けることでいろいろなこと（学習のみならず生徒の変容）を見ることができると思う。カヨジブンシンカツヅガクシュウセイトヘンヨウミオモ

		5		認知の発達は中学生にとって、ぜひ必要だから。小さい子どものころから、ピアジェの発達理論を意識して、子育てすると数や量の認知の発達が進むことを、自分の子育ての中で実感できたから。（子育ては実験でもありました）ニンチハッタツチュウガクセイヒツヨウチイコハッタツリロンイシキコソダカズリョウニンチハッタツススジブンコソダナカジッカンコソダジッケン

		5		CAのプログラムは今まで知らなかったが、自分自身がCAのような考え方や視点のようなものは必要性であると依然から思うところがあったので。イマシジブンジシンカンガカタシテンヒツヨウセイイゼンオモ

		5		子どもの変容がよく表れているから（今年の実践より）コヘンヨウアラワコトシジッセン

		5		自分も楽しめる。子どもの変容が実感できる。何よりも、認知促進に値打ちがある。子どもの力が伸び、教師としての自分の力量も高まる。ジブンタノコヘンヨウジッカンナニニンチソクシンネウコチカラノキョウシジブンリキリョウタカ

		5		子どもの内面で物事をどのように認知しているのか、それを教師が把握できるようになりたい。コナイメンモノゴトニンチキョウシハアク

		5		児童が学び手として、認知的にレベルアップすることが予想される。ジドウマナテニンチテキヨソウ

		4		科学面白さは、①知的好奇心を高めること②考えることであると思う。そのため、②を考えるためには必要である。カガクオモシロチテキコウキシンタカカンガオモカンガヒツヨウ

		4		生徒の学ぶ姿勢が変わっていく気がします。セイトマナシセイカキ

		4		実験などでは極力行い、興味関心を持たせながら、理解を深めようと日々努力しています。ただ、やはり注文している感じです。CAの視点を取り入れること、ひらめいたり、論理的に思考する力を増やすことができれば、それは必ず生徒の力となると確信したからです。ジッケンキョクリョクオコナキョウミカンシンモリカイフカヒビドリョクチュウモンカンシテントイロンリテキシコウチカラフカナラセイトチカラカクシン

		4		普段の授業で行っていることが自然とCAに関連していたということが多々あります。もっと意図的に使えるようになれればと思います。フダンジュギョウオコナシゼンカンレンタタイトテキツカオモ

		4		子どもの学びの育ちにとって、有効であると思います。コマナソダユウコウオモ

		4		継続していくことで子どもたちが「考える」ことが楽しいと思ってくれそうな気がします。ケイゾクコカンガタノオモキ

		4		CAを行うことで、学習のみならず、生活まで向上すると考えるから。オコナガクシュウセイカツコウジョウカンガ

		4		思うが、まだまだ具体的場面でイメージできていない。オモグタイテキバメン

		4		興味深いので一度実践してみたい。キョウミフカイチドジッセン

		3		単元によっては試したい。しかし、時数や内容を考えると定期的には不可能。タンゲンタメジスウナイヨウカンガテイキテキフカノウ

		2		単元の内容の概念を教える事と、概念操作のための実力を身につけることは、同時に行うことは難しい気がする。高校レベルでは例外に触れずに内容を教えることは難しいと思う。タンゲンナイヨウガイネンオシコトガイネンソウサジツリョクミドウジオコナムズカキコウコウレイガイフナイヨウオシムズカオモ

		1		現状ではできませんが願望からいうと”５”ゲンジョウガンボウ
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		今後、どんな研修が必要か？コンゴケンシュウヒツヨウ

		○		授業参観とその後の協議ジュギョウサンカンゴキョウギ

		○		参観、教員の指導レベルが高いと効果が高いが、生徒どうしの気づきを誘導することが必要である。時間内に終わらせるために。サンカンキョウインシドウタカコウカタカセイトキユウドウヒツヨウジカンナイオ

		○		振り返りをできる研修です。フカエケンシュウ

		○		自分だけやっていくと、かなり落とし穴に入っていくと思われる。継続な研修はおそらく必要。ジブンオアナハイオモケイゾクケンシュウヒツヨウ

		○		30回分の内容をよく知ること。実践と振り返りを定期的に研修の形で行うこと。カイブンナイヨウシジッセンフカエテイキテキケンシュウカタチオコナ

		○		たくさんの例やCAの視点を深く勉強できるよう。１つ１つの柱の意味などを理解していきたい。レイシテンフカベンキョウハシライミリカイ

		○		小学校教員を対象としたCAの視点を普及させるような研修が必要だと思います。法的研修の11年目には必ず研修のプログラムとし、取り入れたほうがよいと思います。ショウガッコウキョウインタイショウシテンフキュウケンシュウヒツヨウオモホウテキケンシュウネンメカナラケンシュウトイオモ

		○		実際に授業を見せていただけるのが1番だと思います。ジッサイジュギョウミバンオモ

		○		子どもの認識レベルを区別する技術（SRT）を身につける。多くの事例に触れる。CASEの授業の参観。コニンシキクベツギジュツミオオジレイフジュギョウサンカン

		○		授業を自分のクラスで行って、検討や助言をいただくこと。まず、ピアジェの理論について、基礎的なことから学びたい。ジュギョウジブンオコナケントウジョゲンリロンキソテキマナ

		○		まずピアジェの理論について基礎的なことから学びたい。リロンキソテキマナ

		○		認知についての知識、教科研究で授業技術ニンチチシキキョウカケンキュウジュギョウギジュツ

		○		CAを取り組んだ教科指導（教材化）の具体化トクキョウカシドウキョウザイカグタイカ

		○		認知的葛藤の部分を充実させる研修ニンチテキカットウブブンジュウジツケンシュウ

		○		CAの授業案についてジュギョウアン

		○		具体的に学び、実際に検証できる研修グタイテキマナジッサイケンショウケンシュウ

		○		いまやっている小学校の理科授業と絡めて考えていくことが大事だと思う。教材づくりの中にどこからでもいいので、わずかでもいいのでこの考え方を入れ検証してくこと。継続的に研修ができるよう、現任校に支援してもらえないか。ショウガッコウリカジュギョウカラカンガダイジオモキョウザイナカカンガカタイケンショウケイゾクテキケンシュウゲンニンコウシエン

		○		実践を聞くことでどこの部分がどのように取り入れられているかを照らし合わせて聞くほうが理解が早くてわかりやすい。ジッセンキブブントイテアキリカイハヤ

		○		認知促進のための発問方法を研修しないと、授業の別解や別の考え方を発見・説明させるだけの発問になります。授業としては活発に見えますが、CA的発問・議論にならない恐れがあります。ニンチソクシンハツモンホウホウケンシュウジュギョウベツカイベツカンガカタハッケンセツメイハツモンジュギョウカッパツミテキハツモンギロンオソ
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		印象に残ったことシルシゾウノコ

		○		平安女学院でやらせていただいた実践のためヘイアンジョガクインジッセン

		○		分かったつもりになっていることが間違っていたこと。それにより気づきが埋めれ改善につながった。自分自身が葛藤とメタ認知することができた。ワマチガキウカイゼンジブンジシンカットウニンチ

		○		出した指導案にアドバイスをいただいたこと。自分のものではまだまだ十分でないことに気付いたこと。ダシドウアンジブンジュウブンキツケ

		○		平安女学院中学で授業をやらせてもらったこと。たびたび前にだって、発表をさせてもらったこと。ヘイアンジョガクインチュウガクジュギョウマエハッピョウ

		○		やはり、平女まで出かけたことです。他の先生方の授業を聞かせていただいたことです。ヘイジョデタセンセイガタジュギョウキ

		○		平安女学院で授業させていただいたことは、大変貴重な経験となりました。また、先進の事例では学ぶこと、考えさせられることが多かったです。最終の[モデル」の取り組みですが、わかったようで分かっていないことが、他にももっとあるように思いました。ヘイアンジョガクインジュギョウタイヘンキチョウケイケンセンシンジレイマナカンガオオサイシュウトクワホカオモ

		○		特にというよりも研修会自体がとてもよい刺激となりました。閉じられた空間にいる印象なので交流できて、勉強になりました。トクケンシュウカイジタイシゲキトクウカンインショウコウリュウベンキョウ

		○		今回、始めての参加だったが、これまでの全ての資料をいただけた。ぜひ持ち帰って、しっかり読みたい。コンカイハジサンカスベシリョウモカエヨ

		○		学習内容、知識が学力だと考えていたが考える力について考えうとできたこと。ガクシュウナイヨウチシキガクリョクカンガカンガチカラカンガ

		○		各内容に多くを学ぶことができました。協議することで深まりがありました。カクナイヨウオオマナキョウギフカ

		○		6歳～１１歳、11歳～14歳と操作期の区別を知り、まさに小学校が考える力をつける基礎だとわかったこと。具体的準備の大切さ。友達と話し合うこと(メタ認知が大切であること）サイサイサイサイソウサキクベツシショウガッコウカンガチカラキソグタイテキジュンビタイセツトモダチハナアニンチタイセツ

		○		具体的な授業例グタイテキジュギョウレイ

		○		ピアジェ、ビゴツキーの考え方についてもう少し研修をしたい。カンガカタスコケンシュウ

		○		第5回の研修内容は何度も見直した。ダイカイケンシュウナイヨウナンドミナオ

		○		ブリッジングの在り方について参考になりました。通常の学校ではCA的授業をすることになります。アカタサンコウツウジョウガッコウテキジュギョウ
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		評価ヒョウカ		理　　由（来年度も参加したいか？）リヨシライネンドサンカ

		5		この結果がどう出てくるかを知りたい。ケッカデシ

		5		もう少し身につけたいスコミ

		5		1年間の研修では十分理解できなかったことがあるので、ぜひ来年もやってほしい。ネンカンケンシュウジュウブンリカイライネン

		5		自分の授業のバリエーション等を増やしていきたい。子どもにとって価値のある授業をできるようになりたい。ジブンジュギョウナドフコカチジュギョウ

		5		子どもたちの変容がみられるので、もっとその結果を高めたいと思うため。コヘンヨウケッカタカオモ

		5		ようやく考え方のヒントが見えてきました。私はもっともっと理科の教師として、幅を広げていきたいと思っています。よろしくお願いします。カンガカタミワタシリカキョウシハバヒロオモネガ

		5		まだスタートラインに立ったばかり（それ以前かもしれない）なので、もっと自分の力量を高めたい。答えに向かって一直線に進んできた従来のやり方を変えていくのはなかなか難しい。タイゼンジブンリキリョウタカコタムイッチョクセンススジュウライカタカムズカ

		5		中学校の理科教科指導の在り方に課題を感じています。チュウガッコウリカキョウカシドウアカタカダイカン

		5		授業例が今後さらに増え、そこから学ぶことが多いと思うから。ジュギョウレイコンゴフマナオオオモ

		5		まだまだ理解不能なところが多いから、実際の授業と頭の中で結び付いていない。でも、何か新しい考え方の領域にいけそうな気がする。リカイフノウオオジッサイジュギョウアタマナカムスツナニアタラカンガカタリョウイキキ

		4		教師として未熟な部分が多いので、特に土曜にして頂いているので参加しやすかったです。キョウシミジュクブブンオオトクドヨウイタダサンカ

		4		小学校は6～12歳という、認知レベルが大きく発達、変化する時期なのに、今の自分は子どもの認知力についての知識が非常に乏しいので、ぜひ学びたい。ショウガッコウサイニンチオオハッタツヘンカジキイマジブンコニンチチカラチシキヒジョウトボマナ

		4		もっと知りたい、学びたい、生かしたいと考えるから。シマナイカンガ

		4		数回の聴講では足りないので、繰り返し聞き、用語に触れておかないと、理論で終わっていまい、日常に活かせないと思ったので。スウカイチョウコウタクカエキヨウゴフリロンオニチジョウイオモ

		3		地域的に遠く通うのに無理が多い。時間や空間的な制約。チイキテキトオカヨムリオオジカンクウカンテキセイヤク

		3		やっとCASEの「ケ」を理解できたかと自分で感じています。さらに研修したら身につくことではないかもしれませんが「新しいことを知る」ということはやっぱり楽しいです。北部からの参加でしたので、大変苦しかったですが、楽しかったです。リカイジブンカンケンシュウミアタラシタノホクブサンカタイヘンクルタノ
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		感想　・　要望　・　コメントカンソウヨウボウ

		○		研修の成果として（実践）案を例としてどこかに発表する場合、指導案の形式や使用している用語について共通認識、統一形式が必要と思います。ケンシュウセイカジッセンアンレイハッピョウバアイシドウアンケイシキシヨウヨウゴキョウツウニンシキトウイツケイシキヒツヨウオモ

		○		海外での成果としてどのように変化し、取り入れられているか知りたいと感じた。カイガイセイカヘンカトイシカン

		○		自分の授業をなんとかしなければ、とあせっていたとき偶然本研修会のチラシを見つけFAXしました。授業に活かせる内容だったので、参加できてよかったと思いました。ジブンジュギョウグウゼンホンケンシュウカイミジュギョウイナイヨウサンカオモ

		○		谷口先生のお話や論理にはいつも関心しています。みなさん大変お世話になりました。タニグチセンセイハナシロンリカンシンタイヘンセワ

		○		多くの実践を積み報告できるものは伝え、また多くの事例に学びたい。オオジッセンツホウコクツタオオジレイマナ

		○		平島先生や平岡先生に誘っていただいて参加できて本当に良かったです。これからもご助言、ご指導いただければ幸いです。ヒラシマセンセイヒラオカセンセイサソサンカホントウヨジョゲンシドウサイワ

		○		現場に新しい指導法を押しつけるのではなく一緒に研究をしようという進め方がありがたかったです。ゲンバアタラシドウホウオイッショケンキュウススカタ

		○		ありがとうございました。来年度もぜひ受講したいです。ライネンドジュコウ

		○		科学推論テストに興味を持ちました。我が校の子にしてみたいです。谷口先生に出会い本校まで来ていただき授業を観てもらえて大変ありがたかったです。ありがとうございました。来年度、理科教育本発表を迎える本校に新しい考え方を入れていただきました。カガクスイロンキョウミモワコウコタニグチセンセイデアホンコウキジュギョウミタイヘンライネンドリカキョウイクホンハッピョウムカホンコウアタラカンガカタイ

		○		個人的にも大変勉強させていただきました。今後多くの場で生かせたらと思います。ありがとうございました。コジンテキタイヘンベンキョウコンゴオオバイオモ

		○		ぜひ、また来年も予算を組んでいただき、本校の職員を研修に加えてほしい。北部の学校となると来させてもらうだけでかなりのエネルギーが必要なので支援を。ライネンヨサンクホンコウショクインケンシュウクワホクブガッコウコヒツヨウシエン

		○		CASEよりもCAMEが流行っている理由と経緯が知りたいです。ハヤリユウケイイシ

		○		途中参加で失礼しましたが楽しく勉強させていただきました。ありがとうございました。トチュウサンカシツレイタノベンキョウ






６ (2)

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子供の認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコドモニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





３

		評価ヒョウカ		理　　由　（難易度）リヨシナンイド

		3		授業案を書く段階で教科でのおさえたいことの流れと、CAの視点をどのように入れるかで、まだ迷う部分が多い。ジュギョウアンカダンカイキョウカナガシテンイマヨブブンオオ

		3		CASEの言葉の概念をしっかりわからずに参加したが、操作→抽象へ生徒自身がどう成長していくのかをおおまかにイメージできました。コトバガイネンサンカソウサチュウショウセイトジシンセイチョウ

		3		学生の頃ピアジェに興味を持ち、本も読んでいたし、たぶん（自分の子供に）実験のようなこともやってみたからガクセイコロキョウミモホンヨジッケン

		3		用語の理解を含め、話し合いに参加するための力量をつけておかねばならない。もう一度学び直さなければならないものが多かった。ヨウゴリカイフクハナアサンカリキリョウイチドマナナオオオ

		3		中高の理科的な内容で議論が起こった際、ついていけない。講師の方はわかりやすく話して下さいました。チュウコウリカテキナイヨウギロンオサイコウシカタハナクダ

		3		「認知促進プログラム」というものに興味があったが、その一端に触れることができた。ニンチソクシンキョウミイッタンフ

		2		CASEの概念の理解は十分でないように思うガイネンリカイジュウブンオモ

		2		CAの視点をよく理解できていなかったので、討論の内容や授業計画の糸がわかりづらかったからシテンリカイトウロンナイヨウジュギョウケイカクイト

		2		理論や言葉の理解なかなか大変でした。リロンコトバリカイタイヘン

		2		専門用語。理科内容でも中学校と小学校の差が。センモンヨウゴリカナイヨウチュウガッコウショウガッコウサ

		2		小学校ですので他校種レベルの話になるとそのこと自体を理解するのに時間がかかった。ショウガッコウタコウシュハナシジタイリカイジカン

		2		まだまだ理解できていないことが多い。話し合われている言葉でわからないことがある。リカイオオハナアコトバ

		1		生徒の実態として把握しにくい分野を高めようとしていること。また、プログラム30までやっていないのでイメージをもちにくい。やったところまでは取り入れられるが、それ以上は想像しがたい。また、授業の中でとりいれることが難しいと感じる。セイトジッタイハアクブンヤタカトイイジョウソウゾウジュギョウナカムズカカン

		1		認知促進を図ること。（理解させることを目的化しない）ニンチソクシンハカリカイモクテキカ

		1		CAを理解した上で進めていかなくてはいけないので、短時間ではCAを理解しきれないので。リカイウエススタンジカンリカイ

		1		CAの考え方をどう生かすか、どこでやるのかカンガカタイ

		1		理科の授業の中でCAを行うというのはとても難しい。例外や多様性について触れることができるか疑問。リカジュギョウナカオコナムズカレイガイタヨウセイフギモン









４

		評価ヒョウカ		理　　由　（満足度）リヨシマンゾクド

		5		「教科の授業にthinking scienceをどのようにとりいれることができるか」という課題が明確になったので、用語等はまだ十分使いこなせないが、今後何をすべきかが明確になった。キョウカジュギョウカダイメイカクヨウゴトウジュウブンツカコンゴナニメイカク

		5		「なんで？」という生徒自身の知的好奇心を高いところへ登らせていく方法だと感じました。セイトジシンチテキコウキシンタカノボホウホウカン

		5		数学の授業にCAの考え方wお取り入れることで、子どもの反応がよくなってきたと感じるから。スウガクジュギョウカンガカタトイコハンノウカン

		5		今まで自分自身が取り組んでいた科学的思考力の育成について裏付けとなる内容であったから。イマジブンジシントクカガクテキシコウチカライクセイウラヅナイヨウ

		5		考えることの楽しさと大切さを知ったように思う。授業の幅が広がり、新たな視点で教材をみることができる。カンガタノタイセツシオモジュギョウハバヒロアラシテンキョウザイ

		5		単元で設定されている「到達目標」だけでなく、「認知レベルを高める」という視点に立つと、授業の作り方が全く新鮮になるという印象をもった。タンゲンセッテイトウタツモクヒョウニンチタカシテンタジュギョウツクカタマッタシンセンインショウ

		5		教材開発において生徒の認知発達を理解する重要性を学ぶことができた。キョウザイカイハツセイトニンチハッタツリカイジュウヨウセイマナ

		5		CAの考え方を授業作りに生かすことができそうだから。カンガカタジュギョウヅクイ

		4		いろいろな先生と知り合えた。授業改善に役立つ。センセイシアジュギョウカイゼンヤクダ

		4		自分が上手く理解できていない点と工夫して授業を考えていこうという材料や方向性が得られた。ジブンウマリカイテンクフウジュギョウカンガザイリョウホウコウセイエ

		4		平安女学院で授業をさせてもらったり、他の先生方との交流ができた。ヘイアンジョガクインジュギョウタセンセイガタコウリュウ

		4		授業をしたい！という意欲がわいてきました。特に今は冬休みなので。ジュギョウイヨクトクイマフユヤス

		4		手法や考え方が学べたためシュホウカンガカタマナ

		4		CASEがやっと分かりかけ、全ての授業に授業パターンは使えるから。ワスベジュギョウジュギョウツカ

		4		今の自分にない、考え方だろうということがなんとなくわかっておもしろいイマジブンカンガカタ

		4		授業改善における新しい視点を得ることができた。実践し続けてきたことで、子供の内容があったことに対してなぜそれがプラスの変容を促すことになったのか分析できた。ジュギョウカイゼンアタラシテンエジッセンツヅコドモナイヨウタイヘンヨウウナガブンセキ

		3		消化しきれないところがある。上述した部分が。しかし今から考えて作り上げるには面白いと思う。形式的操作はやはり難しく感じる。（実践することが）ショウカジョウジュツブブンイマカンガツクアオモシロオモケイシキテキソウサムズカカンジッセン

		3		CAの必要性を感じ取り入れていきたい。ヒツヨウセイカントイ





５

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡの概念の理解度）リヨシガイネンリカイド

		4		何を目指しているかは理解できたと思っている。ナニメザリカイオモ

		4		自分の授業にどう応用すればよいかについて、まだ不十分。30分回分のすべての内容についての理解も不十分。以上のような点で十分理解したと言えない。ジブンジュギョウオウヨウフジュウブンフンカイブンナイヨウリカイフジュウブンイジョウテンジュウブンリカイイ

		4		共感や賛成はできるので、自分でより理解して実践に活かしていきたいから。キョウカンサンセイジブンリカイジッセンイ

		4		発達段階を知る必要性。CAの視点。ハッタツダンカイシヒツヨウセイシテン

		4		認知促進とは何か、どうすれば促進できるのか、促進したらどんなよい事と結び付くのかについて一定理解できたと思う。ニンチソクシンナニソクシンソクシンコトムスツイッテイリカイオモ

		4		子供たちの認知レベルに合わせて授業をする必要性を感じました。コドモニンチアジュギョウヒツヨウセイカン

		4		「変数」「分類」「比例」「モデル化」について具体的な実践で理解することができた。ヘンスウブンルイヒレイカグタイテキジッセンリカイ

		4		教え込みで知識を獲得させるのではなく、受け手側の力をたがやすことの大切さが感じられた。具体的準備についての考え方やディベート、グループ学習の有効性など、日々の授業に取り入れることができると判断した。オシコチシキカクトクウテガワチカラタイセツカングタイテキジュンビカンガカタガクシュウユウコウセイヒビジュギョウトイハンダン

		4		科学的概念をスキーマとして捉える事と葛藤させることによる促進カガクテキガイネントラコトカットウソクシン

		4		すべてではないと思いますが、全体的な考え方についてはおおよそ理解できたと思います。（学校で授業ができるかどうかは別ですが）オモゼンタイテキカンガカタリカイオモガッコウジュギョウベツ

		3.5		とてもおもしろい考え方だと思った。続けることで子供たちの変化がきっと見られる考え方だと思う。カンガカタオモツヅコドモヘンカミカンガカタオモ

		3		実際の授業展開に十分おとせる段階に到っていないので、「理解」という点ではまだ不十分かと思う。（実践に移す対象がいないのでこの予想が難しい）ジッサイジュギョウテンカイジュウブンダンカイイタリカイテンフジュウブンオモジッセンウツタイショウヨソウムズカ

		3		正直なところ、ピアジェの考え方についての知識もほとんど持たずに参加しており、１つ１つ基礎的な内容から十分な理解をすることが、まだまだできていないという自覚があります。ショウジキカンガカタチシキモサンカキソテキナイヨウジュウブンリカイジカク

		3		日々の授業でCAの視点を取り入れる観点が十分に身についていない。ヒビジュギョウシテントイカンテンジュウブンミ

		3		認知的葛藤が生徒の成長につながる。ニンチテキカットウセイトセイチョウ

		3		方向性としてはわかるが、クリアできていないところがありむずかしい。ホウコウセイ

		3		子ども相互の交流（討論）が学習活動において不可欠であるということは様々な研修や授業研究を通して、理解し、取り入れ絵tきましたが、ただ単に学習の流れに取り入れるのではなく、教師がもっと意識的にCAの考え方を明確にして、設定すると効果的だと思った。コウリュウトウロンガクシュウカツドウフカケツサマザマケンシュウジュギョウケンキュウトオリカイトイエタンガクシュウナガトイキョウシイシキテキカンガカタメイカクセッテイコウカテキオモ

		2		大まかにしか理解できていないと感じています。流れなどはわかってきましたが、内容をいかに授業に取り入れていくのかまでできていない。オオリカイカンナガナイヨウジュギョウトイ

		1		社会的構造とメタ認知の関連が腑に落ちないし、またZPDが社会的構造によて行われるというNewmanの主張がよくわからない。ZPDは別のアプローチでも可能ではないだろうか。シャカイテキコウゾウニンチカンレンフオシャカイテキコウゾウオコナシュチョウベツカノウ







６

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子どもの認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





７

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業の普及の可能性）リヨシジュギョウフキュウカノウセイ

		5		生徒が学習を進める素地を作るんじゃないかと思っています。セイトガクシュウススソチツクオモ

		5		わからないけど、普及させていくべきだと思う。フキュウオモ

		5		手法なので指導者の工夫で十分可能である。またそうしていきたい。日本ならではのものができるのではないだろうか。シュホウシドウシャクフウジュウブンカノウニホン

		5		具体的が現場でできることがわかった。グタイテキゲンバ

		4		認知レベルを意図的に促進することで授業の理解度、意欲が変わると思うから。ニンチイトテキソクシンジュギョウリカイドイヨクカオモ

		4		教師の指導観を考えるものであり、その効果が子どもの育ちとして見えるものとなり得るキョウシシドウカンカンガコウカコソダミエ

		4		学習していく上で必要な視点が全て含まれているから。具体的準備、メタ認知、ブリッジングはまさに大切なことだと思う。ガクシュウウエヒツヨウシテンスベフクグタイテキジュンビニンチタイセツオモ

		4		子どもの頭の中を描き出し、「わかった」といわせることはとても大切な教育のテーマだが、深く考える子どもにしたいからそのための考えが進む要因を探りだしたいから。コアタマナカエガダタイセツキョウイクフカカンガコカンガススヨウインサグ

		3		「普及」という観点でいうと専門用語と特徴ある展開を理解する段階がもっと広まる必要がある。フキュウカンテンセンモンヨウゴトクチョウテンカイリカイダンカイヒロヒツヨウ

		3		もっと広めようとしなければ普及しない。このような研修があることを多くの人は知らないし、知っても忙しすぎて参加できない。ヒロフキュウケンシュウオオヒトシシイソガサンカ

		3		理系の教員は必要性は十分わかり、普及させたいと思うが、小学校教員の多くは文系の教師で、その必要性を感じないので、これを何とかしなければならないと思う。これは本校で今年取り組んでみて実感しました。リケイキョウインヒツヨウセイジュウブンフキュウオモショウガッコウキョウインオオブンケイキョウシヒツヨウセイカンナンオモホンコウコトシトクジッカン

		3		授業時数と教えなければならない内容、量をはかりにかけると余裕はない。ただ、授業の中に取り組むことは工夫次第で可能ではと思ったので。ジュギョウジスウオシナイヨウリョウヨユウジュギョウナカトククフウシダイカノウオモ

		3		子ども自身の討論に委ねると時数がかかる。必ずしも単元の目標に到達しなくてもいいという点が、限られた時数で単元を進める日本のカリキュラムにあうか。コジシントウロンユダジスウカナラタンゲンモクヒョウトウタツテンカギジスウタンゲンススニホン

		3		時間や内容を学校や教師がもっと自由に組み替えられる。チャンスがあればいい。自分の考えを出すことについて恥ずかしさや恐れを持つ日本の文化風習を考える。ジカンナイヨウガッコウキョウシジユウクカジブンカンガダハオソモニホンブンカフウシュウカンガ

		3		必要性はあるが、活用がむずかしい。ヒツヨウセイカツヨウ

		3		子どもの学力向上には有効的だと思うが、物理環境（状況）が整えられない。コガクリョクコウジョウユウコウテキオモブツリカンキョウジョウキョウトトノ

		2		日本で普及するためには教員がCAに対して根本的レベルを理解するには時間がかかること。型だけで終わってしまう可能性がある。ニホンフキュウキョウインタイコンポンテキリカイジカンカタオカノウセイ

		1		どこにCAを入れるかはいろいろあるので指導要領として入れるのは難しい気がする。イシドウヨウリョウイムズカキ

		？		大切であるという共通認識まではOKだと思うが日々の授業で構築し続けていくのはきわめて困難。特に生徒指導を多く抱える学校では。





８

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業を行いたいか？）リヨシジュギョウオコナ

		5		せっかくここに通ったのだから自分なりにでも進化させたい。続けることでいろいろなこと（学習のみならず生徒の変容）を見ることができると思う。カヨジブンシンカツヅガクシュウセイトヘンヨウミオモ

		5		認知の発達は中学生にとって、ぜひ必要だから。小さい子どものころから、ピアジェの発達理論を意識して、子育てすると数や量の認知の発達が進むことを、自分の子育ての中で実感できたから。（子育ては実験でもありました）ニンチハッタツチュウガクセイヒツヨウチイコハッタツリロンイシキコソダカズリョウニンチハッタツススジブンコソダナカジッカンコソダジッケン

		5		CAのプログラムは今まで知らなかったが、自分自身がCAのような考え方や視点のようなものは必要性であると依然から思うところがあったので。イマシジブンジシンカンガカタシテンヒツヨウセイイゼンオモ

		5		子どもの変容がよく表れているから（今年の実践より）コヘンヨウアラワコトシジッセン

		5		自分も楽しめる。子どもの変容が実感できる。何よりも、認知促進に値打ちがある。子どもの力が伸び、教師としての自分の力量も高まる。ジブンタノコヘンヨウジッカンナニニンチソクシンネウコチカラノキョウシジブンリキリョウタカ

		5		子どもの内面で物事をどのように認知しているのか、それを教師が把握できるようになりたい。コナイメンモノゴトニンチキョウシハアク

		5		児童が学び手として、認知的にレベルアップすることが予想される。ジドウマナテニンチテキヨソウ

		4		科学面白さは、①知的好奇心を高めること②考えることであると思う。そのため、②を考えるためには必要である。カガクオモシロチテキコウキシンタカカンガオモカンガヒツヨウ

		4		生徒の学ぶ姿勢が変わっていく気がします。セイトマナシセイカキ

		4		実験などでは極力行い、興味関心を持たせながら、理解を深めようと日々努力しています。ただ、やはり注文している感じです。CAの視点を取り入れること、ひらめいたり、論理的に思考する力を増やすことができれば、それは必ず生徒の力となると確信したからです。ジッケンキョクリョクオコナキョウミカンシンモリカイフカヒビドリョクチュウモンカンシテントイロンリテキシコウチカラフカナラセイトチカラカクシン

		4		普段の授業で行っていることが自然とCAに関連していたということが多々あります。もっと意図的に使えるようになれればと思います。フダンジュギョウオコナシゼンカンレンタタイトテキツカオモ

		4		子どもの学びの育ちにとって、有効であると思います。コマナソダユウコウオモ

		4		継続していくことで子どもたちが「考える」ことが楽しいと思ってくれそうな気がします。ケイゾクコカンガタノオモキ

		4		CAを行うことで、学習のみならず、生活まで向上すると考えるから。オコナガクシュウセイカツコウジョウカンガ

		4		思うが、まだまだ具体的場面でイメージできていない。オモグタイテキバメン

		4		興味深いので一度実践してみたい。キョウミフカイチドジッセン

		3		単元によっては試したい。しかし、時数や内容を考えると定期的には不可能。タンゲンタメジスウナイヨウカンガテイキテキフカノウ

		2		単元の内容の概念を教える事と、概念操作のための実力を身につけることは、同時に行うことは難しい気がする。高校レベルでは例外に触れずに内容を教えることは難しいと思う。タンゲンナイヨウガイネンオシコトガイネンソウサジツリョクミドウジオコナムズカキコウコウレイガイフナイヨウオシムズカオモ

		1		現状ではできませんが願望からいうと”５”ゲンジョウガンボウ
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		今後、どんな研修が必要か？コンゴケンシュウヒツヨウ

		○		授業参観とその後の協議ジュギョウサンカンゴキョウギ

		○		参観、教員の指導レベルが高いと効果が高いが、生徒どうしの気づきを誘導することが必要である。時間内に終わらせるために。サンカンキョウインシドウタカコウカタカセイトキユウドウヒツヨウジカンナイオ

		○		振り返りをできる研修です。フカエケンシュウ

		○		自分だけやっていくと、かなり落とし穴に入っていくと思われる。継続な研修はおそらく必要。ジブンオアナハイオモケイゾクケンシュウヒツヨウ

		○		30回分の内容をよく知ること。実践と振り返りを定期的に研修の形で行うこと。カイブンナイヨウシジッセンフカエテイキテキケンシュウカタチオコナ

		○		たくさんの例やCAの視点を深く勉強できるよう。１つ１つの柱の意味などを理解していきたい。レイシテンフカベンキョウハシライミリカイ

		○		小学校教員を対象としたCAの視点を普及させるような研修が必要だと思います。法的研修の11年目には必ず研修のプログラムとし、取り入れたほうがよいと思います。ショウガッコウキョウインタイショウシテンフキュウケンシュウヒツヨウオモホウテキケンシュウネンメカナラケンシュウトイオモ

		○		実際に授業を見せていただけるのが1番だと思います。ジッサイジュギョウミバンオモ

		○		子どもの認識レベルを区別する技術（SRT）を身につける。多くの事例に触れる。CASEの授業の参観。コニンシキクベツギジュツミオオジレイフジュギョウサンカン

		○		授業を自分のクラスで行って、検討や助言をいただくこと。まず、ピアジェの理論について、基礎的なことから学びたい。ジュギョウジブンオコナケントウジョゲンリロンキソテキマナ

		○		まずピアジェの理論について基礎的なことから学びたい。リロンキソテキマナ

		○		認知についての知識、教科研究で授業技術ニンチチシキキョウカケンキュウジュギョウギジュツ

		○		CAを取り組んだ教科指導（教材化）の具体化トクキョウカシドウキョウザイカグタイカ

		○		認知的葛藤の部分を充実させる研修ニンチテキカットウブブンジュウジツケンシュウ

		○		CAの授業案についてジュギョウアン

		○		具体的に学び、実際に検証できる研修グタイテキマナジッサイケンショウケンシュウ

		○		いまやっている小学校の理科授業と絡めて考えていくことが大事だと思う。教材づくりの中にどこからでもいいので、わずかでもいいのでこの考え方を入れ検証してくこと。継続的に研修ができるよう、現任校に支援してもらえないか。ショウガッコウリカジュギョウカラカンガダイジオモキョウザイナカカンガカタイケンショウケイゾクテキケンシュウゲンニンコウシエン

		○		実践を聞くことでどこの部分がどのように取り入れられているかを照らし合わせて聞くほうが理解が早くてわかりやすい。ジッセンキブブントイテアキリカイハヤ

		○		認知促進のための発問方法を研修しないと、授業の別解や別の考え方を発見・説明させるだけの発問になります。授業としては活発に見えますが、CA的発問・議論にならない恐れがあります。ニンチソクシンハツモンホウホウケンシュウジュギョウベツカイベツカンガカタハッケンセツメイハツモンジュギョウカッパツミテキハツモンギロンオソ
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		印象に残ったことシルシゾウノコ

		○		平安女学院でやらせていただいた実践のためヘイアンジョガクインジッセン

		○		分かったつもりになっていることが間違っていたこと。それにより気づきが埋めれ改善につながった。自分自身が葛藤とメタ認知することができた。ワマチガキウカイゼンジブンジシンカットウニンチ

		○		出した指導案にアドバイスをいただいたこと。自分のものではまだまだ十分でないことに気付いたこと。ダシドウアンジブンジュウブンキツケ

		○		平安女学院中学で授業をやらせてもらったこと。たびたび前にだって、発表をさせてもらったこと。ヘイアンジョガクインチュウガクジュギョウマエハッピョウ

		○		やはり、平女まで出かけたことです。他の先生方の授業を聞かせていただいたことです。ヘイジョデタセンセイガタジュギョウキ

		○		平安女学院で授業させていただいたことは、大変貴重な経験となりました。また、先進の事例では学ぶこと、考えさせられることが多かったです。最終の[モデル」の取り組みですが、わかったようで分かっていないことが、他にももっとあるように思いました。ヘイアンジョガクインジュギョウタイヘンキチョウケイケンセンシンジレイマナカンガオオサイシュウトクワホカオモ

		○		特にというよりも研修会自体がとてもよい刺激となりました。閉じられた空間にいる印象なので交流できて、勉強になりました。トクケンシュウカイジタイシゲキトクウカンインショウコウリュウベンキョウ

		○		今回、始めての参加だったが、これまでの全ての資料をいただけた。ぜひ持ち帰って、しっかり読みたい。コンカイハジサンカスベシリョウモカエヨ

		○		学習内容、知識が学力だと考えていたが考える力について考えうとできたこと。ガクシュウナイヨウチシキガクリョクカンガカンガチカラカンガ

		○		各内容に多くを学ぶことができました。協議することで深まりがありました。カクナイヨウオオマナキョウギフカ

		○		6歳～１１歳、11歳～14歳と操作期の区別を知り、まさに小学校が考える力をつける基礎だとわかったこと。具体的準備の大切さ。友達と話し合うこと(メタ認知が大切であること）サイサイサイサイソウサキクベツシショウガッコウカンガチカラキソグタイテキジュンビタイセツトモダチハナアニンチタイセツ

		○		具体的な授業例グタイテキジュギョウレイ

		○		ピアジェ、ビゴツキーの考え方についてもう少し研修をしたい。カンガカタスコケンシュウ

		○		第5回の研修内容は何度も見直した。ダイカイケンシュウナイヨウナンドミナオ

		○		ブリッジングの在り方について参考になりました。通常の学校ではCA的授業をすることになります。アカタサンコウツウジョウガッコウテキジュギョウ
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		評価ヒョウカ		理　　由（来年度も参加したいか？）リヨシライネンドサンカ

		5		この結果がどう出てくるかを知りたい。ケッカデシ

		5		もう少し身につけたいスコミ

		5		1年間の研修では十分理解できなかったことがあるので、ぜひ来年もやってほしい。ネンカンケンシュウジュウブンリカイライネン

		5		自分の授業のバリエーション等を増やしていきたい。子どもにとって価値のある授業をできるようになりたい。ジブンジュギョウナドフコカチジュギョウ

		5		子どもたちの変容がみられるので、もっとその結果を高めたいと思うため。コヘンヨウケッカタカオモ

		5		ようやく考え方のヒントが見えてきました。私はもっともっと理科の教師として、幅を広げていきたいと思っています。よろしくお願いします。カンガカタミワタシリカキョウシハバヒロオモネガ

		5		まだスタートラインに立ったばかり（それ以前かもしれない）なので、もっと自分の力量を高めたい。答えに向かって一直線に進んできた従来のやり方を変えていくのはなかなか難しい。タイゼンジブンリキリョウタカコタムイッチョクセンススジュウライカタカムズカ

		5		中学校の理科教科指導の在り方に課題を感じています。チュウガッコウリカキョウカシドウアカタカダイカン

		5		授業例が今後さらに増え、そこから学ぶことが多いと思うから。ジュギョウレイコンゴフマナオオオモ

		5		まだまだ理解不能なところが多いから、実際の授業と頭の中で結び付いていない。でも、何か新しい考え方の領域にいけそうな気がする。リカイフノウオオジッサイジュギョウアタマナカムスツナニアタラカンガカタリョウイキキ

		4		教師として未熟な部分が多いので、特に土曜にして頂いているので参加しやすかったです。キョウシミジュクブブンオオトクドヨウイタダサンカ

		4		小学校は6～12歳という、認知レベルが大きく発達、変化する時期なのに、今の自分は子どもの認知力についての知識が非常に乏しいので、ぜひ学びたい。ショウガッコウサイニンチオオハッタツヘンカジキイマジブンコニンチチカラチシキヒジョウトボマナ

		4		もっと知りたい、学びたい、生かしたいと考えるから。シマナイカンガ

		4		数回の聴講では足りないので、繰り返し聞き、用語に触れておかないと、理論で終わっていまい、日常に活かせないと思ったので。スウカイチョウコウタクカエキヨウゴフリロンオニチジョウイオモ

		3		地域的に遠く通うのに無理が多い。時間や空間的な制約。チイキテキトオカヨムリオオジカンクウカンテキセイヤク

		3		やっとCASEの「ケ」を理解できたかと自分で感じています。さらに研修したら身につくことではないかもしれませんが「新しいことを知る」ということはやっぱり楽しいです。北部からの参加でしたので、大変苦しかったですが、楽しかったです。リカイジブンカンケンシュウミアタラシタノホクブサンカタイヘンクルタノ
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		感想　・　要望　・　コメントカンソウヨウボウ

		○		研修の成果として（実践）案を例としてどこかに発表する場合、指導案の形式や使用している用語について共通認識、統一形式が必要と思います。ケンシュウセイカジッセンアンレイハッピョウバアイシドウアンケイシキシヨウヨウゴキョウツウニンシキトウイツケイシキヒツヨウオモ

		○		海外での成果としてどのように変化し、取り入れられているか知りたいと感じた。カイガイセイカヘンカトイシカン

		○		自分の授業をなんとかしなければ、とあせっていたとき偶然本研修会のチラシを見つけFAXしました。授業に活かせる内容だったので、参加できてよかったと思いました。ジブンジュギョウグウゼンホンケンシュウカイミジュギョウイナイヨウサンカオモ

		○		谷口先生のお話や論理にはいつも関心しています。みなさん大変お世話になりました。タニグチセンセイハナシロンリカンシンタイヘンセワ

		○		多くの実践を積み報告できるものは伝え、また多くの事例に学びたい。オオジッセンツホウコクツタオオジレイマナ

		○		平島先生や平岡先生に誘っていただいて参加できて本当に良かったです。これからもご助言、ご指導いただければ幸いです。ヒラシマセンセイヒラオカセンセイサソサンカホントウヨジョゲンシドウサイワ

		○		現場に新しい指導法を押しつけるのではなく一緒に研究をしようという進め方がありがたかったです。ゲンバアタラシドウホウオイッショケンキュウススカタ

		○		ありがとうございました。来年度もぜひ受講したいです。ライネンドジュコウ

		○		科学推論テストに興味を持ちました。我が校の子にしてみたいです。谷口先生に出会い本校まで来ていただき授業を観てもらえて大変ありがたかったです。ありがとうございました。来年度、理科教育本発表を迎える本校に新しい考え方を入れていただきました。カガクスイロンキョウミモワコウコタニグチセンセイデアホンコウキジュギョウミタイヘンライネンドリカキョウイクホンハッピョウムカホンコウアタラカンガカタイ

		○		個人的にも大変勉強させていただきました。今後多くの場で生かせたらと思います。ありがとうございました。コジンテキタイヘンベンキョウコンゴオオバイオモ

		○		ぜひ、また来年も予算を組んでいただき、本校の職員を研修に加えてほしい。北部の学校となると来させてもらうだけでかなりのエネルギーが必要なので支援を。ライネンヨサンクホンコウショクインケンシュウクワホクブガッコウコヒツヨウシエン

		○		CASEよりもCAMEが流行っている理由と経緯が知りたいです。ハヤリユウケイイシ

		○		途中参加で失礼しましたが楽しく勉強させていただきました。ありがとうございました。トチュウサンカシツレイタノベンキョウ






６ (2)

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子供の認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコドモニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





３

		評価ヒョウカ		理　　由　（難易度）リヨシナンイド

		3		授業案を書く段階で教科でのおさえたいことの流れと、CAの視点をどのように入れるかで、まだ迷う部分が多い。ジュギョウアンカダンカイキョウカナガシテンイマヨブブンオオ

		3		CASEの言葉の概念をしっかりわからずに参加したが、操作→抽象へ生徒自身がどう成長していくのかをおおまかにイメージできました。コトバガイネンサンカソウサチュウショウセイトジシンセイチョウ

		3		学生の頃ピアジェに興味を持ち、本も読んでいたし、たぶん（自分の子供に）実験のようなこともやってみたからガクセイコロキョウミモホンヨジッケン

		3		用語の理解を含め、話し合いに参加するための力量をつけておかねばならない。もう一度学び直さなければならないものが多かった。ヨウゴリカイフクハナアサンカリキリョウイチドマナナオオオ

		3		中高の理科的な内容で議論が起こった際、ついていけない。講師の方はわかりやすく話して下さいました。チュウコウリカテキナイヨウギロンオサイコウシカタハナクダ

		3		「認知促進プログラム」というものに興味があったが、その一端に触れることができた。ニンチソクシンキョウミイッタンフ

		2		CASEの概念の理解は十分でないように思うガイネンリカイジュウブンオモ

		2		CAの視点をよく理解できていなかったので、討論の内容や授業計画の糸がわかりづらかったからシテンリカイトウロンナイヨウジュギョウケイカクイト

		2		理論や言葉の理解なかなか大変でした。リロンコトバリカイタイヘン

		2		専門用語。理科内容でも中学校と小学校の差が。センモンヨウゴリカナイヨウチュウガッコウショウガッコウサ

		2		小学校ですので他校種レベルの話になるとそのこと自体を理解するのに時間がかかった。ショウガッコウタコウシュハナシジタイリカイジカン

		2		まだまだ理解できていないことが多い。話し合われている言葉でわからないことがある。リカイオオハナアコトバ

		1		生徒の実態として把握しにくい分野を高めようとしていること。また、プログラム30までやっていないのでイメージをもちにくい。やったところまでは取り入れられるが、それ以上は想像しがたい。また、授業の中でとりいれることが難しいと感じる。セイトジッタイハアクブンヤタカトイイジョウソウゾウジュギョウナカムズカカン

		1		認知促進を図ること。（理解させることを目的化しない）ニンチソクシンハカリカイモクテキカ

		1		CAを理解した上で進めていかなくてはいけないので、短時間ではCAを理解しきれないので。リカイウエススタンジカンリカイ

		1		CAの考え方をどう生かすか、どこでやるのかカンガカタイ

		1		理科の授業の中でCAを行うというのはとても難しい。例外や多様性について触れることができるか疑問。リカジュギョウナカオコナムズカレイガイタヨウセイフギモン









４

		評価ヒョウカ		理　　由　（満足度）リヨシマンゾクド

		5		「教科の授業にthinking scienceをどのようにとりいれることができるか」という課題が明確になったので、用語等はまだ十分使いこなせないが、今後何をすべきかが明確になった。キョウカジュギョウカダイメイカクヨウゴトウジュウブンツカコンゴナニメイカク

		5		「なんで？」という生徒自身の知的好奇心を高いところへ登らせていく方法だと感じました。セイトジシンチテキコウキシンタカノボホウホウカン

		5		数学の授業にCAの考え方wお取り入れることで、子どもの反応がよくなってきたと感じるから。スウガクジュギョウカンガカタトイコハンノウカン

		5		今まで自分自身が取り組んでいた科学的思考力の育成について裏付けとなる内容であったから。イマジブンジシントクカガクテキシコウチカライクセイウラヅナイヨウ

		5		考えることの楽しさと大切さを知ったように思う。授業の幅が広がり、新たな視点で教材をみることができる。カンガタノタイセツシオモジュギョウハバヒロアラシテンキョウザイ

		5		単元で設定されている「到達目標」だけでなく、「認知レベルを高める」という視点に立つと、授業の作り方が全く新鮮になるという印象をもった。タンゲンセッテイトウタツモクヒョウニンチタカシテンタジュギョウツクカタマッタシンセンインショウ

		5		教材開発において生徒の認知発達を理解する重要性を学ぶことができた。キョウザイカイハツセイトニンチハッタツリカイジュウヨウセイマナ

		5		CAの考え方を授業作りに生かすことができそうだから。カンガカタジュギョウヅクイ

		4		いろいろな先生と知り合えた。授業改善に役立つ。センセイシアジュギョウカイゼンヤクダ

		4		自分が上手く理解できていない点と工夫して授業を考えていこうという材料や方向性が得られた。ジブンウマリカイテンクフウジュギョウカンガザイリョウホウコウセイエ

		4		平安女学院で授業をさせてもらったり、他の先生方との交流ができた。ヘイアンジョガクインジュギョウタセンセイガタコウリュウ

		4		授業をしたい！という意欲がわいてきました。特に今は冬休みなので。ジュギョウイヨクトクイマフユヤス

		4		手法や考え方が学べたためシュホウカンガカタマナ

		4		CASEがやっと分かりかけ、全ての授業に授業パターンは使えるから。ワスベジュギョウジュギョウツカ

		4		今の自分にない、考え方だろうということがなんとなくわかっておもしろいイマジブンカンガカタ

		4		授業改善における新しい視点を得ることができた。実践し続けてきたことで、子供の内容があったことに対してなぜそれがプラスの変容を促すことになったのか分析できた。ジュギョウカイゼンアタラシテンエジッセンツヅコドモナイヨウタイヘンヨウウナガブンセキ

		3		消化しきれないところがある。上述した部分が。しかし今から考えて作り上げるには面白いと思う。形式的操作はやはり難しく感じる。（実践することが）ショウカジョウジュツブブンイマカンガツクアオモシロオモケイシキテキソウサムズカカンジッセン

		3		CAの必要性を感じ取り入れていきたい。ヒツヨウセイカントイ





５

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡの概念の理解度）リヨシガイネンリカイド

		4		何を目指しているかは理解できたと思っている。ナニメザリカイオモ

		4		自分の授業にどう応用すればよいかについて、まだ不十分。30分回分のすべての内容についての理解も不十分。以上のような点で十分理解したと言えない。ジブンジュギョウオウヨウフジュウブンフンカイブンナイヨウリカイフジュウブンイジョウテンジュウブンリカイイ

		4		共感や賛成はできるので、自分でより理解して実践に活かしていきたいから。キョウカンサンセイジブンリカイジッセンイ

		4		発達段階を知る必要性。CAの視点。ハッタツダンカイシヒツヨウセイシテン

		4		認知促進とは何か、どうすれば促進できるのか、促進したらどんなよい事と結び付くのかについて一定理解できたと思う。ニンチソクシンナニソクシンソクシンコトムスツイッテイリカイオモ

		4		子供たちの認知レベルに合わせて授業をする必要性を感じました。コドモニンチアジュギョウヒツヨウセイカン

		4		「変数」「分類」「比例」「モデル化」について具体的な実践で理解することができた。ヘンスウブンルイヒレイカグタイテキジッセンリカイ

		4		教え込みで知識を獲得させるのではなく、受け手側の力をたがやすことの大切さが感じられた。具体的準備についての考え方やディベート、グループ学習の有効性など、日々の授業に取り入れることができると判断した。オシコチシキカクトクウテガワチカラタイセツカングタイテキジュンビカンガカタガクシュウユウコウセイヒビジュギョウトイハンダン

		4		科学的概念をスキーマとして捉える事と葛藤させることによる促進カガクテキガイネントラコトカットウソクシン

		4		すべてではないと思いますが、全体的な考え方についてはおおよそ理解できたと思います。（学校で授業ができるかどうかは別ですが）オモゼンタイテキカンガカタリカイオモガッコウジュギョウベツ

		3.5		とてもおもしろい考え方だと思った。続けることで子供たちの変化がきっと見られる考え方だと思う。カンガカタオモツヅコドモヘンカミカンガカタオモ

		3		実際の授業展開に十分おとせる段階に到っていないので、「理解」という点ではまだ不十分かと思う。（実践に移す対象がいないのでこの予想が難しい）ジッサイジュギョウテンカイジュウブンダンカイイタリカイテンフジュウブンオモジッセンウツタイショウヨソウムズカ

		3		正直なところ、ピアジェの考え方についての知識もほとんど持たずに参加しており、１つ１つ基礎的な内容から十分な理解をすることが、まだまだできていないという自覚があります。ショウジキカンガカタチシキモサンカキソテキナイヨウジュウブンリカイジカク

		3		日々の授業でCAの視点を取り入れる観点が十分に身についていない。ヒビジュギョウシテントイカンテンジュウブンミ

		3		認知的葛藤が生徒の成長につながる。ニンチテキカットウセイトセイチョウ

		3		方向性としてはわかるが、クリアできていないところがありむずかしい。ホウコウセイ

		3		子ども相互の交流（討論）が学習活動において不可欠であるということは様々な研修や授業研究を通して、理解し、取り入れ絵tきましたが、ただ単に学習の流れに取り入れるのではなく、教師がもっと意識的にCAの考え方を明確にして、設定すると効果的だと思った。コウリュウトウロンガクシュウカツドウフカケツサマザマケンシュウジュギョウケンキュウトオリカイトイエタンガクシュウナガトイキョウシイシキテキカンガカタメイカクセッテイコウカテキオモ

		2		大まかにしか理解できていないと感じています。流れなどはわかってきましたが、内容をいかに授業に取り入れていくのかまでできていない。オオリカイカンナガナイヨウジュギョウトイ

		1		社会的構造とメタ認知の関連が腑に落ちないし、またZPDが社会的構造によて行われるというNewmanの主張がよくわからない。ZPDは別のアプローチでも可能ではないだろうか。シャカイテキコウゾウニンチカンレンフオシャカイテキコウゾウオコナシュチョウベツカノウ







６

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子どもの認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





７

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業の普及の可能性）リヨシジュギョウフキュウカノウセイ

		5		生徒が学習を進める素地を作るんじゃないかと思っています。セイトガクシュウススソチツクオモ

		5		わからないけど、普及させていくべきだと思う。フキュウオモ

		5		手法なので指導者の工夫で十分可能である。またそうしていきたい。日本ならではのものができるのではないだろうか。シュホウシドウシャクフウジュウブンカノウニホン

		5		具体的が現場でできることがわかった。グタイテキゲンバ

		4		認知レベルを意図的に促進することで授業の理解度、意欲が変わると思うから。ニンチイトテキソクシンジュギョウリカイドイヨクカオモ

		4		教師の指導観を考えるものであり、その効果が子どもの育ちとして見えるものとなり得るキョウシシドウカンカンガコウカコソダミエ

		4		学習していく上で必要な視点が全て含まれているから。具体的準備、メタ認知、ブリッジングはまさに大切なことだと思う。ガクシュウウエヒツヨウシテンスベフクグタイテキジュンビニンチタイセツオモ

		4		子どもの頭の中を描き出し、「わかった」といわせることはとても大切な教育のテーマだが、深く考える子どもにしたいからそのための考えが進む要因を探りだしたいから。コアタマナカエガダタイセツキョウイクフカカンガコカンガススヨウインサグ

		3		「普及」という観点でいうと専門用語と特徴ある展開を理解する段階がもっと広まる必要がある。フキュウカンテンセンモンヨウゴトクチョウテンカイリカイダンカイヒロヒツヨウ

		3		もっと広めようとしなければ普及しない。このような研修があることを多くの人は知らないし、知っても忙しすぎて参加できない。ヒロフキュウケンシュウオオヒトシシイソガサンカ

		3		理系の教員は必要性は十分わかり、普及させたいと思うが、小学校教員の多くは文系の教師で、その必要性を感じないので、これを何とかしなければならないと思う。これは本校で今年取り組んでみて実感しました。リケイキョウインヒツヨウセイジュウブンフキュウオモショウガッコウキョウインオオブンケイキョウシヒツヨウセイカンナンオモホンコウコトシトクジッカン

		3		授業時数と教えなければならない内容、量をはかりにかけると余裕はない。ただ、授業の中に取り組むことは工夫次第で可能ではと思ったので。ジュギョウジスウオシナイヨウリョウヨユウジュギョウナカトククフウシダイカノウオモ

		3		子ども自身の討論に委ねると時数がかかる。必ずしも単元の目標に到達しなくてもいいという点が、限られた時数で単元を進める日本のカリキュラムにあうか。コジシントウロンユダジスウカナラタンゲンモクヒョウトウタツテンカギジスウタンゲンススニホン

		3		時間や内容を学校や教師がもっと自由に組み替えられる。チャンスがあればいい。自分の考えを出すことについて恥ずかしさや恐れを持つ日本の文化風習を考える。ジカンナイヨウガッコウキョウシジユウクカジブンカンガダハオソモニホンブンカフウシュウカンガ

		3		必要性はあるが、活用がむずかしい。ヒツヨウセイカツヨウ

		3		子どもの学力向上には有効的だと思うが、物理環境（状況）が整えられない。コガクリョクコウジョウユウコウテキオモブツリカンキョウジョウキョウトトノ

		2		日本で普及するためには教員がCAに対して根本的レベルを理解するには時間がかかること。型だけで終わってしまう可能性がある。ニホンフキュウキョウインタイコンポンテキリカイジカンカタオカノウセイ

		1		どこにCAを入れるかはいろいろあるので指導要領として入れるのは難しい気がする。イシドウヨウリョウイムズカキ

		？		大切であるという共通認識まではOKだと思うが日々の授業で構築し続けていくのはきわめて困難。特に生徒指導を多く抱える学校では。





８

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業を行いたいか？）リヨシジュギョウオコナ

		5		せっかくここに通ったのだから自分なりにでも進化させたい。続けることでいろいろなこと（学習のみならず生徒の変容）を見ることができると思う。カヨジブンシンカツヅガクシュウセイトヘンヨウミオモ

		5		認知の発達は中学生にとって、ぜひ必要だから。小さい子どものころから、ピアジェの発達理論を意識して、子育てすると数や量の認知の発達が進むことを、自分の子育ての中で実感できたから。（子育ては実験でもありました）ニンチハッタツチュウガクセイヒツヨウチイコハッタツリロンイシキコソダカズリョウニンチハッタツススジブンコソダナカジッカンコソダジッケン

		5		CAのプログラムは今まで知らなかったが、自分自身がCAのような考え方や視点のようなものは必要性であると依然から思うところがあったので。イマシジブンジシンカンガカタシテンヒツヨウセイイゼンオモ

		5		子どもの変容がよく表れているから（今年の実践より）コヘンヨウアラワコトシジッセン

		5		自分も楽しめる。子どもの変容が実感できる。何よりも、認知促進に値打ちがある。子どもの力が伸び、教師としての自分の力量も高まる。ジブンタノコヘンヨウジッカンナニニンチソクシンネウコチカラノキョウシジブンリキリョウタカ

		5		子どもの内面で物事をどのように認知しているのか、それを教師が把握できるようになりたい。コナイメンモノゴトニンチキョウシハアク

		5		児童が学び手として、認知的にレベルアップすることが予想される。ジドウマナテニンチテキヨソウ

		4		科学面白さは、①知的好奇心を高めること②考えることであると思う。そのため、②を考えるためには必要である。カガクオモシロチテキコウキシンタカカンガオモカンガヒツヨウ

		4		生徒の学ぶ姿勢が変わっていく気がします。セイトマナシセイカキ

		4		実験などでは極力行い、興味関心を持たせながら、理解を深めようと日々努力しています。ただ、やはり注文している感じです。CAの視点を取り入れること、ひらめいたり、論理的に思考する力を増やすことができれば、それは必ず生徒の力となると確信したからです。ジッケンキョクリョクオコナキョウミカンシンモリカイフカヒビドリョクチュウモンカンシテントイロンリテキシコウチカラフカナラセイトチカラカクシン

		4		普段の授業で行っていることが自然とCAに関連していたということが多々あります。もっと意図的に使えるようになれればと思います。フダンジュギョウオコナシゼンカンレンタタイトテキツカオモ

		4		子どもの学びの育ちにとって、有効であると思います。コマナソダユウコウオモ

		4		継続していくことで子どもたちが「考える」ことが楽しいと思ってくれそうな気がします。ケイゾクコカンガタノオモキ

		4		CAを行うことで、学習のみならず、生活まで向上すると考えるから。オコナガクシュウセイカツコウジョウカンガ

		4		思うが、まだまだ具体的場面でイメージできていない。オモグタイテキバメン

		4		興味深いので一度実践してみたい。キョウミフカイチドジッセン

		3		単元によっては試したい。しかし、時数や内容を考えると定期的には不可能。タンゲンタメジスウナイヨウカンガテイキテキフカノウ

		2		単元の内容の概念を教える事と、概念操作のための実力を身につけることは、同時に行うことは難しい気がする。高校レベルでは例外に触れずに内容を教えることは難しいと思う。タンゲンナイヨウガイネンオシコトガイネンソウサジツリョクミドウジオコナムズカキコウコウレイガイフナイヨウオシムズカオモ

		1		現状ではできませんが願望からいうと”５”ゲンジョウガンボウ
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		今後、どんな研修が必要か？コンゴケンシュウヒツヨウ

		○		授業参観とその後の協議ジュギョウサンカンゴキョウギ

		○		参観、教員の指導レベルが高いと効果が高いが、生徒どうしの気づきを誘導することが必要である。時間内に終わらせるために。サンカンキョウインシドウタカコウカタカセイトキユウドウヒツヨウジカンナイオ

		○		振り返りをできる研修です。フカエケンシュウ

		○		自分だけやっていくと、かなり落とし穴に入っていくと思われる。継続な研修はおそらく必要。ジブンオアナハイオモケイゾクケンシュウヒツヨウ

		○		30回分の内容をよく知ること。実践と振り返りを定期的に研修の形で行うこと。カイブンナイヨウシジッセンフカエテイキテキケンシュウカタチオコナ

		○		たくさんの例やCAの視点を深く勉強できるよう。１つ１つの柱の意味などを理解していきたい。レイシテンフカベンキョウハシライミリカイ

		○		小学校教員を対象としたCAの視点を普及させるような研修が必要だと思います。法的研修の11年目には必ず研修のプログラムとし、取り入れたほうがよいと思います。ショウガッコウキョウインタイショウシテンフキュウケンシュウヒツヨウオモホウテキケンシュウネンメカナラケンシュウトイオモ

		○		実際に授業を見せていただけるのが1番だと思います。ジッサイジュギョウミバンオモ

		○		子どもの認識レベルを区別する技術（SRT）を身につける。多くの事例に触れる。CASEの授業の参観。コニンシキクベツギジュツミオオジレイフジュギョウサンカン

		○		授業を自分のクラスで行って、検討や助言をいただくこと。まず、ピアジェの理論について、基礎的なことから学びたい。ジュギョウジブンオコナケントウジョゲンリロンキソテキマナ

		○		まずピアジェの理論について基礎的なことから学びたい。リロンキソテキマナ

		○		認知についての知識、教科研究で授業技術ニンチチシキキョウカケンキュウジュギョウギジュツ

		○		CAを取り組んだ教科指導（教材化）の具体化トクキョウカシドウキョウザイカグタイカ

		○		認知的葛藤の部分を充実させる研修ニンチテキカットウブブンジュウジツケンシュウ

		○		CAの授業案についてジュギョウアン

		○		具体的に学び、実際に検証できる研修グタイテキマナジッサイケンショウケンシュウ

		○		いまやっている小学校の理科授業と絡めて考えていくことが大事だと思う。教材づくりの中にどこからでもいいので、わずかでもいいのでこの考え方を入れ検証してくこと。継続的に研修ができるよう、現任校に支援してもらえないか。ショウガッコウリカジュギョウカラカンガダイジオモキョウザイナカカンガカタイケンショウケイゾクテキケンシュウゲンニンコウシエン

		○		実践を聞くことでどこの部分がどのように取り入れられているかを照らし合わせて聞くほうが理解が早くてわかりやすい。ジッセンキブブントイテアキリカイハヤ

		○		認知促進のための発問方法を研修しないと、授業の別解や別の考え方を発見・説明させるだけの発問になります。授業としては活発に見えますが、CA的発問・議論にならない恐れがあります。ニンチソクシンハツモンホウホウケンシュウジュギョウベツカイベツカンガカタハッケンセツメイハツモンジュギョウカッパツミテキハツモンギロンオソ
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		印象に残ったことシルシゾウノコ

		○		平安女学院でやらせていただいた実践のためヘイアンジョガクインジッセン

		○		分かったつもりになっていることが間違っていたこと。それにより気づきが埋めれ改善につながった。自分自身が葛藤とメタ認知することができた。ワマチガキウカイゼンジブンジシンカットウニンチ

		○		出した指導案にアドバイスをいただいたこと。自分のものではまだまだ十分でないことに気付いたこと。ダシドウアンジブンジュウブンキツケ

		○		平安女学院中学で授業をやらせてもらったこと。たびたび前にだって、発表をさせてもらったこと。ヘイアンジョガクインチュウガクジュギョウマエハッピョウ

		○		やはり、平女まで出かけたことです。他の先生方の授業を聞かせていただいたことです。ヘイジョデタセンセイガタジュギョウキ

		○		平安女学院で授業させていただいたことは、大変貴重な経験となりました。また、先進の事例では学ぶこと、考えさせられることが多かったです。最終の[モデル」の取り組みですが、わかったようで分かっていないことが、他にももっとあるように思いました。ヘイアンジョガクインジュギョウタイヘンキチョウケイケンセンシンジレイマナカンガオオサイシュウトクワホカオモ

		○		特にというよりも研修会自体がとてもよい刺激となりました。閉じられた空間にいる印象なので交流できて、勉強になりました。トクケンシュウカイジタイシゲキトクウカンインショウコウリュウベンキョウ

		○		今回、始めての参加だったが、これまでの全ての資料をいただけた。ぜひ持ち帰って、しっかり読みたい。コンカイハジサンカスベシリョウモカエヨ

		○		学習内容、知識が学力だと考えていたが考える力について考えうとできたこと。ガクシュウナイヨウチシキガクリョクカンガカンガチカラカンガ

		○		各内容に多くを学ぶことができました。協議することで深まりがありました。カクナイヨウオオマナキョウギフカ

		○		6歳～１１歳、11歳～14歳と操作期の区別を知り、まさに小学校が考える力をつける基礎だとわかったこと。具体的準備の大切さ。友達と話し合うこと(メタ認知が大切であること）サイサイサイサイソウサキクベツシショウガッコウカンガチカラキソグタイテキジュンビタイセツトモダチハナアニンチタイセツ

		○		具体的な授業例グタイテキジュギョウレイ

		○		ピアジェ、ビゴツキーの考え方についてもう少し研修をしたい。カンガカタスコケンシュウ

		○		第5回の研修内容は何度も見直した。ダイカイケンシュウナイヨウナンドミナオ

		○		ブリッジングの在り方について参考になりました。通常の学校ではCA的授業をすることになります。アカタサンコウツウジョウガッコウテキジュギョウ
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		評価ヒョウカ		理　　由（来年度も参加したいか？）リヨシライネンドサンカ

		5		この結果がどう出てくるかを知りたい。ケッカデシ

		5		もう少し身につけたいスコミ

		5		1年間の研修では十分理解できなかったことがあるので、ぜひ来年もやってほしい。ネンカンケンシュウジュウブンリカイライネン

		5		自分の授業のバリエーション等を増やしていきたい。子どもにとって価値のある授業をできるようになりたい。ジブンジュギョウナドフコカチジュギョウ

		5		子どもたちの変容がみられるので、もっとその結果を高めたいと思うため。コヘンヨウケッカタカオモ

		5		ようやく考え方のヒントが見えてきました。私はもっともっと理科の教師として、幅を広げていきたいと思っています。よろしくお願いします。カンガカタミワタシリカキョウシハバヒロオモネガ

		5		まだスタートラインに立ったばかり（それ以前かもしれない）なので、もっと自分の力量を高めたい。答えに向かって一直線に進んできた従来のやり方を変えていくのはなかなか難しい。タイゼンジブンリキリョウタカコタムイッチョクセンススジュウライカタカムズカ

		5		中学校の理科教科指導の在り方に課題を感じています。チュウガッコウリカキョウカシドウアカタカダイカン

		5		授業例が今後さらに増え、そこから学ぶことが多いと思うから。ジュギョウレイコンゴフマナオオオモ

		5		まだまだ理解不能なところが多いから、実際の授業と頭の中で結び付いていない。でも、何か新しい考え方の領域にいけそうな気がする。リカイフノウオオジッサイジュギョウアタマナカムスツナニアタラカンガカタリョウイキキ

		4		教師として未熟な部分が多いので、特に土曜にして頂いているので参加しやすかったです。キョウシミジュクブブンオオトクドヨウイタダサンカ

		4		小学校は6～12歳という、認知レベルが大きく発達、変化する時期なのに、今の自分は子どもの認知力についての知識が非常に乏しいので、ぜひ学びたい。ショウガッコウサイニンチオオハッタツヘンカジキイマジブンコニンチチカラチシキヒジョウトボマナ

		4		もっと知りたい、学びたい、生かしたいと考えるから。シマナイカンガ

		4		数回の聴講では足りないので、繰り返し聞き、用語に触れておかないと、理論で終わっていまい、日常に活かせないと思ったので。スウカイチョウコウタクカエキヨウゴフリロンオニチジョウイオモ

		3		地域的に遠く通うのに無理が多い。時間や空間的な制約。チイキテキトオカヨムリオオジカンクウカンテキセイヤク

		3		やっとCASEの「ケ」を理解できたかと自分で感じています。さらに研修したら身につくことではないかもしれませんが「新しいことを知る」ということはやっぱり楽しいです。北部からの参加でしたので、大変苦しかったですが、楽しかったです。リカイジブンカンケンシュウミアタラシタノホクブサンカタイヘンクルタノ
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		感想　・　要望　・　コメントカンソウヨウボウ

		○		研修の成果として（実践）案を例としてどこかに発表する場合、指導案の形式や使用している用語について共通認識、統一形式が必要と思います。ケンシュウセイカジッセンアンレイハッピョウバアイシドウアンケイシキシヨウヨウゴキョウツウニンシキトウイツケイシキヒツヨウオモ

		○		海外での成果としてどのように変化し、取り入れられているか知りたいと感じた。カイガイセイカヘンカトイシカン

		○		自分の授業をなんとかしなければ、とあせっていたとき偶然本研修会のチラシを見つけFAXしました。授業に活かせる内容だったので、参加できてよかったと思いました。ジブンジュギョウグウゼンホンケンシュウカイミジュギョウイナイヨウサンカオモ

		○		谷口先生のお話や論理にはいつも関心しています。みなさん大変お世話になりました。タニグチセンセイハナシロンリカンシンタイヘンセワ

		○		多くの実践を積み報告できるものは伝え、また多くの事例に学びたい。オオジッセンツホウコクツタオオジレイマナ

		○		平島先生や平岡先生に誘っていただいて参加できて本当に良かったです。これからもご助言、ご指導いただければ幸いです。ヒラシマセンセイヒラオカセンセイサソサンカホントウヨジョゲンシドウサイワ

		○		現場に新しい指導法を押しつけるのではなく一緒に研究をしようという進め方がありがたかったです。ゲンバアタラシドウホウオイッショケンキュウススカタ

		○		ありがとうございました。来年度もぜひ受講したいです。ライネンドジュコウ

		○		科学推論テストに興味を持ちました。我が校の子にしてみたいです。谷口先生に出会い本校まで来ていただき授業を観てもらえて大変ありがたかったです。ありがとうございました。来年度、理科教育本発表を迎える本校に新しい考え方を入れていただきました。カガクスイロンキョウミモワコウコタニグチセンセイデアホンコウキジュギョウミタイヘンライネンドリカキョウイクホンハッピョウムカホンコウアタラカンガカタイ

		○		個人的にも大変勉強させていただきました。今後多くの場で生かせたらと思います。ありがとうございました。コジンテキタイヘンベンキョウコンゴオオバイオモ

		○		ぜひ、また来年も予算を組んでいただき、本校の職員を研修に加えてほしい。北部の学校となると来させてもらうだけでかなりのエネルギーが必要なので支援を。ライネンヨサンクホンコウショクインケンシュウクワホクブガッコウコヒツヨウシエン

		○		CASEよりもCAMEが流行っている理由と経緯が知りたいです。ハヤリユウケイイシ

		○		途中参加で失礼しましたが楽しく勉強させていただきました。ありがとうございました。トチュウサンカシツレイタノベンキョウ






６ (2)

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子供の認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコドモニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





３

		評価ヒョウカ		理　　由　（難易度）リヨシナンイド

		3		授業案を書く段階で教科でのおさえたいことの流れと、CAの視点をどのように入れるかで、まだ迷う部分が多い。ジュギョウアンカダンカイキョウカナガシテンイマヨブブンオオ

		3		CASEの言葉の概念をしっかりわからずに参加したが、操作→抽象へ生徒自身がどう成長していくのかをおおまかにイメージできました。コトバガイネンサンカソウサチュウショウセイトジシンセイチョウ

		3		学生の頃ピアジェに興味を持ち、本も読んでいたし、たぶん（自分の子供に）実験のようなこともやってみたからガクセイコロキョウミモホンヨジッケン

		3		用語の理解を含め、話し合いに参加するための力量をつけておかねばならない。もう一度学び直さなければならないものが多かった。ヨウゴリカイフクハナアサンカリキリョウイチドマナナオオオ

		3		中高の理科的な内容で議論が起こった際、ついていけない。講師の方はわかりやすく話して下さいました。チュウコウリカテキナイヨウギロンオサイコウシカタハナクダ

		3		「認知促進プログラム」というものに興味があったが、その一端に触れることができた。ニンチソクシンキョウミイッタンフ

		2		CASEの概念の理解は十分でないように思うガイネンリカイジュウブンオモ

		2		CAの視点をよく理解できていなかったので、討論の内容や授業計画の糸がわかりづらかったからシテンリカイトウロンナイヨウジュギョウケイカクイト

		2		理論や言葉の理解なかなか大変でした。リロンコトバリカイタイヘン

		2		専門用語。理科内容でも中学校と小学校の差が。センモンヨウゴリカナイヨウチュウガッコウショウガッコウサ

		2		小学校ですので他校種レベルの話になるとそのこと自体を理解するのに時間がかかった。ショウガッコウタコウシュハナシジタイリカイジカン

		2		まだまだ理解できていないことが多い。話し合われている言葉でわからないことがある。リカイオオハナアコトバ

		1		生徒の実態として把握しにくい分野を高めようとしていること。また、プログラム30までやっていないのでイメージをもちにくい。やったところまでは取り入れられるが、それ以上は想像しがたい。また、授業の中でとりいれることが難しいと感じる。セイトジッタイハアクブンヤタカトイイジョウソウゾウジュギョウナカムズカカン

		1		認知促進を図ること。（理解させることを目的化しない）ニンチソクシンハカリカイモクテキカ

		1		CAを理解した上で進めていかなくてはいけないので、短時間ではCAを理解しきれないので。リカイウエススタンジカンリカイ

		1		CAの考え方をどう生かすか、どこでやるのかカンガカタイ

		1		理科の授業の中でCAを行うというのはとても難しい。例外や多様性について触れることができるか疑問。リカジュギョウナカオコナムズカレイガイタヨウセイフギモン









４

		評価ヒョウカ		理　　由　（満足度）リヨシマンゾクド

		5		「教科の授業にthinking scienceをどのようにとりいれることができるか」という課題が明確になったので、用語等はまだ十分使いこなせないが、今後何をすべきかが明確になった。キョウカジュギョウカダイメイカクヨウゴトウジュウブンツカコンゴナニメイカク

		5		「なんで？」という生徒自身の知的好奇心を高いところへ登らせていく方法だと感じました。セイトジシンチテキコウキシンタカノボホウホウカン

		5		数学の授業にCAの考え方wお取り入れることで、子どもの反応がよくなってきたと感じるから。スウガクジュギョウカンガカタトイコハンノウカン

		5		今まで自分自身が取り組んでいた科学的思考力の育成について裏付けとなる内容であったから。イマジブンジシントクカガクテキシコウチカライクセイウラヅナイヨウ

		5		考えることの楽しさと大切さを知ったように思う。授業の幅が広がり、新たな視点で教材をみることができる。カンガタノタイセツシオモジュギョウハバヒロアラシテンキョウザイ

		5		単元で設定されている「到達目標」だけでなく、「認知レベルを高める」という視点に立つと、授業の作り方が全く新鮮になるという印象をもった。タンゲンセッテイトウタツモクヒョウニンチタカシテンタジュギョウツクカタマッタシンセンインショウ

		5		教材開発において生徒の認知発達を理解する重要性を学ぶことができた。キョウザイカイハツセイトニンチハッタツリカイジュウヨウセイマナ

		5		CAの考え方を授業作りに生かすことができそうだから。カンガカタジュギョウヅクイ

		4		いろいろな先生と知り合えた。授業改善に役立つ。センセイシアジュギョウカイゼンヤクダ

		4		自分が上手く理解できていない点と工夫して授業を考えていこうという材料や方向性が得られた。ジブンウマリカイテンクフウジュギョウカンガザイリョウホウコウセイエ

		4		平安女学院で授業をさせてもらったり、他の先生方との交流ができた。ヘイアンジョガクインジュギョウタセンセイガタコウリュウ

		4		授業をしたい！という意欲がわいてきました。特に今は冬休みなので。ジュギョウイヨクトクイマフユヤス

		4		手法や考え方が学べたためシュホウカンガカタマナ

		4		CASEがやっと分かりかけ、全ての授業に授業パターンは使えるから。ワスベジュギョウジュギョウツカ

		4		今の自分にない、考え方だろうということがなんとなくわかっておもしろいイマジブンカンガカタ

		4		授業改善における新しい視点を得ることができた。実践し続けてきたことで、子供の内容があったことに対してなぜそれがプラスの変容を促すことになったのか分析できた。ジュギョウカイゼンアタラシテンエジッセンツヅコドモナイヨウタイヘンヨウウナガブンセキ

		3		消化しきれないところがある。上述した部分が。しかし今から考えて作り上げるには面白いと思う。形式的操作はやはり難しく感じる。（実践することが）ショウカジョウジュツブブンイマカンガツクアオモシロオモケイシキテキソウサムズカカンジッセン

		3		CAの必要性を感じ取り入れていきたい。ヒツヨウセイカントイ





５

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡの概念の理解度）リヨシガイネンリカイド

		4		何を目指しているかは理解できたと思っている。ナニメザリカイオモ

		4		自分の授業にどう応用すればよいかについて、まだ不十分。30分回分のすべての内容についての理解も不十分。以上のような点で十分理解したと言えない。ジブンジュギョウオウヨウフジュウブンフンカイブンナイヨウリカイフジュウブンイジョウテンジュウブンリカイイ

		4		共感や賛成はできるので、自分でより理解して実践に活かしていきたいから。キョウカンサンセイジブンリカイジッセンイ

		4		発達段階を知る必要性。CAの視点。ハッタツダンカイシヒツヨウセイシテン

		4		認知促進とは何か、どうすれば促進できるのか、促進したらどんなよい事と結び付くのかについて一定理解できたと思う。ニンチソクシンナニソクシンソクシンコトムスツイッテイリカイオモ

		4		子供たちの認知レベルに合わせて授業をする必要性を感じました。コドモニンチアジュギョウヒツヨウセイカン

		4		「変数」「分類」「比例」「モデル化」について具体的な実践で理解することができた。ヘンスウブンルイヒレイカグタイテキジッセンリカイ

		4		教え込みで知識を獲得させるのではなく、受け手側の力をたがやすことの大切さが感じられた。具体的準備についての考え方やディベート、グループ学習の有効性など、日々の授業に取り入れることができると判断した。オシコチシキカクトクウテガワチカラタイセツカングタイテキジュンビカンガカタガクシュウユウコウセイヒビジュギョウトイハンダン

		4		科学的概念をスキーマとして捉える事と葛藤させることによる促進カガクテキガイネントラコトカットウソクシン

		4		すべてではないと思いますが、全体的な考え方についてはおおよそ理解できたと思います。（学校で授業ができるかどうかは別ですが）オモゼンタイテキカンガカタリカイオモガッコウジュギョウベツ

		3.5		とてもおもしろい考え方だと思った。続けることで子供たちの変化がきっと見られる考え方だと思う。カンガカタオモツヅコドモヘンカミカンガカタオモ

		3		実際の授業展開に十分おとせる段階に到っていないので、「理解」という点ではまだ不十分かと思う。（実践に移す対象がいないのでこの予想が難しい）ジッサイジュギョウテンカイジュウブンダンカイイタリカイテンフジュウブンオモジッセンウツタイショウヨソウムズカ

		3		正直なところ、ピアジェの考え方についての知識もほとんど持たずに参加しており、１つ１つ基礎的な内容から十分な理解をすることが、まだまだできていないという自覚があります。ショウジキカンガカタチシキモサンカキソテキナイヨウジュウブンリカイジカク

		3		日々の授業でCAの視点を取り入れる観点が十分に身についていない。ヒビジュギョウシテントイカンテンジュウブンミ

		3		認知的葛藤が生徒の成長につながる。ニンチテキカットウセイトセイチョウ

		3		方向性としてはわかるが、クリアできていないところがありむずかしい。ホウコウセイ

		3		子ども相互の交流（討論）が学習活動において不可欠であるということは様々な研修や授業研究を通して、理解し、取り入れ絵tきましたが、ただ単に学習の流れに取り入れるのではなく、教師がもっと意識的にCAの考え方を明確にして、設定すると効果的だと思った。コウリュウトウロンガクシュウカツドウフカケツサマザマケンシュウジュギョウケンキュウトオリカイトイエタンガクシュウナガトイキョウシイシキテキカンガカタメイカクセッテイコウカテキオモ

		2		大まかにしか理解できていないと感じています。流れなどはわかってきましたが、内容をいかに授業に取り入れていくのかまでできていない。オオリカイカンナガナイヨウジュギョウトイ

		1		社会的構造とメタ認知の関連が腑に落ちないし、またZPDが社会的構造によて行われるというNewmanの主張がよくわからない。ZPDは別のアプローチでも可能ではないだろうか。シャカイテキコウゾウニンチカンレンフオシャカイテキコウゾウオコナシュチョウベツカノウ







６

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子どもの認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





７

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業の普及の可能性）リヨシジュギョウフキュウカノウセイ

		5		生徒が学習を進める素地を作るんじゃないかと思っています。セイトガクシュウススソチツクオモ

		5		わからないけど、普及させていくべきだと思う。フキュウオモ

		5		手法なので指導者の工夫で十分可能である。またそうしていきたい。日本ならではのものができるのではないだろうか。シュホウシドウシャクフウジュウブンカノウニホン

		5		具体的が現場でできることがわかった。グタイテキゲンバ

		4		認知レベルを意図的に促進することで授業の理解度、意欲が変わると思うから。ニンチイトテキソクシンジュギョウリカイドイヨクカオモ

		4		教師の指導観を考えるものであり、その効果が子どもの育ちとして見えるものとなり得るキョウシシドウカンカンガコウカコソダミエ

		4		学習していく上で必要な視点が全て含まれているから。具体的準備、メタ認知、ブリッジングはまさに大切なことだと思う。ガクシュウウエヒツヨウシテンスベフクグタイテキジュンビニンチタイセツオモ

		4		子どもの頭の中を描き出し、「わかった」といわせることはとても大切な教育のテーマだが、深く考える子どもにしたいからそのための考えが進む要因を探りだしたいから。コアタマナカエガダタイセツキョウイクフカカンガコカンガススヨウインサグ

		3		「普及」という観点でいうと専門用語と特徴ある展開を理解する段階がもっと広まる必要がある。フキュウカンテンセンモンヨウゴトクチョウテンカイリカイダンカイヒロヒツヨウ

		3		もっと広めようとしなければ普及しない。このような研修があることを多くの人は知らないし、知っても忙しすぎて参加できない。ヒロフキュウケンシュウオオヒトシシイソガサンカ

		3		理系の教員は必要性は十分わかり、普及させたいと思うが、小学校教員の多くは文系の教師で、その必要性を感じないので、これを何とかしなければならないと思う。これは本校で今年取り組んでみて実感しました。リケイキョウインヒツヨウセイジュウブンフキュウオモショウガッコウキョウインオオブンケイキョウシヒツヨウセイカンナンオモホンコウコトシトクジッカン

		3		授業時数と教えなければならない内容、量をはかりにかけると余裕はない。ただ、授業の中に取り組むことは工夫次第で可能ではと思ったので。ジュギョウジスウオシナイヨウリョウヨユウジュギョウナカトククフウシダイカノウオモ

		3		子ども自身の討論に委ねると時数がかかる。必ずしも単元の目標に到達しなくてもいいという点が、限られた時数で単元を進める日本のカリキュラムにあうか。コジシントウロンユダジスウカナラタンゲンモクヒョウトウタツテンカギジスウタンゲンススニホン

		3		時間や内容を学校や教師がもっと自由に組み替えられる。チャンスがあればいい。自分の考えを出すことについて恥ずかしさや恐れを持つ日本の文化風習を考える。ジカンナイヨウガッコウキョウシジユウクカジブンカンガダハオソモニホンブンカフウシュウカンガ

		3		必要性はあるが、活用がむずかしい。ヒツヨウセイカツヨウ

		3		子どもの学力向上には有効的だと思うが、物理環境（状況）が整えられない。コガクリョクコウジョウユウコウテキオモブツリカンキョウジョウキョウトトノ

		2		日本で普及するためには教員がCAに対して根本的レベルを理解するには時間がかかること。型だけで終わってしまう可能性がある。ニホンフキュウキョウインタイコンポンテキリカイジカンカタオカノウセイ

		1		どこにCAを入れるかはいろいろあるので指導要領として入れるのは難しい気がする。イシドウヨウリョウイムズカキ

		？		大切であるという共通認識まではOKだと思うが日々の授業で構築し続けていくのはきわめて困難。特に生徒指導を多く抱える学校では。
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		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業を行いたいか？）リヨシジュギョウオコナ

		5		せっかくここに通ったのだから自分なりにでも進化させたい。続けることでいろいろなこと（学習のみならず生徒の変容）を見ることができると思う。カヨジブンシンカツヅガクシュウセイトヘンヨウミオモ

		5		認知の発達は中学生にとって、ぜひ必要だから。小さい子どものころから、ピアジェの発達理論を意識して、子育てすると数や量の認知の発達が進むことを、自分の子育ての中で実感できたから。（子育ては実験でもありました）ニンチハッタツチュウガクセイヒツヨウチイコハッタツリロンイシキコソダカズリョウニンチハッタツススジブンコソダナカジッカンコソダジッケン

		5		CAのプログラムは今まで知らなかったが、自分自身がCAのような考え方や視点のようなものは必要性であると依然から思うところがあったので。イマシジブンジシンカンガカタシテンヒツヨウセイイゼンオモ

		5		子どもの変容がよく表れているから（今年の実践より）コヘンヨウアラワコトシジッセン

		5		自分も楽しめる。子どもの変容が実感できる。何よりも、認知促進に値打ちがある。子どもの力が伸び、教師としての自分の力量も高まる。ジブンタノコヘンヨウジッカンナニニンチソクシンネウコチカラノキョウシジブンリキリョウタカ

		5		子どもの内面で物事をどのように認知しているのか、それを教師が把握できるようになりたい。コナイメンモノゴトニンチキョウシハアク

		5		児童が学び手として、認知的にレベルアップすることが予想される。ジドウマナテニンチテキヨソウ

		4		科学面白さは、①知的好奇心を高めること②考えることであると思う。そのため、②を考えるためには必要である。カガクオモシロチテキコウキシンタカカンガオモカンガヒツヨウ

		4		生徒の学ぶ姿勢が変わっていく気がします。セイトマナシセイカキ

		4		実験などでは極力行い、興味関心を持たせながら、理解を深めようと日々努力しています。ただ、やはり注文している感じです。CAの視点を取り入れること、ひらめいたり、論理的に思考する力を増やすことができれば、それは必ず生徒の力となると確信したからです。ジッケンキョクリョクオコナキョウミカンシンモリカイフカヒビドリョクチュウモンカンシテントイロンリテキシコウチカラフカナラセイトチカラカクシン

		4		普段の授業で行っていることが自然とCAに関連していたということが多々あります。もっと意図的に使えるようになれればと思います。フダンジュギョウオコナシゼンカンレンタタイトテキツカオモ

		4		子どもの学びの育ちにとって、有効であると思います。コマナソダユウコウオモ

		4		継続していくことで子どもたちが「考える」ことが楽しいと思ってくれそうな気がします。ケイゾクコカンガタノオモキ

		4		CAを行うことで、学習のみならず、生活まで向上すると考えるから。オコナガクシュウセイカツコウジョウカンガ

		4		思うが、まだまだ具体的場面でイメージできていない。オモグタイテキバメン

		4		興味深いので一度実践してみたい。キョウミフカイチドジッセン

		3		単元によっては試したい。しかし、時数や内容を考えると定期的には不可能。タンゲンタメジスウナイヨウカンガテイキテキフカノウ

		2		単元の内容の概念を教える事と、概念操作のための実力を身につけることは、同時に行うことは難しい気がする。高校レベルでは例外に触れずに内容を教えることは難しいと思う。タンゲンナイヨウガイネンオシコトガイネンソウサジツリョクミドウジオコナムズカキコウコウレイガイフナイヨウオシムズカオモ

		1		現状ではできませんが願望からいうと”５”ゲンジョウガンボウ
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		今後、どんな研修が必要か？コンゴケンシュウヒツヨウ

		○		授業参観とその後の協議ジュギョウサンカンゴキョウギ

		○		参観、教員の指導レベルが高いと効果が高いが、生徒どうしの気づきを誘導することが必要である。時間内に終わらせるために。サンカンキョウインシドウタカコウカタカセイトキユウドウヒツヨウジカンナイオ

		○		振り返りをできる研修です。フカエケンシュウ

		○		自分だけやっていくと、かなり落とし穴に入っていくと思われる。継続な研修はおそらく必要。ジブンオアナハイオモケイゾクケンシュウヒツヨウ

		○		30回分の内容をよく知ること。実践と振り返りを定期的に研修の形で行うこと。カイブンナイヨウシジッセンフカエテイキテキケンシュウカタチオコナ

		○		たくさんの例やCAの視点を深く勉強できるよう。１つ１つの柱の意味などを理解していきたい。レイシテンフカベンキョウハシライミリカイ

		○		小学校教員を対象としたCAの視点を普及させるような研修が必要だと思います。法的研修の11年目には必ず研修のプログラムとし、取り入れたほうがよいと思います。ショウガッコウキョウインタイショウシテンフキュウケンシュウヒツヨウオモホウテキケンシュウネンメカナラケンシュウトイオモ

		○		実際に授業を見せていただけるのが1番だと思います。ジッサイジュギョウミバンオモ

		○		子どもの認識レベルを区別する技術（SRT）を身につける。多くの事例に触れる。CASEの授業の参観。コニンシキクベツギジュツミオオジレイフジュギョウサンカン

		○		授業を自分のクラスで行って、検討や助言をいただくこと。まず、ピアジェの理論について、基礎的なことから学びたい。ジュギョウジブンオコナケントウジョゲンリロンキソテキマナ

		○		まずピアジェの理論について基礎的なことから学びたい。リロンキソテキマナ

		○		認知についての知識、教科研究で授業技術ニンチチシキキョウカケンキュウジュギョウギジュツ

		○		CAを取り組んだ教科指導（教材化）の具体化トクキョウカシドウキョウザイカグタイカ

		○		認知的葛藤の部分を充実させる研修ニンチテキカットウブブンジュウジツケンシュウ

		○		CAの授業案についてジュギョウアン

		○		具体的に学び、実際に検証できる研修グタイテキマナジッサイケンショウケンシュウ

		○		いまやっている小学校の理科授業と絡めて考えていくことが大事だと思う。教材づくりの中にどこからでもいいので、わずかでもいいのでこの考え方を入れ検証してくこと。継続的に研修ができるよう、現任校に支援してもらえないか。ショウガッコウリカジュギョウカラカンガダイジオモキョウザイナカカンガカタイケンショウケイゾクテキケンシュウゲンニンコウシエン

		○		実践を聞くことでどこの部分がどのように取り入れられているかを照らし合わせて聞くほうが理解が早くてわかりやすい。ジッセンキブブントイテアキリカイハヤ

		○		認知促進のための発問方法を研修しないと、授業の別解や別の考え方を発見・説明させるだけの発問になります。授業としては活発に見えますが、CA的発問・議論にならない恐れがあります。ニンチソクシンハツモンホウホウケンシュウジュギョウベツカイベツカンガカタハッケンセツメイハツモンジュギョウカッパツミテキハツモンギロンオソ
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		印象に残ったことシルシゾウノコ

		○		平安女学院でやらせていただいた実践のためヘイアンジョガクインジッセン

		○		分かったつもりになっていることが間違っていたこと。それにより気づきが埋めれ改善につながった。自分自身が葛藤とメタ認知することができた。ワマチガキウカイゼンジブンジシンカットウニンチ

		○		出した指導案にアドバイスをいただいたこと。自分のものではまだまだ十分でないことに気付いたこと。ダシドウアンジブンジュウブンキツケ

		○		平安女学院中学で授業をやらせてもらったこと。たびたび前にだって、発表をさせてもらったこと。ヘイアンジョガクインチュウガクジュギョウマエハッピョウ

		○		やはり、平女まで出かけたことです。他の先生方の授業を聞かせていただいたことです。ヘイジョデタセンセイガタジュギョウキ

		○		平安女学院で授業させていただいたことは、大変貴重な経験となりました。また、先進の事例では学ぶこと、考えさせられることが多かったです。最終の[モデル」の取り組みですが、わかったようで分かっていないことが、他にももっとあるように思いました。ヘイアンジョガクインジュギョウタイヘンキチョウケイケンセンシンジレイマナカンガオオサイシュウトクワホカオモ

		○		特にというよりも研修会自体がとてもよい刺激となりました。閉じられた空間にいる印象なので交流できて、勉強になりました。トクケンシュウカイジタイシゲキトクウカンインショウコウリュウベンキョウ

		○		今回、始めての参加だったが、これまでの全ての資料をいただけた。ぜひ持ち帰って、しっかり読みたい。コンカイハジサンカスベシリョウモカエヨ

		○		学習内容、知識が学力だと考えていたが考える力について考えうとできたこと。ガクシュウナイヨウチシキガクリョクカンガカンガチカラカンガ

		○		各内容に多くを学ぶことができました。協議することで深まりがありました。カクナイヨウオオマナキョウギフカ

		○		6歳～１１歳、11歳～14歳と操作期の区別を知り、まさに小学校が考える力をつける基礎だとわかったこと。具体的準備の大切さ。友達と話し合うこと(メタ認知が大切であること）サイサイサイサイソウサキクベツシショウガッコウカンガチカラキソグタイテキジュンビタイセツトモダチハナアニンチタイセツ

		○		具体的な授業例グタイテキジュギョウレイ

		○		ピアジェ、ビゴツキーの考え方についてもう少し研修をしたい。カンガカタスコケンシュウ

		○		第5回の研修内容は何度も見直した。ダイカイケンシュウナイヨウナンドミナオ

		○		ブリッジングの在り方について参考になりました。通常の学校ではCA的授業をすることになります。アカタサンコウツウジョウガッコウテキジュギョウ
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		評価ヒョウカ		理　　由（来年度も参加したいか？）リヨシライネンドサンカ

		5		この結果がどう出てくるかを知りたい。ケッカデシ

		5		もう少し身につけたいスコミ

		5		1年間の研修では十分理解できなかったことがあるので、ぜひ来年もやってほしい。ネンカンケンシュウジュウブンリカイライネン

		5		自分の授業のバリエーション等を増やしていきたい。子どもにとって価値のある授業をできるようになりたい。ジブンジュギョウナドフコカチジュギョウ

		5		子どもたちの変容がみられるので、もっとその結果を高めたいと思うため。コヘンヨウケッカタカオモ

		5		ようやく考え方のヒントが見えてきました。私はもっともっと理科の教師として、幅を広げていきたいと思っています。よろしくお願いします。カンガカタミワタシリカキョウシハバヒロオモネガ

		5		まだスタートラインに立ったばかり（それ以前かもしれない）なので、もっと自分の力量を高めたい。答えに向かって一直線に進んできた従来のやり方を変えていくのはなかなか難しい。タイゼンジブンリキリョウタカコタムイッチョクセンススジュウライカタカムズカ

		5		中学校の理科教科指導の在り方に課題を感じています。チュウガッコウリカキョウカシドウアカタカダイカン

		5		授業例が今後さらに増え、そこから学ぶことが多いと思うから。ジュギョウレイコンゴフマナオオオモ

		5		まだまだ理解不能なところが多いから、実際の授業と頭の中で結び付いていない。でも、何か新しい考え方の領域にいけそうな気がする。リカイフノウオオジッサイジュギョウアタマナカムスツナニアタラカンガカタリョウイキキ

		4		教師として未熟な部分が多いので、特に土曜にして頂いているので参加しやすかったです。キョウシミジュクブブンオオトクドヨウイタダサンカ

		4		小学校は6～12歳という、認知レベルが大きく発達、変化する時期なのに、今の自分は子どもの認知力についての知識が非常に乏しいので、ぜひ学びたい。ショウガッコウサイニンチオオハッタツヘンカジキイマジブンコニンチチカラチシキヒジョウトボマナ

		4		もっと知りたい、学びたい、生かしたいと考えるから。シマナイカンガ

		4		数回の聴講では足りないので、繰り返し聞き、用語に触れておかないと、理論で終わっていまい、日常に活かせないと思ったので。スウカイチョウコウタクカエキヨウゴフリロンオニチジョウイオモ

		3		地域的に遠く通うのに無理が多い。時間や空間的な制約。チイキテキトオカヨムリオオジカンクウカンテキセイヤク

		3		やっとCASEの「ケ」を理解できたかと自分で感じています。さらに研修したら身につくことではないかもしれませんが「新しいことを知る」ということはやっぱり楽しいです。北部からの参加でしたので、大変苦しかったですが、楽しかったです。リカイジブンカンケンシュウミアタラシタノホクブサンカタイヘンクルタノ
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		感想　・　要望　・　コメントカンソウヨウボウ

		○		研修の成果として（実践）案を例としてどこかに発表する場合、指導案の形式や使用している用語について共通認識、統一形式が必要と思います。ケンシュウセイカジッセンアンレイハッピョウバアイシドウアンケイシキシヨウヨウゴキョウツウニンシキトウイツケイシキヒツヨウオモ

		○		海外での成果としてどのように変化し、取り入れられているか知りたいと感じた。カイガイセイカヘンカトイシカン

		○		自分の授業をなんとかしなければ、とあせっていたとき偶然本研修会のチラシを見つけFAXしました。授業に活かせる内容だったので、参加できてよかったと思いました。ジブンジュギョウグウゼンホンケンシュウカイミジュギョウイナイヨウサンカオモ

		○		谷口先生のお話や論理にはいつも関心しています。みなさん大変お世話になりました。タニグチセンセイハナシロンリカンシンタイヘンセワ

		○		多くの実践を積み報告できるものは伝え、また多くの事例に学びたい。オオジッセンツホウコクツタオオジレイマナ

		○		平島先生や平岡先生に誘っていただいて参加できて本当に良かったです。これからもご助言、ご指導いただければ幸いです。ヒラシマセンセイヒラオカセンセイサソサンカホントウヨジョゲンシドウサイワ

		○		現場に新しい指導法を押しつけるのではなく一緒に研究をしようという進め方がありがたかったです。ゲンバアタラシドウホウオイッショケンキュウススカタ

		○		ありがとうございました。来年度もぜひ受講したいです。ライネンドジュコウ

		○		科学推論テストに興味を持ちました。我が校の子にしてみたいです。谷口先生に出会い本校まで来ていただき授業を観てもらえて大変ありがたかったです。ありがとうございました。来年度、理科教育本発表を迎える本校に新しい考え方を入れていただきました。カガクスイロンキョウミモワコウコタニグチセンセイデアホンコウキジュギョウミタイヘンライネンドリカキョウイクホンハッピョウムカホンコウアタラカンガカタイ

		○		個人的にも大変勉強させていただきました。今後多くの場で生かせたらと思います。ありがとうございました。コジンテキタイヘンベンキョウコンゴオオバイオモ

		○		ぜひ、また来年も予算を組んでいただき、本校の職員を研修に加えてほしい。北部の学校となると来させてもらうだけでかなりのエネルギーが必要なので支援を。ライネンヨサンクホンコウショクインケンシュウクワホクブガッコウコヒツヨウシエン

		○		CASEよりもCAMEが流行っている理由と経緯が知りたいです。ハヤリユウケイイシ

		○		途中参加で失礼しましたが楽しく勉強させていただきました。ありがとうございました。トチュウサンカシツレイタノベンキョウ






６ (2)

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子供の認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコドモニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





３

		評価ヒョウカ		理　　由　（難易度）リヨシナンイド

		3		授業案を書く段階で教科でのおさえたいことの流れと、CAの視点をどのように入れるかで、まだ迷う部分が多い。ジュギョウアンカダンカイキョウカナガシテンイマヨブブンオオ

		3		CASEの言葉の概念をしっかりわからずに参加したが、操作→抽象へ生徒自身がどう成長していくのかをおおまかにイメージできました。コトバガイネンサンカソウサチュウショウセイトジシンセイチョウ

		3		学生の頃ピアジェに興味を持ち、本も読んでいたし、たぶん（自分の子供に）実験のようなこともやってみたからガクセイコロキョウミモホンヨジッケン

		3		用語の理解を含め、話し合いに参加するための力量をつけておかねばならない。もう一度学び直さなければならないものが多かった。ヨウゴリカイフクハナアサンカリキリョウイチドマナナオオオ

		3		中高の理科的な内容で議論が起こった際、ついていけない。講師の方はわかりやすく話して下さいました。チュウコウリカテキナイヨウギロンオサイコウシカタハナクダ

		3		「認知促進プログラム」というものに興味があったが、その一端に触れることができた。ニンチソクシンキョウミイッタンフ

		2		CASEの概念の理解は十分でないように思うガイネンリカイジュウブンオモ

		2		CAの視点をよく理解できていなかったので、討論の内容や授業計画の糸がわかりづらかったからシテンリカイトウロンナイヨウジュギョウケイカクイト

		2		理論や言葉の理解なかなか大変でした。リロンコトバリカイタイヘン

		2		専門用語。理科内容でも中学校と小学校の差が。センモンヨウゴリカナイヨウチュウガッコウショウガッコウサ

		2		小学校ですので他校種レベルの話になるとそのこと自体を理解するのに時間がかかった。ショウガッコウタコウシュハナシジタイリカイジカン

		2		まだまだ理解できていないことが多い。話し合われている言葉でわからないことがある。リカイオオハナアコトバ

		1		生徒の実態として把握しにくい分野を高めようとしていること。また、プログラム30までやっていないのでイメージをもちにくい。やったところまでは取り入れられるが、それ以上は想像しがたい。また、授業の中でとりいれることが難しいと感じる。セイトジッタイハアクブンヤタカトイイジョウソウゾウジュギョウナカムズカカン

		1		認知促進を図ること。（理解させることを目的化しない）ニンチソクシンハカリカイモクテキカ

		1		CAを理解した上で進めていかなくてはいけないので、短時間ではCAを理解しきれないので。リカイウエススタンジカンリカイ

		1		CAの考え方をどう生かすか、どこでやるのかカンガカタイ

		1		理科の授業の中でCAを行うというのはとても難しい。例外や多様性について触れることができるか疑問。リカジュギョウナカオコナムズカレイガイタヨウセイフギモン









４

		評価ヒョウカ		理　　由　（満足度）リヨシマンゾクド

		5		「教科の授業にthinking scienceをどのようにとりいれることができるか」という課題が明確になったので、用語等はまだ十分使いこなせないが、今後何をすべきかが明確になった。キョウカジュギョウカダイメイカクヨウゴトウジュウブンツカコンゴナニメイカク

		5		「なんで？」という生徒自身の知的好奇心を高いところへ登らせていく方法だと感じました。セイトジシンチテキコウキシンタカノボホウホウカン

		5		数学の授業にCAの考え方wお取り入れることで、子どもの反応がよくなってきたと感じるから。スウガクジュギョウカンガカタトイコハンノウカン

		5		今まで自分自身が取り組んでいた科学的思考力の育成について裏付けとなる内容であったから。イマジブンジシントクカガクテキシコウチカライクセイウラヅナイヨウ

		5		考えることの楽しさと大切さを知ったように思う。授業の幅が広がり、新たな視点で教材をみることができる。カンガタノタイセツシオモジュギョウハバヒロアラシテンキョウザイ

		5		単元で設定されている「到達目標」だけでなく、「認知レベルを高める」という視点に立つと、授業の作り方が全く新鮮になるという印象をもった。タンゲンセッテイトウタツモクヒョウニンチタカシテンタジュギョウツクカタマッタシンセンインショウ

		5		教材開発において生徒の認知発達を理解する重要性を学ぶことができた。キョウザイカイハツセイトニンチハッタツリカイジュウヨウセイマナ

		5		CAの考え方を授業作りに生かすことができそうだから。カンガカタジュギョウヅクイ

		4		いろいろな先生と知り合えた。授業改善に役立つ。センセイシアジュギョウカイゼンヤクダ

		4		自分が上手く理解できていない点と工夫して授業を考えていこうという材料や方向性が得られた。ジブンウマリカイテンクフウジュギョウカンガザイリョウホウコウセイエ

		4		平安女学院で授業をさせてもらったり、他の先生方との交流ができた。ヘイアンジョガクインジュギョウタセンセイガタコウリュウ

		4		授業をしたい！という意欲がわいてきました。特に今は冬休みなので。ジュギョウイヨクトクイマフユヤス

		4		手法や考え方が学べたためシュホウカンガカタマナ

		4		CASEがやっと分かりかけ、全ての授業に授業パターンは使えるから。ワスベジュギョウジュギョウツカ

		4		今の自分にない、考え方だろうということがなんとなくわかっておもしろいイマジブンカンガカタ

		4		授業改善における新しい視点を得ることができた。実践し続けてきたことで、子供の内容があったことに対してなぜそれがプラスの変容を促すことになったのか分析できた。ジュギョウカイゼンアタラシテンエジッセンツヅコドモナイヨウタイヘンヨウウナガブンセキ

		3		消化しきれないところがある。上述した部分が。しかし今から考えて作り上げるには面白いと思う。形式的操作はやはり難しく感じる。（実践することが）ショウカジョウジュツブブンイマカンガツクアオモシロオモケイシキテキソウサムズカカンジッセン

		3		CAの必要性を感じ取り入れていきたい。ヒツヨウセイカントイ





５

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡの概念の理解度）リヨシガイネンリカイド

		4		何を目指しているかは理解できたと思っている。ナニメザリカイオモ

		4		自分の授業にどう応用すればよいかについて、まだ不十分。30分回分のすべての内容についての理解も不十分。以上のような点で十分理解したと言えない。ジブンジュギョウオウヨウフジュウブンフンカイブンナイヨウリカイフジュウブンイジョウテンジュウブンリカイイ

		4		共感や賛成はできるので、自分でより理解して実践に活かしていきたいから。キョウカンサンセイジブンリカイジッセンイ

		4		発達段階を知る必要性。CAの視点。ハッタツダンカイシヒツヨウセイシテン

		4		認知促進とは何か、どうすれば促進できるのか、促進したらどんなよい事と結び付くのかについて一定理解できたと思う。ニンチソクシンナニソクシンソクシンコトムスツイッテイリカイオモ

		4		子供たちの認知レベルに合わせて授業をする必要性を感じました。コドモニンチアジュギョウヒツヨウセイカン

		4		「変数」「分類」「比例」「モデル化」について具体的な実践で理解することができた。ヘンスウブンルイヒレイカグタイテキジッセンリカイ

		4		教え込みで知識を獲得させるのではなく、受け手側の力をたがやすことの大切さが感じられた。具体的準備についての考え方やディベート、グループ学習の有効性など、日々の授業に取り入れることができると判断した。オシコチシキカクトクウテガワチカラタイセツカングタイテキジュンビカンガカタガクシュウユウコウセイヒビジュギョウトイハンダン

		4		科学的概念をスキーマとして捉える事と葛藤させることによる促進カガクテキガイネントラコトカットウソクシン

		4		すべてではないと思いますが、全体的な考え方についてはおおよそ理解できたと思います。（学校で授業ができるかどうかは別ですが）オモゼンタイテキカンガカタリカイオモガッコウジュギョウベツ

		3.5		とてもおもしろい考え方だと思った。続けることで子供たちの変化がきっと見られる考え方だと思う。カンガカタオモツヅコドモヘンカミカンガカタオモ

		3		実際の授業展開に十分おとせる段階に到っていないので、「理解」という点ではまだ不十分かと思う。（実践に移す対象がいないのでこの予想が難しい）ジッサイジュギョウテンカイジュウブンダンカイイタリカイテンフジュウブンオモジッセンウツタイショウヨソウムズカ

		3		正直なところ、ピアジェの考え方についての知識もほとんど持たずに参加しており、１つ１つ基礎的な内容から十分な理解をすることが、まだまだできていないという自覚があります。ショウジキカンガカタチシキモサンカキソテキナイヨウジュウブンリカイジカク

		3		日々の授業でCAの視点を取り入れる観点が十分に身についていない。ヒビジュギョウシテントイカンテンジュウブンミ

		3		認知的葛藤が生徒の成長につながる。ニンチテキカットウセイトセイチョウ

		3		方向性としてはわかるが、クリアできていないところがありむずかしい。ホウコウセイ

		3		子ども相互の交流（討論）が学習活動において不可欠であるということは様々な研修や授業研究を通して、理解し、取り入れ絵tきましたが、ただ単に学習の流れに取り入れるのではなく、教師がもっと意識的にCAの考え方を明確にして、設定すると効果的だと思った。コウリュウトウロンガクシュウカツドウフカケツサマザマケンシュウジュギョウケンキュウトオリカイトイエタンガクシュウナガトイキョウシイシキテキカンガカタメイカクセッテイコウカテキオモ

		2		大まかにしか理解できていないと感じています。流れなどはわかってきましたが、内容をいかに授業に取り入れていくのかまでできていない。オオリカイカンナガナイヨウジュギョウトイ

		1		社会的構造とメタ認知の関連が腑に落ちないし、またZPDが社会的構造によて行われるというNewmanの主張がよくわからない。ZPDは別のアプローチでも可能ではないだろうか。シャカイテキコウゾウニンチカンレンフオシャカイテキコウゾウオコナシュチョウベツカノウ







６

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子どもの認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





７

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業の普及の可能性）リヨシジュギョウフキュウカノウセイ

		5		生徒が学習を進める素地を作るんじゃないかと思っています。セイトガクシュウススソチツクオモ

		5		わからないけど、普及させていくべきだと思う。フキュウオモ

		5		手法なので指導者の工夫で十分可能である。またそうしていきたい。日本ならではのものができるのではないだろうか。シュホウシドウシャクフウジュウブンカノウニホン

		5		具体的が現場でできることがわかった。グタイテキゲンバ

		4		認知レベルを意図的に促進することで授業の理解度、意欲が変わると思うから。ニンチイトテキソクシンジュギョウリカイドイヨクカオモ

		4		教師の指導観を考えるものであり、その効果が子どもの育ちとして見えるものとなり得るキョウシシドウカンカンガコウカコソダミエ

		4		学習していく上で必要な視点が全て含まれているから。具体的準備、メタ認知、ブリッジングはまさに大切なことだと思う。ガクシュウウエヒツヨウシテンスベフクグタイテキジュンビニンチタイセツオモ

		4		子どもの頭の中を描き出し、「わかった」といわせることはとても大切な教育のテーマだが、深く考える子どもにしたいからそのための考えが進む要因を探りだしたいから。コアタマナカエガダタイセツキョウイクフカカンガコカンガススヨウインサグ

		3		「普及」という観点でいうと専門用語と特徴ある展開を理解する段階がもっと広まる必要がある。フキュウカンテンセンモンヨウゴトクチョウテンカイリカイダンカイヒロヒツヨウ

		3		もっと広めようとしなければ普及しない。このような研修があることを多くの人は知らないし、知っても忙しすぎて参加できない。ヒロフキュウケンシュウオオヒトシシイソガサンカ

		3		理系の教員は必要性は十分わかり、普及させたいと思うが、小学校教員の多くは文系の教師で、その必要性を感じないので、これを何とかしなければならないと思う。これは本校で今年取り組んでみて実感しました。リケイキョウインヒツヨウセイジュウブンフキュウオモショウガッコウキョウインオオブンケイキョウシヒツヨウセイカンナンオモホンコウコトシトクジッカン

		3		授業時数と教えなければならない内容、量をはかりにかけると余裕はない。ただ、授業の中に取り組むことは工夫次第で可能ではと思ったので。ジュギョウジスウオシナイヨウリョウヨユウジュギョウナカトククフウシダイカノウオモ

		3		子ども自身の討論に委ねると時数がかかる。必ずしも単元の目標に到達しなくてもいいという点が、限られた時数で単元を進める日本のカリキュラムにあうか。コジシントウロンユダジスウカナラタンゲンモクヒョウトウタツテンカギジスウタンゲンススニホン

		3		時間や内容を学校や教師がもっと自由に組み替えられる。チャンスがあればいい。自分の考えを出すことについて恥ずかしさや恐れを持つ日本の文化風習を考える。ジカンナイヨウガッコウキョウシジユウクカジブンカンガダハオソモニホンブンカフウシュウカンガ

		3		必要性はあるが、活用がむずかしい。ヒツヨウセイカツヨウ

		3		子どもの学力向上には有効的だと思うが、物理環境（状況）が整えられない。コガクリョクコウジョウユウコウテキオモブツリカンキョウジョウキョウトトノ

		2		日本で普及するためには教員がCAに対して根本的レベルを理解するには時間がかかること。型だけで終わってしまう可能性がある。ニホンフキュウキョウインタイコンポンテキリカイジカンカタオカノウセイ

		1		どこにCAを入れるかはいろいろあるので指導要領として入れるのは難しい気がする。イシドウヨウリョウイムズカキ

		？		大切であるという共通認識まではOKだと思うが日々の授業で構築し続けていくのはきわめて困難。特に生徒指導を多く抱える学校では。





８

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業を行いたいか？）リヨシジュギョウオコナ

		5		せっかくここに通ったのだから自分なりにでも進化させたい。続けることでいろいろなこと（学習のみならず生徒の変容）を見ることができると思う。カヨジブンシンカツヅガクシュウセイトヘンヨウミオモ

		5		認知の発達は中学生にとって、ぜひ必要だから。小さい子どものころから、ピアジェの発達理論を意識して、子育てすると数や量の認知の発達が進むことを、自分の子育ての中で実感できたから。（子育ては実験でもありました）ニンチハッタツチュウガクセイヒツヨウチイコハッタツリロンイシキコソダカズリョウニンチハッタツススジブンコソダナカジッカンコソダジッケン

		5		CAのプログラムは今まで知らなかったが、自分自身がCAのような考え方や視点のようなものは必要性であると依然から思うところがあったので。イマシジブンジシンカンガカタシテンヒツヨウセイイゼンオモ

		5		子どもの変容がよく表れているから（今年の実践より）コヘンヨウアラワコトシジッセン

		5		自分も楽しめる。子どもの変容が実感できる。何よりも、認知促進に値打ちがある。子どもの力が伸び、教師としての自分の力量も高まる。ジブンタノコヘンヨウジッカンナニニンチソクシンネウコチカラノキョウシジブンリキリョウタカ

		5		子どもの内面で物事をどのように認知しているのか、それを教師が把握できるようになりたい。コナイメンモノゴトニンチキョウシハアク

		5		児童が学び手として、認知的にレベルアップすることが予想される。ジドウマナテニンチテキヨソウ

		4		科学面白さは、①知的好奇心を高めること②考えることであると思う。そのため、②を考えるためには必要である。カガクオモシロチテキコウキシンタカカンガオモカンガヒツヨウ

		4		生徒の学ぶ姿勢が変わっていく気がします。セイトマナシセイカキ

		4		実験などでは極力行い、興味関心を持たせながら、理解を深めようと日々努力しています。ただ、やはり注文している感じです。CAの視点を取り入れること、ひらめいたり、論理的に思考する力を増やすことができれば、それは必ず生徒の力となると確信したからです。ジッケンキョクリョクオコナキョウミカンシンモリカイフカヒビドリョクチュウモンカンシテントイロンリテキシコウチカラフカナラセイトチカラカクシン

		4		普段の授業で行っていることが自然とCAに関連していたということが多々あります。もっと意図的に使えるようになれればと思います。フダンジュギョウオコナシゼンカンレンタタイトテキツカオモ

		4		子どもの学びの育ちにとって、有効であると思います。コマナソダユウコウオモ

		4		継続していくことで子どもたちが「考える」ことが楽しいと思ってくれそうな気がします。ケイゾクコカンガタノオモキ

		4		CAを行うことで、学習のみならず、生活まで向上すると考えるから。オコナガクシュウセイカツコウジョウカンガ

		4		思うが、まだまだ具体的場面でイメージできていない。オモグタイテキバメン

		4		興味深いので一度実践してみたい。キョウミフカイチドジッセン

		3		単元によっては試したい。しかし、時数や内容を考えると定期的には不可能。タンゲンタメジスウナイヨウカンガテイキテキフカノウ

		2		単元の内容の概念を教える事と、概念操作のための実力を身につけることは、同時に行うことは難しい気がする。高校レベルでは例外に触れずに内容を教えることは難しいと思う。タンゲンナイヨウガイネンオシコトガイネンソウサジツリョクミドウジオコナムズカキコウコウレイガイフナイヨウオシムズカオモ

		1		現状ではできませんが願望からいうと”５”ゲンジョウガンボウ
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		今後、どんな研修が必要か？コンゴケンシュウヒツヨウ

		○		授業参観とその後の協議ジュギョウサンカンゴキョウギ

		○		参観、教員の指導レベルが高いと効果が高いが、生徒どうしの気づきを誘導することが必要である。時間内に終わらせるために。サンカンキョウインシドウタカコウカタカセイトキユウドウヒツヨウジカンナイオ

		○		振り返りをできる研修です。フカエケンシュウ

		○		自分だけやっていくと、かなり落とし穴に入っていくと思われる。継続な研修はおそらく必要。ジブンオアナハイオモケイゾクケンシュウヒツヨウ

		○		30回分の内容をよく知ること。実践と振り返りを定期的に研修の形で行うこと。カイブンナイヨウシジッセンフカエテイキテキケンシュウカタチオコナ

		○		たくさんの例やCAの視点を深く勉強できるよう。１つ１つの柱の意味などを理解していきたい。レイシテンフカベンキョウハシライミリカイ

		○		小学校教員を対象としたCAの視点を普及させるような研修が必要だと思います。法的研修の11年目には必ず研修のプログラムとし、取り入れたほうがよいと思います。ショウガッコウキョウインタイショウシテンフキュウケンシュウヒツヨウオモホウテキケンシュウネンメカナラケンシュウトイオモ

		○		実際に授業を見せていただけるのが1番だと思います。ジッサイジュギョウミバンオモ

		○		子どもの認識レベルを区別する技術（SRT）を身につける。多くの事例に触れる。CASEの授業の参観。コニンシキクベツギジュツミオオジレイフジュギョウサンカン

		○		授業を自分のクラスで行って、検討や助言をいただくこと。まず、ピアジェの理論について、基礎的なことから学びたい。ジュギョウジブンオコナケントウジョゲンリロンキソテキマナ

		○		まずピアジェの理論について基礎的なことから学びたい。リロンキソテキマナ

		○		認知についての知識、教科研究で授業技術ニンチチシキキョウカケンキュウジュギョウギジュツ

		○		CAを取り組んだ教科指導（教材化）の具体化トクキョウカシドウキョウザイカグタイカ

		○		認知的葛藤の部分を充実させる研修ニンチテキカットウブブンジュウジツケンシュウ

		○		CAの授業案についてジュギョウアン

		○		具体的に学び、実際に検証できる研修グタイテキマナジッサイケンショウケンシュウ

		○		いまやっている小学校の理科授業と絡めて考えていくことが大事だと思う。教材づくりの中にどこからでもいいので、わずかでもいいのでこの考え方を入れ検証してくこと。継続的に研修ができるよう、現任校に支援してもらえないか。ショウガッコウリカジュギョウカラカンガダイジオモキョウザイナカカンガカタイケンショウケイゾクテキケンシュウゲンニンコウシエン

		○		実践を聞くことでどこの部分がどのように取り入れられているかを照らし合わせて聞くほうが理解が早くてわかりやすい。ジッセンキブブントイテアキリカイハヤ

		○		認知促進のための発問方法を研修しないと、授業の別解や別の考え方を発見・説明させるだけの発問になります。授業としては活発に見えますが、CA的発問・議論にならない恐れがあります。ニンチソクシンハツモンホウホウケンシュウジュギョウベツカイベツカンガカタハッケンセツメイハツモンジュギョウカッパツミテキハツモンギロンオソ
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		印象に残ったことシルシゾウノコ

		○		平安女学院でやらせていただいた実践のためヘイアンジョガクインジッセン

		○		分かったつもりになっていることが間違っていたこと。それにより気づきが埋めれ改善につながった。自分自身が葛藤とメタ認知することができた。ワマチガキウカイゼンジブンジシンカットウニンチ

		○		出した指導案にアドバイスをいただいたこと。自分のものではまだまだ十分でないことに気付いたこと。ダシドウアンジブンジュウブンキツケ

		○		平安女学院中学で授業をやらせてもらったこと。たびたび前にだって、発表をさせてもらったこと。ヘイアンジョガクインチュウガクジュギョウマエハッピョウ

		○		やはり、平女まで出かけたことです。他の先生方の授業を聞かせていただいたことです。ヘイジョデタセンセイガタジュギョウキ

		○		平安女学院で授業させていただいたことは、大変貴重な経験となりました。また、先進の事例では学ぶこと、考えさせられることが多かったです。最終の[モデル」の取り組みですが、わかったようで分かっていないことが、他にももっとあるように思いました。ヘイアンジョガクインジュギョウタイヘンキチョウケイケンセンシンジレイマナカンガオオサイシュウトクワホカオモ

		○		特にというよりも研修会自体がとてもよい刺激となりました。閉じられた空間にいる印象なので交流できて、勉強になりました。トクケンシュウカイジタイシゲキトクウカンインショウコウリュウベンキョウ

		○		今回、始めての参加だったが、これまでの全ての資料をいただけた。ぜひ持ち帰って、しっかり読みたい。コンカイハジサンカスベシリョウモカエヨ

		○		学習内容、知識が学力だと考えていたが考える力について考えうとできたこと。ガクシュウナイヨウチシキガクリョクカンガカンガチカラカンガ

		○		各内容に多くを学ぶことができました。協議することで深まりがありました。カクナイヨウオオマナキョウギフカ

		○		6歳～１１歳、11歳～14歳と操作期の区別を知り、まさに小学校が考える力をつける基礎だとわかったこと。具体的準備の大切さ。友達と話し合うこと(メタ認知が大切であること）サイサイサイサイソウサキクベツシショウガッコウカンガチカラキソグタイテキジュンビタイセツトモダチハナアニンチタイセツ

		○		具体的な授業例グタイテキジュギョウレイ

		○		ピアジェ、ビゴツキーの考え方についてもう少し研修をしたい。カンガカタスコケンシュウ

		○		第5回の研修内容は何度も見直した。ダイカイケンシュウナイヨウナンドミナオ

		○		ブリッジングの在り方について参考になりました。通常の学校ではCA的授業をすることになります。アカタサンコウツウジョウガッコウテキジュギョウ
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		評価ヒョウカ		理　　由（来年度も参加したいか？）リヨシライネンドサンカ

		5		この結果がどう出てくるかを知りたい。ケッカデシ

		5		もう少し身につけたいスコミ

		5		1年間の研修では十分理解できなかったことがあるので、ぜひ来年もやってほしい。ネンカンケンシュウジュウブンリカイライネン

		5		自分の授業のバリエーション等を増やしていきたい。子どもにとって価値のある授業をできるようになりたい。ジブンジュギョウナドフコカチジュギョウ

		5		子どもたちの変容がみられるので、もっとその結果を高めたいと思うため。コヘンヨウケッカタカオモ

		5		ようやく考え方のヒントが見えてきました。私はもっともっと理科の教師として、幅を広げていきたいと思っています。よろしくお願いします。カンガカタミワタシリカキョウシハバヒロオモネガ

		5		まだスタートラインに立ったばかり（それ以前かもしれない）なので、もっと自分の力量を高めたい。答えに向かって一直線に進んできた従来のやり方を変えていくのはなかなか難しい。タイゼンジブンリキリョウタカコタムイッチョクセンススジュウライカタカムズカ

		5		中学校の理科教科指導の在り方に課題を感じています。チュウガッコウリカキョウカシドウアカタカダイカン

		5		授業例が今後さらに増え、そこから学ぶことが多いと思うから。ジュギョウレイコンゴフマナオオオモ

		5		まだまだ理解不能なところが多いから、実際の授業と頭の中で結び付いていない。でも、何か新しい考え方の領域にいけそうな気がする。リカイフノウオオジッサイジュギョウアタマナカムスツナニアタラカンガカタリョウイキキ

		4		教師として未熟な部分が多いので、特に土曜にして頂いているので参加しやすかったです。キョウシミジュクブブンオオトクドヨウイタダサンカ

		4		小学校は6～12歳という、認知レベルが大きく発達、変化する時期なのに、今の自分は子どもの認知力についての知識が非常に乏しいので、ぜひ学びたい。ショウガッコウサイニンチオオハッタツヘンカジキイマジブンコニンチチカラチシキヒジョウトボマナ

		4		もっと知りたい、学びたい、生かしたいと考えるから。シマナイカンガ

		4		数回の聴講では足りないので、繰り返し聞き、用語に触れておかないと、理論で終わっていまい、日常に活かせないと思ったので。スウカイチョウコウタクカエキヨウゴフリロンオニチジョウイオモ

		3		地域的に遠く通うのに無理が多い。時間や空間的な制約。チイキテキトオカヨムリオオジカンクウカンテキセイヤク

		3		やっとCASEの「ケ」を理解できたかと自分で感じています。さらに研修したら身につくことではないかもしれませんが「新しいことを知る」ということはやっぱり楽しいです。北部からの参加でしたので、大変苦しかったですが、楽しかったです。リカイジブンカンケンシュウミアタラシタノホクブサンカタイヘンクルタノ
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		感想　・　要望　・　コメントカンソウヨウボウ

		○		研修の成果として（実践）案を例としてどこかに発表する場合、指導案の形式や使用している用語について共通認識、統一形式が必要と思います。ケンシュウセイカジッセンアンレイハッピョウバアイシドウアンケイシキシヨウヨウゴキョウツウニンシキトウイツケイシキヒツヨウオモ

		○		海外での成果としてどのように変化し、取り入れられているか知りたいと感じた。カイガイセイカヘンカトイシカン

		○		自分の授業をなんとかしなければ、とあせっていたとき偶然本研修会のチラシを見つけFAXしました。授業に活かせる内容だったので、参加できてよかったと思いました。ジブンジュギョウグウゼンホンケンシュウカイミジュギョウイナイヨウサンカオモ

		○		谷口先生のお話や論理にはいつも関心しています。みなさん大変お世話になりました。タニグチセンセイハナシロンリカンシンタイヘンセワ

		○		多くの実践を積み報告できるものは伝え、また多くの事例に学びたい。オオジッセンツホウコクツタオオジレイマナ

		○		平島先生や平岡先生に誘っていただいて参加できて本当に良かったです。これからもご助言、ご指導いただければ幸いです。ヒラシマセンセイヒラオカセンセイサソサンカホントウヨジョゲンシドウサイワ

		○		現場に新しい指導法を押しつけるのではなく一緒に研究をしようという進め方がありがたかったです。ゲンバアタラシドウホウオイッショケンキュウススカタ

		○		ありがとうございました。来年度もぜひ受講したいです。ライネンドジュコウ

		○		科学推論テストに興味を持ちました。我が校の子にしてみたいです。谷口先生に出会い本校まで来ていただき授業を観てもらえて大変ありがたかったです。ありがとうございました。来年度、理科教育本発表を迎える本校に新しい考え方を入れていただきました。カガクスイロンキョウミモワコウコタニグチセンセイデアホンコウキジュギョウミタイヘンライネンドリカキョウイクホンハッピョウムカホンコウアタラカンガカタイ

		○		個人的にも大変勉強させていただきました。今後多くの場で生かせたらと思います。ありがとうございました。コジンテキタイヘンベンキョウコンゴオオバイオモ

		○		ぜひ、また来年も予算を組んでいただき、本校の職員を研修に加えてほしい。北部の学校となると来させてもらうだけでかなりのエネルギーが必要なので支援を。ライネンヨサンクホンコウショクインケンシュウクワホクブガッコウコヒツヨウシエン

		○		CASEよりもCAMEが流行っている理由と経緯が知りたいです。ハヤリユウケイイシ

		○		途中参加で失礼しましたが楽しく勉強させていただきました。ありがとうございました。トチュウサンカシツレイタノベンキョウ






６ (2)

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子供の認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコドモニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





３

		評価ヒョウカ		理　　由　（難易度）リヨシナンイド

		3		授業案を書く段階で教科でのおさえたいことの流れと、CAの視点をどのように入れるかで、まだ迷う部分が多い。ジュギョウアンカダンカイキョウカナガシテンイマヨブブンオオ

		3		CASEの言葉の概念をしっかりわからずに参加したが、操作→抽象へ生徒自身がどう成長していくのかをおおまかにイメージできました。コトバガイネンサンカソウサチュウショウセイトジシンセイチョウ

		3		学生の頃ピアジェに興味を持ち、本も読んでいたし、たぶん（自分の子供に）実験のようなこともやってみたからガクセイコロキョウミモホンヨジッケン

		3		用語の理解を含め、話し合いに参加するための力量をつけておかねばならない。もう一度学び直さなければならないものが多かった。ヨウゴリカイフクハナアサンカリキリョウイチドマナナオオオ

		3		中高の理科的な内容で議論が起こった際、ついていけない。講師の方はわかりやすく話して下さいました。チュウコウリカテキナイヨウギロンオサイコウシカタハナクダ

		3		「認知促進プログラム」というものに興味があったが、その一端に触れることができた。ニンチソクシンキョウミイッタンフ

		2		CASEの概念の理解は十分でないように思うガイネンリカイジュウブンオモ

		2		CAの視点をよく理解できていなかったので、討論の内容や授業計画の糸がわかりづらかったからシテンリカイトウロンナイヨウジュギョウケイカクイト

		2		理論や言葉の理解なかなか大変でした。リロンコトバリカイタイヘン

		2		専門用語。理科内容でも中学校と小学校の差が。センモンヨウゴリカナイヨウチュウガッコウショウガッコウサ

		2		小学校ですので他校種レベルの話になるとそのこと自体を理解するのに時間がかかった。ショウガッコウタコウシュハナシジタイリカイジカン

		2		まだまだ理解できていないことが多い。話し合われている言葉でわからないことがある。リカイオオハナアコトバ

		1		生徒の実態として把握しにくい分野を高めようとしていること。また、プログラム30までやっていないのでイメージをもちにくい。やったところまでは取り入れられるが、それ以上は想像しがたい。また、授業の中でとりいれることが難しいと感じる。セイトジッタイハアクブンヤタカトイイジョウソウゾウジュギョウナカムズカカン

		1		認知促進を図ること。（理解させることを目的化しない）ニンチソクシンハカリカイモクテキカ

		1		CAを理解した上で進めていかなくてはいけないので、短時間ではCAを理解しきれないので。リカイウエススタンジカンリカイ

		1		CAの考え方をどう生かすか、どこでやるのかカンガカタイ

		1		理科の授業の中でCAを行うというのはとても難しい。例外や多様性について触れることができるか疑問。リカジュギョウナカオコナムズカレイガイタヨウセイフギモン









４

		評価ヒョウカ		理　　由　（満足度）リヨシマンゾクド

		5		「教科の授業にthinking scienceをどのようにとりいれることができるか」という課題が明確になったので、用語等はまだ十分使いこなせないが、今後何をすべきかが明確になった。キョウカジュギョウカダイメイカクヨウゴトウジュウブンツカコンゴナニメイカク

		5		「なんで？」という生徒自身の知的好奇心を高いところへ登らせていく方法だと感じました。セイトジシンチテキコウキシンタカノボホウホウカン

		5		数学の授業にCAの考え方wお取り入れることで、子どもの反応がよくなってきたと感じるから。スウガクジュギョウカンガカタトイコハンノウカン

		5		今まで自分自身が取り組んでいた科学的思考力の育成について裏付けとなる内容であったから。イマジブンジシントクカガクテキシコウチカライクセイウラヅナイヨウ

		5		考えることの楽しさと大切さを知ったように思う。授業の幅が広がり、新たな視点で教材をみることができる。カンガタノタイセツシオモジュギョウハバヒロアラシテンキョウザイ

		5		単元で設定されている「到達目標」だけでなく、「認知レベルを高める」という視点に立つと、授業の作り方が全く新鮮になるという印象をもった。タンゲンセッテイトウタツモクヒョウニンチタカシテンタジュギョウツクカタマッタシンセンインショウ

		5		教材開発において生徒の認知発達を理解する重要性を学ぶことができた。キョウザイカイハツセイトニンチハッタツリカイジュウヨウセイマナ

		5		CAの考え方を授業作りに生かすことができそうだから。カンガカタジュギョウヅクイ

		4		いろいろな先生と知り合えた。授業改善に役立つ。センセイシアジュギョウカイゼンヤクダ

		4		自分が上手く理解できていない点と工夫して授業を考えていこうという材料や方向性が得られた。ジブンウマリカイテンクフウジュギョウカンガザイリョウホウコウセイエ

		4		平安女学院で授業をさせてもらったり、他の先生方との交流ができた。ヘイアンジョガクインジュギョウタセンセイガタコウリュウ

		4		授業をしたい！という意欲がわいてきました。特に今は冬休みなので。ジュギョウイヨクトクイマフユヤス

		4		手法や考え方が学べたためシュホウカンガカタマナ

		4		CASEがやっと分かりかけ、全ての授業に授業パターンは使えるから。ワスベジュギョウジュギョウツカ

		4		今の自分にない、考え方だろうということがなんとなくわかっておもしろいイマジブンカンガカタ

		4		授業改善における新しい視点を得ることができた。実践し続けてきたことで、子供の内容があったことに対してなぜそれがプラスの変容を促すことになったのか分析できた。ジュギョウカイゼンアタラシテンエジッセンツヅコドモナイヨウタイヘンヨウウナガブンセキ

		3		消化しきれないところがある。上述した部分が。しかし今から考えて作り上げるには面白いと思う。形式的操作はやはり難しく感じる。（実践することが）ショウカジョウジュツブブンイマカンガツクアオモシロオモケイシキテキソウサムズカカンジッセン

		3		CAの必要性を感じ取り入れていきたい。ヒツヨウセイカントイ





５

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡの概念の理解度）リヨシガイネンリカイド

		4		何を目指しているかは理解できたと思っている。ナニメザリカイオモ

		4		自分の授業にどう応用すればよいかについて、まだ不十分。30分回分のすべての内容についての理解も不十分。以上のような点で十分理解したと言えない。ジブンジュギョウオウヨウフジュウブンフンカイブンナイヨウリカイフジュウブンイジョウテンジュウブンリカイイ

		4		共感や賛成はできるので、自分でより理解して実践に活かしていきたいから。キョウカンサンセイジブンリカイジッセンイ

		4		発達段階を知る必要性。CAの視点。ハッタツダンカイシヒツヨウセイシテン

		4		認知促進とは何か、どうすれば促進できるのか、促進したらどんなよい事と結び付くのかについて一定理解できたと思う。ニンチソクシンナニソクシンソクシンコトムスツイッテイリカイオモ

		4		子供たちの認知レベルに合わせて授業をする必要性を感じました。コドモニンチアジュギョウヒツヨウセイカン

		4		「変数」「分類」「比例」「モデル化」について具体的な実践で理解することができた。ヘンスウブンルイヒレイカグタイテキジッセンリカイ

		4		教え込みで知識を獲得させるのではなく、受け手側の力をたがやすことの大切さが感じられた。具体的準備についての考え方やディベート、グループ学習の有効性など、日々の授業に取り入れることができると判断した。オシコチシキカクトクウテガワチカラタイセツカングタイテキジュンビカンガカタガクシュウユウコウセイヒビジュギョウトイハンダン

		4		科学的概念をスキーマとして捉える事と葛藤させることによる促進カガクテキガイネントラコトカットウソクシン

		4		すべてではないと思いますが、全体的な考え方についてはおおよそ理解できたと思います。（学校で授業ができるかどうかは別ですが）オモゼンタイテキカンガカタリカイオモガッコウジュギョウベツ

		3.5		とてもおもしろい考え方だと思った。続けることで子供たちの変化がきっと見られる考え方だと思う。カンガカタオモツヅコドモヘンカミカンガカタオモ

		3		実際の授業展開に十分おとせる段階に到っていないので、「理解」という点ではまだ不十分かと思う。（実践に移す対象がいないのでこの予想が難しい）ジッサイジュギョウテンカイジュウブンダンカイイタリカイテンフジュウブンオモジッセンウツタイショウヨソウムズカ

		3		正直なところ、ピアジェの考え方についての知識もほとんど持たずに参加しており、１つ１つ基礎的な内容から十分な理解をすることが、まだまだできていないという自覚があります。ショウジキカンガカタチシキモサンカキソテキナイヨウジュウブンリカイジカク

		3		日々の授業でCAの視点を取り入れる観点が十分に身についていない。ヒビジュギョウシテントイカンテンジュウブンミ

		3		認知的葛藤が生徒の成長につながる。ニンチテキカットウセイトセイチョウ

		3		方向性としてはわかるが、クリアできていないところがありむずかしい。ホウコウセイ

		3		子ども相互の交流（討論）が学習活動において不可欠であるということは様々な研修や授業研究を通して、理解し、取り入れ絵tきましたが、ただ単に学習の流れに取り入れるのではなく、教師がもっと意識的にCAの考え方を明確にして、設定すると効果的だと思った。コウリュウトウロンガクシュウカツドウフカケツサマザマケンシュウジュギョウケンキュウトオリカイトイエタンガクシュウナガトイキョウシイシキテキカンガカタメイカクセッテイコウカテキオモ

		2		大まかにしか理解できていないと感じています。流れなどはわかってきましたが、内容をいかに授業に取り入れていくのかまでできていない。オオリカイカンナガナイヨウジュギョウトイ

		1		社会的構造とメタ認知の関連が腑に落ちないし、またZPDが社会的構造によて行われるというNewmanの主張がよくわからない。ZPDは別のアプローチでも可能ではないだろうか。シャカイテキコウゾウニンチカンレンフオシャカイテキコウゾウオコナシュチョウベツカノウ







６

		ＣＡ（認知促進）の授業の核は何か？ニンチソクシンジュギョウカクナニ

		○		認知的葛藤、社会的構築のメタ認知の場面を明確に作ること。（教師の説明だけで子どもの認知促進が進まないということを再認識した。しかし、教科の指導内容との関連でいうと、教師の説明すべき内容をどの場面で、どの用に入れるかがとても大切）ニンチテキカットウシャカイテキコウチクニンチバメンメイカクツクキョウシセツメイコニンチソクシンススサイニンシキキョウカシドウナイヨウカンレンキョウシセツメイナイヨウバメンヨウイタイセツ

		○		認知的葛藤のレベル（生徒が何とかクリアできそうなレベル知うのがやはりポイントである。）この考え方は共同学習に似ているが結論を強要しないところが難しい。ニンチテキカットウセイトナンチカンガカタキョウドウガクシュウニケツロンキョウヨウムズカ

		○		世の中にある規則的なことをどう整理していくのか、そのための視点を様々な角度から見ていく方法（分析の仕方など）に気付かせる授業かなと思いました。その中でも変数に注目できる授業をしていきたいです。ヨナカキソクテキセイリシテンサマザマカクドミホウホウブンセキシカタキヅジュギョウオモナカヘンスウチュウモクジュギョウ

		○		生徒同士の討論。これなくして認知促進は起こらないのであろう（本日はグループ分けの視点についても知ることができた。）そのためにも具体的準備は大切にしたいセイトドウシトウロンニンチソクシンオホンジツワシテンシグタイテキジュンビタイセツ

		○		ピアジェのモデルに沿った課題についての認知歴葛藤を生徒に起こさせること。生徒たちが複数で考えたことを発表し、クラスで共有したり、討論することによって、社会的構築をはかること。得られたことを、他の現象等に応用していく力をつけること。指導者がCAを正しく理解していること。ソカダイニンチレキカットウセイトオセイトフクスウカンガハッピョウキョウユウトウロンシャカイテキコウチクエタゲンショウトウオウヨウチカラシドウシャタダリカイ

		○		子どもの反応をしっかり見れるところ。コハンノウミ

		○		話し合いができるクラスの雰囲気づくり。なぜなら、話し合いができなければメタ認知が起こりにくいため。他クラスとの比較から実感。ハナアフンイキハナアニンチオタヒカクジッカン

		○		教師側が柔軟な発想で、十分な準備をすることではないでしょうか。キョウシガワジュウナンハッソウジュウブンジュンビ

		○		何をどう教えさせるのかを指導者としてつかんでおくこと。子どもの認知レベルを把握しておくこと。どうしたら教材の魅力を引き出せるか、思考に向き合うようになるのか。変容した自分を認識させることが次の意欲につながる。考える楽しさを追求するための工夫と手だて。ナニオシシドウシャコニンチハアクキョウザイミリョクヒダシコウムアヘンヨウジブンニンシキツギイヨクカンガタノツイキュウクフウテ

		○		教師の見とり、教材研究、柔軟性を勉強していきたいところです。キョウシミキョウザイケンキュウジュウナンセイベンキョウ

		○		討論ができる学級づくり。トウロンガッキュウ

		○		児童生徒の思考の流れが発達段階、認知的葛藤を起こさせる。教材の工夫など、教師の専門家としての技術の高さ。また、自動生徒が自ら考え、学びを獲得していくことの保障。ジドウセイトシコウナガハッタツダンカイニンチテキカットウオキョウザイクフウキョウシセンモンカギジュツタカジドウセイトミズカカンガマナカクトクホショウ

		○		認知促進を図る概念の子どもに意識させる授業段階と教科の目標に迫る展開を連続した中で取り組む必要があると思います。ニンチソクシンハカガイネンコイシキジュギョウダンカイキョウカモクヒョウセマテンカイレンゾクナカトクヒツヨウオモ

		○		認知的葛藤の場面をいかに仕組むか。ニンチテキカットウバメンシク

		○		６つの柱だと思います。「メタ認知」のところではないかと考えます。子どもたちが話し合いの中で変わっていくから。また、教師の出張る場所もポイントだと思う。ハシラオモニンチカンガコハナアナカカキョウシデババショオモ

		○		メタ認知などで、子ども自身が自分の変容に気付き学び手として育つこと。ニンチコジシンジブンヘンヨウキヅマナテソダ

		○		変数とか分類とかモデル化とか、そういうことが大事なんだとなんとなく。ヘンスウブンルイカダイジ

		○		意識はできるかもしれないが、どれだけ生徒に定着するかは生徒によるような気がする。もしやるとすればある部分にちょっとだけCAのやり方を導入する。それで、CAが達成できるかどうか疑問。両方目指して、共倒れになるかもしれない。それを克服できるのだろうか。イシキセイトテイチャクセイトキブブンカタドウニュウタッセイギモンリョウホウメザトモダオコクフク

		○		学習計画を導入から最後のまとめまで十分に見通すこと。子どもの意識の流れと予想される学習計画活動とその思考を教師がよりシュミレーションすること。ガクシュウケイカクドウニュウサイゴジュウブンミトオコイシキナガヨソウガクシュウケイカクカツドウシコウキョウシ

		○		CASEプログラムはよくできていて、部分をとって使用するだけだと科学的認知は向上しても、科学の学力向上や研究・探求の能力を十分にあげることは難しいことも考えられます。ブブンシヨウカガクテキニンチコウジョウカガクガクリョクコウジョウケンキュウタンキュウノウリョクジュウブンムズカカンガ





７

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業の普及の可能性）リヨシジュギョウフキュウカノウセイ

		5		生徒が学習を進める素地を作るんじゃないかと思っています。セイトガクシュウススソチツクオモ

		5		わからないけど、普及させていくべきだと思う。フキュウオモ

		5		手法なので指導者の工夫で十分可能である。またそうしていきたい。日本ならではのものができるのではないだろうか。シュホウシドウシャクフウジュウブンカノウニホン

		5		具体的が現場でできることがわかった。グタイテキゲンバ

		4		認知レベルを意図的に促進することで授業の理解度、意欲が変わると思うから。ニンチイトテキソクシンジュギョウリカイドイヨクカオモ

		4		教師の指導観を考えるものであり、その効果が子どもの育ちとして見えるものとなり得るキョウシシドウカンカンガコウカコソダミエ

		4		学習していく上で必要な視点が全て含まれているから。具体的準備、メタ認知、ブリッジングはまさに大切なことだと思う。ガクシュウウエヒツヨウシテンスベフクグタイテキジュンビニンチタイセツオモ

		4		子どもの頭の中を描き出し、「わかった」といわせることはとても大切な教育のテーマだが、深く考える子どもにしたいからそのための考えが進む要因を探りだしたいから。コアタマナカエガダタイセツキョウイクフカカンガコカンガススヨウインサグ

		3		「普及」という観点でいうと専門用語と特徴ある展開を理解する段階がもっと広まる必要がある。フキュウカンテンセンモンヨウゴトクチョウテンカイリカイダンカイヒロヒツヨウ

		3		もっと広めようとしなければ普及しない。このような研修があることを多くの人は知らないし、知っても忙しすぎて参加できない。ヒロフキュウケンシュウオオヒトシシイソガサンカ

		3		理系の教員は必要性は十分わかり、普及させたいと思うが、小学校教員の多くは文系の教師で、その必要性を感じないので、これを何とかしなければならないと思う。これは本校で今年取り組んでみて実感しました。リケイキョウインヒツヨウセイジュウブンフキュウオモショウガッコウキョウインオオブンケイキョウシヒツヨウセイカンナンオモホンコウコトシトクジッカン

		3		授業時数と教えなければならない内容、量をはかりにかけると余裕はない。ただ、授業の中に取り組むことは工夫次第で可能ではと思ったので。ジュギョウジスウオシナイヨウリョウヨユウジュギョウナカトククフウシダイカノウオモ

		3		子ども自身の討論に委ねると時数がかかる。必ずしも単元の目標に到達しなくてもいいという点が、限られた時数で単元を進める日本のカリキュラムにあうか。コジシントウロンユダジスウカナラタンゲンモクヒョウトウタツテンカギジスウタンゲンススニホン

		3		時間や内容を学校や教師がもっと自由に組み替えられる。チャンスがあればいい。自分の考えを出すことについて恥ずかしさや恐れを持つ日本の文化風習を考える。ジカンナイヨウガッコウキョウシジユウクカジブンカンガダハオソモニホンブンカフウシュウカンガ

		3		必要性はあるが、活用がむずかしい。ヒツヨウセイカツヨウ

		3		子どもの学力向上には有効的だと思うが、物理環境（状況）が整えられない。コガクリョクコウジョウユウコウテキオモブツリカンキョウジョウキョウトトノ

		2		日本で普及するためには教員がCAに対して根本的レベルを理解するには時間がかかること。型だけで終わってしまう可能性がある。ニホンフキュウキョウインタイコンポンテキリカイジカンカタオカノウセイ

		1		どこにCAを入れるかはいろいろあるので指導要領として入れるのは難しい気がする。イシドウヨウリョウイムズカキ

		？		大切であるという共通認識まではOKだと思うが日々の授業で構築し続けていくのはきわめて困難。特に生徒指導を多く抱える学校では。





８

		評価ヒョウカ		理　　由（ＣＡ授業を行いたいか？）リヨシジュギョウオコナ

		5		せっかくここに通ったのだから自分なりにでも進化させたい。続けることでいろいろなこと（学習のみならず生徒の変容）を見ることができると思う。カヨジブンシンカツヅガクシュウセイトヘンヨウミオモ

		5		認知の発達は中学生にとって、ぜひ必要だから。小さい子どものころから、ピアジェの発達理論を意識して、子育てすると数や量の認知の発達が進むことを、自分の子育ての中で実感できたから。（子育ては実験でもありました）ニンチハッタツチュウガクセイヒツヨウチイコハッタツリロンイシキコソダカズリョウニンチハッタツススジブンコソダナカジッカンコソダジッケン

		5		CAのプログラムは今まで知らなかったが、自分自身がCAのような考え方や視点のようなものは必要性であると依然から思うところがあったので。イマシジブンジシンカンガカタシテンヒツヨウセイイゼンオモ

		5		子どもの変容がよく表れているから（今年の実践より）コヘンヨウアラワコトシジッセン

		5		自分も楽しめる。子どもの変容が実感できる。何よりも、認知促進に値打ちがある。子どもの力が伸び、教師としての自分の力量も高まる。ジブンタノコヘンヨウジッカンナニニンチソクシンネウコチカラノキョウシジブンリキリョウタカ

		5		子どもの内面で物事をどのように認知しているのか、それを教師が把握できるようになりたい。コナイメンモノゴトニンチキョウシハアク

		5		児童が学び手として、認知的にレベルアップすることが予想される。ジドウマナテニンチテキヨソウ

		4		科学面白さは、①知的好奇心を高めること②考えることであると思う。そのため、②を考えるためには必要である。カガクオモシロチテキコウキシンタカカンガオモカンガヒツヨウ

		4		生徒の学ぶ姿勢が変わっていく気がします。セイトマナシセイカキ

		4		実験などでは極力行い、興味関心を持たせながら、理解を深めようと日々努力しています。ただ、やはり注文している感じです。CAの視点を取り入れること、ひらめいたり、論理的に思考する力を増やすことができれば、それは必ず生徒の力となると確信したからです。ジッケンキョクリョクオコナキョウミカンシンモリカイフカヒビドリョクチュウモンカンシテントイロンリテキシコウチカラフカナラセイトチカラカクシン

		4		普段の授業で行っていることが自然とCAに関連していたということが多々あります。もっと意図的に使えるようになれればと思います。フダンジュギョウオコナシゼンカンレンタタイトテキツカオモ

		4		子どもの学びの育ちにとって、有効であると思います。コマナソダユウコウオモ

		4		継続していくことで子どもたちが「考える」ことが楽しいと思ってくれそうな気がします。ケイゾクコカンガタノオモキ

		4		CAを行うことで、学習のみならず、生活まで向上すると考えるから。オコナガクシュウセイカツコウジョウカンガ

		4		思うが、まだまだ具体的場面でイメージできていない。オモグタイテキバメン

		4		興味深いので一度実践してみたい。キョウミフカイチドジッセン

		3		単元によっては試したい。しかし、時数や内容を考えると定期的には不可能。タンゲンタメジスウナイヨウカンガテイキテキフカノウ

		2		単元の内容の概念を教える事と、概念操作のための実力を身につけることは、同時に行うことは難しい気がする。高校レベルでは例外に触れずに内容を教えることは難しいと思う。タンゲンナイヨウガイネンオシコトガイネンソウサジツリョクミドウジオコナムズカキコウコウレイガイフナイヨウオシムズカオモ

		1		現状ではできませんが願望からいうと”５”ゲンジョウガンボウ





９

		今後、どんな研修が必要か？コンゴケンシュウヒツヨウ

		○		授業参観とその後の協議ジュギョウサンカンゴキョウギ

		○		参観、教員の指導レベルが高いと効果が高いが、生徒どうしの気づきを誘導することが必要である。時間内に終わらせるために。サンカンキョウインシドウタカコウカタカセイトキユウドウヒツヨウジカンナイオ

		○		振り返りをできる研修です。フカエケンシュウ

		○		自分だけやっていくと、かなり落とし穴に入っていくと思われる。継続な研修はおそらく必要。ジブンオアナハイオモケイゾクケンシュウヒツヨウ

		○		30回分の内容をよく知ること。実践と振り返りを定期的に研修の形で行うこと。カイブンナイヨウシジッセンフカエテイキテキケンシュウカタチオコナ

		○		たくさんの例やCAの視点を深く勉強できるよう。１つ１つの柱の意味などを理解していきたい。レイシテンフカベンキョウハシライミリカイ

		○		小学校教員を対象としたCAの視点を普及させるような研修が必要だと思います。法的研修の11年目には必ず研修のプログラムとし、取り入れたほうがよいと思います。ショウガッコウキョウインタイショウシテンフキュウケンシュウヒツヨウオモホウテキケンシュウネンメカナラケンシュウトイオモ

		○		実際に授業を見せていただけるのが1番だと思います。ジッサイジュギョウミバンオモ

		○		子どもの認識レベルを区別する技術（SRT）を身につける。多くの事例に触れる。CASEの授業の参観。コニンシキクベツギジュツミオオジレイフジュギョウサンカン

		○		授業を自分のクラスで行って、検討や助言をいただくこと。まず、ピアジェの理論について、基礎的なことから学びたい。ジュギョウジブンオコナケントウジョゲンリロンキソテキマナ

		○		まずピアジェの理論について基礎的なことから学びたい。リロンキソテキマナ

		○		認知についての知識、教科研究で授業技術ニンチチシキキョウカケンキュウジュギョウギジュツ

		○		CAを取り組んだ教科指導（教材化）の具体化トクキョウカシドウキョウザイカグタイカ

		○		認知的葛藤の部分を充実させる研修ニンチテキカットウブブンジュウジツケンシュウ

		○		CAの授業案についてジュギョウアン

		○		具体的に学び、実際に検証できる研修グタイテキマナジッサイケンショウケンシュウ

		○		いまやっている小学校の理科授業と絡めて考えていくことが大事だと思う。教材づくりの中にどこからでもいいので、わずかでもいいのでこの考え方を入れ検証してくこと。継続的に研修ができるよう、現任校に支援してもらえないか。ショウガッコウリカジュギョウカラカンガダイジオモキョウザイナカカンガカタイケンショウケイゾクテキケンシュウゲンニンコウシエン

		○		実践を聞くことでどこの部分がどのように取り入れられているかを照らし合わせて聞くほうが理解が早くてわかりやすい。ジッセンキブブントイテアキリカイハヤ

		○		認知促進のための発問方法を研修しないと、授業の別解や別の考え方を発見・説明させるだけの発問になります。授業としては活発に見えますが、CA的発問・議論にならない恐れがあります。ニンチソクシンハツモンホウホウケンシュウジュギョウベツカイベツカンガカタハッケンセツメイハツモンジュギョウカッパツミテキハツモンギロンオソ
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		印象に残ったことシルシゾウノコ

		○		平安女学院でやらせていただいた実践のためヘイアンジョガクインジッセン

		○		分かったつもりになっていることが間違っていたこと。それにより気づきが埋めれ改善につながった。自分自身が葛藤とメタ認知することができた。ワマチガキウカイゼンジブンジシンカットウニンチ

		○		出した指導案にアドバイスをいただいたこと。自分のものではまだまだ十分でないことに気付いたこと。ダシドウアンジブンジュウブンキツケ

		○		平安女学院中学で授業をやらせてもらったこと。たびたび前にだって、発表をさせてもらったこと。ヘイアンジョガクインチュウガクジュギョウマエハッピョウ

		○		やはり、平女まで出かけたことです。他の先生方の授業を聞かせていただいたことです。ヘイジョデタセンセイガタジュギョウキ

		○		平安女学院で授業させていただいたことは、大変貴重な経験となりました。また、先進の事例では学ぶこと、考えさせられることが多かったです。最終の[モデル」の取り組みですが、わかったようで分かっていないことが、他にももっとあるように思いました。ヘイアンジョガクインジュギョウタイヘンキチョウケイケンセンシンジレイマナカンガオオサイシュウトクワホカオモ

		○		特にというよりも研修会自体がとてもよい刺激となりました。閉じられた空間にいる印象なので交流できて、勉強になりました。トクケンシュウカイジタイシゲキトクウカンインショウコウリュウベンキョウ

		○		今回、始めての参加だったが、これまでの全ての資料をいただけた。ぜひ持ち帰って、しっかり読みたい。コンカイハジサンカスベシリョウモカエヨ

		○		学習内容、知識が学力だと考えていたが考える力について考えうとできたこと。ガクシュウナイヨウチシキガクリョクカンガカンガチカラカンガ

		○		各内容に多くを学ぶことができました。協議することで深まりがありました。カクナイヨウオオマナキョウギフカ

		○		6歳～１１歳、11歳～14歳と操作期の区別を知り、まさに小学校が考える力をつける基礎だとわかったこと。具体的準備の大切さ。友達と話し合うこと(メタ認知が大切であること）サイサイサイサイソウサキクベツシショウガッコウカンガチカラキソグタイテキジュンビタイセツトモダチハナアニンチタイセツ

		○		具体的な授業例グタイテキジュギョウレイ

		○		ピアジェ、ビゴツキーの考え方についてもう少し研修をしたい。カンガカタスコケンシュウ

		○		第5回の研修内容は何度も見直した。ダイカイケンシュウナイヨウナンドミナオ

		○		ブリッジングの在り方について参考になりました。通常の学校ではCA的授業をすることになります。アカタサンコウツウジョウガッコウテキジュギョウ





11

		評価ヒョウカ		理　　由（来年度も参加したいか？）リヨシライネンドサンカ

		5		この結果がどう出てくるかを知りたい。ケッカデシ

		5		もう少し身につけたいスコミ

		5		1年間の研修では十分理解できなかったことがあるので、ぜひ来年もやってほしい。ネンカンケンシュウジュウブンリカイライネン

		5		自分の授業のバリエーション等を増やしていきたい。子どもにとって価値のある授業をできるようになりたい。ジブンジュギョウナドフコカチジュギョウ

		5		子どもたちの変容がみられるので、もっとその結果を高めたいと思うため。コヘンヨウケッカタカオモ

		5		ようやく考え方のヒントが見えてきました。私はもっともっと理科の教師として、幅を広げていきたいと思っています。よろしくお願いします。カンガカタミワタシリカキョウシハバヒロオモネガ

		5		まだスタートラインに立ったばかり（それ以前かもしれない）なので、もっと自分の力量を高めたい。答えに向かって一直線に進んできた従来のやり方を変えていくのはなかなか難しい。タイゼンジブンリキリョウタカコタムイッチョクセンススジュウライカタカムズカ

		5		中学校の理科教科指導の在り方に課題を感じています。チュウガッコウリカキョウカシドウアカタカダイカン

		5		授業例が今後さらに増え、そこから学ぶことが多いと思うから。ジュギョウレイコンゴフマナオオオモ

		5		まだまだ理解不能なところが多いから、実際の授業と頭の中で結び付いていない。でも、何か新しい考え方の領域にいけそうな気がする。リカイフノウオオジッサイジュギョウアタマナカムスツナニアタラカンガカタリョウイキキ

		4		教師として未熟な部分が多いので、特に土曜にして頂いているので参加しやすかったです。キョウシミジュクブブンオオトクドヨウイタダサンカ

		4		小学校は6～12歳という、認知レベルが大きく発達、変化する時期なのに、今の自分は子どもの認知力についての知識が非常に乏しいので、ぜひ学びたい。ショウガッコウサイニンチオオハッタツヘンカジキイマジブンコニンチチカラチシキヒジョウトボマナ

		4		もっと知りたい、学びたい、生かしたいと考えるから。シマナイカンガ

		4		数回の聴講では足りないので、繰り返し聞き、用語に触れておかないと、理論で終わっていまい、日常に活かせないと思ったので。スウカイチョウコウタクカエキヨウゴフリロンオニチジョウイオモ

		3		地域的に遠く通うのに無理が多い。時間や空間的な制約。チイキテキトオカヨムリオオジカンクウカンテキセイヤク

		3		やっとCASEの「ケ」を理解できたかと自分で感じています。さらに研修したら身につくことではないかもしれませんが「新しいことを知る」ということはやっぱり楽しいです。北部からの参加でしたので、大変苦しかったですが、楽しかったです。リカイジブンカンケンシュウミアタラシタノホクブサンカタイヘンクルタノ
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		感想　・　要望　・　コメントカンソウヨウボウ

		○		研修の成果として（実践）案を例としてどこかに発表する場合、指導案の形式や使用している用語について共通認識、統一形式が必要と思います。ケンシュウセイカジッセンアンレイハッピョウバアイシドウアンケイシキシヨウヨウゴキョウツウニンシキトウイツケイシキヒツヨウオモ

		○		海外での成果としてどのように変化し、取り入れられているか知りたいと感じた。カイガイセイカヘンカトイシカン

		○		自分の授業をなんとかしなければ、とあせっていたとき偶然本研修会のチラシを見つけFAXしました。授業に活かせる内容だったので、参加できてよかったと思いました。ジブンジュギョウグウゼンホンケンシュウカイミジュギョウイナイヨウサンカオモ

		○		谷口先生のお話や論理にはいつも関心しています。みなさん大変お世話になりました。タニグチセンセイハナシロンリカンシンタイヘンセワ

		○		多くの実践を積み報告できるものは伝え、また多くの事例に学びたい。オオジッセンツホウコクツタオオジレイマナ

		○		平島先生や平岡先生に誘っていただいて参加できて本当に良かったです。これからもご助言、ご指導いただければ幸いです。ヒラシマセンセイヒラオカセンセイサソサンカホントウヨジョゲンシドウサイワ

		○		現場に新しい指導法を押しつけるのではなく一緒に研究をしようという進め方がありがたかったです。ゲンバアタラシドウホウオイッショケンキュウススカタ

		○		ありがとうございました。来年度もぜひ受講したいです。ライネンドジュコウ

		○		科学推論テストに興味を持ちました。我が校の子にしてみたいです。谷口先生に出会い本校まで来ていただき授業を観てもらえて大変ありがたかったです。ありがとうございました。来年度、理科教育本発表を迎える本校に新しい考え方を入れていただきました。カガクスイロンキョウミモワコウコタニグチセンセイデアホンコウキジュギョウミタイヘンライネンドリカキョウイクホンハッピョウムカホンコウアタラカンガカタイ

		○		個人的にも大変勉強させていただきました。今後多くの場で生かせたらと思います。ありがとうございました。コジンテキタイヘンベンキョウコンゴオオバイオモ

		○		ぜひ、また来年も予算を組んでいただき、本校の職員を研修に加えてほしい。北部の学校となると来させてもらうだけでかなりのエネルギーが必要なので支援を。ライネンヨサンクホンコウショクインケンシュウクワホクブガッコウコヒツヨウシエン

		○		CASEよりもCAMEが流行っている理由と経緯が知りたいです。ハヤリユウケイイシ

		○		途中参加で失礼しましたが楽しく勉強させていただきました。ありがとうございました。トチュウサンカシツレイタノベンキョウ






アンケート1-6回



						回答数カイ														回答割合（％）カイコタエワリアイ

						第1回ダイカイ		第2回ダイカイ		第3回ダイカイ		第4回ダイカイ		第5回ダイカイ		第6回ダイカイ		最終回サイシュウカイ		第1回ダイカイ		第2回ダイカイ		第3回ダイカイ		第4回ダイカイ		第5回ダイカイ		第6回ダイカイ		最終回サイシュウカイ

				校種コウシュ

				小学校ショウガッコウ		10		9												43.5		42.9

				中学校チュウガッコウ		9		8												39.1		38.1

				高等学校コウトウガッコウ		1		1												4.3		4.8

				その他タ		3		3												13.0		14.3

				科目カモク

				理科リカ		11		11												61.1		64.7

				数学スウガク		3		4												16.7		23.5

				その他タ		4		2												22.2		11.8

				教員歴キョウインレキ

				5年以内ネンイナイ		5		4												23.8		21.1

				5～10年ネン		3		3												14.3		15.8

				10～20年ネン		4		3												19.0		15.8

				20年以上ネンイジョウ		9		9												42.9		47.4

				参加した理由は何ですか。
（複数回答可）サンカリユウナンフクスウカイトウカ

				内容に興味ナイヨウキョウミ		10		6												29.4		30.0

				自分の授業改善ジブンジュギョウカイゼン		12		7												35.3		35.0

				上司のすすめジョウシ		8		6												23.5		30.0

				教員研修を行うヒントキョウインケンシュウオコナ		2		1												5.9		5.0

				その他タ		2		0												5.9		0.0

				本講座に期待することがらは何ですか。
（複数回答可）ホンコウザキタイナンフクスウカイトウカ

				新しい授業方法アタラジュギョウホウホウ		10														17.9

				新しい教材アタラキョウザイ		6														10.7

				認知論的な見識を得るニンチロンテキケンシキウ		17														30.4

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		6														10.7

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		14														25.0

				異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換コトコウシュカモクケイケンキョウイントウロンイケンコウカン		2														3.6

				その他タ		1														1.8

				今回、興味をもって参加できましたか。コンカイキョウミサンカ														全体でゼンタイ														全体でゼンタイ

				5		16		17		10		8		11		5		15		72.7		85.0		58.8		66.7		64.7		45.5		78.9

				4		4		1		5		4		5		5		4		18.2		5.0		29.4		33.3		29.4		45.5		21.1

				3		2		2		2		0		1		1		0		9.1		10.0		11.8		0.0		5.9		9.1		0.0

				2		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				1		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				それはなぜですか。以下から
選択してください。（複数回答可）イカセンタクフクスウカイトウカ

				授業方法が面白いジュギョウホウホウオモシロ		5		6		3		1		5		2		4		11.1		12.5		7.7		3.7		15.2		8.7		8.2

				教材内容が面白いキョウザイナイヨウオモシロ		6		8		5		2		1		3		5		13.3		16.7		12.8		7.4		3.0		13.0		10.2

				認知心理学的な知識を得られるニンチシンリガクテキチシキエ		18		12		11		5		10		6		13		40.0		25.0		28.2		18.5		30.3		26.1		26.5

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		4		2		1		7		0		1		3		8.9		4.2		2.6		25.9		0.0		4.3		6.1

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		8		11		8		11		9		7		16		17.8		22.9		20.5		40.7		27.3		30.4		32.7

				他の教員との討論や意見交換が面白いタキョウイントウロンイケンコウカンオモシロ		0		6		7		1		6		3		8		0.0		12.5		17.9		3.7		18.2		13.0		16.3

				その他タ		3		1		1		0		1		1		0		6.7		2.1		2.6		0.0		3.0		4.3		0.0



				説明が分かりにくい・難しいセツメイワムズカ		0		0		1		0		1		0		0		0.0		0.0		2.6		0.0		3.0		0.0		0.0

				討論の時間が少ないトウロンジカンスク		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				専門用語が多すぎるセンモンヨウゴオオ		0		1		1		0		0		0		0		0.0		2.1		2.6		0.0		0.0		0.0		0.0

				活動機会が少ないカツドウキカイスク		0		0		1		0		0		0		0		0.0		0.0		2.6		0.0		0.0		0.0		0.0

				1回の内容が多すぎるカイナイヨウオオ				1		0		0		0		0		0				2.1		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				その他タ		1		0		0		0		0		0		0		2.2		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				今回の内容について理解できましたか。コンカイナイヨウリカイ

				5				6		3		1		2		2						30.0		20.0		9.1		13.3		25.0

				4				7		7		6		12		5						35.0		46.7		54.5		80.0		62.5

				3				6		4		3		1		1						30.0		26.7		27.3		6.7		12.5

				2				1		1		1		0		0						5.0		6.7		9.1		0.0		0.0

				1				0		0		0		0		0						0.0		0.0		0.0		0.0		0.0







受講者の校種別割合



小学校	中学校	高等学校	その他	10	9	1	3	説明が分かりにくい・難しい	第5回	第6回	1	0	討論の時間が少ない	第5回	第6回	0	0	専門用語が多すぎる	第5回	第6回	0	0	活動機会が少ない	第5回	第6回	0	0	1回の内容が多すぎる	第5回	第6回	0	0	その他	第5回	第6回	0	0	



内容が理解できたか

5	第2回	第3回	6	3	4	第2回	第3回	7	7	3	第2回	第3回	6	4	2	第2回	第3回	1	1	1	第2回	第3回	0	0	



興味をもって参加できたか

参加できた	第4回	8	だいたい参加できた	第4回	4	ふつう	第4回	0	あまり参加できなかった	第4回	0	参加できなかった	第4回	0	



授業方法が面白い	第4回	1	教材内容が面白い	第4回	2	認知心理学的な知識を得られる	第4回	5	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第4回	7	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第4回	11	他の教員との討論や意見交換が面白い	第4回	1	その他	第4回	0	



説明が分かりにくい・難しい	第4回	0	討論の時間が少ない	第4回	0	専門用語が多すぎる	第4回	0	活動機会が少ない	第4回	0	1回の内容が多すぎる	第4回	0	その他	第4回	0	



内容が理解できたか

理解できた	第4回	1	だいたい理解できた	第4回	6	何とも言えない	第4回	3	あまり理解できなかった	第4回	1	理解できなかった	第4回	0	



興味をもって参加できたか

参加できた	第5回	第6回	11	5	だいたい参加できた	第5回	第6回	5	5	ふつう	第5回	第6回	1	1	あまり参加できなかった	第5回	第6回	0	0	参加できなかった	第5回	第6回	0	0	



内容が理解できたか

理解できた	第5回	第6回	2	2	だいたい理解できた	第5回	第6回	12	5	何とも言えない	第5回	第6回	1	1	あまり理解できなかった	第5回	第6回	0	0	理解できなかった	第5回	第6回	0	0	



授業方法が面白い	第5回	第6回	5	2	教材内容が面白い	第5回	第6回	1	3	認知心理学的な知識を得られる	第5回	第6回	10	6	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第5回	第6回	0	1	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第5回	第6回	9	7	他の教員との討論や意見交換が面白い	第5回	第6回	6	3	その他	第5回	第6回	1	1	



説明が分かりにくい・難しい	第2回	第3回	0	1	討論の時間が少ない	第2回	第3回	0	0	専門用語が多すぎる	第2回	第3回	1	1	活動機会が少ない	第2回	第3回	0	1	1回の内容が多すぎる	第2回	第3回	1	0	その他	0	0	



受講者の専門科目



理科	数学	その他	11	3	4	教員歴



5年以内	5～10年	10～20年	20年以上	5	3	4	9	参加した理由



内容に興味	自分の授業改善	上司のすすめ	教員研修を行うヒント	その他	10	12	8	2	2	講座に期待すること



新しい授業方法	新しい教材	認知論的な見識を得る	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換	その他	10	6	17	6	14	2	1	興味をもって参加できたか（第1回）



5	4	3	2	1	16	4	2	0	0	

選択理由（第１回）



授業方法が面白い	教材内容が面白い	認知心理学的な知識を得られる	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	他の教員との討論や意見交換が面白い	その他	5	6	18	4	8	0	3	興味をもって参加できたか

5	第2回	第3回	17	10	4	第2回	第3回	1	5	3	第2回	第3回	2	2	2	第2回	第3回	0	0	1	第2回	第3回	0	0	



授業方法が面白い	第2回	第3回	6	3	教材内容が面白い	第2回	第3回	8	5	認知心理学的な知識を得られる	第2回	第3回	12	11	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第2回	第3回	2	1	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第2回	第3回	11	8	他の教員との討論や意見交換が面白い	6	7	その他	1	1	





アンケート最終回

				最終回のアンケートサイシュウカイ

						回答数カイ		回答割合（％）カイコタエワリアイ

				参加した理由は何ですか。（複数回答可）サンカリユウナンフクスウカイトウカ

				内容に興味ナイヨウキョウミ		10		38.5

				自分の授業改善ジブンジュギョウカイゼン		7		26.9

				上司のすすめジョウシ		7		26.9

				教員研修を行うヒントキョウインケンシュウオコナ		2		7.7

				その他タ		0		0.0

				全体を通して、興味をもって参加できましたか。ゼンタイトオキョウミサンカ

				参加できたサンカ		15		78.9

				だいたい参加できたサンカ		4		21.1

				ふつう		0		0.0

				あまり参加できなかったサンカ		0		0.0

				参加できなかったサンカ		0		0.0

				それはなぜですか。以下から選択してください。
（複数回答可）イカセンタクフクスウカイトウカ

				授業方法が面白いジュギョウホウホウオモシロ		4		8.2

				教材内容が面白いキョウザイナイヨウオモシロ		5		10.2

				認知心理学的な知識を得られるニンチシンリガクテキチシキエ		13		26.5

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		3		6.1

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		16		32.7

				異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換が面白いコトコウシュカモクケイケンキョウイントウロンイケンコウカンオモシロ		8		16.3

				その他タ		0		0.0



				説明が分かりにくい・難しいセツメイワムズカ		0		0.0

				討論の時間が少ないトウロンジカンスク		0		0.0

				専門用語が多すぎるセンモンヨウゴオオ		0		0.0

				活動機会が少ないカツドウキカイスク		0		0.0

				1回の内容が多すぎるカイナイヨウオオ		0		0.0

				その他タ		0		0.0

				研修内容の難易度はどうでしたか。ケンシュウナイヨウナンイド

				易しかったヤサ		0		0.0

				少し易しかったスコヤサ		0		0.0

				適当テキトウ		9		45.0

				少し難しかったスコムズカ		6		30.0

				難しかったムズカ		5		25.0

				研修を終えての満足度はどうですか。ケンシュウオマンゾクド

				満足マンゾク		9		47.4

				ほぼ満足マンゾク		9		47.4

				ふつう		0		0.0

				少し不満足スコフマンゾク		1		5.3

				不満足フマンゾク		0		0.0

				認知促進（CA）の考え方については理解できましたか。ニンチソクシンカンガカタリカイ

				理解できたリカイ		0		0.0

				だいたい理解できたリカイ		12		60.0

				何とも言えないナンイ		6		30.0

				あまり理解できなかったリカイ		1		5.0

				理解できなかったリカイ		1		5.0

				認知促進（CA）を意識した授業が日本で普及する可能性はあると思いますか。ニンチソクシンイシキジュギョウニホンフキュウカノウセイオモ

				可能性ありカノウセイ		4		21.1

				少し可能性ありスコカノウセイ		4		21.1

				何とも言えないナンイ		9		47.4

				あまり可能性はないカノウセイ		1		5.3

				可能性はないカノウセイ		1		5.3

				自分の授業においてCAを意識した展開を行いたいと思いますか。ジブンジュギョウイシキテンカイオコナオモ

				是非行いたいゼヒオコナ		8		42.1

				できれば行いたいオコナ		9		47.4

				何とも言えないナンイ		1		5.3

				あまり行いたくないオコナ		1		5.3

				全く行いたくないマッタオコナ		0		0.0

				来年度以降このような研修があるとしたら、参加したいですか。ライネンドイコウケンシュウサンカ

				是非参加したいゼヒサンカ		12		66.7

				できれば参加したいサンカ		4		22.2

				何とも言えないナンイ		2		11.1

				あまり参加したくないサンカ		0		0.0

				全く参加したくないマッタサンカ		0		0.0



興味をもって参加できたか



参加できた	だいたい参加できた	ふつう	あまり参加できなかった	参加できなかった	15	4	0	0	0	

選択理由



授業方法が面白い	教材内容が面白い	認知心理学的な知識を得られる	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	他の教員との討論や意見交換が面白い	その他	4	5	13	3	16	8	0	研修の難易度について



易しかった	少し易しかった	適当	少し難しかった	難しかった	0	0	9	6	5	

研修の満足度について



満足	ほぼ満足	ふつう	少し不満足	不満足	9	9	0	1	0	

認知促進（CA）の考え方について



理解できた	だいたい理解できた	何とも言えない	あまり理解できなかった	理解できなかった	0	12	6	1	1	

CA授業の普及の可能性について



可能性あり	少し可能性あり	何とも言えない	あまり可能性はない	可能性はない	4	4	9	1	1	

CAを意識した授業を行いたいか



是非行いたい	できれば行いたい	何とも言えない	あまり行いたくない	全く行いたくない	8	9	1	1	0	

来年度もこの研修に参加したいか



是非参加したい	できれば参加したい	何とも言えない	あまり参加したくない	全く参加したくない	12	4	2	0	0	



第1回

		○		大変興味深く参加できました。

		○		授業で認知的葛藤をおこさせることや、メタ認知（振り返り）の大切さを改めて感じました。答えを求めるのではなく、討論をさせていきたいと思いました。小学校での授業の仕方にも触れていただき大変勉強になりました。

		○		CASEに何回か取り組むと、その深さや授業への応用がわかります。また、個人研究をする上で、CASEは役立ちます。

		○		理論講習については、最初は難しいと感じました。

		○		実習を実際にやることでつかめた部分が多かった。子どもたちがどう反応しているのか等ビデオでもよいのでみてみたい（特に今回学習し、自分の体験したレッスンを）。

		○		数学分野としての活用法についてもう少し触れてほしかったです。

		○		ガイダンスとしては、理論の前に実習があれば、理論講習がもっとわかりやすかったかもしれません。

		○		実習は、少人数班での学習形態が向いていると思った。協同学習、少人数学習との関わりが今後議論できたらいいなあと思いました。

		○		ピアジェやヴィゴツキーの理論について、自分でもう一度確認しておく必要を感じている。

		○		時間が許されるのなら、実験結果について自分の目で確かめてみたい。（油の粘性など）

		○		社会科やその他の教科でも生かせる教材や授業プランを考えてみたい。

		○		実習の効果を評価できれば、データとして有用だと思うのですが、１回CASE型の授業をしただけでは、何とも言えないですね。

		○		生徒の関心をもたせることを基礎においた理論であると思いました。

		○		実習は適当な時間配分であったと思います。

		○		教材化（単元構想との関連性）を図りたい。

		○		心理学を専攻していて、統計をかじっていたので過去の知識と今回の講習の内容で認知的葛藤が起こりました。

		○		小学校3年生を担任しているので、どういう風に使えるか考えていました。

		○		子どもたちが実習する際のグループ構成の話だが、誰とグループを構成しても授業が成立するように組めないのか。☆

		○		帰無実験は小学校で多くあると思うが、CASEをやっていないと考えるベースはどうかと感じた。

		○		理論講習で学んだことが学習（理科）の授業のヒントになった気がします。

		○		期待していたとおりの内容で、次回も楽しみにしております。

		○		今、求められている授業改善、実践力を向上させるためのヒントになった。

		○		小学校での活用が知りたい。中学校の内容から、どのように小学校へ工夫していくのか。・理論ばかりでなく、実習があったので興味深く研修できました。理論は、最初は難しいと思いましたが、実習を交えながら何となく概観はぼんやりつかめた感じです。

		○		おそらく、教材開発のヒントはたくさんあると思います。





第2回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第２回）リヨシダイカイ

		5		比の考え方の有効性について、子どもに考えさせたり文章に表現させたりすることの意味がわかった。

		5		授業の展開とCASEの観点とのつながりが少しわかった。

		5		CAの針らがスッキリと頭に入りました。前回よりも今回は納得して受講することができました。他の人たちとの対話が必須ということが授業には本当に大事だと思うことは回を重ねる毎に自分の中に入ってきています。

		5		比について。6年生で比の単元があるので、授業でも子どもたちに手を使わせ、考えさせながら認知的葛藤をおこしていきたいと思いました。

		5		わかりやすい内容であり、応用性が広がるものであった。また、授業の流れもつかみやすく、どこがメタ認知であり、社会的構築なのか、またブリッジングなのかよくわかったため。

		4		１時間の流れがつかめてきた。

		4		指導案を考えたことで、6つの柱のそれぞれに相当する場面について考えを深めることができた。実際の場面に即して考えることができる今年度の展開がとてもよいと再認識した。

		4		認知的葛藤、社会的構築の大切さを理解できたと思います。日々、生徒になるほどと思わせたいのですが、より計画的にやらなければと思いました。

		4		何について葛藤させるべきかがすっきりしなかったから。

		4		変数の設定制御とその応用が、自分の中で消化できていないところがあるので4としました。

		4		教科指導と区別する必要性。教科指導に取り込む工夫の難しさ、やりがい（価値）も再認識できました。

		3		体験したり、実際に作業したりすることは楽しく参加させていただきました。ただ、理論面での理解はまだまだできなかったと思います。

		3		教材の流れの意図や考え方。グループ討論の時に、丁寧に解説していただけたため。具体的な授業例だったため。

		3		比というものが言葉で説明できないので、もやもやとしました。でもそれが子どもたちの感じる葛藤なのだろうと思います。それが、今回理解できました。

		3		まだまだ専門用語には慣れませんが、具体的な内容で展開していただいたので、わかりやすかったです。

		3		用語の理解が、自分自身として曖昧な所があり、指導案を書くときの記述に困った。

		2		指導案作成では、ほとんどイメージが沸かなかった。

		?		まず、具体的操作を入れてから、思考させるという展開をする点を理解できた。



		○		小学校での活用例などがあるとうれしいです。

		○		教師のまとめをしてはいけないという所が、まだ理解できていない。

		○		「思考の喚起」という概念が、5本の柱の中でどういう位置づけなのか考えたい。

		○		中身をよく理解していないのに、どうしても自分の教科で（自分の教科の教材を使って）という思いが強くて、前に進みませんでした。最後の谷口先生のお話もよく理解していきたいと思います。

		○		いままで考えたことのないことがたくさんあったので、勉強になりました。

		○		ブリッジングした授業内容を作ることは難しいですね。

		○		北部のため、京都に出てくることに時間をとられるのが残念です。生の授業の様子をぜひ見てみたいです。DVD等に納めてもらい、後から見せていただけたら本当にうれしいです。

		○		時間設定等、北部の人間には多少きびしい。オプションの授業が見たいのだが、午前では参加ができないので、後日DVDでも見られたらうれしいです。

		○		今回の内容はLesson1～5より一気にレベルが上がったので、授業の工夫が必要であると感じた。













第3回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第３回）リヨシダイカイ

		5		確率のところで、連続した回数の度数が「１つ増えると半分減る」というのが、CASE的にどういう意味があるのか、もう少し考えたいと思います。

		5		Thinking Scienceが目標とする事項を盛り込む大切さを実感した。単になぞるだけでなく、より意識を高めておく必要がある。

		4		浮くか沈むかの解答シートの見方が分からなかった（２の300gがなぜ沈んで、２の200gがなぜ浮くか）。カードゲームは、おもしろく、どきどきしました。

		4		考え方に少し慣れてきたから。

		4		CASEの求めているもの。

		4		授業実践の検討を丁寧にしていただいたので、非常に自分の勉強になりました。また、次回以降の自身の授業に生かしていきたいと思います。

		4		与えられた情報でも、本当に役に立つかどうかを判断することが必要である。その中で絶対にそうなると言い切れるものと、どうやらそうなることの可能性が高いのではないかというレベルでとどまるものがある。具体的な数値の持つ意味を考えることができる。

		4		CASEプログラムがよく練られて作成されていることに気付くことができた。また、「蓋然性」は認知促進の中では「変数の制御」よりも難しいと思った。

		4		葛藤をともなう思考の重要性について理解が深まった。

		3		確率についてはよく理解できた。複合変数については専門用語が多く、難しかった。内容が中学生に対応しているような気がしますが、このことをどのように小学校で生かすかが、難しかった。

		3		認知的葛藤の大切さ、CAの授業を進めるにあたってのポイント

		2		初参加なので、まだまだ難しい。話の中でそうかなぁと思えるところがある言葉があった。

		?		子どもたちの中に、「なんで」という？をいろんなところで起こさせて、追求させていく魔力のような工夫があると思いました。

		?		研修そのものは、おもしろく参加できた。紅茶の試飲や浮く沈むなど、理論そのものはまだ十分理解できてないと思うが、「推論できる・それがあたる」ので、わかったような気分になった。



		○		子どもがワクワクする教材をとてもうまく設定してあって、その思考パターンで世の中を分析していく素地のようなものができあがるのかな…と思いました。

		○		複合変数のノートシート（最後にやったゲーム）で推論させるビンの絵が途中のものになっているのはなぜか。その部分の推論はより応用度が高いということか。

		○		楽しく参加できています。

		○		小学校現場ではどうしても教えること、迷わせない着地点を見据えて授業を組み立てるので、今回いろんな先生（校種がいろいろ）が実際に実践されての実感の声は、自分のためになったし、共感できる部分が多かった。ぜひ、授業を見られていないのでDVDを貸してもらえたら嬉しいです。

		○		どう授業に生かすか、何を、どんな考え方を生かすか、取り入れるかが難しい。がんばって考えてみます。プログラムの具体例は面白かった。

		○		今日も実習が楽しかったです。具体物を使った操作があるとやはり興味が持てると思います。子ども達にどう話し合わせるかをもう少し勉強したいと思います。

		○		小学校でのCASEの活用の難しさを感じます。小学校での活用の仕方を学んでいきたい。

		○		「シンキングサイエンス」と「CASE」の違いは何ですか。

		○		小学生にできるかできないのかを常に考えながら（すぐ使えるのか、現場に合うか）受講している。今回出た話の中で、単位あたり量に目を向けさせることもプログラムで考えているとあったが、小学校5年生でよくやる学習する内容である。例えば、割り算がしっかり習熟していない児童にはついて行けないことが懸念される。また、確率を学習する前でも今回のLesson17のプログラムは意義があると思う。日本の学習指導要領で基礎の基礎（確率のプログラムに確率の知識というのではなく、少数の計算やものの重さなど）が身についている年代にしかできないと感じた。それが小学校6年生なのか中学校1年生なのかはわからない。

		○		「プログラム」ではなく「考え方」が大切だということを討論の中で発見した。

		○		CASEの授業では、今までの授業では当然のように配慮してきた、分かるための条件設定や指導者としての工夫をあえて行わないことも必要だと言うことが認識できたのだが、つい、手をさしのべてしまいそうな気がする。認知的葛藤は大切なので十分考えさせたい。

		○		授業をしていて、子ども達に認知促進が促されていないと感じたときは教材を工夫してもう一度やるべきなのか？

		○		この研修で学んだことを小学校の授業で生かせるように考えていきたい。





第4回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第４回）リヨシダイカイ

		5		CASEの考え方を用いて授業を工夫するポイントを若林先生の実践や交流を通して、自分の授業改善のヒントになった。トオ

		4		CASEの視点を入れれば、通常の授業の中でも認知に刺激を与えられるということ。

		4		実践発表を聞いて、少しだけ具体的に見えてきました。

		4		認知的葛藤の大切さ、それが5年生の今後の学習に大切であることも分かった。

		4		CAを意識して授業を考える必要性を感じた。

		4		途中参加なので実践発表については？です。どんな授業に活用できるかについての話し合いは有効です。

		4		CASEの視点を取り入れた授業の事例。変数をどう扱うか。

		3		何をして認知的葛藤とするか。どのような質問をするか。また、どのように問えば認知を促進させられるか。ソクシン

		3		今日も１からおさらいをしていただきましたが、ここでしか聞かない語句も多くて、なかなか身に付いていない自分を実感させられています。しかし、少しずつですが、なじんできている気もしますし、頑張りたいと思います。

		3		実際に指導案を作ってみてイメージが持てた。

		2		具体的な教材を想定しても、展開の具体を考えるときに迷い（分かっていないこと）が多くてなかなか具体化しない。机間指導によるアドバイスはとても助かる。

		?		評価の仕方がよく理解できなかった。CASE的な側面について1回の授業で定着や把握はどう評価できるのかがよく分からなかった。



		○		CAMEについても勉強してみたいです。

		○		実際に実践してみての感じ方がどうなるか今から楽しみです。

		○		漠然としたイメージはわくのだが、授業案にまとめるには難しい。

		○		やってみたいことはいろいろあるのだが、認知的葛藤をどう起こさせるのかは苦労している。

		○		実際に自分で指導案を書いてみると、何が分かっていて何が曖昧なのかがよく分かる。





















第5回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第５回）リヨシダイカイ

		5		ピアジェの推量形式が推論する力や論理的思考にとってポイントとなる点。また，社会的構成の重要性がやっと理解できたため

		5		まだまた理解できていないのですが，葛藤を起こさせるだけでなく，本質の部分で葛藤させることを知りました。

		5		自分だけやる以上に他の先生からのアドバイスがよく分かり，ためになります。CAをより生徒に有効に生かす視点が大切だと思っています。

		4		CAの授業について6本の柱のことや，作り方など，これまでの勉強の確認にもなりました。また，理解できていないところも少しずつ何となく分かってきました。

		4		提案された指導案の発表も良かったが，①それぞれを「CAの視点」で評価する話し合いをしたこと，②その過程で講師からの具体的な助言があったことで，学びがとても深まった。子ども達の「社会的構築」の場面でも，こういう構成（場作り）の重要性も認識できた。

		4		具体的な授業展開があり，わかりやすかった。

		4		CAを行う視点のところで，葛藤の質の違いが明らかになりました。推量形式パターンを見極めることが一番重要であることが分かりました。

		4		CAによる概念の変容。これまで同じだと思っていたことと，異なることを再認識しました。

		4		探究的な授業で優れていても，CAの授業としてはそうでない。題材を選んで，どう展開するかというところに工夫が必要なんだということを考えさせてもらいました。

		4		ピアジェのシェマを数学の授業でどのように使えるかが分かりにくい。

		4		CAの視点について，自分が作った指導案を見直すことで，理解が深まった気がしてます。

		4		部分的ですが分かったところもあり，少し入り口に立てたかなと思います。ギターを教材にする話のところから認知的葛藤の意味の大切さがぼんやり見えてきました。

		4		具体的準備とは物理的な準備だけをさすのではなく，全員で共通認識しておかなくてはいけない部分も指していることが分かった。

		4		具体的準備が道具をそろえることだけでなく，認識をそろえる，また，考えさせたいこと以外に向かわないようにしておくこと等が理解できた。

		3		CAと新しい概念獲得の関係が，今の段階でよく分からなくなりました。例えば，「エネルギー」もモデルになり得るのか？「比例」もモデルになり得るのか。いまひとつ分からないです。

		?		CAを意識した授業が少しずつ分かってきた。



		○		今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		○		とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		○		CASEの全体がようやく分かってきました。

		○		中身が濃かったです。

		○		推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		○		谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。





第6回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第６回）リヨシダイカイ

		5		認知的葛藤の部分が少しずつ見えてきました。

		4		分類の大切さ、またそのときには、わからないという部分の理由が説明できることが大切であることが分かった。

		4		「分数」とか「比例」とか認知の考え方を揺さぶる授業の組み立てや、子ども達の討論から気付かせることに重点を置くことが分かりました。

		4		最後のグループでの話し合いの中で、各指導案についての認識を深めることができた。「月と地球」の単元の指導案については、モデルとしていろいろな意見を出させる方が面白いと考えられた。

		4		認知的葛藤について、生徒に形式的操作をさせることが大切であると分かった。

		4		問題解決学習とは違うという一語が印象的でした。逆的発想で、どこがどう違うのかますます興味が深まりました。

		4		「分類」を使った授業例をきいて、数学で使えないかといろいろ考えてみたが、この研修中に考えがまとまらなかったので、とりあえず、一度、「分類」で指導案を作ってみたいと思う。

		3		「月と地球」の単元の指導案において、月と地球の位置関係の「モデル」という視点での授業のイメージが未だにわかない。

		？		最後に単元全体の計画が出されたのが良かった。具体的な授業と関連づけることができて良かった。変数の大切さに気付かせる授業展開が時には必要であると思った。（変数を見つけることはもちろんたくさんさせなくてはいけない。）

		？		具体的授業をもとに、説明（展開、子どもの反応など）を聞いたり意見交換をするので、授業者にとって（CAの観点と照合するなどの）葛藤が起こりとてもよい。また、講師の先生の助言もありがたい。



		○		今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		○		とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		○		CASEの全体がようやく分かってきました。

		○		中身が濃かったです。

		○		推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		○		谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。
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		・今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		・とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。
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		・推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		・谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。










































アンケート1-6回



						回答数カイ														回答割合（％）カイコタエワリアイ

						第1回ダイカイ		第2回ダイカイ		第3回ダイカイ		第4回ダイカイ		第5回ダイカイ		第6回ダイカイ		最終回サイシュウカイ		第1回ダイカイ		第2回ダイカイ		第3回ダイカイ		第4回ダイカイ		第5回ダイカイ		第6回ダイカイ		最終回サイシュウカイ

				校種コウシュ

				小学校ショウガッコウ		10		9												43.5		42.9

				中学校チュウガッコウ		9		8												39.1		38.1

				高等学校コウトウガッコウ		1		1												4.3		4.8

				その他タ		3		3												13.0		14.3

				科目カモク

				理科リカ		11		11												61.1		64.7

				数学スウガク		3		4												16.7		23.5

				その他タ		4		2												22.2		11.8

				教員歴キョウインレキ

				5年以内ネンイナイ		5		4												23.8		21.1

				5～10年ネン		3		3												14.3		15.8

				10～20年ネン		4		3												19.0		15.8

				20年以上ネンイジョウ		9		9												42.9		47.4

				参加した理由は何ですか。
（複数回答可）サンカリユウナンフクスウカイトウカ

				内容に興味ナイヨウキョウミ		10		6												29.4		30.0

				自分の授業改善ジブンジュギョウカイゼン		12		7												35.3		35.0

				上司のすすめジョウシ		8		6												23.5		30.0

				教員研修を行うヒントキョウインケンシュウオコナ		2		1												5.9		5.0

				その他タ		2		0												5.9		0.0

				本講座に期待することがらは何ですか。
（複数回答可）ホンコウザキタイナンフクスウカイトウカ

				新しい授業方法アタラジュギョウホウホウ		10														17.9

				新しい教材アタラキョウザイ		6														10.7

				認知論的な見識を得るニンチロンテキケンシキウ		17														30.4

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		6														10.7

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		14														25.0

				異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換コトコウシュカモクケイケンキョウイントウロンイケンコウカン		2														3.6

				その他タ		1														1.8

				今回、興味をもって参加できましたか。コンカイキョウミサンカ														全体でゼンタイ														全体でゼンタイ

				5		16		17		10		8		11		5		15		72.7		85.0		58.8		66.7		64.7		45.5		78.9

				4		4		1		5		4		5		5		4		18.2		5.0		29.4		33.3		29.4		45.5		21.1

				3		2		2		2		0		1		1		0		9.1		10.0		11.8		0.0		5.9		9.1		0.0

				2		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				1		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				それはなぜですか。以下から
選択してください。（複数回答可）イカセンタクフクスウカイトウカ

				授業方法が面白いジュギョウホウホウオモシロ		5		6		3		1		5		2		4		11.1		12.5		7.7		3.7		15.2		8.7		8.2

				教材内容が面白いキョウザイナイヨウオモシロ		6		8		5		2		1		3		5		13.3		16.7		12.8		7.4		3.0		13.0		10.2

				認知心理学的な知識を得られるニンチシンリガクテキチシキエ		18		12		11		5		10		6		13		40.0		25.0		28.2		18.5		30.3		26.1		26.5

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		4		2		1		7		0		1		3		8.9		4.2		2.6		25.9		0.0		4.3		6.1

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		8		11		8		11		9		7		16		17.8		22.9		20.5		40.7		27.3		30.4		32.7

				他の教員との討論や意見交換が面白いタキョウイントウロンイケンコウカンオモシロ		0		6		7		1		6		3		8		0.0		12.5		17.9		3.7		18.2		13.0		16.3

				その他タ		3		1		1		0		1		1		0		6.7		2.1		2.6		0.0		3.0		4.3		0.0



				説明が分かりにくい・難しいセツメイワムズカ		0		0		1		0		1		0		0		0.0		0.0		2.6		0.0		3.0		0.0		0.0

				討論の時間が少ないトウロンジカンスク		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				専門用語が多すぎるセンモンヨウゴオオ		0		1		1		0		0		0		0		0.0		2.1		2.6		0.0		0.0		0.0		0.0

				活動機会が少ないカツドウキカイスク		0		0		1		0		0		0		0		0.0		0.0		2.6		0.0		0.0		0.0		0.0

				1回の内容が多すぎるカイナイヨウオオ				1		0		0		0		0		0				2.1		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				その他タ		1		0		0		0		0		0		0		2.2		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				今回の内容について理解できましたか。コンカイナイヨウリカイ

				5				6		3		1		2		2						30.0		20.0		9.1		13.3		25.0

				4				7		7		6		12		5						35.0		46.7		54.5		80.0		62.5

				3				6		4		3		1		1						30.0		26.7		27.3		6.7		12.5

				2				1		1		1		0		0						5.0		6.7		9.1		0.0		0.0

				1				0		0		0		0		0						0.0		0.0		0.0		0.0		0.0







受講者の校種別割合



小学校	中学校	高等学校	その他	10	9	1	3	説明が分かりにくい・難しい	第5回	第6回	1	0	討論の時間が少ない	第5回	第6回	0	0	専門用語が多すぎる	第5回	第6回	0	0	活動機会が少ない	第5回	第6回	0	0	1回の内容が多すぎる	第5回	第6回	0	0	その他	第5回	第6回	0	0	



内容が理解できたか

5	第2回	第3回	6	3	4	第2回	第3回	7	7	3	第2回	第3回	6	4	2	第2回	第3回	1	1	1	第2回	第3回	0	0	



興味をもって参加できたか

参加できた	第4回	8	だいたい参加できた	第4回	4	ふつう	第4回	0	あまり参加できなかった	第4回	0	参加できなかった	第4回	0	



授業方法が面白い	第4回	1	教材内容が面白い	第4回	2	認知心理学的な知識を得られる	第4回	5	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第4回	7	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第4回	11	他の教員との討論や意見交換が面白い	第4回	1	その他	第4回	0	



説明が分かりにくい・難しい	第4回	0	討論の時間が少ない	第4回	0	専門用語が多すぎる	第4回	0	活動機会が少ない	第4回	0	1回の内容が多すぎる	第4回	0	その他	第4回	0	



内容が理解できたか

理解できた	第4回	1	だいたい理解できた	第4回	6	何とも言えない	第4回	3	あまり理解できなかった	第4回	1	理解できなかった	第4回	0	



興味をもって参加できたか

参加できた	第5回	第6回	11	5	だいたい参加できた	第5回	第6回	5	5	ふつう	第5回	第6回	1	1	あまり参加できなかった	第5回	第6回	0	0	参加できなかった	第5回	第6回	0	0	



内容が理解できたか

理解できた	第5回	第6回	2	2	だいたい理解できた	第5回	第6回	12	5	何とも言えない	第5回	第6回	1	1	あまり理解できなかった	第5回	第6回	0	0	理解できなかった	第5回	第6回	0	0	



授業方法が面白い	第5回	第6回	5	2	教材内容が面白い	第5回	第6回	1	3	認知心理学的な知識を得られる	第5回	第6回	10	6	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第5回	第6回	0	1	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第5回	第6回	9	7	他の教員との討論や意見交換が面白い	第5回	第6回	6	3	その他	第5回	第6回	1	1	



説明が分かりにくい・難しい	第2回	第3回	0	1	討論の時間が少ない	第2回	第3回	0	0	専門用語が多すぎる	第2回	第3回	1	1	活動機会が少ない	第2回	第3回	0	1	1回の内容が多すぎる	第2回	第3回	1	0	その他	0	0	



受講者の専門科目



理科	数学	その他	11	3	4	教員歴



5年以内	5～10年	10～20年	20年以上	5	3	4	9	参加した理由



内容に興味	自分の授業改善	上司のすすめ	教員研修を行うヒント	その他	10	12	8	2	2	講座に期待すること



新しい授業方法	新しい教材	認知論的な見識を得る	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換	その他	10	6	17	6	14	2	1	興味をもって参加できたか（第1回）



5	4	3	2	1	16	4	2	0	0	

選択理由（第１回）



授業方法が面白い	教材内容が面白い	認知心理学的な知識を得られる	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	他の教員との討論や意見交換が面白い	その他	5	6	18	4	8	0	3	興味をもって参加できたか

5	第2回	第3回	17	10	4	第2回	第3回	1	5	3	第2回	第3回	2	2	2	第2回	第3回	0	0	1	第2回	第3回	0	0	



授業方法が面白い	第2回	第3回	6	3	教材内容が面白い	第2回	第3回	8	5	認知心理学的な知識を得られる	第2回	第3回	12	11	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第2回	第3回	2	1	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第2回	第3回	11	8	他の教員との討論や意見交換が面白い	6	7	その他	1	1	





アンケート最終回

				最終回のアンケートサイシュウカイ

						回答数カイ		回答割合（％）カイコタエワリアイ

				参加した理由は何ですか。（複数回答可）サンカリユウナンフクスウカイトウカ

				内容に興味ナイヨウキョウミ		10		38.5

				自分の授業改善ジブンジュギョウカイゼン		7		26.9

				上司のすすめジョウシ		7		26.9

				教員研修を行うヒントキョウインケンシュウオコナ		2		7.7

				その他タ		0		0.0

				全体を通して、興味をもって参加できましたか。ゼンタイトオキョウミサンカ

				参加できたサンカ		15		78.9

				だいたい参加できたサンカ		4		21.1

				ふつう		0		0.0

				あまり参加できなかったサンカ		0		0.0

				参加できなかったサンカ		0		0.0

				それはなぜですか。以下から選択してください。
（複数回答可）イカセンタクフクスウカイトウカ

				授業方法が面白いジュギョウホウホウオモシロ		4		8.2

				教材内容が面白いキョウザイナイヨウオモシロ		5		10.2

				認知心理学的な知識を得られるニンチシンリガクテキチシキエ		13		26.5

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		3		6.1

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		16		32.7

				異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換が面白いコトコウシュカモクケイケンキョウイントウロンイケンコウカンオモシロ		8		16.3

				その他タ		0		0.0



				説明が分かりにくい・難しいセツメイワムズカ		0		0.0

				討論の時間が少ないトウロンジカンスク		0		0.0

				専門用語が多すぎるセンモンヨウゴオオ		0		0.0

				活動機会が少ないカツドウキカイスク		0		0.0

				1回の内容が多すぎるカイナイヨウオオ		0		0.0

				その他タ		0		0.0

				研修内容の難易度はどうでしたか。ケンシュウナイヨウナンイド

				易しかったヤサ		0		0.0

				少し易しかったスコヤサ		0		0.0

				適当テキトウ		9		45.0

				少し難しかったスコムズカ		6		30.0

				難しかったムズカ		5		25.0

				研修を終えての満足度はどうですか。ケンシュウオマンゾクド

				満足マンゾク		9		47.4

				ほぼ満足マンゾク		9		47.4

				ふつう		0		0.0

				少し不満足スコフマンゾク		1		5.3

				不満足フマンゾク		0		0.0

				認知促進（CA）の考え方については理解できましたか。ニンチソクシンカンガカタリカイ

				理解できたリカイ		0		0.0

				だいたい理解できたリカイ		12		60.0

				何とも言えないナンイ		6		30.0

				あまり理解できなかったリカイ		1		5.0

				理解できなかったリカイ		1		5.0

				認知促進（CA）を意識した授業が日本で普及する可能性はあると思いますか。ニンチソクシンイシキジュギョウニホンフキュウカノウセイオモ

				可能性ありカノウセイ		4		21.1

				少し可能性ありスコカノウセイ		4		21.1

				何とも言えないナンイ		9		47.4

				あまり可能性はないカノウセイ		1		5.3

				可能性はないカノウセイ		1		5.3

				自分の授業においてCAを意識した展開を行いたいと思いますか。ジブンジュギョウイシキテンカイオコナオモ

				是非行いたいゼヒオコナ		8		42.1

				できれば行いたいオコナ		9		47.4

				何とも言えないナンイ		1		5.3

				あまり行いたくないオコナ		1		5.3

				全く行いたくないマッタオコナ		0		0.0

				来年度以降このような研修があるとしたら、参加したいですか。ライネンドイコウケンシュウサンカ

				是非参加したいゼヒサンカ		12		66.7

				できれば参加したいサンカ		4		22.2

				何とも言えないナンイ		2		11.1

				あまり参加したくないサンカ		0		0.0

				全く参加したくないマッタサンカ		0		0.0



興味をもって参加できたか



参加できた	だいたい参加できた	ふつう	あまり参加できなかった	参加できなかった	15	4	0	0	0	

選択理由



授業方法が面白い	教材内容が面白い	認知心理学的な知識を得られる	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	他の教員との討論や意見交換が面白い	その他	4	5	13	3	16	8	0	研修の難易度について



易しかった	少し易しかった	適当	少し難しかった	難しかった	0	0	9	6	5	

研修の満足度について



満足	ほぼ満足	ふつう	少し不満足	不満足	9	9	0	1	0	

認知促進（CA）の考え方について



理解できた	だいたい理解できた	何とも言えない	あまり理解できなかった	理解できなかった	0	12	6	1	1	

CA授業の普及の可能性について



可能性あり	少し可能性あり	何とも言えない	あまり可能性はない	可能性はない	4	4	9	1	1	

CAを意識した授業を行いたいか



是非行いたい	できれば行いたい	何とも言えない	あまり行いたくない	全く行いたくない	8	9	1	1	0	

来年度もこの研修に参加したいか



是非参加したい	できれば参加したい	何とも言えない	あまり参加したくない	全く参加したくない	12	4	2	0	0	



第1回

		○		大変興味深く参加できました。

		○		授業で認知的葛藤をおこさせることや、メタ認知（振り返り）の大切さを改めて感じました。答えを求めるのではなく、討論をさせていきたいと思いました。小学校での授業の仕方にも触れていただき大変勉強になりました。

		○		CASEに何回か取り組むと、その深さや授業への応用がわかります。また、個人研究をする上で、CASEは役立ちます。

		○		理論講習については、最初は難しいと感じました。

		○		実習を実際にやることでつかめた部分が多かった。子どもたちがどう反応しているのか等ビデオでもよいのでみてみたい（特に今回学習し、自分の体験したレッスンを）。

		○		数学分野としての活用法についてもう少し触れてほしかったです。

		○		ガイダンスとしては、理論の前に実習があれば、理論講習がもっとわかりやすかったかもしれません。

		○		実習は、少人数班での学習形態が向いていると思った。協同学習、少人数学習との関わりが今後議論できたらいいなあと思いました。

		○		ピアジェやヴィゴツキーの理論について、自分でもう一度確認しておく必要を感じている。

		○		時間が許されるのなら、実験結果について自分の目で確かめてみたい。（油の粘性など）

		○		社会科やその他の教科でも生かせる教材や授業プランを考えてみたい。

		○		実習の効果を評価できれば、データとして有用だと思うのですが、１回CASE型の授業をしただけでは、何とも言えないですね。

		○		生徒の関心をもたせることを基礎においた理論であると思いました。

		○		実習は適当な時間配分であったと思います。

		○		教材化（単元構想との関連性）を図りたい。

		○		心理学を専攻していて、統計をかじっていたので過去の知識と今回の講習の内容で認知的葛藤が起こりました。

		○		小学校3年生を担任しているので、どういう風に使えるか考えていました。

		○		子どもたちが実習する際のグループ構成の話だが、誰とグループを構成しても授業が成立するように組めないのか。☆

		○		帰無実験は小学校で多くあると思うが、CASEをやっていないと考えるベースはどうかと感じた。

		○		理論講習で学んだことが学習（理科）の授業のヒントになった気がします。

		○		期待していたとおりの内容で、次回も楽しみにしております。

		○		今、求められている授業改善、実践力を向上させるためのヒントになった。

		○		小学校での活用が知りたい。中学校の内容から、どのように小学校へ工夫していくのか。・理論ばかりでなく、実習があったので興味深く研修できました。理論は、最初は難しいと思いましたが、実習を交えながら何となく概観はぼんやりつかめた感じです。

		○		おそらく、教材開発のヒントはたくさんあると思います。





第2回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第２回）リヨシダイカイ

		5		比の考え方の有効性について、子どもに考えさせたり文章に表現させたりすることの意味がわかった。

		5		授業の展開とCASEの観点とのつながりが少しわかった。

		5		CAの針らがスッキリと頭に入りました。前回よりも今回は納得して受講することができました。他の人たちとの対話が必須ということが授業には本当に大事だと思うことは回を重ねる毎に自分の中に入ってきています。

		5		比について。6年生で比の単元があるので、授業でも子どもたちに手を使わせ、考えさせながら認知的葛藤をおこしていきたいと思いました。

		5		わかりやすい内容であり、応用性が広がるものであった。また、授業の流れもつかみやすく、どこがメタ認知であり、社会的構築なのか、またブリッジングなのかよくわかったため。

		4		１時間の流れがつかめてきた。

		4		指導案を考えたことで、6つの柱のそれぞれに相当する場面について考えを深めることができた。実際の場面に即して考えることができる今年度の展開がとてもよいと再認識した。

		4		認知的葛藤、社会的構築の大切さを理解できたと思います。日々、生徒になるほどと思わせたいのですが、より計画的にやらなければと思いました。

		4		何について葛藤させるべきかがすっきりしなかったから。

		4		変数の設定制御とその応用が、自分の中で消化できていないところがあるので4としました。

		4		教科指導と区別する必要性。教科指導に取り込む工夫の難しさ、やりがい（価値）も再認識できました。

		3		体験したり、実際に作業したりすることは楽しく参加させていただきました。ただ、理論面での理解はまだまだできなかったと思います。

		3		教材の流れの意図や考え方。グループ討論の時に、丁寧に解説していただけたため。具体的な授業例だったため。

		3		比というものが言葉で説明できないので、もやもやとしました。でもそれが子どもたちの感じる葛藤なのだろうと思います。それが、今回理解できました。

		3		まだまだ専門用語には慣れませんが、具体的な内容で展開していただいたので、わかりやすかったです。

		3		用語の理解が、自分自身として曖昧な所があり、指導案を書くときの記述に困った。

		2		指導案作成では、ほとんどイメージが沸かなかった。

		?		まず、具体的操作を入れてから、思考させるという展開をする点を理解できた。



		○		小学校での活用例などがあるとうれしいです。

		○		教師のまとめをしてはいけないという所が、まだ理解できていない。

		○		「思考の喚起」という概念が、5本の柱の中でどういう位置づけなのか考えたい。

		○		中身をよく理解していないのに、どうしても自分の教科で（自分の教科の教材を使って）という思いが強くて、前に進みませんでした。最後の谷口先生のお話もよく理解していきたいと思います。

		○		いままで考えたことのないことがたくさんあったので、勉強になりました。

		○		ブリッジングした授業内容を作ることは難しいですね。

		○		北部のため、京都に出てくることに時間をとられるのが残念です。生の授業の様子をぜひ見てみたいです。DVD等に納めてもらい、後から見せていただけたら本当にうれしいです。

		○		時間設定等、北部の人間には多少きびしい。オプションの授業が見たいのだが、午前では参加ができないので、後日DVDでも見られたらうれしいです。

		○		今回の内容はLesson1～5より一気にレベルが上がったので、授業の工夫が必要であると感じた。













第3回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第３回）リヨシダイカイ

		5		確率のところで、連続した回数の度数が「１つ増えると半分減る」というのが、CASE的にどういう意味があるのか、もう少し考えたいと思います。

		5		Thinking Scienceが目標とする事項を盛り込む大切さを実感した。単になぞるだけでなく、より意識を高めておく必要がある。

		4		浮くか沈むかの解答シートの見方が分からなかった（２の300gがなぜ沈んで、２の200gがなぜ浮くか）。カードゲームは、おもしろく、どきどきしました。

		4		考え方に少し慣れてきたから。

		4		CASEの求めているもの。

		4		授業実践の検討を丁寧にしていただいたので、非常に自分の勉強になりました。また、次回以降の自身の授業に生かしていきたいと思います。

		4		与えられた情報でも、本当に役に立つかどうかを判断することが必要である。その中で絶対にそうなると言い切れるものと、どうやらそうなることの可能性が高いのではないかというレベルでとどまるものがある。具体的な数値の持つ意味を考えることができる。

		4		CASEプログラムがよく練られて作成されていることに気付くことができた。また、「蓋然性」は認知促進の中では「変数の制御」よりも難しいと思った。

		4		葛藤をともなう思考の重要性について理解が深まった。

		3		確率についてはよく理解できた。複合変数については専門用語が多く、難しかった。内容が中学生に対応しているような気がしますが、このことをどのように小学校で生かすかが、難しかった。

		3		認知的葛藤の大切さ、CAの授業を進めるにあたってのポイント

		2		初参加なので、まだまだ難しい。話の中でそうかなぁと思えるところがある言葉があった。

		?		子どもたちの中に、「なんで」という？をいろんなところで起こさせて、追求させていく魔力のような工夫があると思いました。

		?		研修そのものは、おもしろく参加できた。紅茶の試飲や浮く沈むなど、理論そのものはまだ十分理解できてないと思うが、「推論できる・それがあたる」ので、わかったような気分になった。



		○		子どもがワクワクする教材をとてもうまく設定してあって、その思考パターンで世の中を分析していく素地のようなものができあがるのかな…と思いました。

		○		複合変数のノートシート（最後にやったゲーム）で推論させるビンの絵が途中のものになっているのはなぜか。その部分の推論はより応用度が高いということか。

		○		楽しく参加できています。

		○		小学校現場ではどうしても教えること、迷わせない着地点を見据えて授業を組み立てるので、今回いろんな先生（校種がいろいろ）が実際に実践されての実感の声は、自分のためになったし、共感できる部分が多かった。ぜひ、授業を見られていないのでDVDを貸してもらえたら嬉しいです。

		○		どう授業に生かすか、何を、どんな考え方を生かすか、取り入れるかが難しい。がんばって考えてみます。プログラムの具体例は面白かった。

		○		今日も実習が楽しかったです。具体物を使った操作があるとやはり興味が持てると思います。子ども達にどう話し合わせるかをもう少し勉強したいと思います。

		○		小学校でのCASEの活用の難しさを感じます。小学校での活用の仕方を学んでいきたい。

		○		「シンキングサイエンス」と「CASE」の違いは何ですか。

		○		小学生にできるかできないのかを常に考えながら（すぐ使えるのか、現場に合うか）受講している。今回出た話の中で、単位あたり量に目を向けさせることもプログラムで考えているとあったが、小学校5年生でよくやる学習する内容である。例えば、割り算がしっかり習熟していない児童にはついて行けないことが懸念される。また、確率を学習する前でも今回のLesson17のプログラムは意義があると思う。日本の学習指導要領で基礎の基礎（確率のプログラムに確率の知識というのではなく、少数の計算やものの重さなど）が身についている年代にしかできないと感じた。それが小学校6年生なのか中学校1年生なのかはわからない。

		○		「プログラム」ではなく「考え方」が大切だということを討論の中で発見した。

		○		CASEの授業では、今までの授業では当然のように配慮してきた、分かるための条件設定や指導者としての工夫をあえて行わないことも必要だと言うことが認識できたのだが、つい、手をさしのべてしまいそうな気がする。認知的葛藤は大切なので十分考えさせたい。

		○		授業をしていて、子ども達に認知促進が促されていないと感じたときは教材を工夫してもう一度やるべきなのか？

		○		この研修で学んだことを小学校の授業で生かせるように考えていきたい。





第4回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第４回）リヨシダイカイ

		5		CASEの考え方を用いて授業を工夫するポイントを若林先生の実践や交流を通して、自分の授業改善のヒントになった。トオ

		4		CASEの視点を入れれば、通常の授業の中でも認知に刺激を与えられるということ。

		4		実践発表を聞いて、少しだけ具体的に見えてきました。

		4		認知的葛藤の大切さ、それが5年生の今後の学習に大切であることも分かった。

		4		CAを意識して授業を考える必要性を感じた。

		4		途中参加なので実践発表については？です。どんな授業に活用できるかについての話し合いは有効です。

		4		CASEの視点を取り入れた授業の事例。変数をどう扱うか。

		3		何をして認知的葛藤とするか。どのような質問をするか。また、どのように問えば認知を促進させられるか。ソクシン

		3		今日も１からおさらいをしていただきましたが、ここでしか聞かない語句も多くて、なかなか身に付いていない自分を実感させられています。しかし、少しずつですが、なじんできている気もしますし、頑張りたいと思います。

		3		実際に指導案を作ってみてイメージが持てた。

		2		具体的な教材を想定しても、展開の具体を考えるときに迷い（分かっていないこと）が多くてなかなか具体化しない。机間指導によるアドバイスはとても助かる。

		?		評価の仕方がよく理解できなかった。CASE的な側面について1回の授業で定着や把握はどう評価できるのかがよく分からなかった。



		○		CAMEについても勉強してみたいです。

		○		実際に実践してみての感じ方がどうなるか今から楽しみです。

		○		漠然としたイメージはわくのだが、授業案にまとめるには難しい。

		○		やってみたいことはいろいろあるのだが、認知的葛藤をどう起こさせるのかは苦労している。

		○		実際に自分で指導案を書いてみると、何が分かっていて何が曖昧なのかがよく分かる。





















第5回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第５回）リヨシダイカイ

		5		ピアジェの推量形式が推論する力や論理的思考にとってポイントとなる点。また，社会的構成の重要性がやっと理解できたため

		5		まだまた理解できていないのですが，葛藤を起こさせるだけでなく，本質の部分で葛藤させることを知りました。

		5		自分だけやる以上に他の先生からのアドバイスがよく分かり，ためになります。CAをより生徒に有効に生かす視点が大切だと思っています。

		4		CAの授業について6本の柱のことや，作り方など，これまでの勉強の確認にもなりました。また，理解できていないところも少しずつ何となく分かってきました。

		4		提案された指導案の発表も良かったが，①それぞれを「CAの視点」で評価する話し合いをしたこと，②その過程で講師からの具体的な助言があったことで，学びがとても深まった。子ども達の「社会的構築」の場面でも，こういう構成（場作り）の重要性も認識できた。

		4		具体的な授業展開があり，わかりやすかった。

		4		CAを行う視点のところで，葛藤の質の違いが明らかになりました。推量形式パターンを見極めることが一番重要であることが分かりました。

		4		CAによる概念の変容。これまで同じだと思っていたことと，異なることを再認識しました。

		4		探究的な授業で優れていても，CAの授業としてはそうでない。題材を選んで，どう展開するかというところに工夫が必要なんだということを考えさせてもらいました。

		4		ピアジェのシェマを数学の授業でどのように使えるかが分かりにくい。

		4		CAの視点について，自分が作った指導案を見直すことで，理解が深まった気がしてます。

		4		部分的ですが分かったところもあり，少し入り口に立てたかなと思います。ギターを教材にする話のところから認知的葛藤の意味の大切さがぼんやり見えてきました。

		4		具体的準備とは物理的な準備だけをさすのではなく，全員で共通認識しておかなくてはいけない部分も指していることが分かった。

		4		具体的準備が道具をそろえることだけでなく，認識をそろえる，また，考えさせたいこと以外に向かわないようにしておくこと等が理解できた。

		3		CAと新しい概念獲得の関係が，今の段階でよく分からなくなりました。例えば，「エネルギー」もモデルになり得るのか？「比例」もモデルになり得るのか。いまひとつ分からないです。

		?		CAを意識した授業が少しずつ分かってきた。



		○		今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		○		とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		○		CASEの全体がようやく分かってきました。

		○		中身が濃かったです。

		○		推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		○		谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。





第6回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第６回）リヨシダイカイ

		5		認知的葛藤の部分が少しずつ見えてきました。

		4		分類の大切さ、またそのときには、わからないという部分の理由が説明できることが大切であることが分かった。

		4		「分数」とか「比例」とか認知の考え方を揺さぶる授業の組み立てや、子ども達の討論から気付かせることに重点を置くことが分かりました。

		4		最後のグループでの話し合いの中で、各指導案についての認識を深めることができた。「月と地球」の単元の指導案については、モデルとしていろいろな意見を出させる方が面白いと考えられた。

		4		認知的葛藤について、生徒に形式的操作をさせることが大切であると分かった。

		4		問題解決学習とは違うという一語が印象的でした。逆的発想で、どこがどう違うのかますます興味が深まりました。

		4		「分類」を使った授業例をきいて、数学で使えないかといろいろ考えてみたが、この研修中に考えがまとまらなかったので、とりあえず、一度、「分類」で指導案を作ってみたいと思う。

		3		「月と地球」の単元の指導案において、月と地球の位置関係の「モデル」という視点での授業のイメージが未だにわかない。

		？		最後に単元全体の計画が出されたのが良かった。具体的な授業と関連づけることができて良かった。変数の大切さに気付かせる授業展開が時には必要であると思った。（変数を見つけることはもちろんたくさんさせなくてはいけない。）

		？		具体的授業をもとに、説明（展開、子どもの反応など）を聞いたり意見交換をするので、授業者にとって（CAの観点と照合するなどの）葛藤が起こりとてもよい。また、講師の先生の助言もありがたい。



		○		今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		○		とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		○		CASEの全体がようやく分かってきました。

		○		中身が濃かったです。

		○		推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		○		谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。





Sheet2

		・今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		・とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		・CASEの全体がようやく分かってきました。

		・中身が濃かったです。

		・推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		・谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。










































アンケート1-6回



						回答数カイ														回答割合（％）カイコタエワリアイ

						第1回ダイカイ		第2回ダイカイ		第3回ダイカイ		第4回ダイカイ		第5回ダイカイ		第6回ダイカイ		最終回サイシュウカイ		第1回ダイカイ		第2回ダイカイ		第3回ダイカイ		第4回ダイカイ		第5回ダイカイ		第6回ダイカイ		最終回サイシュウカイ

				校種コウシュ

				小学校ショウガッコウ		10		9												43.5		42.9

				中学校チュウガッコウ		9		8												39.1		38.1

				高等学校コウトウガッコウ		1		1												4.3		4.8

				その他タ		3		3												13.0		14.3

				科目カモク

				理科リカ		11		11												61.1		64.7

				数学スウガク		3		4												16.7		23.5

				その他タ		4		2												22.2		11.8

				教員歴キョウインレキ

				5年以内ネンイナイ		5		4												23.8		21.1

				5～10年ネン		3		3												14.3		15.8

				10～20年ネン		4		3												19.0		15.8

				20年以上ネンイジョウ		9		9												42.9		47.4

				参加した理由は何ですか。
（複数回答可）サンカリユウナンフクスウカイトウカ

				内容に興味ナイヨウキョウミ		10		6												29.4		30.0

				自分の授業改善ジブンジュギョウカイゼン		12		7												35.3		35.0

				上司のすすめジョウシ		8		6												23.5		30.0

				教員研修を行うヒントキョウインケンシュウオコナ		2		1												5.9		5.0

				その他タ		2		0												5.9		0.0

				本講座に期待することがらは何ですか。
（複数回答可）ホンコウザキタイナンフクスウカイトウカ

				新しい授業方法アタラジュギョウホウホウ		10														17.9

				新しい教材アタラキョウザイ		6														10.7

				認知論的な見識を得るニンチロンテキケンシキウ		17														30.4

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		6														10.7

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		14														25.0

				異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換コトコウシュカモクケイケンキョウイントウロンイケンコウカン		2														3.6

				その他タ		1														1.8

				今回、興味をもって参加できましたか。コンカイキョウミサンカ														全体でゼンタイ														全体でゼンタイ

				5		16		17		10		8		11		5		15		72.7		85.0		58.8		66.7		64.7		45.5		78.9

				4		4		1		5		4		5		5		4		18.2		5.0		29.4		33.3		29.4		45.5		21.1

				3		2		2		2		0		1		1		0		9.1		10.0		11.8		0.0		5.9		9.1		0.0

				2		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				1		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				それはなぜですか。以下から
選択してください。（複数回答可）イカセンタクフクスウカイトウカ

				授業方法が面白いジュギョウホウホウオモシロ		5		6		3		1		5		2		4		11.1		12.5		7.7		3.7		15.2		8.7		8.2

				教材内容が面白いキョウザイナイヨウオモシロ		6		8		5		2		1		3		5		13.3		16.7		12.8		7.4		3.0		13.0		10.2

				認知心理学的な知識を得られるニンチシンリガクテキチシキエ		18		12		11		5		10		6		13		40.0		25.0		28.2		18.5		30.3		26.1		26.5

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		4		2		1		7		0		1		3		8.9		4.2		2.6		25.9		0.0		4.3		6.1

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		8		11		8		11		9		7		16		17.8		22.9		20.5		40.7		27.3		30.4		32.7

				他の教員との討論や意見交換が面白いタキョウイントウロンイケンコウカンオモシロ		0		6		7		1		6		3		8		0.0		12.5		17.9		3.7		18.2		13.0		16.3

				その他タ		3		1		1		0		1		1		0		6.7		2.1		2.6		0.0		3.0		4.3		0.0



				説明が分かりにくい・難しいセツメイワムズカ		0		0		1		0		1		0		0		0.0		0.0		2.6		0.0		3.0		0.0		0.0

				討論の時間が少ないトウロンジカンスク		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				専門用語が多すぎるセンモンヨウゴオオ		0		1		1		0		0		0		0		0.0		2.1		2.6		0.0		0.0		0.0		0.0

				活動機会が少ないカツドウキカイスク		0		0		1		0		0		0		0		0.0		0.0		2.6		0.0		0.0		0.0		0.0

				1回の内容が多すぎるカイナイヨウオオ				1		0		0		0		0		0				2.1		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				その他タ		1		0		0		0		0		0		0		2.2		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				今回の内容について理解できましたか。コンカイナイヨウリカイ

				5				6		3		1		2		2						30.0		20.0		9.1		13.3		25.0

				4				7		7		6		12		5						35.0		46.7		54.5		80.0		62.5

				3				6		4		3		1		1						30.0		26.7		27.3		6.7		12.5

				2				1		1		1		0		0						5.0		6.7		9.1		0.0		0.0

				1				0		0		0		0		0						0.0		0.0		0.0		0.0		0.0







受講者の校種別割合



小学校	中学校	高等学校	その他	10	9	1	3	説明が分かりにくい・難しい	第5回	第6回	1	0	討論の時間が少ない	第5回	第6回	0	0	専門用語が多すぎる	第5回	第6回	0	0	活動機会が少ない	第5回	第6回	0	0	1回の内容が多すぎる	第5回	第6回	0	0	その他	第5回	第6回	0	0	



内容が理解できたか

5	第2回	第3回	6	3	4	第2回	第3回	7	7	3	第2回	第3回	6	4	2	第2回	第3回	1	1	1	第2回	第3回	0	0	



興味をもって参加できたか

参加できた	第4回	8	だいたい参加できた	第4回	4	ふつう	第4回	0	あまり参加できなかった	第4回	0	参加できなかった	第4回	0	



授業方法が面白い	第4回	1	教材内容が面白い	第4回	2	認知心理学的な知識を得られる	第4回	5	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第4回	7	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第4回	11	他の教員との討論や意見交換が面白い	第4回	1	その他	第4回	0	



説明が分かりにくい・難しい	第4回	0	討論の時間が少ない	第4回	0	専門用語が多すぎる	第4回	0	活動機会が少ない	第4回	0	1回の内容が多すぎる	第4回	0	その他	第4回	0	



内容が理解できたか

理解できた	第4回	1	だいたい理解できた	第4回	6	何とも言えない	第4回	3	あまり理解できなかった	第4回	1	理解できなかった	第4回	0	



興味をもって参加できたか

参加できた	第5回	第6回	11	5	だいたい参加できた	第5回	第6回	5	5	ふつう	第5回	第6回	1	1	あまり参加できなかった	第5回	第6回	0	0	参加できなかった	第5回	第6回	0	0	



内容が理解できたか

理解できた	第5回	第6回	2	2	だいたい理解できた	第5回	第6回	12	5	何とも言えない	第5回	第6回	1	1	あまり理解できなかった	第5回	第6回	0	0	理解できなかった	第5回	第6回	0	0	



授業方法が面白い	第5回	第6回	5	2	教材内容が面白い	第5回	第6回	1	3	認知心理学的な知識を得られる	第5回	第6回	10	6	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第5回	第6回	0	1	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第5回	第6回	9	7	他の教員との討論や意見交換が面白い	第5回	第6回	6	3	その他	第5回	第6回	1	1	



説明が分かりにくい・難しい	第2回	第3回	0	1	討論の時間が少ない	第2回	第3回	0	0	専門用語が多すぎる	第2回	第3回	1	1	活動機会が少ない	第2回	第3回	0	1	1回の内容が多すぎる	第2回	第3回	1	0	その他	0	0	



受講者の専門科目



理科	数学	その他	11	3	4	教員歴



5年以内	5～10年	10～20年	20年以上	5	3	4	9	参加した理由



内容に興味	自分の授業改善	上司のすすめ	教員研修を行うヒント	その他	10	12	8	2	2	講座に期待すること



新しい授業方法	新しい教材	認知論的な見識を得る	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換	その他	10	6	17	6	14	2	1	興味をもって参加できたか（第1回）



5	4	3	2	1	16	4	2	0	0	

選択理由（第１回）



授業方法が面白い	教材内容が面白い	認知心理学的な知識を得られる	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	他の教員との討論や意見交換が面白い	その他	5	6	18	4	8	0	3	興味をもって参加できたか

5	第2回	第3回	17	10	4	第2回	第3回	1	5	3	第2回	第3回	2	2	2	第2回	第3回	0	0	1	第2回	第3回	0	0	



授業方法が面白い	第2回	第3回	6	3	教材内容が面白い	第2回	第3回	8	5	認知心理学的な知識を得られる	第2回	第3回	12	11	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第2回	第3回	2	1	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第2回	第3回	11	8	他の教員との討論や意見交換が面白い	6	7	その他	1	1	





アンケート最終回

				最終回のアンケートサイシュウカイ

						回答数カイ		回答割合（％）カイコタエワリアイ

				参加した理由は何ですか。（複数回答可）サンカリユウナンフクスウカイトウカ

				内容に興味ナイヨウキョウミ		10		38.5

				自分の授業改善ジブンジュギョウカイゼン		7		26.9

				上司のすすめジョウシ		7		26.9

				教員研修を行うヒントキョウインケンシュウオコナ		2		7.7

				その他タ		0		0.0

				全体を通して、興味をもって参加できましたか。ゼンタイトオキョウミサンカ

				参加できたサンカ		15		78.9

				だいたい参加できたサンカ		4		21.1

				ふつう		0		0.0

				あまり参加できなかったサンカ		0		0.0

				参加できなかったサンカ		0		0.0

				それはなぜですか。以下から選択してください。
（複数回答可）イカセンタクフクスウカイトウカ

				授業方法が面白いジュギョウホウホウオモシロ		4		8.2

				教材内容が面白いキョウザイナイヨウオモシロ		5		10.2

				認知心理学的な知識を得られるニンチシンリガクテキチシキエ		13		26.5

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		3		6.1

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		16		32.7

				異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換が面白いコトコウシュカモクケイケンキョウイントウロンイケンコウカンオモシロ		8		16.3

				その他タ		0		0.0



				説明が分かりにくい・難しいセツメイワムズカ		0		0.0

				討論の時間が少ないトウロンジカンスク		0		0.0

				専門用語が多すぎるセンモンヨウゴオオ		0		0.0

				活動機会が少ないカツドウキカイスク		0		0.0

				1回の内容が多すぎるカイナイヨウオオ		0		0.0

				その他タ		0		0.0

				研修内容の難易度はどうでしたか。ケンシュウナイヨウナンイド

				易しかったヤサ		0		0.0

				少し易しかったスコヤサ		0		0.0

				適当テキトウ		9		45.0

				少し難しかったスコムズカ		6		30.0

				難しかったムズカ		5		25.0

				研修を終えての満足度はどうですか。ケンシュウオマンゾクド

				満足マンゾク		9		47.4

				ほぼ満足マンゾク		9		47.4

				ふつう		0		0.0

				少し不満足スコフマンゾク		1		5.3

				不満足フマンゾク		0		0.0

				認知促進（CA）の考え方については理解できましたか。ニンチソクシンカンガカタリカイ

				理解できたリカイ		0		0.0

				だいたい理解できたリカイ		12		60.0

				何とも言えないナンイ		6		30.0

				あまり理解できなかったリカイ		1		5.0

				理解できなかったリカイ		1		5.0

				認知促進（CA）を意識した授業が日本で普及する可能性はあると思いますか。ニンチソクシンイシキジュギョウニホンフキュウカノウセイオモ

				可能性ありカノウセイ		4		21.1

				少し可能性ありスコカノウセイ		4		21.1

				何とも言えないナンイ		9		47.4

				あまり可能性はないカノウセイ		1		5.3

				可能性はないカノウセイ		1		5.3

				自分の授業においてCAを意識した展開を行いたいと思いますか。ジブンジュギョウイシキテンカイオコナオモ

				是非行いたいゼヒオコナ		8		42.1

				できれば行いたいオコナ		9		47.4

				何とも言えないナンイ		1		5.3

				あまり行いたくないオコナ		1		5.3

				全く行いたくないマッタオコナ		0		0.0

				来年度以降このような研修があるとしたら、参加したいですか。ライネンドイコウケンシュウサンカ

				是非参加したいゼヒサンカ		12		66.7

				できれば参加したいサンカ		4		22.2

				何とも言えないナンイ		2		11.1

				あまり参加したくないサンカ		0		0.0

				全く参加したくないマッタサンカ		0		0.0



興味をもって参加できたか



参加できた	だいたい参加できた	ふつう	あまり参加できなかった	参加できなかった	15	4	0	0	0	

選択理由



授業方法が面白い	教材内容が面白い	認知心理学的な知識を得られる	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	他の教員との討論や意見交換が面白い	その他	4	5	13	3	16	8	0	研修の難易度について



易しかった	少し易しかった	適当	少し難しかった	難しかった	0	0	9	6	5	

研修の満足度について



満足	ほぼ満足	ふつう	少し不満足	不満足	9	9	0	1	0	

認知促進（CA）の考え方について



理解できた	だいたい理解できた	何とも言えない	あまり理解できなかった	理解できなかった	0	12	6	1	1	

CA授業の普及の可能性について



可能性あり	少し可能性あり	何とも言えない	あまり可能性はない	可能性はない	4	4	9	1	1	

CAを意識した授業を行いたいか



是非行いたい	できれば行いたい	何とも言えない	あまり行いたくない	全く行いたくない	8	9	1	1	0	

来年度もこの研修に参加したいか



是非参加したい	できれば参加したい	何とも言えない	あまり参加したくない	全く参加したくない	12	4	2	0	0	



第1回

		○		大変興味深く参加できました。

		○		授業で認知的葛藤をおこさせることや、メタ認知（振り返り）の大切さを改めて感じました。答えを求めるのではなく、討論をさせていきたいと思いました。小学校での授業の仕方にも触れていただき大変勉強になりました。

		○		CASEに何回か取り組むと、その深さや授業への応用がわかります。また、個人研究をする上で、CASEは役立ちます。

		○		理論講習については、最初は難しいと感じました。

		○		実習を実際にやることでつかめた部分が多かった。子どもたちがどう反応しているのか等ビデオでもよいのでみてみたい（特に今回学習し、自分の体験したレッスンを）。

		○		数学分野としての活用法についてもう少し触れてほしかったです。

		○		ガイダンスとしては、理論の前に実習があれば、理論講習がもっとわかりやすかったかもしれません。

		○		実習は、少人数班での学習形態が向いていると思った。協同学習、少人数学習との関わりが今後議論できたらいいなあと思いました。

		○		ピアジェやヴィゴツキーの理論について、自分でもう一度確認しておく必要を感じている。

		○		時間が許されるのなら、実験結果について自分の目で確かめてみたい。（油の粘性など）

		○		社会科やその他の教科でも生かせる教材や授業プランを考えてみたい。

		○		実習の効果を評価できれば、データとして有用だと思うのですが、１回CASE型の授業をしただけでは、何とも言えないですね。

		○		生徒の関心をもたせることを基礎においた理論であると思いました。

		○		実習は適当な時間配分であったと思います。

		○		教材化（単元構想との関連性）を図りたい。

		○		心理学を専攻していて、統計をかじっていたので過去の知識と今回の講習の内容で認知的葛藤が起こりました。

		○		小学校3年生を担任しているので、どういう風に使えるか考えていました。

		○		子どもたちが実習する際のグループ構成の話だが、誰とグループを構成しても授業が成立するように組めないのか。☆

		○		帰無実験は小学校で多くあると思うが、CASEをやっていないと考えるベースはどうかと感じた。

		○		理論講習で学んだことが学習（理科）の授業のヒントになった気がします。

		○		期待していたとおりの内容で、次回も楽しみにしております。

		○		今、求められている授業改善、実践力を向上させるためのヒントになった。

		○		小学校での活用が知りたい。中学校の内容から、どのように小学校へ工夫していくのか。・理論ばかりでなく、実習があったので興味深く研修できました。理論は、最初は難しいと思いましたが、実習を交えながら何となく概観はぼんやりつかめた感じです。

		○		おそらく、教材開発のヒントはたくさんあると思います。





第2回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第２回）リヨシダイカイ

		5		比の考え方の有効性について、子どもに考えさせたり文章に表現させたりすることの意味がわかった。

		5		授業の展開とCASEの観点とのつながりが少しわかった。

		5		CAの針らがスッキリと頭に入りました。前回よりも今回は納得して受講することができました。他の人たちとの対話が必須ということが授業には本当に大事だと思うことは回を重ねる毎に自分の中に入ってきています。

		5		比について。6年生で比の単元があるので、授業でも子どもたちに手を使わせ、考えさせながら認知的葛藤をおこしていきたいと思いました。

		5		わかりやすい内容であり、応用性が広がるものであった。また、授業の流れもつかみやすく、どこがメタ認知であり、社会的構築なのか、またブリッジングなのかよくわかったため。

		4		１時間の流れがつかめてきた。

		4		指導案を考えたことで、6つの柱のそれぞれに相当する場面について考えを深めることができた。実際の場面に即して考えることができる今年度の展開がとてもよいと再認識した。

		4		認知的葛藤、社会的構築の大切さを理解できたと思います。日々、生徒になるほどと思わせたいのですが、より計画的にやらなければと思いました。

		4		何について葛藤させるべきかがすっきりしなかったから。

		4		変数の設定制御とその応用が、自分の中で消化できていないところがあるので4としました。

		4		教科指導と区別する必要性。教科指導に取り込む工夫の難しさ、やりがい（価値）も再認識できました。

		3		体験したり、実際に作業したりすることは楽しく参加させていただきました。ただ、理論面での理解はまだまだできなかったと思います。

		3		教材の流れの意図や考え方。グループ討論の時に、丁寧に解説していただけたため。具体的な授業例だったため。

		3		比というものが言葉で説明できないので、もやもやとしました。でもそれが子どもたちの感じる葛藤なのだろうと思います。それが、今回理解できました。

		3		まだまだ専門用語には慣れませんが、具体的な内容で展開していただいたので、わかりやすかったです。

		3		用語の理解が、自分自身として曖昧な所があり、指導案を書くときの記述に困った。

		2		指導案作成では、ほとんどイメージが沸かなかった。

		?		まず、具体的操作を入れてから、思考させるという展開をする点を理解できた。



		○		小学校での活用例などがあるとうれしいです。

		○		教師のまとめをしてはいけないという所が、まだ理解できていない。

		○		「思考の喚起」という概念が、5本の柱の中でどういう位置づけなのか考えたい。

		○		中身をよく理解していないのに、どうしても自分の教科で（自分の教科の教材を使って）という思いが強くて、前に進みませんでした。最後の谷口先生のお話もよく理解していきたいと思います。

		○		いままで考えたことのないことがたくさんあったので、勉強になりました。

		○		ブリッジングした授業内容を作ることは難しいですね。

		○		北部のため、京都に出てくることに時間をとられるのが残念です。生の授業の様子をぜひ見てみたいです。DVD等に納めてもらい、後から見せていただけたら本当にうれしいです。

		○		時間設定等、北部の人間には多少きびしい。オプションの授業が見たいのだが、午前では参加ができないので、後日DVDでも見られたらうれしいです。

		○		今回の内容はLesson1～5より一気にレベルが上がったので、授業の工夫が必要であると感じた。













第3回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第３回）リヨシダイカイ

		5		確率のところで、連続した回数の度数が「１つ増えると半分減る」というのが、CASE的にどういう意味があるのか、もう少し考えたいと思います。

		5		Thinking Scienceが目標とする事項を盛り込む大切さを実感した。単になぞるだけでなく、より意識を高めておく必要がある。

		4		浮くか沈むかの解答シートの見方が分からなかった（２の300gがなぜ沈んで、２の200gがなぜ浮くか）。カードゲームは、おもしろく、どきどきしました。

		4		考え方に少し慣れてきたから。

		4		CASEの求めているもの。

		4		授業実践の検討を丁寧にしていただいたので、非常に自分の勉強になりました。また、次回以降の自身の授業に生かしていきたいと思います。

		4		与えられた情報でも、本当に役に立つかどうかを判断することが必要である。その中で絶対にそうなると言い切れるものと、どうやらそうなることの可能性が高いのではないかというレベルでとどまるものがある。具体的な数値の持つ意味を考えることができる。

		4		CASEプログラムがよく練られて作成されていることに気付くことができた。また、「蓋然性」は認知促進の中では「変数の制御」よりも難しいと思った。

		4		葛藤をともなう思考の重要性について理解が深まった。

		3		確率についてはよく理解できた。複合変数については専門用語が多く、難しかった。内容が中学生に対応しているような気がしますが、このことをどのように小学校で生かすかが、難しかった。

		3		認知的葛藤の大切さ、CAの授業を進めるにあたってのポイント

		2		初参加なので、まだまだ難しい。話の中でそうかなぁと思えるところがある言葉があった。

		?		子どもたちの中に、「なんで」という？をいろんなところで起こさせて、追求させていく魔力のような工夫があると思いました。

		?		研修そのものは、おもしろく参加できた。紅茶の試飲や浮く沈むなど、理論そのものはまだ十分理解できてないと思うが、「推論できる・それがあたる」ので、わかったような気分になった。



		○		子どもがワクワクする教材をとてもうまく設定してあって、その思考パターンで世の中を分析していく素地のようなものができあがるのかな…と思いました。

		○		複合変数のノートシート（最後にやったゲーム）で推論させるビンの絵が途中のものになっているのはなぜか。その部分の推論はより応用度が高いということか。

		○		楽しく参加できています。

		○		小学校現場ではどうしても教えること、迷わせない着地点を見据えて授業を組み立てるので、今回いろんな先生（校種がいろいろ）が実際に実践されての実感の声は、自分のためになったし、共感できる部分が多かった。ぜひ、授業を見られていないのでDVDを貸してもらえたら嬉しいです。

		○		どう授業に生かすか、何を、どんな考え方を生かすか、取り入れるかが難しい。がんばって考えてみます。プログラムの具体例は面白かった。

		○		今日も実習が楽しかったです。具体物を使った操作があるとやはり興味が持てると思います。子ども達にどう話し合わせるかをもう少し勉強したいと思います。

		○		小学校でのCASEの活用の難しさを感じます。小学校での活用の仕方を学んでいきたい。

		○		「シンキングサイエンス」と「CASE」の違いは何ですか。

		○		小学生にできるかできないのかを常に考えながら（すぐ使えるのか、現場に合うか）受講している。今回出た話の中で、単位あたり量に目を向けさせることもプログラムで考えているとあったが、小学校5年生でよくやる学習する内容である。例えば、割り算がしっかり習熟していない児童にはついて行けないことが懸念される。また、確率を学習する前でも今回のLesson17のプログラムは意義があると思う。日本の学習指導要領で基礎の基礎（確率のプログラムに確率の知識というのではなく、少数の計算やものの重さなど）が身についている年代にしかできないと感じた。それが小学校6年生なのか中学校1年生なのかはわからない。

		○		「プログラム」ではなく「考え方」が大切だということを討論の中で発見した。

		○		CASEの授業では、今までの授業では当然のように配慮してきた、分かるための条件設定や指導者としての工夫をあえて行わないことも必要だと言うことが認識できたのだが、つい、手をさしのべてしまいそうな気がする。認知的葛藤は大切なので十分考えさせたい。

		○		授業をしていて、子ども達に認知促進が促されていないと感じたときは教材を工夫してもう一度やるべきなのか？

		○		この研修で学んだことを小学校の授業で生かせるように考えていきたい。





第4回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第４回）リヨシダイカイ

		5		CASEの考え方を用いて授業を工夫するポイントを若林先生の実践や交流を通して、自分の授業改善のヒントになった。トオ

		4		CASEの視点を入れれば、通常の授業の中でも認知に刺激を与えられるということ。

		4		実践発表を聞いて、少しだけ具体的に見えてきました。

		4		認知的葛藤の大切さ、それが5年生の今後の学習に大切であることも分かった。

		4		CAを意識して授業を考える必要性を感じた。

		4		途中参加なので実践発表については？です。どんな授業に活用できるかについての話し合いは有効です。

		4		CASEの視点を取り入れた授業の事例。変数をどう扱うか。

		3		何をして認知的葛藤とするか。どのような質問をするか。また、どのように問えば認知を促進させられるか。ソクシン

		3		今日も１からおさらいをしていただきましたが、ここでしか聞かない語句も多くて、なかなか身に付いていない自分を実感させられています。しかし、少しずつですが、なじんできている気もしますし、頑張りたいと思います。

		3		実際に指導案を作ってみてイメージが持てた。

		2		具体的な教材を想定しても、展開の具体を考えるときに迷い（分かっていないこと）が多くてなかなか具体化しない。机間指導によるアドバイスはとても助かる。

		?		評価の仕方がよく理解できなかった。CASE的な側面について1回の授業で定着や把握はどう評価できるのかがよく分からなかった。



		○		CAMEについても勉強してみたいです。

		○		実際に実践してみての感じ方がどうなるか今から楽しみです。

		○		漠然としたイメージはわくのだが、授業案にまとめるには難しい。

		○		やってみたいことはいろいろあるのだが、認知的葛藤をどう起こさせるのかは苦労している。

		○		実際に自分で指導案を書いてみると、何が分かっていて何が曖昧なのかがよく分かる。





















第5回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第５回）リヨシダイカイ

		5		ピアジェの推量形式が推論する力や論理的思考にとってポイントとなる点。また，社会的構成の重要性がやっと理解できたため

		5		まだまた理解できていないのですが，葛藤を起こさせるだけでなく，本質の部分で葛藤させることを知りました。

		5		自分だけやる以上に他の先生からのアドバイスがよく分かり，ためになります。CAをより生徒に有効に生かす視点が大切だと思っています。

		4		CAの授業について6本の柱のことや，作り方など，これまでの勉強の確認にもなりました。また，理解できていないところも少しずつ何となく分かってきました。

		4		提案された指導案の発表も良かったが，①それぞれを「CAの視点」で評価する話し合いをしたこと，②その過程で講師からの具体的な助言があったことで，学びがとても深まった。子ども達の「社会的構築」の場面でも，こういう構成（場作り）の重要性も認識できた。

		4		具体的な授業展開があり，わかりやすかった。

		4		CAを行う視点のところで，葛藤の質の違いが明らかになりました。推量形式パターンを見極めることが一番重要であることが分かりました。

		4		CAによる概念の変容。これまで同じだと思っていたことと，異なることを再認識しました。

		4		探究的な授業で優れていても，CAの授業としてはそうでない。題材を選んで，どう展開するかというところに工夫が必要なんだということを考えさせてもらいました。

		4		ピアジェのシェマを数学の授業でどのように使えるかが分かりにくい。

		4		CAの視点について，自分が作った指導案を見直すことで，理解が深まった気がしてます。

		4		部分的ですが分かったところもあり，少し入り口に立てたかなと思います。ギターを教材にする話のところから認知的葛藤の意味の大切さがぼんやり見えてきました。

		4		具体的準備とは物理的な準備だけをさすのではなく，全員で共通認識しておかなくてはいけない部分も指していることが分かった。

		4		具体的準備が道具をそろえることだけでなく，認識をそろえる，また，考えさせたいこと以外に向かわないようにしておくこと等が理解できた。

		3		CAと新しい概念獲得の関係が，今の段階でよく分からなくなりました。例えば，「エネルギー」もモデルになり得るのか？「比例」もモデルになり得るのか。いまひとつ分からないです。

		?		CAを意識した授業が少しずつ分かってきた。



		○		今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		○		とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		○		CASEの全体がようやく分かってきました。

		○		中身が濃かったです。

		○		推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		○		谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。





第6回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第６回）リヨシダイカイ

		5		認知的葛藤の部分が少しずつ見えてきました。

		4		分類の大切さ、またそのときには、わからないという部分の理由が説明できることが大切であることが分かった。

		4		「分数」とか「比例」とか認知の考え方を揺さぶる授業の組み立てや、子ども達の討論から気付かせることに重点を置くことが分かりました。

		4		最後のグループでの話し合いの中で、各指導案についての認識を深めることができた。「月と地球」の単元の指導案については、モデルとしていろいろな意見を出させる方が面白いと考えられた。

		4		認知的葛藤について、生徒に形式的操作をさせることが大切であると分かった。

		4		問題解決学習とは違うという一語が印象的でした。逆的発想で、どこがどう違うのかますます興味が深まりました。

		4		「分類」を使った授業例をきいて、数学で使えないかといろいろ考えてみたが、この研修中に考えがまとまらなかったので、とりあえず、一度、「分類」で指導案を作ってみたいと思う。

		3		「月と地球」の単元の指導案において、月と地球の位置関係の「モデル」という視点での授業のイメージが未だにわかない。

		？		最後に単元全体の計画が出されたのが良かった。具体的な授業と関連づけることができて良かった。変数の大切さに気付かせる授業展開が時には必要であると思った。（変数を見つけることはもちろんたくさんさせなくてはいけない。）

		？		具体的授業をもとに、説明（展開、子どもの反応など）を聞いたり意見交換をするので、授業者にとって（CAの観点と照合するなどの）葛藤が起こりとてもよい。また、講師の先生の助言もありがたい。



		○		今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		○		とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		○		CASEの全体がようやく分かってきました。

		○		中身が濃かったです。

		○		推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		○		谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。





Sheet2

		・今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		・とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		・CASEの全体がようやく分かってきました。

		・中身が濃かったです。

		・推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		・谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。










































アンケート1-6回



						回答数カイ														回答割合（％）カイコタエワリアイ

						第1回ダイカイ		第2回ダイカイ		第3回ダイカイ		第4回ダイカイ		第5回ダイカイ		第6回ダイカイ		最終回サイシュウカイ		第1回ダイカイ		第2回ダイカイ		第3回ダイカイ		第4回ダイカイ		第5回ダイカイ		第6回ダイカイ		最終回サイシュウカイ

				校種コウシュ

				小学校ショウガッコウ		10		9												43.5		42.9

				中学校チュウガッコウ		9		8												39.1		38.1

				高等学校コウトウガッコウ		1		1												4.3		4.8

				その他タ		3		3												13.0		14.3

				科目カモク

				理科リカ		11		11												61.1		64.7

				数学スウガク		3		4												16.7		23.5

				その他タ		4		2												22.2		11.8

				教員歴キョウインレキ

				5年以内ネンイナイ		5		4												23.8		21.1

				5～10年ネン		3		3												14.3		15.8

				10～20年ネン		4		3												19.0		15.8

				20年以上ネンイジョウ		9		9												42.9		47.4

				参加した理由は何ですか。
（複数回答可）サンカリユウナンフクスウカイトウカ

				内容に興味ナイヨウキョウミ		10		6												29.4		30.0

				自分の授業改善ジブンジュギョウカイゼン		12		7												35.3		35.0

				上司のすすめジョウシ		8		6												23.5		30.0

				教員研修を行うヒントキョウインケンシュウオコナ		2		1												5.9		5.0

				その他タ		2		0												5.9		0.0

				本講座に期待することがらは何ですか。
（複数回答可）ホンコウザキタイナンフクスウカイトウカ

				新しい授業方法アタラジュギョウホウホウ		10														17.9

				新しい教材アタラキョウザイ		6														10.7

				認知論的な見識を得るニンチロンテキケンシキウ		17														30.4

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		6														10.7

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		14														25.0

				異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換コトコウシュカモクケイケンキョウイントウロンイケンコウカン		2														3.6

				その他タ		1														1.8

				今回、興味をもって参加できましたか。コンカイキョウミサンカ														全体でゼンタイ														全体でゼンタイ

				5		16		17		10		8		11		5		15		72.7		85.0		58.8		66.7		64.7		45.5		78.9

				4		4		1		5		4		5		5		4		18.2		5.0		29.4		33.3		29.4		45.5		21.1

				3		2		2		2		0		1		1		0		9.1		10.0		11.8		0.0		5.9		9.1		0.0

				2		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				1		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				それはなぜですか。以下から
選択してください。（複数回答可）イカセンタクフクスウカイトウカ

				授業方法が面白いジュギョウホウホウオモシロ		5		6		3		1		5		2		4		11.1		12.5		7.7		3.7		15.2		8.7		8.2

				教材内容が面白いキョウザイナイヨウオモシロ		6		8		5		2		1		3		5		13.3		16.7		12.8		7.4		3.0		13.0		10.2

				認知心理学的な知識を得られるニンチシンリガクテキチシキエ		18		12		11		5		10		6		13		40.0		25.0		28.2		18.5		30.3		26.1		26.5

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		4		2		1		7		0		1		3		8.9		4.2		2.6		25.9		0.0		4.3		6.1

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		8		11		8		11		9		7		16		17.8		22.9		20.5		40.7		27.3		30.4		32.7

				他の教員との討論や意見交換が面白いタキョウイントウロンイケンコウカンオモシロ		0		6		7		1		6		3		8		0.0		12.5		17.9		3.7		18.2		13.0		16.3

				その他タ		3		1		1		0		1		1		0		6.7		2.1		2.6		0.0		3.0		4.3		0.0



				説明が分かりにくい・難しいセツメイワムズカ		0		0		1		0		1		0		0		0.0		0.0		2.6		0.0		3.0		0.0		0.0

				討論の時間が少ないトウロンジカンスク		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				専門用語が多すぎるセンモンヨウゴオオ		0		1		1		0		0		0		0		0.0		2.1		2.6		0.0		0.0		0.0		0.0

				活動機会が少ないカツドウキカイスク		0		0		1		0		0		0		0		0.0		0.0		2.6		0.0		0.0		0.0		0.0

				1回の内容が多すぎるカイナイヨウオオ				1		0		0		0		0		0				2.1		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				その他タ		1		0		0		0		0		0		0		2.2		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				今回の内容について理解できましたか。コンカイナイヨウリカイ

				5				6		3		1		2		2						30.0		20.0		9.1		13.3		25.0

				4				7		7		6		12		5						35.0		46.7		54.5		80.0		62.5

				3				6		4		3		1		1						30.0		26.7		27.3		6.7		12.5

				2				1		1		1		0		0						5.0		6.7		9.1		0.0		0.0

				1				0		0		0		0		0						0.0		0.0		0.0		0.0		0.0







受講者の校種別割合



小学校	中学校	高等学校	その他	10	9	1	3	説明が分かりにくい・難しい	第5回	第6回	1	0	討論の時間が少ない	第5回	第6回	0	0	専門用語が多すぎる	第5回	第6回	0	0	活動機会が少ない	第5回	第6回	0	0	1回の内容が多すぎる	第5回	第6回	0	0	その他	第5回	第6回	0	0	



内容が理解できたか

5	第2回	第3回	6	3	4	第2回	第3回	7	7	3	第2回	第3回	6	4	2	第2回	第3回	1	1	1	第2回	第3回	0	0	



興味をもって参加できたか

参加できた	第4回	8	だいたい参加できた	第4回	4	ふつう	第4回	0	あまり参加できなかった	第4回	0	参加できなかった	第4回	0	



授業方法が面白い	第4回	1	教材内容が面白い	第4回	2	認知心理学的な知識を得られる	第4回	5	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第4回	7	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第4回	11	他の教員との討論や意見交換が面白い	第4回	1	その他	第4回	0	



説明が分かりにくい・難しい	第4回	0	討論の時間が少ない	第4回	0	専門用語が多すぎる	第4回	0	活動機会が少ない	第4回	0	1回の内容が多すぎる	第4回	0	その他	第4回	0	



内容が理解できたか

理解できた	第4回	1	だいたい理解できた	第4回	6	何とも言えない	第4回	3	あまり理解できなかった	第4回	1	理解できなかった	第4回	0	



興味をもって参加できたか

参加できた	第5回	第6回	11	5	だいたい参加できた	第5回	第6回	5	5	ふつう	第5回	第6回	1	1	あまり参加できなかった	第5回	第6回	0	0	参加できなかった	第5回	第6回	0	0	



内容が理解できたか

理解できた	第5回	第6回	2	2	だいたい理解できた	第5回	第6回	12	5	何とも言えない	第5回	第6回	1	1	あまり理解できなかった	第5回	第6回	0	0	理解できなかった	第5回	第6回	0	0	



授業方法が面白い	第5回	第6回	5	2	教材内容が面白い	第5回	第6回	1	3	認知心理学的な知識を得られる	第5回	第6回	10	6	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第5回	第6回	0	1	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第5回	第6回	9	7	他の教員との討論や意見交換が面白い	第5回	第6回	6	3	その他	第5回	第6回	1	1	



説明が分かりにくい・難しい	第2回	第3回	0	1	討論の時間が少ない	第2回	第3回	0	0	専門用語が多すぎる	第2回	第3回	1	1	活動機会が少ない	第2回	第3回	0	1	1回の内容が多すぎる	第2回	第3回	1	0	その他	0	0	



受講者の専門科目



理科	数学	その他	11	3	4	教員歴



5年以内	5～10年	10～20年	20年以上	5	3	4	9	参加した理由



内容に興味	自分の授業改善	上司のすすめ	教員研修を行うヒント	その他	10	12	8	2	2	講座に期待すること



新しい授業方法	新しい教材	認知論的な見識を得る	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換	その他	10	6	17	6	14	2	1	興味をもって参加できたか（第1回）



5	4	3	2	1	16	4	2	0	0	

選択理由（第１回）



授業方法が面白い	教材内容が面白い	認知心理学的な知識を得られる	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	他の教員との討論や意見交換が面白い	その他	5	6	18	4	8	0	3	興味をもって参加できたか

5	第2回	第3回	17	10	4	第2回	第3回	1	5	3	第2回	第3回	2	2	2	第2回	第3回	0	0	1	第2回	第3回	0	0	



授業方法が面白い	第2回	第3回	6	3	教材内容が面白い	第2回	第3回	8	5	認知心理学的な知識を得られる	第2回	第3回	12	11	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第2回	第3回	2	1	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第2回	第3回	11	8	他の教員との討論や意見交換が面白い	6	7	その他	1	1	





アンケート最終回

				最終回のアンケートサイシュウカイ

						回答数カイ		回答割合（％）カイコタエワリアイ

				参加した理由は何ですか。（複数回答可）サンカリユウナンフクスウカイトウカ

				内容に興味ナイヨウキョウミ		10		38.5

				自分の授業改善ジブンジュギョウカイゼン		7		26.9

				上司のすすめジョウシ		7		26.9

				教員研修を行うヒントキョウインケンシュウオコナ		2		7.7

				その他タ		0		0.0

				全体を通して、興味をもって参加できましたか。ゼンタイトオキョウミサンカ

				参加できたサンカ		15		78.9

				だいたい参加できたサンカ		4		21.1

				ふつう		0		0.0

				あまり参加できなかったサンカ		0		0.0

				参加できなかったサンカ		0		0.0

				それはなぜですか。以下から選択してください。
（複数回答可）イカセンタクフクスウカイトウカ

				授業方法が面白いジュギョウホウホウオモシロ		4		8.2

				教材内容が面白いキョウザイナイヨウオモシロ		5		10.2

				認知心理学的な知識を得られるニンチシンリガクテキチシキエ		13		26.5

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		3		6.1

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		16		32.7

				異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換が面白いコトコウシュカモクケイケンキョウイントウロンイケンコウカンオモシロ		8		16.3

				その他タ		0		0.0



				説明が分かりにくい・難しいセツメイワムズカ		0		0.0

				討論の時間が少ないトウロンジカンスク		0		0.0

				専門用語が多すぎるセンモンヨウゴオオ		0		0.0

				活動機会が少ないカツドウキカイスク		0		0.0

				1回の内容が多すぎるカイナイヨウオオ		0		0.0

				その他タ		0		0.0

				研修内容の難易度はどうでしたか。ケンシュウナイヨウナンイド

				易しかったヤサ		0		0.0

				少し易しかったスコヤサ		0		0.0

				適当テキトウ		9		45.0

				少し難しかったスコムズカ		6		30.0

				難しかったムズカ		5		25.0

				研修を終えての満足度はどうですか。ケンシュウオマンゾクド

				満足マンゾク		9		47.4

				ほぼ満足マンゾク		9		47.4

				ふつう		0		0.0

				少し不満足スコフマンゾク		1		5.3

				不満足フマンゾク		0		0.0

				認知促進（CA）の考え方については理解できましたか。ニンチソクシンカンガカタリカイ

				理解できたリカイ		0		0.0

				だいたい理解できたリカイ		12		60.0

				何とも言えないナンイ		6		30.0

				あまり理解できなかったリカイ		1		5.0

				理解できなかったリカイ		1		5.0

				認知促進（CA）を意識した授業が日本で普及する可能性はあると思いますか。ニンチソクシンイシキジュギョウニホンフキュウカノウセイオモ

				可能性ありカノウセイ		4		21.1

				少し可能性ありスコカノウセイ		4		21.1

				何とも言えないナンイ		9		47.4

				あまり可能性はないカノウセイ		1		5.3

				可能性はないカノウセイ		1		5.3

				自分の授業においてCAを意識した展開を行いたいと思いますか。ジブンジュギョウイシキテンカイオコナオモ

				是非行いたいゼヒオコナ		8		42.1

				できれば行いたいオコナ		9		47.4

				何とも言えないナンイ		1		5.3

				あまり行いたくないオコナ		1		5.3

				全く行いたくないマッタオコナ		0		0.0

				来年度以降このような研修があるとしたら、参加したいですか。ライネンドイコウケンシュウサンカ

				是非参加したいゼヒサンカ		12		66.7

				できれば参加したいサンカ		4		22.2

				何とも言えないナンイ		2		11.1

				あまり参加したくないサンカ		0		0.0

				全く参加したくないマッタサンカ		0		0.0



興味をもって参加できたか



参加できた	だいたい参加できた	ふつう	あまり参加できなかった	参加できなかった	15	4	0	0	0	

選択理由



授業方法が面白い	教材内容が面白い	認知心理学的な知識を得られる	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	他の教員との討論や意見交換が面白い	その他	4	5	13	3	16	8	0	研修の難易度について



易しかった	少し易しかった	適当	少し難しかった	難しかった	0	0	9	6	5	

研修の満足度について



満足	ほぼ満足	ふつう	少し不満足	不満足	9	9	0	1	0	

認知促進（CA）の考え方について



理解できた	だいたい理解できた	何とも言えない	あまり理解できなかった	理解できなかった	0	12	6	1	1	

CA授業の普及の可能性について



可能性あり	少し可能性あり	何とも言えない	あまり可能性はない	可能性はない	4	4	9	1	1	

CAを意識した授業を行いたいか



是非行いたい	できれば行いたい	何とも言えない	あまり行いたくない	全く行いたくない	8	9	1	1	0	

来年度もこの研修に参加したいか



是非参加したい	できれば参加したい	何とも言えない	あまり参加したくない	全く参加したくない	12	4	2	0	0	



第1回

		○		大変興味深く参加できました。

		○		授業で認知的葛藤をおこさせることや、メタ認知（振り返り）の大切さを改めて感じました。答えを求めるのではなく、討論をさせていきたいと思いました。小学校での授業の仕方にも触れていただき大変勉強になりました。

		○		CASEに何回か取り組むと、その深さや授業への応用がわかります。また、個人研究をする上で、CASEは役立ちます。

		○		理論講習については、最初は難しいと感じました。

		○		実習を実際にやることでつかめた部分が多かった。子どもたちがどう反応しているのか等ビデオでもよいのでみてみたい（特に今回学習し、自分の体験したレッスンを）。

		○		数学分野としての活用法についてもう少し触れてほしかったです。

		○		ガイダンスとしては、理論の前に実習があれば、理論講習がもっとわかりやすかったかもしれません。

		○		実習は、少人数班での学習形態が向いていると思った。協同学習、少人数学習との関わりが今後議論できたらいいなあと思いました。

		○		ピアジェやヴィゴツキーの理論について、自分でもう一度確認しておく必要を感じている。

		○		時間が許されるのなら、実験結果について自分の目で確かめてみたい。（油の粘性など）

		○		社会科やその他の教科でも生かせる教材や授業プランを考えてみたい。

		○		実習の効果を評価できれば、データとして有用だと思うのですが、１回CASE型の授業をしただけでは、何とも言えないですね。

		○		生徒の関心をもたせることを基礎においた理論であると思いました。

		○		実習は適当な時間配分であったと思います。

		○		教材化（単元構想との関連性）を図りたい。

		○		心理学を専攻していて、統計をかじっていたので過去の知識と今回の講習の内容で認知的葛藤が起こりました。

		○		小学校3年生を担任しているので、どういう風に使えるか考えていました。

		○		子どもたちが実習する際のグループ構成の話だが、誰とグループを構成しても授業が成立するように組めないのか。☆

		○		帰無実験は小学校で多くあると思うが、CASEをやっていないと考えるベースはどうかと感じた。

		○		理論講習で学んだことが学習（理科）の授業のヒントになった気がします。

		○		期待していたとおりの内容で、次回も楽しみにしております。

		○		今、求められている授業改善、実践力を向上させるためのヒントになった。

		○		小学校での活用が知りたい。中学校の内容から、どのように小学校へ工夫していくのか。・理論ばかりでなく、実習があったので興味深く研修できました。理論は、最初は難しいと思いましたが、実習を交えながら何となく概観はぼんやりつかめた感じです。

		○		おそらく、教材開発のヒントはたくさんあると思います。





第2回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第２回）リヨシダイカイ

		5		比の考え方の有効性について、子どもに考えさせたり文章に表現させたりすることの意味がわかった。

		5		授業の展開とCASEの観点とのつながりが少しわかった。

		5		CAの針らがスッキリと頭に入りました。前回よりも今回は納得して受講することができました。他の人たちとの対話が必須ということが授業には本当に大事だと思うことは回を重ねる毎に自分の中に入ってきています。

		5		比について。6年生で比の単元があるので、授業でも子どもたちに手を使わせ、考えさせながら認知的葛藤をおこしていきたいと思いました。

		5		わかりやすい内容であり、応用性が広がるものであった。また、授業の流れもつかみやすく、どこがメタ認知であり、社会的構築なのか、またブリッジングなのかよくわかったため。

		4		１時間の流れがつかめてきた。

		4		指導案を考えたことで、6つの柱のそれぞれに相当する場面について考えを深めることができた。実際の場面に即して考えることができる今年度の展開がとてもよいと再認識した。

		4		認知的葛藤、社会的構築の大切さを理解できたと思います。日々、生徒になるほどと思わせたいのですが、より計画的にやらなければと思いました。

		4		何について葛藤させるべきかがすっきりしなかったから。

		4		変数の設定制御とその応用が、自分の中で消化できていないところがあるので4としました。

		4		教科指導と区別する必要性。教科指導に取り込む工夫の難しさ、やりがい（価値）も再認識できました。

		3		体験したり、実際に作業したりすることは楽しく参加させていただきました。ただ、理論面での理解はまだまだできなかったと思います。

		3		教材の流れの意図や考え方。グループ討論の時に、丁寧に解説していただけたため。具体的な授業例だったため。

		3		比というものが言葉で説明できないので、もやもやとしました。でもそれが子どもたちの感じる葛藤なのだろうと思います。それが、今回理解できました。

		3		まだまだ専門用語には慣れませんが、具体的な内容で展開していただいたので、わかりやすかったです。

		3		用語の理解が、自分自身として曖昧な所があり、指導案を書くときの記述に困った。

		2		指導案作成では、ほとんどイメージが沸かなかった。

		?		まず、具体的操作を入れてから、思考させるという展開をする点を理解できた。



		○		小学校での活用例などがあるとうれしいです。

		○		教師のまとめをしてはいけないという所が、まだ理解できていない。

		○		「思考の喚起」という概念が、5本の柱の中でどういう位置づけなのか考えたい。

		○		中身をよく理解していないのに、どうしても自分の教科で（自分の教科の教材を使って）という思いが強くて、前に進みませんでした。最後の谷口先生のお話もよく理解していきたいと思います。

		○		いままで考えたことのないことがたくさんあったので、勉強になりました。

		○		ブリッジングした授業内容を作ることは難しいですね。

		○		北部のため、京都に出てくることに時間をとられるのが残念です。生の授業の様子をぜひ見てみたいです。DVD等に納めてもらい、後から見せていただけたら本当にうれしいです。

		○		時間設定等、北部の人間には多少きびしい。オプションの授業が見たいのだが、午前では参加ができないので、後日DVDでも見られたらうれしいです。

		○		今回の内容はLesson1～5より一気にレベルが上がったので、授業の工夫が必要であると感じた。













第3回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第３回）リヨシダイカイ

		5		確率のところで、連続した回数の度数が「１つ増えると半分減る」というのが、CASE的にどういう意味があるのか、もう少し考えたいと思います。

		5		Thinking Scienceが目標とする事項を盛り込む大切さを実感した。単になぞるだけでなく、より意識を高めておく必要がある。

		4		浮くか沈むかの解答シートの見方が分からなかった（２の300gがなぜ沈んで、２の200gがなぜ浮くか）。カードゲームは、おもしろく、どきどきしました。

		4		考え方に少し慣れてきたから。

		4		CASEの求めているもの。

		4		授業実践の検討を丁寧にしていただいたので、非常に自分の勉強になりました。また、次回以降の自身の授業に生かしていきたいと思います。

		4		与えられた情報でも、本当に役に立つかどうかを判断することが必要である。その中で絶対にそうなると言い切れるものと、どうやらそうなることの可能性が高いのではないかというレベルでとどまるものがある。具体的な数値の持つ意味を考えることができる。

		4		CASEプログラムがよく練られて作成されていることに気付くことができた。また、「蓋然性」は認知促進の中では「変数の制御」よりも難しいと思った。

		4		葛藤をともなう思考の重要性について理解が深まった。

		3		確率についてはよく理解できた。複合変数については専門用語が多く、難しかった。内容が中学生に対応しているような気がしますが、このことをどのように小学校で生かすかが、難しかった。

		3		認知的葛藤の大切さ、CAの授業を進めるにあたってのポイント

		2		初参加なので、まだまだ難しい。話の中でそうかなぁと思えるところがある言葉があった。

		?		子どもたちの中に、「なんで」という？をいろんなところで起こさせて、追求させていく魔力のような工夫があると思いました。

		?		研修そのものは、おもしろく参加できた。紅茶の試飲や浮く沈むなど、理論そのものはまだ十分理解できてないと思うが、「推論できる・それがあたる」ので、わかったような気分になった。



		○		子どもがワクワクする教材をとてもうまく設定してあって、その思考パターンで世の中を分析していく素地のようなものができあがるのかな…と思いました。

		○		複合変数のノートシート（最後にやったゲーム）で推論させるビンの絵が途中のものになっているのはなぜか。その部分の推論はより応用度が高いということか。

		○		楽しく参加できています。

		○		小学校現場ではどうしても教えること、迷わせない着地点を見据えて授業を組み立てるので、今回いろんな先生（校種がいろいろ）が実際に実践されての実感の声は、自分のためになったし、共感できる部分が多かった。ぜひ、授業を見られていないのでDVDを貸してもらえたら嬉しいです。

		○		どう授業に生かすか、何を、どんな考え方を生かすか、取り入れるかが難しい。がんばって考えてみます。プログラムの具体例は面白かった。

		○		今日も実習が楽しかったです。具体物を使った操作があるとやはり興味が持てると思います。子ども達にどう話し合わせるかをもう少し勉強したいと思います。

		○		小学校でのCASEの活用の難しさを感じます。小学校での活用の仕方を学んでいきたい。

		○		「シンキングサイエンス」と「CASE」の違いは何ですか。

		○		小学生にできるかできないのかを常に考えながら（すぐ使えるのか、現場に合うか）受講している。今回出た話の中で、単位あたり量に目を向けさせることもプログラムで考えているとあったが、小学校5年生でよくやる学習する内容である。例えば、割り算がしっかり習熟していない児童にはついて行けないことが懸念される。また、確率を学習する前でも今回のLesson17のプログラムは意義があると思う。日本の学習指導要領で基礎の基礎（確率のプログラムに確率の知識というのではなく、少数の計算やものの重さなど）が身についている年代にしかできないと感じた。それが小学校6年生なのか中学校1年生なのかはわからない。

		○		「プログラム」ではなく「考え方」が大切だということを討論の中で発見した。

		○		CASEの授業では、今までの授業では当然のように配慮してきた、分かるための条件設定や指導者としての工夫をあえて行わないことも必要だと言うことが認識できたのだが、つい、手をさしのべてしまいそうな気がする。認知的葛藤は大切なので十分考えさせたい。

		○		授業をしていて、子ども達に認知促進が促されていないと感じたときは教材を工夫してもう一度やるべきなのか？

		○		この研修で学んだことを小学校の授業で生かせるように考えていきたい。





第4回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第４回）リヨシダイカイ

		5		CASEの考え方を用いて授業を工夫するポイントを若林先生の実践や交流を通して、自分の授業改善のヒントになった。トオ

		4		CASEの視点を入れれば、通常の授業の中でも認知に刺激を与えられるということ。

		4		実践発表を聞いて、少しだけ具体的に見えてきました。

		4		認知的葛藤の大切さ、それが5年生の今後の学習に大切であることも分かった。

		4		CAを意識して授業を考える必要性を感じた。

		4		途中参加なので実践発表については？です。どんな授業に活用できるかについての話し合いは有効です。

		4		CASEの視点を取り入れた授業の事例。変数をどう扱うか。

		3		何をして認知的葛藤とするか。どのような質問をするか。また、どのように問えば認知を促進させられるか。ソクシン

		3		今日も１からおさらいをしていただきましたが、ここでしか聞かない語句も多くて、なかなか身に付いていない自分を実感させられています。しかし、少しずつですが、なじんできている気もしますし、頑張りたいと思います。

		3		実際に指導案を作ってみてイメージが持てた。

		2		具体的な教材を想定しても、展開の具体を考えるときに迷い（分かっていないこと）が多くてなかなか具体化しない。机間指導によるアドバイスはとても助かる。

		?		評価の仕方がよく理解できなかった。CASE的な側面について1回の授業で定着や把握はどう評価できるのかがよく分からなかった。



		○		CAMEについても勉強してみたいです。

		○		実際に実践してみての感じ方がどうなるか今から楽しみです。

		○		漠然としたイメージはわくのだが、授業案にまとめるには難しい。

		○		やってみたいことはいろいろあるのだが、認知的葛藤をどう起こさせるのかは苦労している。

		○		実際に自分で指導案を書いてみると、何が分かっていて何が曖昧なのかがよく分かる。





















第5回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第５回）リヨシダイカイ

		5		ピアジェの推量形式が推論する力や論理的思考にとってポイントとなる点。また，社会的構成の重要性がやっと理解できたため

		5		まだまた理解できていないのですが，葛藤を起こさせるだけでなく，本質の部分で葛藤させることを知りました。

		5		自分だけやる以上に他の先生からのアドバイスがよく分かり，ためになります。CAをより生徒に有効に生かす視点が大切だと思っています。

		4		CAの授業について6本の柱のことや，作り方など，これまでの勉強の確認にもなりました。また，理解できていないところも少しずつ何となく分かってきました。

		4		提案された指導案の発表も良かったが，①それぞれを「CAの視点」で評価する話し合いをしたこと，②その過程で講師からの具体的な助言があったことで，学びがとても深まった。子ども達の「社会的構築」の場面でも，こういう構成（場作り）の重要性も認識できた。

		4		具体的な授業展開があり，わかりやすかった。

		4		CAを行う視点のところで，葛藤の質の違いが明らかになりました。推量形式パターンを見極めることが一番重要であることが分かりました。

		4		CAによる概念の変容。これまで同じだと思っていたことと，異なることを再認識しました。

		4		探究的な授業で優れていても，CAの授業としてはそうでない。題材を選んで，どう展開するかというところに工夫が必要なんだということを考えさせてもらいました。

		4		ピアジェのシェマを数学の授業でどのように使えるかが分かりにくい。

		4		CAの視点について，自分が作った指導案を見直すことで，理解が深まった気がしてます。

		4		部分的ですが分かったところもあり，少し入り口に立てたかなと思います。ギターを教材にする話のところから認知的葛藤の意味の大切さがぼんやり見えてきました。

		4		具体的準備とは物理的な準備だけをさすのではなく，全員で共通認識しておかなくてはいけない部分も指していることが分かった。

		4		具体的準備が道具をそろえることだけでなく，認識をそろえる，また，考えさせたいこと以外に向かわないようにしておくこと等が理解できた。

		3		CAと新しい概念獲得の関係が，今の段階でよく分からなくなりました。例えば，「エネルギー」もモデルになり得るのか？「比例」もモデルになり得るのか。いまひとつ分からないです。

		?		CAを意識した授業が少しずつ分かってきた。



		○		今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		○		とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		○		CASEの全体がようやく分かってきました。

		○		中身が濃かったです。

		○		推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		○		谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。





第6回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第６回）リヨシダイカイ

		5		認知的葛藤の部分が少しずつ見えてきました。

		4		分類の大切さ、またそのときには、わからないという部分の理由が説明できることが大切であることが分かった。

		4		「分数」とか「比例」とか認知の考え方を揺さぶる授業の組み立てや、子ども達の討論から気付かせることに重点を置くことが分かりました。

		4		最後のグループでの話し合いの中で、各指導案についての認識を深めることができた。「月と地球」の単元の指導案については、モデルとしていろいろな意見を出させる方が面白いと考えられた。

		4		認知的葛藤について、生徒に形式的操作をさせることが大切であると分かった。

		4		問題解決学習とは違うという一語が印象的でした。逆的発想で、どこがどう違うのかますます興味が深まりました。

		4		「分類」を使った授業例をきいて、数学で使えないかといろいろ考えてみたが、この研修中に考えがまとまらなかったので、とりあえず、一度、「分類」で指導案を作ってみたいと思う。

		3		「月と地球」の単元の指導案において、月と地球の位置関係の「モデル」という視点での授業のイメージが未だにわかない。

		？		最後に単元全体の計画が出されたのが良かった。具体的な授業と関連づけることができて良かった。変数の大切さに気付かせる授業展開が時には必要であると思った。（変数を見つけることはもちろんたくさんさせなくてはいけない。）

		？		具体的授業をもとに、説明（展開、子どもの反応など）を聞いたり意見交換をするので、授業者にとって（CAの観点と照合するなどの）葛藤が起こりとてもよい。また、講師の先生の助言もありがたい。



		○		今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		○		とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		○		CASEの全体がようやく分かってきました。

		○		中身が濃かったです。

		○		推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		○		谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。





Sheet2

		・今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		・とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		・CASEの全体がようやく分かってきました。

		・中身が濃かったです。

		・推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		・谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。










































Sheet1

				列1		列2

				認知論を基本とする理論背景の理解ニンチロンキホンリロンハイケイリカイ

						日程ニッテイ		内容ナイヨウ

				第1回ダイカイ		5月22日（土）ガツニチド		理論研修リロンケンシュウ

				補講ホコウ				認知促進（CA）の概念やそれを用いた授業プログラムの構成や英国における成果について講義を行い，この観点で授業を構成することの意義と重要性について理解する





Sheet2







				研修講座ケンシュウコウザ		日　　程 		内　　　容 		段　　階ダンカイ

				第１回 
（補講日） 		５月２２日（土） 
（５月２７日（木）） 		理論研修およびCASEプログラム研修① ケンシュウ						


①		

認知論を基本とするCA概念の理論的理解ガイネンリロンテキ

								認知促進（CA）の概念とＣＡＳＥプログラム概要，ピアジェ、ヴィゴツキーの認知論に関する研修，形式的操作のスキーマ【変数】に関する研修ニンチソクシンガイネンニンチロンケイシキテキソウサヘンスウカンケンシュウ

				第２回
 （補講日）		６月１９日（土） 
（６月２４日（木）） 		ＣＡＳＥプログラム研修②　 		②		英国で開発されたCAを目指す授業の構造分析と実践的理解

								形式的操作のスキーマ【分類】，【比と割合】，【比例性】に関する研修　 ケイシキテキソウサヒワリアイ

				オプション		７月３日（土） 		実践研修　 ケンシュウ

								ＣＡＳＥプログラムの授業実践および見学　（於：平安女学院中学校） ジュギョウ

				第３回
 （補講日）		７月２４日（土） 
（７月２９日（木））ガツニチモク		ＣＡＳＥプログラム研修③ 

								形式的操作のスキーマ【蓋然性】，【複合変数】に関する研修　 ガイゼンセイフクゴウヘンスウ

				第４回
 （補講日）		８月２１日（土） 
（なし）		日本版ＣＡプログラムの検討① 		③ 		日本の教育課程における通常授業にCAの概念を適用した指導案の構築と実践

								認知促進（CA）の考え方を組み込んだ授業プランの検討　 

				第５回 
（補講日）		１０月１６日（土） 
（１０月２１日（木））		日本版ＣＡプログラムの検討② 

								認知促進（CA）の考え方を組み込んだ授業プランの実践報告および再検討 ジッセンホウコクサイケントウ

				第６回 
（補講日）		１１月１３日（土） 
（１１月１８日（木））		日本版ＣＡプログラムの検討③ 

								認知促進（CA）の考え方を組み込んだ授業プランの実践報告および再々検討 ジッセンホウコクサイサイケントウ

				第７回 
（補講日）		１２月２５日（土） 
（なし）		日本版ＣＡプログラムの提案および研修の総括 テイアンケンシュウソウカツ

								認知促進（CA）の考え方を組み込んだ授業プランの提案
（形式的操作のスキーマごとに） ニンチソクシンカンガカタクコジュギョウテイアンケイシキテキソウサ
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アンケート1-6回



						回答数カイ														回答割合（％）カイコタエワリアイ

						第1回ダイカイ		第2回ダイカイ		第3回ダイカイ		第4回ダイカイ		第5回ダイカイ		第6回ダイカイ		最終回サイシュウカイ		第1回ダイカイ		第2回ダイカイ		第3回ダイカイ		第4回ダイカイ		第5回ダイカイ		第6回ダイカイ		最終回サイシュウカイ

				校種コウシュ

				小学校ショウガッコウ		10		9												43.5		42.9

				中学校チュウガッコウ		9		8												39.1		38.1

				高等学校コウトウガッコウ		1		1												4.3		4.8

				その他タ		3		3												13.0		14.3

				科目カモク

				理科リカ		11		11												61.1		64.7

				数学スウガク		3		4												16.7		23.5

				その他タ		4		2												22.2		11.8

				教員歴キョウインレキ

				5年以内ネンイナイ		5		4												23.8		21.1

				5～10年ネン		3		3												14.3		15.8

				10～20年ネン		4		3												19.0		15.8

				20年以上ネンイジョウ		9		9												42.9		47.4

				参加した理由は何ですか。
（複数回答可）サンカリユウナンフクスウカイトウカ

				内容に興味ナイヨウキョウミ		10		6												29.4		30.0

				自分の授業改善ジブンジュギョウカイゼン		12		7												35.3		35.0

				上司のすすめジョウシ		8		6												23.5		30.0

				教員研修を行うヒントキョウインケンシュウオコナ		2		1												5.9		5.0

				その他タ		2		0												5.9		0.0

				本講座に期待することがらは何ですか。
（複数回答可）ホンコウザキタイナンフクスウカイトウカ

				新しい授業方法アタラジュギョウホウホウ		10														17.9

				新しい教材アタラキョウザイ		6														10.7

				認知論的な見識を得るニンチロンテキケンシキウ		17														30.4

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		6														10.7

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		14														25.0

				異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換コトコウシュカモクケイケンキョウイントウロンイケンコウカン		2														3.6

				その他タ		1														1.8

				今回、興味をもって参加できましたか。コンカイキョウミサンカ														全体でゼンタイ														全体でゼンタイ

				5		16		17		10		8		11		5		15		72.7		85.0		58.8		66.7		64.7		45.5		78.9

				4		4		1		5		4		5		5		4		18.2		5.0		29.4		33.3		29.4		45.5		21.1

				3		2		2		2		0		1		1		0		9.1		10.0		11.8		0.0		5.9		9.1		0.0

				2		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				1		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				それはなぜですか。以下から
選択してください。（複数回答可）イカセンタクフクスウカイトウカ

				授業方法が面白いジュギョウホウホウオモシロ		5		6		3		1		5		2		4		11.1		12.5		7.7		3.7		15.2		8.7		8.2

				教材内容が面白いキョウザイナイヨウオモシロ		6		8		5		2		1		3		5		13.3		16.7		12.8		7.4		3.0		13.0		10.2

				認知心理学的な知識を得られるニンチシンリガクテキチシキエ		18		12		11		5		10		6		13		40.0		25.0		28.2		18.5		30.3		26.1		26.5

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		4		2		1		7		0		1		3		8.9		4.2		2.6		25.9		0.0		4.3		6.1

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		8		11		8		11		9		7		16		17.8		22.9		20.5		40.7		27.3		30.4		32.7

				他の教員との討論や意見交換が面白いタキョウイントウロンイケンコウカンオモシロ		0		6		7		1		6		3		8		0.0		12.5		17.9		3.7		18.2		13.0		16.3

				その他タ		3		1		1		0		1		1		0		6.7		2.1		2.6		0.0		3.0		4.3		0.0



				説明が分かりにくい・難しいセツメイワムズカ		0		0		1		0		1		0		0		0.0		0.0		2.6		0.0		3.0		0.0		0.0

				討論の時間が少ないトウロンジカンスク		0		0		0		0		0		0		0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				専門用語が多すぎるセンモンヨウゴオオ		0		1		1		0		0		0		0		0.0		2.1		2.6		0.0		0.0		0.0		0.0

				活動機会が少ないカツドウキカイスク		0		0		1		0		0		0		0		0.0		0.0		2.6		0.0		0.0		0.0		0.0

				1回の内容が多すぎるカイナイヨウオオ				1		0		0		0		0		0				2.1		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				その他タ		1		0		0		0		0		0		0		2.2		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				今回の内容について理解できましたか。コンカイナイヨウリカイ

				5				6		3		1		2		2						30.0		20.0		9.1		13.3		25.0

				4				7		7		6		12		5						35.0		46.7		54.5		80.0		62.5

				3				6		4		3		1		1						30.0		26.7		27.3		6.7		12.5

				2				1		1		1		0		0						5.0		6.7		9.1		0.0		0.0

				1				0		0		0		0		0						0.0		0.0		0.0		0.0		0.0







受講者の校種別割合



小学校	中学校	高等学校	その他	10	9	1	3	説明が分かりにくい・難しい	第5回	第6回	1	0	討論の時間が少ない	第5回	第6回	0	0	専門用語が多すぎる	第5回	第6回	0	0	活動機会が少ない	第5回	第6回	0	0	1回の内容が多すぎる	第5回	第6回	0	0	その他	第5回	第6回	0	0	



内容が理解できたか

5	第2回	第3回	6	3	4	第2回	第3回	7	7	3	第2回	第3回	6	4	2	第2回	第3回	1	1	1	第2回	第3回	0	0	



興味をもって参加できたか

参加できた	第4回	8	だいたい参加できた	第4回	4	ふつう	第4回	0	あまり参加できなかった	第4回	0	参加できなかった	第4回	0	



授業方法が面白い	第4回	1	教材内容が面白い	第4回	2	認知心理学的な知識を得られる	第4回	5	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第4回	7	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第4回	11	他の教員との討論や意見交換が面白い	第4回	1	その他	第4回	0	



説明が分かりにくい・難しい	第4回	0	討論の時間が少ない	第4回	0	専門用語が多すぎる	第4回	0	活動機会が少ない	第4回	0	1回の内容が多すぎる	第4回	0	その他	第4回	0	



内容が理解できたか

理解できた	第4回	1	だいたい理解できた	第4回	6	何とも言えない	第4回	3	あまり理解できなかった	第4回	1	理解できなかった	第4回	0	



興味をもって参加できたか

参加できた	第5回	第6回	11	5	だいたい参加できた	第5回	第6回	5	5	ふつう	第5回	第6回	1	1	あまり参加できなかった	第5回	第6回	0	0	参加できなかった	第5回	第6回	0	0	



内容が理解できたか

理解できた	第5回	第6回	2	2	だいたい理解できた	第5回	第6回	12	5	何とも言えない	第5回	第6回	1	1	あまり理解できなかった	第5回	第6回	0	0	理解できなかった	第5回	第6回	0	0	



授業方法が面白い	第5回	第6回	5	2	教材内容が面白い	第5回	第6回	1	3	認知心理学的な知識を得られる	第5回	第6回	10	6	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第5回	第6回	0	1	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第5回	第6回	9	7	他の教員との討論や意見交換が面白い	第5回	第6回	6	3	その他	第5回	第6回	1	1	



説明が分かりにくい・難しい	第2回	第3回	0	1	討論の時間が少ない	第2回	第3回	0	0	専門用語が多すぎる	第2回	第3回	1	1	活動機会が少ない	第2回	第3回	0	1	1回の内容が多すぎる	第2回	第3回	1	0	その他	0	0	



受講者の専門科目



理科	数学	その他	11	3	4	教員歴



5年以内	5～10年	10～20年	20年以上	5	3	4	9	参加した理由



内容に興味	自分の授業改善	上司のすすめ	教員研修を行うヒント	その他	10	12	8	2	2	講座に期待すること



新しい授業方法	新しい教材	認知論的な見識を得る	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換	その他	10	6	17	6	14	2	1	興味をもって参加できたか（第1回）



5	4	3	2	1	16	4	2	0	0	

選択理由（第１回）



授業方法が面白い	教材内容が面白い	認知心理学的な知識を得られる	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	他の教員との討論や意見交換が面白い	その他	5	6	18	4	8	0	3	興味をもって参加できたか

5	第2回	第3回	17	10	4	第2回	第3回	1	5	3	第2回	第3回	2	2	2	第2回	第3回	0	0	1	第2回	第3回	0	0	



授業方法が面白い	第2回	第3回	6	3	教材内容が面白い	第2回	第3回	8	5	認知心理学的な知識を得られる	第2回	第3回	12	11	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	第2回	第3回	2	1	自分の授業への応用性（工夫ができる）	第2回	第3回	11	8	他の教員との討論や意見交換が面白い	6	7	その他	1	1	





アンケート最終回

				最終回のアンケートサイシュウカイ

						回答数カイ		回答割合（％）カイコタエワリアイ

				参加した理由は何ですか。（複数回答可）サンカリユウナンフクスウカイトウカ

				内容に興味ナイヨウキョウミ		10		38.5

				自分の授業改善ジブンジュギョウカイゼン		7		26.9

				上司のすすめジョウシ		7		26.9

				教員研修を行うヒントキョウインケンシュウオコナ		2		7.7

				その他タ		0		0.0

				全体を通して、興味をもって参加できましたか。ゼンタイトオキョウミサンカ

				参加できたサンカ		15		78.9

				だいたい参加できたサンカ		4		21.1

				ふつう		0		0.0

				あまり参加できなかったサンカ		0		0.0

				参加できなかったサンカ		0		0.0

				それはなぜですか。以下から選択してください。
（複数回答可）イカセンタクフクスウカイトウカ

				授業方法が面白いジュギョウホウホウオモシロ		4		8.2

				教材内容が面白いキョウザイナイヨウオモシロ		5		10.2

				認知心理学的な知識を得られるニンチシンリガクテキチシキエ		13		26.5

				自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）ジブンジュギョウジツヨウセイヤクタ		3		6.1

				自分の授業への応用性（工夫ができる）ジブンジュギョウオウヨウセイクフウ		16		32.7

				異なる校種・科目・経験の教員との討論や意見交換が面白いコトコウシュカモクケイケンキョウイントウロンイケンコウカンオモシロ		8		16.3

				その他タ		0		0.0



				説明が分かりにくい・難しいセツメイワムズカ		0		0.0

				討論の時間が少ないトウロンジカンスク		0		0.0

				専門用語が多すぎるセンモンヨウゴオオ		0		0.0

				活動機会が少ないカツドウキカイスク		0		0.0

				1回の内容が多すぎるカイナイヨウオオ		0		0.0

				その他タ		0		0.0

				研修内容の難易度はどうでしたか。ケンシュウナイヨウナンイド

				易しかったヤサ		0		0.0

				少し易しかったスコヤサ		0		0.0

				適当テキトウ		9		45.0

				少し難しかったスコムズカ		6		30.0

				難しかったムズカ		5		25.0

				研修を終えての満足度はどうですか。ケンシュウオマンゾクド

				満足マンゾク		9		47.4

				ほぼ満足マンゾク		9		47.4

				ふつう		0		0.0

				少し不満足スコフマンゾク		1		5.3

				不満足フマンゾク		0		0.0

				認知促進（CA）の考え方については理解できましたか。ニンチソクシンカンガカタリカイ

				理解できたリカイ		0		0.0

				だいたい理解できたリカイ		12		60.0

				何とも言えないナンイ		6		30.0

				あまり理解できなかったリカイ		1		5.0

				理解できなかったリカイ		1		5.0

				認知促進（CA）を意識した授業が日本で普及する可能性はあると思いますか。ニンチソクシンイシキジュギョウニホンフキュウカノウセイオモ

				可能性ありカノウセイ		4		21.1

				少し可能性ありスコカノウセイ		4		21.1

				何とも言えないナンイ		9		47.4

				あまり可能性はないカノウセイ		1		5.3

				可能性はないカノウセイ		1		5.3

				自分の授業においてCAを意識した展開を行いたいと思いますか。ジブンジュギョウイシキテンカイオコナオモ

				是非行いたいゼヒオコナ		8		42.1

				できれば行いたいオコナ		9		47.4

				何とも言えないナンイ		1		5.3

				あまり行いたくないオコナ		1		5.3

				全く行いたくないマッタオコナ		0		0.0

				来年度以降このような研修があるとしたら、参加したいですか。ライネンドイコウケンシュウサンカ

				是非参加したいゼヒサンカ		12		66.7

				できれば参加したいサンカ		4		22.2

				何とも言えないナンイ		2		11.1

				あまり参加したくないサンカ		0		0.0

				全く参加したくないマッタサンカ		0		0.0



興味をもって参加できたか



参加できた	だいたい参加できた	ふつう	あまり参加できなかった	参加できなかった	15	4	0	0	0	

選択理由



授業方法が面白い	教材内容が面白い	認知心理学的な知識を得られる	自分の授業への実用性（すぐに役に立つ）	自分の授業への応用性（工夫ができる）	他の教員との討論や意見交換が面白い	その他	4	5	13	3	16	8	0	研修の難易度について



易しかった	少し易しかった	適当	少し難しかった	難しかった	0	0	9	6	5	

研修の満足度について



満足	ほぼ満足	ふつう	少し不満足	不満足	9	9	0	1	0	

認知促進（CA）の考え方について



理解できた	だいたい理解できた	何とも言えない	あまり理解できなかった	理解できなかった	0	12	6	1	1	

CA授業の普及の可能性について



可能性あり	少し可能性あり	何とも言えない	あまり可能性はない	可能性はない	4	4	9	1	1	

CAを意識した授業を行いたいか



是非行いたい	できれば行いたい	何とも言えない	あまり行いたくない	全く行いたくない	8	9	1	1	0	

来年度もこの研修に参加したいか



是非参加したい	できれば参加したい	何とも言えない	あまり参加したくない	全く参加したくない	12	4	2	0	0	



第1回

		○		大変興味深く参加できました。

		○		授業で認知的葛藤をおこさせることや、メタ認知（振り返り）の大切さを改めて感じました。答えを求めるのではなく、討論をさせていきたいと思いました。小学校での授業の仕方にも触れていただき大変勉強になりました。

		○		CASEに何回か取り組むと、その深さや授業への応用がわかります。また、個人研究をする上で、CASEは役立ちます。

		○		理論講習については、最初は難しいと感じました。

		○		実習を実際にやることでつかめた部分が多かった。子どもたちがどう反応しているのか等ビデオでもよいのでみてみたい（特に今回学習し、自分の体験したレッスンを）。

		○		数学分野としての活用法についてもう少し触れてほしかったです。

		○		ガイダンスとしては、理論の前に実習があれば、理論講習がもっとわかりやすかったかもしれません。

		○		実習は、少人数班での学習形態が向いていると思った。協同学習、少人数学習との関わりが今後議論できたらいいなあと思いました。

		○		ピアジェやヴィゴツキーの理論について、自分でもう一度確認しておく必要を感じている。

		○		時間が許されるのなら、実験結果について自分の目で確かめてみたい。（油の粘性など）

		○		社会科やその他の教科でも生かせる教材や授業プランを考えてみたい。

		○		実習の効果を評価できれば、データとして有用だと思うのですが、１回CASE型の授業をしただけでは、何とも言えないですね。

		○		生徒の関心をもたせることを基礎においた理論であると思いました。

		○		実習は適当な時間配分であったと思います。

		○		教材化（単元構想との関連性）を図りたい。

		○		心理学を専攻していて、統計をかじっていたので過去の知識と今回の講習の内容で認知的葛藤が起こりました。

		○		小学校3年生を担任しているので、どういう風に使えるか考えていました。

		○		子どもたちが実習する際のグループ構成の話だが、誰とグループを構成しても授業が成立するように組めないのか。

		○		帰無実験は小学校で多くあると思うが、CASEをやっていないと考えるベースはどうかと感じた。

		○		理論講習で学んだことが学習（理科）の授業のヒントになった気がします。

		○		期待していたとおりの内容で、次回も楽しみにしております。

		○		今、求められている授業改善、実践力を向上させるためのヒントになった。

		○		小学校での活用が知りたい。中学校の内容から、どのように小学校へ工夫していくのか。

		○		理論ばかりでなく、実習があったので興味深く研修できました。理論は、最初は難しいと思いましたが、実習を交えながら何となく概観はぼんやりつかめた感じです。

		○		おそらく、教材開発のヒントはたくさんあると思います。





第2回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第２回）リヨシダイカイ

		5		比の考え方の有効性について、子どもに考えさせたり文章に表現させたりすることの意味がわかった。

		5		授業の展開とCASEの観点とのつながりが少しわかった。

		5		CAの針らがスッキリと頭に入りました。前回よりも今回は納得して受講することができました。他の人たちとの対話が必須ということが授業には本当に大事だと思うことは回を重ねる毎に自分の中に入ってきています。

		5		比について。6年生で比の単元があるので、授業でも子どもたちに手を使わせ、考えさせながら認知的葛藤をおこしていきたいと思いました。

		5		わかりやすい内容であり、応用性が広がるものであった。また、授業の流れもつかみやすく、どこがメタ認知であり、社会的構築なのか、またブリッジングなのかよくわかったため。

		4		１時間の流れがつかめてきた。

		4		指導案を考えたことで、6つの柱のそれぞれに相当する場面について考えを深めることができた。実際の場面に即して考えることができる今年度の展開がとてもよいと再認識した。

		4		認知的葛藤、社会的構築の大切さを理解できたと思います。日々、生徒になるほどと思わせたいのですが、より計画的にやらなければと思いました。

		4		何について葛藤させるべきかがすっきりしなかったから。

		4		変数の設定制御とその応用が、自分の中で消化できていないところがあるので4としました。

		4		教科指導と区別する必要性。教科指導に取り込む工夫の難しさ、やりがい（価値）も再認識できました。

		3		体験したり、実際に作業したりすることは楽しく参加させていただきました。ただ、理論面での理解はまだまだできなかったと思います。

		3		教材の流れの意図や考え方。グループ討論の時に、丁寧に解説していただけたため。具体的な授業例だったため。

		3		比というものが言葉で説明できないので、もやもやとしました。でもそれが子どもたちの感じる葛藤なのだろうと思います。それが、今回理解できました。

		3		まだまだ専門用語には慣れませんが、具体的な内容で展開していただいたので、わかりやすかったです。

		3		用語の理解が、自分自身として曖昧な所があり、指導案を書くときの記述に困った。

		2		指導案作成では、ほとんどイメージが沸かなかった。

		?		まず、具体的操作を入れてから、思考させるという展開をする点を理解できた。



		○		小学校での活用例などがあるとうれしいです。

		○		教師のまとめをしてはいけないという所が、まだ理解できていない。

		○		「思考の喚起」という概念が、5本の柱の中でどういう位置づけなのか考えたい。

		○		中身をよく理解していないのに、どうしても自分の教科で（自分の教科の教材を使って）という思いが強くて、前に進みませんでした。最後の谷口先生のお話もよく理解していきたいと思います。

		○		いままで考えたことのないことがたくさんあったので、勉強になりました。

		○		ブリッジングした授業内容を作ることは難しいですね。

		○		北部のため、京都に出てくることに時間をとられるのが残念です。生の授業の様子をぜひ見てみたいです。DVD等に納めてもらい、後から見せていただけたら本当にうれしいです。

		○		時間設定等、北部の人間には多少きびしい。オプションの授業が見たいのだが、午前では参加ができないので、後日DVDでも見られたらうれしいです。

		○		今回の内容はLesson1～5より一気にレベルが上がったので、授業の工夫が必要であると感じた。













第3回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第３回）リヨシダイカイ

		5		確率のところで、連続した回数の度数が「１つ増えると半分減る」というのが、CASE的にどういう意味があるのか、もう少し考えたいと思います。

		5		Thinking Scienceが目標とする事項を盛り込む大切さを実感した。単になぞるだけでなく、より意識を高めておく必要がある。

		4		浮くか沈むかの解答シートの見方が分からなかった（２の300gがなぜ沈んで、２の200gがなぜ浮くか）。カードゲームは、おもしろく、どきどきしました。

		4		考え方に少し慣れてきたから。

		4		CASEの求めているもの。

		4		授業実践の検討を丁寧にしていただいたので、非常に自分の勉強になりました。また、次回以降の自身の授業に生かしていきたいと思います。

		4		与えられた情報でも、本当に役に立つかどうかを判断することが必要である。その中で絶対にそうなると言い切れるものと、どうやらそうなることの可能性が高いのではないかというレベルでとどまるものがある。具体的な数値の持つ意味を考えることができる。

		4		CASEプログラムがよく練られて作成されていることに気付くことができた。また、「蓋然性」は認知促進の中では「変数の制御」よりも難しいと思った。

		4		葛藤をともなう思考の重要性について理解が深まった。

		3		確率についてはよく理解できた。複合変数については専門用語が多く、難しかった。内容が中学生に対応しているような気がしますが、このことをどのように小学校で生かすかが、難しかった。

		3		認知的葛藤の大切さ、CAの授業を進めるにあたってのポイント

		2		初参加なので、まだまだ難しい。話の中でそうかなぁと思えるところがある言葉があった。

		?		子どもたちの中に、「なんで」という？をいろんなところで起こさせて、追求させていく魔力のような工夫があると思いました。

		?		研修そのものは、おもしろく参加できた。紅茶の試飲や浮く沈むなど、理論そのものはまだ十分理解できてないと思うが、「推論できる・それがあたる」ので、わかったような気分になった。



		○		子どもがワクワクする教材をとてもうまく設定してあって、その思考パターンで世の中を分析していく素地のようなものができあがるのかな…と思いました。

		○		複合変数のノートシート（最後にやったゲーム）で推論させるビンの絵が途中のものになっているのはなぜか。その部分の推論はより応用度が高いということか。

		○		楽しく参加できています。

		○		小学校現場ではどうしても教えること、迷わせない着地点を見据えて授業を組み立てるので、今回いろんな先生（校種がいろいろ）が実際に実践されての実感の声は、自分のためになったし、共感できる部分が多かった。ぜひ、授業を見られていないのでDVDを貸してもらえたら嬉しいです。

		○		どう授業に生かすか、何を、どんな考え方を生かすか、取り入れるかが難しい。がんばって考えてみます。プログラムの具体例は面白かった。

		○		今日も実習が楽しかったです。具体物を使った操作があるとやはり興味が持てると思います。子ども達にどう話し合わせるかをもう少し勉強したいと思います。

		○		小学校でのCASEの活用の難しさを感じます。小学校での活用の仕方を学んでいきたい。

		○		「シンキングサイエンス」と「CASE」の違いは何ですか。

		○		小学生にできるかできないのかを常に考えながら（すぐ使えるのか、現場に合うか）受講している。今回出た話の中で、単位あたり量に目を向けさせることもプログラムで考えているとあったが、小学校5年生でよくやる学習する内容である。例えば、割り算がしっかり習熟していない児童にはついて行けないことが懸念される。また、確率を学習する前でも今回のLesson17のプログラムは意義があると思う。日本の学習指導要領で基礎の基礎（確率のプログラムに確率の知識というのではなく、少数の計算やものの重さなど）が身についている年代にしかできないと感じた。それが小学校6年生なのか中学校1年生なのかはわからない。

		○		「プログラム」ではなく「考え方」が大切だということを討論の中で発見した。

		○		CASEの授業では、今までの授業では当然のように配慮してきた、分かるための条件設定や指導者としての工夫をあえて行わないことも必要だと言うことが認識できたのだが、つい、手をさしのべてしまいそうな気がする。認知的葛藤は大切なので十分考えさせたい。

		○		授業をしていて、子ども達に認知促進が促されていないと感じたときは教材を工夫してもう一度やるべきなのか？

		○		この研修で学んだことを小学校の授業で生かせるように考えていきたい。





第4回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第４回）リヨシダイカイ

		5		CASEの考え方を用いて授業を工夫するポイントを若林先生の実践や交流を通して、自分の授業改善のヒントになった。トオ

		4		CASEの視点を入れれば、通常の授業の中でも認知に刺激を与えられるということ。

		4		実践発表を聞いて、少しだけ具体的に見えてきました。

		4		認知的葛藤の大切さ、それが5年生の今後の学習に大切であることも分かった。

		4		CAを意識して授業を考える必要性を感じた。

		4		途中参加なので実践発表については？です。どんな授業に活用できるかについての話し合いは有効です。

		4		CASEの視点を取り入れた授業の事例。変数をどう扱うか。

		3		何をして認知的葛藤とするか。どのような質問をするか。また、どのように問えば認知を促進させられるか。ソクシン

		3		今日も１からおさらいをしていただきましたが、ここでしか聞かない語句も多くて、なかなか身に付いていない自分を実感させられています。しかし、少しずつですが、なじんできている気もしますし、頑張りたいと思います。

		3		実際に指導案を作ってみてイメージが持てた。

		2		具体的な教材を想定しても、展開の具体を考えるときに迷い（分かっていないこと）が多くてなかなか具体化しない。机間指導によるアドバイスはとても助かる。

		?		評価の仕方がよく理解できなかった。CASE的な側面について1回の授業で定着や把握はどう評価できるのかがよく分からなかった。



		○		CAMEについても勉強してみたいです。

		○		実際に実践してみての感じ方がどうなるか今から楽しみです。

		○		漠然としたイメージはわくのだが、授業案にまとめるには難しい。

		○		やってみたいことはいろいろあるのだが、認知的葛藤をどう起こさせるのかは苦労している。

		○		実際に自分で指導案を書いてみると、何が分かっていて何が曖昧なのかがよく分かる。





















第5回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第５回）リヨシダイカイ

		5		ピアジェの推量形式が推論する力や論理的思考にとってポイントとなる点。また，社会的構成の重要性がやっと理解できたため

		5		まだまた理解できていないのですが，葛藤を起こさせるだけでなく，本質の部分で葛藤させることを知りました。

		5		自分だけやる以上に他の先生からのアドバイスがよく分かり，ためになります。CAをより生徒に有効に生かす視点が大切だと思っています。

		4		CAの授業について6本の柱のことや，作り方など，これまでの勉強の確認にもなりました。また，理解できていないところも少しずつ何となく分かってきました。

		4		提案された指導案の発表も良かったが，①それぞれを「CAの視点」で評価する話し合いをしたこと，②その過程で講師からの具体的な助言があったことで，学びがとても深まった。子ども達の「社会的構築」の場面でも，こういう構成（場作り）の重要性も認識できた。

		4		具体的な授業展開があり，わかりやすかった。

		4		CAを行う視点のところで，葛藤の質の違いが明らかになりました。推量形式パターンを見極めることが一番重要であることが分かりました。

		4		CAによる概念の変容。これまで同じだと思っていたことと，異なることを再認識しました。

		4		探究的な授業で優れていても，CAの授業としてはそうでない。題材を選んで，どう展開するかというところに工夫が必要なんだということを考えさせてもらいました。

		4		ピアジェのシェマを数学の授業でどのように使えるかが分かりにくい。

		4		CAの視点について，自分が作った指導案を見直すことで，理解が深まった気がしてます。

		4		部分的ですが分かったところもあり，少し入り口に立てたかなと思います。ギターを教材にする話のところから認知的葛藤の意味の大切さがぼんやり見えてきました。

		4		具体的準備とは物理的な準備だけをさすのではなく，全員で共通認識しておかなくてはいけない部分も指していることが分かった。

		4		具体的準備が道具をそろえることだけでなく，認識をそろえる，また，考えさせたいこと以外に向かわないようにしておくこと等が理解できた。

		3		CAと新しい概念獲得の関係が，今の段階でよく分からなくなりました。例えば，「エネルギー」もモデルになり得るのか？「比例」もモデルになり得るのか。いまひとつ分からないです。

		?		CAを意識した授業が少しずつ分かってきた。



		○		今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		○		とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		○		CASEの全体がようやく分かってきました。

		○		中身が濃かったです。

		○		推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		○		谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。





第6回

		評価ヒョウカ		理　　由　（第６回）リヨシダイカイ

		5		認知的葛藤の部分が少しずつ見えてきました。

		4		分類の大切さ、またそのときには、わからないという部分の理由が説明できることが大切であることが分かった。

		4		「分数」とか「比例」とか認知の考え方を揺さぶる授業の組み立てや、子ども達の討論から気付かせることに重点を置くことが分かりました。

		4		最後のグループでの話し合いの中で、各指導案についての認識を深めることができた。「月と地球」の単元の指導案については、モデルとしていろいろな意見を出させる方が面白いと考えられた。

		4		認知的葛藤について、生徒に形式的操作をさせることが大切であると分かった。

		4		問題解決学習とは違うという一語が印象的でした。逆的発想で、どこがどう違うのかますます興味が深まりました。

		4		「分類」を使った授業例をきいて、数学で使えないかといろいろ考えてみたが、この研修中に考えがまとまらなかったので、とりあえず、一度、「分類」で指導案を作ってみたいと思う。

		3		「月と地球」の単元の指導案において、月と地球の位置関係の「モデル」という視点での授業のイメージが未だにわかない。

		？		最後に単元全体の計画が出されたのが良かった。具体的な授業と関連づけることができて良かった。変数の大切さに気付かせる授業展開が時には必要であると思った。（変数を見つけることはもちろんたくさんさせなくてはいけない。）

		？		具体的授業をもとに、説明（展開、子どもの反応など）を聞いたり意見交換をするので、授業者にとって（CAの観点と照合するなどの）葛藤が起こりとてもよい。また、講師の先生の助言もありがたい。



		○		今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		○		とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		○		CASEの全体がようやく分かってきました。

		○		中身が濃かったです。

		○		推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		○		谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。





Sheet2

		・今もCAを意識した授業のあり方は漠然としている。もう少し理解していきたい。

		・とても勉強になります。シェマを考えてから、どこで葛藤を起こさせるか考えていきたいと思います。

		・CASEの全体がようやく分かってきました。

		・中身が濃かったです。

		・推量形式を整理してもらえ、すっきりしました。

		・谷口先生が把握しておられるCAの授業パターンを教えていただきたい。
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